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は じ め に

　「生物資源の勧率的利用技術の開発に関する総合研究（バイオマス変換計画）」の推進に当たッては，

農林水産分野における研究者のみならず広く他分野の研究者の協力を得るとともに，関連分野における

内外の研究成果を速かに把握し，研究の糧とすることが極めて：重要である。

　このような観点から海外におけるバイオマス関連の文献を収集翻訳の上，本総合研究に関係する研

究者等に配付し，研究推進の一助となることを思的とするFバイオマス関連文献翻訳シリーズ」を刊行

することとなった。今回はシリーズの織1として，バイオマス作物として注鼠を集めている熱帯産の塊

根・塊茎作物を解説した文献を印醐・配布することとした。

　錨資料が関係者の聞で広く活用され，本総合研究の円滑かつ効率的な推進に役立つことを願う次第で

ある。

　終りに，当資料の作成に蟻たって次の：方々に御協力頂いたことを付記する。

〈翻　訳〉

株式会社　アイデイ

〈加筆・修正〉

　雨宮　　昭　農業技術研究所生理科長

坂口　　進　　　　　〃　　生理遺伝部業務科長

　小林　　仁　　　　　〃　　遺銀第娃研究室長
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序 文

　熱帯，とくに熱帯アメリカは，食馬作物の：豊鷹で，今島世界でも有数の一次産品生産地域となって

いる。しかし，これまで熱帯アメリカ産の作物に対する関心は一般的にうすく，塊根や塊茎を産する植

物についてはとくにそうである。

　たとえば，南：米のアンデス地方が原産のジャガイモは，ヨーロッパに移入され，その環境に順応し今

日では先進国でも最も重要な食糧の一つとなっているが，新大陸からの塊茎がこのように広まったのは，

珍しいケースである。このジャガイモは，今なお熱帯アメリカ高地や南米温帯地：方での需要が大きいが，

もともとジャガイモの原産地は熱帯ではなかった。

　キャッサバはアメリカ大陸にヨーロッパ人が訪れる数百年も前から栽培されていた塊根であるが，熱

帯地方でとくに：重要な植物となり，この植物に対する門下学者や農学者の関心が高まった。そして彼ら

の研究の成果により，キャソサバは，1ヘクタール当りのでんぶん生産量が最も多い栽培植物の一つと

なったのである。

　熱帯原産のその他の塊根や塊茎については，これまでのところあまり強い関心が払われていなかった。

しかし熱心な遺伝学者や先進的な農学者が研究を重ねた結果，現在これらの作物は生産性の高い食糧と

して期待されている。

　多くの熱帯性の塊根や塊茎が重要な食用作物になりえなかった理由の一つは，疑いもなく㌔長期間の

保存が比較的困難だったためである。しかし生産工程の発達により，粉やその他の製品の加工が容易と

なった今日，将来の食糧生産に占めるこの種の植物の重要性は，非常に高いものがある。

　過去において熱帯性の塊根と塊茎が重要な食糧源となりえなかったもう一つの理由は，おそらく，こ

れらの植物の栄養価が比較的低かったためであろう。いままでは，熱帯性の塊根と塊茎に営まれるたん

ぱく質は少ないとごく安易に結論され，でんぷん質の食糧としては二次的な価値しか与えられてこなか

ったのである。しかしこれらの植物のいくつかがもつ高生産性や，人聞と家畜の今後の食飼糧需要を考

えた場合，熱帯性の塊根と塊茎は現在の穀物類に代わり，蹴えた地球を救う食糧となりうるのである。

　一方，現在ではまだ入間が巳常的に消費していないたんぱく源，たとえば，魚粉，熱帯性塊根と塊茎

の葉や茎などに関する研究も大いに推進する必要がある。また，実現はまだ先のことであろうが大きな

可能性のある研究として，熱帯性の塊根と塊茎を発酵原料として使用し，入間の必要とするたんぱく質

の一部を生産することがあげられる。このような人聞の英知を集めた研究は，間違いなく，増加し続け

る人類の食糧問題を解決する手段となりうるであろう。

　この他，穀物の中に含まれるたんぱく質を質量ともに改良する試みは，すでに数種類の穀物で成功し

ており，塊根や塊茎作物についても，その遺伝的，生理的な性質が次第に解明されて行けば，栄養価を

改良できる日もそう遠い将来のことではなかろう。

　熱帯性塊根と塊茎の改良を考える際忘れてならないもう一つの点は，雇用，失業，土地所有といった

社会問題との関連である。これらの問題は今日，発展途上圏，ことに熱帯に位置する途上国において非

常に重大な問題となっている。

　キャッサバ，ヤム，アメリカサトイモなどの塊根，塊茎作物の栽培については，すでに長年にわたる

貴：重な蓄積があり，特建の条件のもとでは自給の必要や市場の需要に応じた段階的な収穫ができるほど

になっている。入間の知患によるこのような開発は，雇用の増加を促進し，農畏の黙土地ばなれ”を防

ぐものとして効果を収めるであろう。

　以上述べた理由から理解されるように熱帯性塊根と塊茎のもつ可能性は大きく，その研究をよりいっ

そう深める必要がある。

　著者Alvaτ◎選onta照O氏は，長年にわたり熱帯性の塊根と塊茎に関する資料を収集されてきた。
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また単にそればかりでなく，マラカイ市にあるベネズエラ中央大学農学部においてその本格的な研究に

従事されてきた。今日出版の運びとなった本書は，まさにこのような長年1こわたる広範な資料収集と彼

自身の研究による成果の現われであり，増加する人類が必要とする食糧の生産方法の開発に努力する専

門家にとっては，必ずや良い刺激となるであろう。

　また，．すでに数年前，瓢on℃aldo氏はベネズエラ中央大学農学部から熱帯性塊根と塊茎に関する広

範な文献目録を出版されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

　私は，、本暑が，若い農学研究者の目を熱帯性塊根と塊茎作物の改良研究に向かわせ，政策担当者から

の資金援助の実現や，これらの植物に対する企業家の関心を呼び起こすために大きく貢献するものと信

ずる。

L冒工S　蔵ARCA翼O　　C．
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は じ め に

　　塊根と塊茎は，世界の多くの地域で基本的な食糧源または産業資源となっている。しかし，これらの

　植物に対する研究は従来から軽視されており，現存する資料もばらばらの状態にある。

　　本書は，熱帯地方の住罠の食糧であり，工業周原料としても使用されているこれらの塊根と塊茎に関

　する農学的研究の成果を示したものである。

　　土地はそれを耕やす者が所有するという現在の考え方や，熱帯地方の多くの国々で進められている農

　地改革のことを思うならば，現在ほどより多くの，そしてより良い食糧を生産しなければならない時は

　ない。多くの場合，在来作物の研究と開発は，地域社会の経済発展の基礎となり，土地の社会的情勢の

　進歩とあいまって高い生産水準の実現を可能にする。

　　塊根，塊茎作物は高カロリーであるが，たんぱく質が少なく，しかも動物性たんぱく質より質が劣る

　ことは常識である。しかし塊根は安価かつ大量に生産され，日々の食車に一品は必ず出されることも確

　かである。

　　落花生や魚粉をこの食事に加えるならば，食込の栄養価を改善することができる。それに，多くの食：

　用作物にたんぱく質が不足しているのは，ごく一般的な現象なのである。

　　本書は次の4章から成る。　　　閥

　「第王章　汎熱帯性塊根・塊茎作物の栽培」

　　ここではタロイモ（CO∠00α8乞αβ30％♂0π如），アメリカサトイモ（Xαπオん030ηLα8αg舜捻〆一

　・♂勧捌・ヤム（D乞・3・・γ6α8アP・）・キャ・サバ（勉磁ん説・3・乱♂・π6α）・イモゼリ（庸γα一

　〇α0鵠認π齢0γγ競Zα），それにサツマイモ（り0那0¢α加彪6α3）を詳しく解説するQなおやム

　キャッサバ，サツマイモについては，ベネズエラでの11年間にわたる研究成果を利用した。

　r第2章特鑓地域のアメリカ産熱帯性塊根と塊茎の栽培」

　　この輩では熱帯アメリカで栽培されている6種を下りあげる。

　「第3章　アメリカ産熱帯性塊根と塊茎の希少栽培種または自生種」

　　ここで留り扱う作物は9種である。

　「第基面特定地域のその他の種」

　　最後の章である第4章では，アジア，アフリカ，太平洋諸島の12の種を解説する。このうちのいく

　つかはこれらの地域で栽培されており，他は葬常用食糧としての自生種である。

　　解説は，一般的にいって，入手しうる資料がある場合には，その植物の最も特徴的な性質と農学的，

栄養学的な側面に焦点をあてた。なお本書で鞭り上げた栽培種の多くは，キャッサバやサツマイモ，そ

　してアメりカサトイモの普及により絶滅の危機にある。

　　栽培種の名称は，生産者の聞で最も一般的な俗称を用い，掲載順序は分類法にもとづいている。また

　表現は可能な限り原語に忠実にし，異名や地域的に使われているその他の俗称も表記した。

　　病害虫を防除するための薬剤や殺虫剤の効果に関するデータは，本書には収録しなかった。これは技

術進歩により毎年新製品が登場することや，これらの薬品を使用するには栽培種，病原菌，そして害虫

が分布する生態系に適した使用法をとる必要があるからである。

　　各テーマ，とくにアメリカ大陸の植物を取り扱う際には，まず第一に同大陸で発行された信頼のおけ

　る資料を用い，次に全世界からの資料でこれを補完するようにした。すべての資料を網羅的に紹介する

　ことはしなかったが，これは本書の目的外であったことや，著者自身がすでに熱帯性塊根と塊茎に関す

　る参考文献を定期的に刊行しているためである。

　本書を通読されれば，塊根と塊茎を産するこれらの植物に対する未研究分野がいまだに多く，熱帯地

・方でなされたこれまでの研究も，とくに湿潤な低地を対象としており，荒れ地や高原での研究はまだ手
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つかずの状態にあることがわかることと思う。そしてとくにアメリカ大陸ではこの荒れ地や高原に，何

世紀もの間辛抱強く農学者からの救いの手を待ち望んでいる原住民が生活しているのである。

　地理的な熱帯地方の概念（北緯23度から南緯23慶の間の地帯）は，本書で叡り扱おうとする植物

の観点からは現実に即さないものである。

　このような直線的な限界線に代わり，ここではその直線とは別の曲線的な限界線を用いるべきである。

同じく赤道について年間変動値の平均値を調査した結果，気象学的な赤道と合致するのは，北緯5度の

付近である。

　従って本研究における熱帯地方の限界線は，単に熱帯植物が必要とする条件だけでなく，赤道，熱帯，

亜熱帯などの気候を特徴づける大気の力学および熱力学的な条件をも考慮に入れ，熱帯植物を規定する

熱学的，水力学的，かつ光周期的な一切の特徴を包含する地域の限界と対応するような一本の線と定義

されなければならないであろうQ

　本書で言及している太平洋諸島とは，ポリネシア，ミクロネシア，メラネシアの諸島のことである。

広く散在するこれらの島々は，農学研究者にとって昔も今も変わらぬ重要な地域であるが，これは植物

と環境，生態系と住民といった関係の上から，この地域の塊根と塊茎の栽培がとくに興味深いためであ

る。

　ジャガイモはSoぬ賜那απd砂侃臓やその他の種類の場合，熱帯高地の：重要な資源であるが，本

書では取り上げなかった。これはジャガイモの中でも最もポピュラーな種が，主に温帯地方で栽培され

ているSO∠αππ那戯加γ08即πだからである。

　数量の表記は，原則としてメートル法を用いたQしかし各種作物のビタミンの含有量を示す場合には，

引用文献の表記法に従った。したがって，一部のビタミンは国際単位（IU）で，その他はミリグラム

（mg）やアクティブ・マイクログラム（ac1磁cg）で表記されている。
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第1章　汎熱帯性の塊根・塊茎作物の

　　　　栽培



下 口 イ

学名　C尻ooαs面θso堀θ幅α一テンナンショウ科

　異名と俗名

　（愈％犠・S・蜴・幅撚，CαZαd秘常・8副・π伽勉，　C・6・6α8毎α幅伽・γ暫瀧α％吻％一

〇γ繊，A7繊00‘00α8客α，　Lθ吻00αSぢαεPP．）

　オクモ・タリンOcumo　c副in，ダンテDanchl（以．ヒ，ベネズエラ），キキスケQuiquisque

（グアテマラ），ピトウーカPi惚ca（ペルー），マランがMalanga，グアギGuagul（以上，キュ

ーバ），マランガイMalangay，ボーレBore，チョンケChonq慧e（以hコロンビア），タイボア秘aiboa

（ブラジル）・チャイニーズ兜テイヤーChlnese　layer（ガイアナ），　タロTaro，ダシーンDasheen，

チャイニーズ・エドウChinese　edδoe（以上，トリニダード・トバゴ），ココCoco（ジャマイカ），

オールド・ココヤムOld　cocoya魚（アフリカ西部），シューダシーヌCho疑一dachine，マーデル

Madere（以上，仏領アンチル諸島），タトTa毫。，ダロDalo（以上，フィジー），タロTaro，カ

ロKla韮。（以上，ハワイ），サオンジョSaonlo（マスカリン諸島），アネがAnega，バBa，ビャウ

Biau，ビルムBi揺m，ブー・ゲB慧ge，グアバラGuavara，ヘケレHekere（以．1二，ニューギニア），

タロTam，タロTalo，タオTa！o，ティエTiee（以上，マルケサス諸島），クラウK：urau（ミ

クロネシアのバラン島），マルMal（ミクロネシアのヤップ島），アルイエ（フランス語）・ダップ

Aro畷B6　Dap，ディDi，エケンガッド磁engad，イオ王。，イニガッド・ケニング1藤gad－Ke一

鍛ing，モアMoa（．以上，ニューカレドニア），アバ・アウアAb／a　aua（フィリピンのイロコ語），

アバロングAb／along，ダグマイDagmal（以上，フィリピンのピサや語），アモアングA㎡oaag，

ピシングPlslng（以上，ボントック），ガビGぎbi（フィリピンのタガロダ語），リンサLinsa，

ナトングKaゼong（以Lフィリピンのピコル語），ラグバイLagb／ai（タガログ語，ピサや語），

ルビンダナンL縫blngnan（フィリピンのイフが口語），バリBari，ヤベレYa－be／r！e（以上，仏

領西アフリカ），レンゲLe盤gu／e（コンゴ），ディアベレDiabere（スーダン），マドウンビMa－

dumbi（南アフリカ），アルムArum，クッチュKutchu，アルビArvi，シャマトウンパSham－

at縫mpa（以上，インド），コアイKhoal，アオヌオク・トラングao－nu！oc　trang（以上，ベト

ナム），イモ（日本），ヤYa（申困），コラカシKo圭akasi（キプロス），ナンピNampi（スペイ

ン語），クチューKuchoo（サンスクリット），ソンゲSongue（マダガスカル），コルカスKolk－

as（エジプト）

　起原，歴史，地理分布

　タロイモとよばれているこのイモは，人間が最初に栽培した植物の・一つである。その歴史は薪石器時

代初期にまでさかのぼることができる。

　このイモの栽培が最初に頻繁に行なわれるようになったのは，東南アジア，つまりインドとインドネ

シアの申間の地域である。◎ye恥ga（19）は，　Co‘ooαs脇の原産地はガーナの森林地帯と西アフリ

カのその他の地域であるとしている。

　Baxπe性（1）の説によれば，このイモはパンの木（五γ君ooαγ興sαz琵砺8）とどもに，ハワイ

（北東）からイースター島（0），ニュージーランド（南東）にいたるまでのポリネシア中の何千もの島

々の住民の主食であったといわれている。

　一方Wa∫id（32）によれば，エジプトではタロイモは800年前から栽培されている。このイモはす

でに指摘したように熱帯地方で無数の俗名をもっているが，“タルス（talIus）”（またはタリヤス
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tallas，タレスtales，タロエスね圭oes）の変形が最も一般的であり，ハワイ語の“タロ（ta－

ro）”もこれに由来する。

植物学的特徴

　Engleτ（8）によれば，食用の根茎を産するテンナンショウ科の分類群で重要なものは次の通りで

ある。

亜科　LαSo昭8αs

　　　ゐαs②θα8

　　　C鍵。εPθゲ悌α

　　　、4伽。塑んOPんα‘Zθαs

　　　・4勉oγPんOPんαπ％s

亟科　Coεoβα8掘θαs

　　　OOε00α8②θα」S

　　　∠430CαS②α

　　　CO‘00αS②α

　　　Xα物ホん080惚α

　タロイモの分類（25）はかなり複雑である。ある学者たちはこのイモを2つの種，すなわちCoZo－

0αS舳θSO％‘8π‘αと（）0‘0βαS毎α％琵g％0γ％暢に分けて考えている。しかしHandricO慧rt

（13）のような人たちは，Co’ooαs¢αα％琵σ％oγ％呪が主要な種であり，この他に鞠悌。α，θ％c一

配0γα，∫0観απθ8Sゼ，弱」％S志γ弱，粥勧S艀ゼS，θSC幅θ撹α，％シ悔魏α8がoZ②α，9‘0ゐ一

％砺∫εγα，αq％α臼尻s，αcγ誌といった亜種が存在すると主張している。一般に，最も受け入れら

れている種名はCo肋。αs毎θ80掘θ撹αである。

　このイモの植物学的特徴は次の通りである。草本多肉植物，高さは1～2mにも達する。一年生栽培

種には気中茎がなく，葉柄部は長い。葉片は緑色で細長い心臓形。花は肉穂花序の単性花。肉穂花序の

基部はめしべ，先端はおしべ，めしべとおしべの間には包えいがある。食用の大きな主球茎（球状，ま

たは楕円形か円錐形）か，あるいは主球茎よりも大きな側i茎に分かれる。球茎を産する。これらの球茎

や側茎は，外部が繊維縄織で覆われていることもあるし，何もない場合もある。髄は普通白色であるが，

極端な場合は暗紫色となる有色の栄養系もある。

　このイモは一般に種なしであるが，これはおそらく何百年もの栽培を通じ不稔性の栄養系が選択され

たか，あるいは収穫が一年以内か一年毎に行なわれるので，花序が形成される機会がないためであろう。

イモには乳管がたくさんあり，この乳管にはタンニンを多く含む白色または黄白色の液体が内臓されて

いる。イモはすべての部分を食：べることができるが，ほかのテンナンショウ科の植物と同じように修酸，

カルシウムを含むため，いくつかの種はあまり食用とされない。Capus（4）は肉の中に青酸をつくる

苦味素があると指摘しているが，これは洗ってゆでれば簡単にとれる。

　気候，土壌，肥料

　タロイモは基本的に熱帯植物であり，多くの降雨量（1，800～2，500鯉）と雨量のほどよい分布，

高温（25～30℃），日照を必要とする。

　水中で生育する品種（水中栽培種）と水はけの良い土壌を好む種（乾燥栽培種）とがある。非常に重

い土壌は，幽芽や球茎の生長に不適当である。

　肥料の効果は大きい。ハワイでの場合，Whi勧ey（33）は，水中栽培種用としてN，P206，K20に

ついても6－9－8と6－9－5の割合を1ヘクタールにつき1，250kg，これを2～3回実施するよう

すすめている。De　la　Pena（20）およびDe　la　PenaとPluck：nett（22）は岡じくハワイで，

タロイモは水中栽培（水田）の場含も乾燥栽培（畑）の場含も，窒素とリンの肥料にはすぐに反応する

が，カリに対しては乾燥栽培種だけが反応することを認めている。エジプトの場合，Warid（32）は，

ナイル川の大運河近くの粘土質の桑らかい土壌用として，1ヘクタール当りN100kg，　P205200kg，

K，0　20◎kgから成る完全肥料を2回施すようすすめている。プエルトリコ（24）の場合乾燥栽培で

最も収穫量が多かったのは，堆肥を加えた7－6－17（2．5ton／ha）であった。　Hodge　G　4）は，
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フロりダで4－8－5か5－8－5を1ヘクタール当たり2トン施すよう指示している。カリは，この

場含とくに重要と思われる。以上紹介した肥料配合は単なる例であり，個々のケースについてはその土

地の条件を検討しなければならない。

　i栽　培

　タロイモを栽培するには主球茎を使ってもよいし，完全側茎または吸枝でもよい。完全側茎は側茎の

一ヒ部1c田と葉柄20～25c掴監から成る。母二物の主球茎を使用する場合はいくつかの切片に分けるが，こ

れは2ton／haの種子に相当する。　Plucknett（23）によればハワイでは，“ブリ（huli）”と呼

ばれる吸根が使用され，乾燥栽培の場合は機械で，水中栽培の場合は手で植えられるとのことである。

手植えの場合，“タネ”すなわち吸根は深さ12～15c磁の穴に30～60cmの間隔で～列ずつ植えられ

る。二会によってはあらかじめ堆肥を施すこともある。

　タロイモの植付時期は普通，乾燥栽培の場合，雨季の勧めであるが，適切な二二施設が完備していれ

ば一年中植付け可能である。水中栽培の二三も都合の良い時期に植付けを行なうことができる。

　タロイモの栽培は伐採したばかりの森林の跡地で準備もなしに行われることが多い。

　またこのイモはゴム，バナナ，カカオ，ココヤシといった多年生植物との混作用として使われること

もある。エジプトでは，耕作地になったばかりの塩分の多い砂状の土壌の最初の輪作作物として使用さ

れる。Wariδ（32）は輪作の例として，初年度タ日イモ，2年園スイカとインゲンマメ，3年自トマ

トとタマネギ，4年霞オクラとニンジンをあげている。

　ハワイでは機械化栽培が行われているが，乾燥栽培の場合は吸根植え機が，水中栽培の場合は収穫機

が使馬され，良好な成果を収めているQ

　植付けから収穫までの期間は品種と場所によって様々であり，6カ月から18カ月（23）にも達する

ことがある。最初の裁培の時には雑草の期り取りをしなければならないが，これには普通，農耕異が使

用される。しかしトリニダード（圭5），ベネズエラ（30），フィジー（26）で行われた最近の研究では，

各種除草剤の効果が指摘されている。除草剤としては，シマジン，アトラジン，カーメックス，コトラ

ン，プロメトリン，アメトリンなどがあり，施用時期は植付け後，量は2～3．5kg／haとなっている。

　ハワイでタロイモの水申栽培が今でも行われている（23）主な理由の一つは，おそらく雑箪管理が簡

単なためであろう。

　イモの成熟期は，葉が黄色に変色するときである。球茎は，土壌が非常に柔らかい場合，手やくわ，

それに特別な収穫機で掘り起こすことができる。

　収穫後には主球茎と側茎を分け，泥をきれいにとらなければならない。生産性は一般的に低い。たと

えば，フィジー（26）では4．5ton／haである。しかしエジプト（32）の場合には，176亀on／ha

にも達する高い実績が示されている。

　遺伝と品種改良

　タロイモの改良は，種子が普通は形成されないため，これまでのところ遺伝学のレベルでは実施され

ていない。選択も栄養系だけであり，いくつかの研究がトリニダード（3，11）とハワイ（6）で行われ

ているQ

　恥k懸8hi蹴ら（10）は，タロイモの染色体の研究を行ない，2倍体品種（2X－28）が主大球

茎のタイプに，3倍体（3X－42）が多くの二次側茎のタイプにそれぞれ該当することを発兇してい

る。

　タロイモの品種改良計薗を実施する際の重要な昌標は，野生種と栽培種の収集と研究，病害に対する

抵抗力の強化，高収性の実現，適切な球茎のタイプの研究，単熟化などである。

　脚＆rid（31）は，次のようなタロイモの長期改良計画を提案している。
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A．遺伝的改良

　L　種と染色体の関係

　2・突然変異の誘発

　3・形態形成

　荏・収量構成の要素

　5・適応性に関する評価

B．農学的研究

　1．土壌と植物の関係

　2，“タネ”としての球茎：大きさ，植付けの深さ，植付けの間隔

　3．植付け期と収穫期

　4．肥料

　5．栽培の機械化

　6．輪作

　7　植物の繁茂度に応じた栽培法

　8．灌概

　9．雑草，病虫害の防除

C．生理学的および生化学的研究

　1．栄養価と食品としての品質

　2、加工

　3．さまざまな生育段階でのイモの栄養

　4．蒸散と散水

　5．さまざまな温度，湿度での保存性

　6．品種改良を目的とした開花期と有性生殖の可能性の研究

　病　害

　P掬孟。魏魏oγαooZocα師αθは，中国，日本，フィリピン，そして太平洋諸島に分布する（29）。

この菌が存在すると，5～7日後に病害が発生する原因となりうる。ハワイではこの病気を，4～5カ

月から9カ月のタロイモに銅を含む殺菌捌を散布して退治した。もっと若いタロイモの場合は，ある程

度の抵抗力を示した。これは葉の表面に，菌が発育するほど長く水滴が付着しないためである。1）es－

h麗kh（7）とGr篠ha謹（12）は，それぞれインドとフ孝ジーの場合，品種によって抵抗力が異なるこ

とを報告している。G・：rah灸憩は，クロキースKurokece，シシワSlsiwa，ババイVavalといった

品種がこの病気に強いと述べている。GeregheUi（5）はインドにP吻勧pん漉oγαPαZ偏妙07αが

存在すると報告している。τnjill。（29）は，　P吻漉飢㎜（球茎の軟腐）とF％sα短％悦So‘一

α幅がアメリカ大陸と太平洋諸島のタロイモを襲ったと指摘している。岡じく同氏は，二次的な病気と

して，ウィルスのほか，So‘θγo屍％伽γoZ∫s6¢やCl‘α画os”o短％伽刃％doco％昭ゼ。悌。ゲ¢によ

る病気をあげている。

　害　虫

　Sivaロ（26）によれば，　フィジーでは害虫によるタロイモの被害は少ないとのことである。主な害

虫は77αγo勉αg％spγθsθγp珈α（Homoptera－Delphacldae）であるが，これについてはP工u－

ck職ett（23）がハワイの例で，他の学者たちがサモアの例で指摘している。　麗a宅s冠狙。℃◎と厩i－

shida（16）は，生物学的な方法でこの害虫を駆除することができると報告している。　Siva瓢26）

が指摘したその他の二次的な害虫は，コルタドール（Corねdor：c凱亀erの意）と呼ばれるPゲod一
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θ？↓②α　Zゼめ％γα（I」epi（ioptera　Noct雛呈（圭ae）や，

e慧rodidae）である。

白バエBemisia　tabacl（Homoptera－AI一

　保　存

　一般的に言って，タロイモは畏期間の保存には耐えられない。Wh鮭ney　（33）は例証として，属

本四の品種が2～6カ月の間大きな損耗もなく保存できたことをあげている。Go◎dingとCa双pb－

eU（11）が引用したBr◎脚nによる球茎の保存条件は，温度を6～7℃，湿度を80％に保ち，風通

しをよくすることである。De　La　Pena（20）は，害虫や病害による危険がなければ，12～15カ

月の間タロイモを収穫せずに放置しておくことができ，その方がかえって収穫量が増えることもあると

述べている。

成分
第1表　タロイモ（Co知。αs魔θ80％図幅α）の球茎成分

　　　　（西アフリカ塵，乾物，食用部分ioOg中）

成 分 乾 物

たんぱく三

三　三

二　維

炭水化物

灰　分

カルシウム

リン

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（㎎）

（㎎）

　9．2

　03
　3．2

83，7

　3，6

340

192

（出所） BUS＄on（2）

第2表　タロイモ（CoZooα8魔θSc協θ幅α）の成分（生体，食

　　　用部分100g申）

　　　　ただし第1欄は琶1ユ1erとBごa就hoo▽er（17）によるゆ

　　　でた球茎の成分，第2欄はWu　Leungと飛ores（34）に

　　　よる生の球茎の成分，第3欄はフィリピンの栄養価表による

　　　生の球茎の成分，第4欄は生の葉の成分，そして第5欄は生

　　　の葉柄の成分を表わすξ

成 分
ゆでた球茎　生の球茎　生の球茎　生の葉　葉の葉柄
　　1　　　　　　　　2　　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　　5

熱　　　量

水　　　分

たんばく質

脂　　　肪

炭水化物
繊　　　維

灰　　　分

カルシウム

（．Cal）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（㎎）

1Q4

1．0

0．1

25．0

18．0

92

7嘆．6

　1．6

0，2

22．4

0．8

　1．2

96．0

85

77．5

2．5

0．2

19．1

　0．4

0．8

32

69

79．6

　4．4

　L8
　12．2

　3．4

　2．0

268

19

93．8

0．2

0，2

46
0．6

　1．2

57
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成 分 ゆでた球茎　　生の球茎　　生の球茎　　生　の　葉　　生の葉柄

リ　　　ン

　　鉄

ナトリウム

カりウム

ビタミンA

チアミン

（㎎）

（㎎）

（㎎）

（㎎）

（㎎）

リボフラビン（㎎）

ニコチン酸　（㎎）

アスコルビン酸　（㎎）

非二食部分（表皮）（％）

44，0

1．0

88．0

王．2

　　　　　　5．OAc重（2）1．U．tr（1）

　　　　　　mcg
　O．i11　　　　　　0．G　8

　0．030　　　　　　 0．04

　0．500　　　　　　　　0．7

　5．0　　　　　　　7．0

　　　－　　　　　　16

　64　　　　　　78

　　0．8　　　　　　4．3

　　7　　　　　　　韮1

　514　　　　　圭，237

LU．重r（1）　　203851．U

　　O．18　　　　　　0．10

　　0．04　　　　　　0．33

　　0．9　　　　　　2．O

　IO　　　　　142

　19　　　　　　45

　23

　1．4

　5
367

3351．U

　O．01

　0．02

　0．2

　8
　16

｛1）　王．U。tr＝】二n重ernatiOnal　IJnit　traCeS．

（2）　Act．mcg＝Active　microgram

　上記2表の数値をみると，タロイモの球茎にはたんぱく質が非常に少ない（1～2．5％）のでこのイ

モは基本的にカロリー食品として考えなければならない。また興味深い点として，葉にプロビタミンA，

リボフラビン，ニコチン酸，アスコルビン酸が多く含まれている。

　7erra（28）は，タロイモのたんぱく質の含有率を，葉の場含3．5～7％，葉柄の場合0，3～1．5％，

そして球茎の場合1．3～3％としている。

　またMiller，　RossおよびLouis（18）によれば，タロイモに含まれる修酸は次表の通りである。

ゆでた生体（％） 乾 物（％）

球

葉

茎

0，36

0．10

2．01

0．30

タロイモのでんぶん粒は非常に小さく，1～3μの間である。

　用　途

熱帯地方ではタロイモの球茎をゆでたり，粉をかためてフライヤ”ポイ（Poi）”にして食べる。

　修三分の少ない品種の葉は，ゆでて野菜として食べる。

　“ポイ”はハワイのタロイモ料理であるが，これは球茎をゆで，皮をむき，洗い，そしてつぶして灰

褐色になるまでこねるのである。時には軽く発酵させることもある。

　　　　　　　　　　　　　第5表　　“ポイ”とタロイモの推定成分

　　　　　　　　　　　　　　　　　（出戸斤）　 Standa．hユ．（27）

成 分 “ポ　イ” タロイモ（＊）

熱量（Cal／1009）
水　　　分　　　（％）

たんぱく質　　　（g／100g）

脂肪（9／1009）
炭水化物（＊＊）（g／100g）

・繊　　　 糸佳　　　　（9／玉009）

80

79．5

0．5

0，01

19．4

0．3

133

65，4

　0．7

　0，1

32．4

　0．7
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成 分 “ポ　イ” タロイモ（＊）

灰　　　　分　　　　　 （g／100g）

脂肪酸（脂肪酸全体を100％とする）

パルミチン酸

ステアリン酸

オレイン酸

リノール酸

リノール酸

（％）

（％）

（％）

（％）

（％）

0．4

24．0

2．0

23．6

38．2

三1．8

0．8

25．6

1．6

22．0

42．0

8．0

（＊）　ゆでたタロイモ

（＊＊）　下記の計算により求めた。

　　　　王00一（たんぱく質牽脂刈＋水分＋繊維＋灰分）（g）

　Staaδahl（27）は脂肪酸について，73％が非飽和状態，27％が飽和状態にあると述べている。

　“ポイ”のもう一つの特微は，消化がよいことである。

　DerstineとRada（6）は，“ポイ”に関する食餌研究の中で次のように述べている。　「最も一般

的な用途は，病気の回復期にある子供や，栄養失調または穀物アルギーで軽い食事をとらなければなら

ない子供のためである。また成人については，抜歯後や胃かいようの患者の食事として使われる。」

　経済性

　世界全体のタロイモ生産量に関する統計資料はない。しかし現存する数少ない資料は，いずれもCo一

‘00αs舳θ30％‘θ幅αやXα％抗OSO伽αSαg舜瓦∫0‘葱％悦として取扱っている。

　Warid（31）は，アフリカの状況について調査したが，ブルンジ，カメルーン，ガーナ，象牙海岸，

リベりア，トーゴ，オート・ボルタの7力国の生産量（球茎の年産は，計190万トン）しかわからず，

他の7田口（ダオメー，エチオピア，ギニア，ナイジェリア，シエラ・レオネ，スーダン，アラブ連合

共和国）については，その栽培三種の中にテンナンショウ科の植物があるとしか記述していない。

　沿eLa　Pena（21）は，タロイモはニューギニア，ソロモン諸島，そしてニューヘブ1，デス島の森

林地帯での重要な食糧資源であると述べている。同じくタロイモは，ニューカレドニア，フィジー，ク

ック諸島，ツブアイ諸島（Tubual），ラーパ島（Rapa）における基本的食糧である。ポナー’鴨（Po一

膝ape）では，このイモはパンの木とヤマノイモ（かぜOScoγθα　SPP．）につぎ重要である。またDe

La　Penaは，タロイモが2000年以上にもわたる重要な食糧であり，現在でもインドやセイロン，ス

マトラ，そしてマライ群島では野生種が生育していると指摘している。なおフィリピン，ジャワ，ハワ

イでもタロイモを食糧として栽培している。

　ハワイ農業統計年報によれば，1969年のハワイ諸島でのタロイモの作付面積は170ヘクタール，生

産量4，000トン，生産額は67万1，000米ドルであった。

　アメリカ大陸では，ベネズエラ，カリブ海の島々，そして中米の一部で栽培されている。
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アメリカサトイモ

学名　Xα％地os襯α8αg励砺∫oZゼ％糀一テンナンショウ科

　異名と俗名

　（Xα％ホん080？πα　0αγα0％，Xα％冶ん0807πα　　α6γ0妙づ7θ％S，　Xα％古ん0807πα　？πα∫α／α）

　オクモOcumo，オクモ・コムンOcumo　co㎡un（以上，ベネズエラ），マファーファMa｛afa，

ラスカデーラRascaδera（以一ヒ，コロンビア），ヤウティーア・ブラーバYautiabrava（プエルト

リコ），ティキスケ丁童q縫isque，ケケスケQ縫equexque（以上，コスタリカ），オトOt！o（パナマ），

ケケステQueques定e，テキスカモーテ孚eklxcarno重e，レハルガールRejalgar，コローモCo圭一

〇mo，ランバーサLalnpaza，マカルMacal（以上，メキシコ），カルーサCa韮usa（ペルー），ヤ

ウティーアYa凱ia（フィリピン，スペイン領アンチル諸島），タルアTarua（太平洋諸島），タニ

アTania，ヤウティーアYa雛la（以上，　トリニダード・トバゴ），タヨーベTayobe，ターイェTa－

ye，タヘールTaler（以L　ガイアナ），マンガリートMangaf控。（ブラジル），タニアTania，

タニヤーTa揺er，ココCoco，ニュー・ココヤムNew　Cocoyam（以上，英語），シュー・カレバ

Chou－caraiba（仏領アンチル諸島），マカボMacabo（カメルーン）

　起原，歴史，地理分布

　Ba∬e枇（1）は，おそらくこのイモはアメリカ大陸で発達したものであろうと述べている。アンチ

ル諸島のアメリカサトイモは，そのタイプの数において，中米や南米よりも豊富である。またこのイモ

は，プエルトリコの原住民であったアラワクAraw誌族から受け継いだ最古の作品であると考えられ

ている。

　近代になってアメリカサトイモは太平洋の島々や東南アジア，アフリカに移入されたが，タロイモ

（σ尻ocαs毎θso嘱飢偽）と似ているため，同地ではよくこの2つのイモが混岡される。

　Waエiδ（圭6）によれば，アメリカサトイモがガーナに移入したのは1843年のことである。近年，

アブりカやアジアでは，このアメリカサトイモがタロイモに徐々にとって代わっていることが明らかに

なっている。これはアメリカサトイモがタロイモよりも生産性が高く，病警に強いこと，そして側茎に

含まれる修三分が少ないことなどの理由による。

　De　La　Pena（11）は，ニューギニア，ニューカレドニア，ニューヘブりデス，フィジー，ポナ

ーペ，タヒチなどの太平洋の島々でこのXαπ魏OSO糀¢Sασ窃擁∫尻ゼ％慨が栽培されていると指摘し

ている。

　植物学的特徴

　Xα％輪oso暢αsαg戸口∫oZづ瓢鵬Schottがこのアメリカサトイモに対して最も頻繁に使われる

名称である。E箆gエe：r（7）は，このX．　sαg面目∫d伽㎜の中にX．oαγαo％とX．碗70面γθπsを

含めている。ENGLERが引用したB篭nting（2）の記述によれば，　X．mafafaもこの種類の中に含

めることができるかもしれない。

　形態学的には多肉の箪本植物であり，気中茎はない。葉は地下一次球茎から直接出ている。同球茎は

ほぱ垂直で，食絹となる水平な二次側茎が形成される。側茎の表皮は暗褐色，鳥肉は白色または黄由色

である。また球茎は環，すなわち節をもっており，その一つ一つには芽がついている。葉は大きく，や

じり形をしており，基部は心蔵形である。花は穂状花序または肉穂花序で，めしべとおしべの長さはほ

ぼ同じ。花序はすべて稔性をもつ。
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　Spence（12）は，アメリカサトイモの生育について述べており，その研究によれば巨大な葉が連続

的にできるため，アメリカサトイモの光合成作用は膨大な量に達する。したがって，側茎の肥大開始を

早めるとともに葉の生長を押さえ，最終的に球茎を大きくするためには，生長調整捌を使用することが

望ましいと述べている。

　気候，土壌，胆料

有機物質を多く含んだ，砂質の柔らかい土壌が適している。粘土質または硬い土壌は不適当である。

また土壌は水はけをよくしなければならない。

温度は25～30℃で，霜の降りることのない熱帯性気候を必要とする。

　イモは水分の多いところでよく生育するが，乾期でも枯れることはない。

　収量性については，肥料なしでも生育するが，肥料を施した場合は，非常によく生膏する。

　Spe蕊ceとAh！餓δ（13）は，アメリカサトイモの要素欠乏について研究をしている。

　栽　培

　アメリカサトイモはタロイモと同じように，主球茎の切片や側茎，あるいは“パルマ（palma），”

”パルミーリョ（palmiBo），””パノレミート（palmho）”などと呼ばれる上位1球i茎の一部（co－

rona）と20～30㎝の葉柄を使って栽培することができる。

　植付けは穴を掘って行うが，収量を高めるため施肥することが望ましい。また，商品作物として栽培

する場合には，うねを作って植付けてもよい。植付ける間隔は一列ずつ平行に，60×100cmとする。．

　多くの地域では，コーヒーやカカオ，レモン，バナナとの間作を行っている。

農作業としては，除草と一緒に土寄せを2～3回した方がよい。これは，土庇せをしないと吸根が増

殖して巨大な房になり，球茎の生育に影響するからである。つまり，吸根は球茎の頂芽から地上に向か

って伸びており，土寄せを鴻毛にしないと，さらに太くなるのである。除草剤については，タロイモの

年魚と同様である。

　イモが成熟するのは9～玉2カ月後である。収穫は市場の需要に応じて，徐々に行うこともできる。

一部の地域では“さぐり掘り”すなわち実ったイモを部分的にしか収穫しないこともあるが，このよう

な収穫のし方は商晶栽培には不適当である。

　収穫した球茎は圭～2日間，日にさらすと，あとで球茎についた泥をとるときらくである。

　遺伝と品種改良

　Darl漁gto捻と罵ylie（6）が引用したJa酷ki一儲組alの研究によれば，熱帯アメリカのXαル

施oso鵬α8αの材∬o何物πの染色体の数は，2X＝26である。また，　X佛協oso暢α面dαo一

θ％伽の染色体については，DarUagton（5）は2X＝24としている。

　αooding（8），（｝ooδingとCa狙pbeU（9－10）は，小アンチル諸臨にはX．　sαg窃師アoZ一

華鵬の栽培種が約15種存在すると推定している。ベネズエラでは，農学研究所（15）がその付属園芸

研究所で各地からの20種を裁培している。

　現在までのところ，このイモに対する遺伝学的な改良は一つも実施されていないが，その栽培があら

ゆる熱帯地方で急速沁拡がっている今日，近い将来に膏種が行われるものと思われる。

　改良すべき点として考えられるのは，より効率的な晶種，すなわち葉の量がもっと少ない品種の育成，

促成栽培，生産性を高めること，数は少なくともよいから大きな球茎を生産すること，保存性の改善，

修酸含有量の低下，などである。
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第1図　吸根によるアメりカサトイモ（Xα蛎ん080鵬α8αgz翻佑一

　　∫o露％m）の栽培。側茎上部と葉柄の切片から成る。

第2図　植付け後9力凋のアメリカサトイモ。球茎の生育ぶりに庄

　　意。ベネズエラ中央大学農学硯究断マラヵイ実験農場
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病　審

　ベネズ止ラ（15）では，Cθγoospoγαcんθ掘9¢θ短，　Cθ物osρoγαη87物δ％60sα，P％％碗ε｝

ZZd％αso尻8ゲ0¢，　SO‘βγ0オ伽拠㌍0‘∫8商といった微生物がアメリカサトイモの病原葭として知

られているご熱帯ではP写読伽犠属の菌類がこのイモによく審生する。

一般に，アメリカサトイモは病害に非常に強いといえる。

　署　虫

　脚01CO宅宅（17）は，プエルトりコには白いレース状のはねをもったノ1＼さな虫，　Co7Ψ臨％cασo－

s3卯弱（He磁lptera－Ti鍛gidae）がアメリカサトイモの葉の裏につくと指摘している。また，、P8一

幅配。偏α幅gγo％ε簿08α（Homoptera－Aphididae）1ま，茎の根もとにつく。

　ベネズエラ（15）ではアメリカサトイモの害虫として，L鱒g7％8訪θ％％8（Co韮eop£era－Sca－

rabeidae），　Coδα‘伽8　0α％πα6（Lep羅optera　Hesperlldae），　Cαcogγα鈴ん②s　oγ魏。卜

α瓦s（Lepidoptera－Noctu呈dae），　Gγα多んooθpんα‘α鈴γo鈴唇。ア（HomQptera　Ap翫δidae）

をあげている。

　一般に，害虫による被害は少ない。

　Szent一王vany（14）は，パプアとニューギニアにおけるアメリカサトイモの害虫の新種として，

As施oops面δ砺。％8（Hemiptera－Lygaeidae）をあげている。

　保　存

　アメリカサトイモの保存性は，常温でも低温でもタロイモに比べて良い。自然状態（摂氏26度，湿

度76パーセント）の場合，出芽するのは6週間後である。摂氏7獲，湿度80パーセントでは，18

週間まで芽が出ず良好な状態で賞味することができる。

成分と用途

第4裏　アメリカサトイモ（Xα％傭0ε0㎜αSασ蕊瓦∫oZ¢％惚）の

　　　球茎の成分（麺アメリカ産，乾物，食用部分100g中）

　　　　（出湯ぎ）Busson（3）

成 分 含有量（乾物）

たんぱく質（9）

脂　　　肪（9）

炭水化物（9）
セルロース（insoluble　ξo／rmico）

蟻酸不溶物（9）

灰　　　分（9）

カルシウム（㎎）

リ　　　ン（㎎）

　　5．4

　　0，6

　88．5

　　1．6

　10．7（＊）

　　3，縫

660．0

230，0

（＊＞Busso鼠3）によれば蟻酸不溶物とは，特…質がまだ

　はっきりと定義されてない支持組織（粗繊維）のことで

　ある。
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第5表　アメりカサトイモ（Xα撹んoso常αsαg君師∫o♂稲糀）

　　　の球茎の成分100g中）

　　　　（出所）第1欄と第2欄はBarrett（王）による分析，

　　　第3欄はWu　Le慧ngとヨlores（18）による分析。

成 分

アメリカサトイモ（白色）

　　　　1

アメリカサトイモ（黄色）

　　　　2

アメリカサトイモ

熱　　　量

水　　　分

たんばく質

脂　　　肪

炭水化物
繊　　　維

灰　　　分

カルシウム

リ　　　ン

　　鉄

ビタミンA

ビタ　ミン

（cal＞

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（　）

（㎎）

（㎎）

（㎎）

（act。mcg）

（㎎）

リボフラビン（㎎）

ニコチン酸　（㎎）

アスコルビン酸（㎎）

非二食部分

王16．0

　70，0

　　1、7

　　0．2

　26．9

1．2

118．0

　70．0

　　2．5

　　0，2

　26，7

0．6

132．0

　69．5

　　1．7

　　0，3

　30，0

　　0，6

　　圭．2

　14．0

　56．0

　　0。8

　10，0

　　0．13

　　0．03

　　0．7

　　5．0

　31．0

　第5表で興味深いのは，白色のアメリカサトイモに含まれるたんぱく質が1．7gであるのに対し，黄

色アメリカサトイモのたんぱく質含有量が2．5gと多いことである。

　Xα％抗080鵬αのたんぱく質は，CO‘OCα画αの場合と岡様に，イソロイシン，リジン，トリプトフ

ァン，メチオニンが少ない。しかしシスチンの含有量は多く，Go篭τsey（4）によれば，大部分の植物

性たんぱく質よりも含硫アミノ酸が多いとのことである。

　ゆでたアメリカサトイモの球茎には，26～30％の炭水化物と1．7～2．5％のたんぱく質（いずれ

も湿潤状態で）が含まれ，栄養価の高い食品である。葉はゆでてホウレンソウのようにして食べる。

　Baτrett（1）によれば，アンチル諸臨で作られるアメリカサトイモの粉は，イトランから作る

“カサーベ（casabe）”よりも栄養があり，繊維分が少ないとのことである。
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ヤ ム

学名　D面soO惚αspp一ヤ』マノイモ科

　種名，異名，俗名

　Dづ0800γθααZαカα（D・α孟70餌γ卿γθα，D．脇Zσα7ゼ8，1）．9‘0ゐ08α，D．γ％6θπα，

D．s碗物α，D．　P％γP％γθα，D．8sp伽ゼ，D．　b②cα撹αoα）

　ニャメ・コムン粛ame　com6n，ニャメ・グランデ窟ame　grande，ニャメ・アシアティコ盲ame

　　　　　　　　　　　　　　　　　as呈a摂co，ニャメ・デ・アグアName　de　agua（以上，ベネズエラ），カベーサ・デ・ネグロ

Cebeza　de　negro，タベーナ宏abe轟a（以上，コロンビアとパナマ），バタティーリャBatati一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘勧（アルゼンチン），イニヤーメIname，ニャメName，ニャンガーテN融gate（以上，メキシ

コ），ニャメ・ブランコ窟ame　bla駐co，トゥスTus（以上，コスタリカ），ニャメ・チーノ窟ame

chi塁。（キューバ），ニャメ・デ・ミーナName（プエルトリコ），カラー・ブランコCar6　blan－

co，カラー・クルティバードCar6　cultlvado，カラー・デ・アンゴーラCar6δe　Angola，イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニャメ　・デ・インディアInhame　de　India（以上，ブラジル），ニャピNapi（スリナム），イグ

ナムIgname（仏領アンチル諸島），イグナム・フランシューg照me　Franche（仏領ガイアナ），イ

グナム・ブランシュIgname　Fr顧che（仏領ガイアナ），イグナム・ブランシュ王g簸ame　blanche

（グアダループ），イグナム・サンマルチンlg轟ame　St．Martin（マルチニク），カンベール・ル

ージュCambare　rouge（レウニオン），グレイター一・ヤムGreater　yam，グレイター・エイシア

ティック・ヤムGreater　asiaticyam，リスボム・ヤムLisbom　yam，ウォーター・ヤムWat－

er　yam，ウィングド・ヤムWinged　yam（以上，英語），ダンダバDandaba（セネガル），ババ

・ヤシBaba　yassi（西アフリカ），サタルSakourou（ダオメー・バリダ），バラゲGba澱一gu6

（ギニア・マリンカ），カビブエリKhabl－gboueli（ギニア・スス），ダンダ・バDanda　ba（マ

リ・バンバラ），ウビUbi（フィリピン），ウヒUhi（タヒチ），オビーOvy（マダガスカル），コ

アソ・モKhoai　l筑。，ク・カイモCucal－lno（以上，ベトナム），コディ・カレングK：odi－Klalen－

g鷺（タムール），オビObbi，オオウィ・ケラバOowi　Re歪apa（インドネシア），アバセAvase

（トーゴ）

　αOSσ0γθαδ協うぢ∫θγα（D．‘α煽／o島α，D．孟％πσα，丑θ‘痂αう嘱尻！θ7α）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ニャメ・コンゴName　co登go，ニャメ・デ・マータName　de　ma墨a，ニャメ・クiノオーリョ（以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ヒ，ベネズエラ），ニャメ・デル・アイレName　de圭aire（コロンビア），パーパ・カリーベPapa

caribe，パーパ・デル・アイレPapa　de　aire，パーパ・ボラドーラPa勲a　voIadora（以上，コ
スタリカ），カラー・デル・アイレCaM　del　aire，カラー・デ・サパテイロCar6　de　sapate－

iro，カラー・デ・エスピンチョCar6　de　espincho，カラー・デ・サン・ト．メCar6　de　Sao

Thom6，イニャメ・デ・サン・トメ1駐hame　de　Sao　Thom6，バタータ・デ・ラーマBatata　de

rama（以上，ブラジル），イニャム・プス・デブー1即ame　pousse　debout（コンゴ），プス・
アン・レールPousse　en　1！ ≠奄秩iフランス語），カドゥ・カランがKadu－Karanga（インド），カ

ドゥKhad賢（ビルマ），カタラKa縫ala，ウタ㍉アラUda　ala（以上，セイロン），コインがKh、一

〇inga（コーチシナ），コディ・ケレングKod呈選elengu（タムール），ダナDana，ダンダDan－

da（以上，ギニア），バニオケNba駐ioke（トーゴ・カビエ），アグバニオAgbanio（トゴテム），

ホイHol（タヒチ），カンバレ・マロンCambar6－ma－rron（モーリシャス），イニャム・ボワ（仏

領ガイアナ），デスムエンDesmouen（ニューカレドニア），ポテト・ヤムPotato　yam，エアー・

ポテトAir　po£a重。（以．上，英語），ウビ・ウビハンUbl－Ubihaa（フィリピン）

一23一



D奮。S。。。、α、αμ、8②・（D．・副臨・，D・δ・π脚α％・・D・卿％・班乙・γα・D・

脚㎜，D．。C。掘、幅α痂8，D．ア・伽4α診α）

　ニャメ・ギネオ盲ame　guineo（ベネズエラとプエルトリコ），ニアーメ窮iame（キューバ），マ

フ・エわモラードM、p。，ym。，ad・（プエ・レト・，・），二・メ・チ・一モ響胴ech・m・（パナマ）・

二。メ．ネグ。黛。m。n，g，。（・スタ　カ），カラー・ド・パラーC・・6d・P・・6（ブラジル）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タイニャム・ギネエgname　g軽擁6e，イニャム・ペイ・ネグルlg縦an臓e　pays　negre（以上，フランス

語），仁・一ギニーヤムY・ll…G・ineay・m，イエ・一ヤムY・11・wy・m・トウ・ルブ

．マンス．ヤムTw，1。em。nth、y。m（以上，英語），イエ・一・ヤムY・ll・wy・m・アフー’ヤ

ムAff。。　y、m，プリ。ク・レ・ヤムP・i・kl・y・m（以上，卜　ニダード）・フサカF・・ak・（マ　’

バンバラ），オビハゾOvlhazo（マダガスカル）

D②。S。。。、α，鵬‘，漁ω．α。％乙・磁，D・∫αSC客・ぬホ・・D・・吻・Sα）

　ニャメ・ペケーニョ愈ame　p御a（以上，ラテンアメリカ）。非常によく使われる誤った語法として，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニャメ・チーノ窟ame　chinoがある。これはウルドゥー語の【1チニ・アル（chi溢alu）1「＝name

azucarが英語的に変化したものである。
　1）②0800γθαホ7客∫嘱α（エ）．劇剤。δα，D・α∫μ幅S・エ）・αγ瓦δ刎αめα・エ）・bゲαS唇Ziα㎜・

エ）．δγαsゼ瓦θπ8ゼs，エ）．go雪α9θπsゼs，エ）．　Pα6拠α君α，D・9％珈σ％θ乙。δα古α・エ）・ゲ2↓初上α騨

噌プエ、M。p。el＊＊！ベネズエ，），ア。一Al，（キ。一バ），二。メ．デ・ラ…デ，ア寅、m。

de　la　India（コスタリカ），ニャメ・ヤンピ黄ame　yampi（中米），ププエイMap縫ey，ニャメ

．モラード寅ame　morado，ニャメ・ビーノ爽a磁e　v海。（以上，プエルトリコ），カラー・モモソ

Ca濠momoso，カラー・ドセCarざdoce（以一ヒ，ブラジル），イニャム・インディエンスlg鷺ame

i紐dienne（仏領ガイアナ），ヤンピ》一Yampee，インディアン・ヤムhdian　yam，カシュ・カシ

ュC“sh－cush（以上，英領アンチル諸島），クース・クーシュCousse　couche（仏領アンチル諸

島）

　起原，歴史，地理分布

　ヤマノイモ属（D唇03CO78α）は非常に種類が豊富で，経済的にも：重要なものが多い。本来は熱帯多

爾地域の植物であるが，亜熱帯や温帯地域にも生育する。

　GOURS鼠Y（6）によれば，ヤマノイモ属は白亜紀末期に世界的に広がり，その後旧大陸と新大陸で

別々の進化の道をたどった。このため，両大陸ではそれぞれ異なる分類学上の第が発達し，現在では両

大陸に共通な節は一つも存在していない。またC◎篭τseyは，アジア品種とアフリカ贔種が分離した

のは中新世のことだと述べている。

　Vaviユov（30）によれば，1）．αZα臨とD．θs6％‘θ撹αの原産地はビルマとアッサムとしている。

Chevalier（11）は，1）．　cα鯛％8％師8がアフリカで別なお野生状態で生育していることから，こ

の．0．oα鯛％8％師8の原産地はアフリカであると指摘している。

　D．亡幅∫昭α，すなわちマプエイの原産地は，熱帯アメリカ（小アンチル諸島とベネズエラ）であ

る。

　現在，アジア種のD．α勧協の栽培品種が熱帯地方で最も広く栽培されている。これに次ぐものと

啓）マンデMa難de（アフリカ）では，1筐ニャム（轟yam）llとは“食べる叢1を意味するQ

（＊＊）マプエイMapueyとは，カ．ンシ。を意味するチャイマ語およびクマナー語（ベネズエラ）である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（ケイエンCayenneのガリビ・カリブ語ではマピmap重）。カ1，一べ語では1置ナポイ（益贈oi）暫1

　がマプエイのことである。
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しては，エ）．cα〃飢θ％sz8，D．δ掘尻∫θγα，エ）．古短／掘α，P．θso嘱θ幅αがある。

植物学的特徴

　形態

　一年生の地上茎をもつつる性植物であり，とげのあるものとないものとがある。葉は互生または対生で，

葉柄は長い。：茎は翼状，横断面は長円形を成している。一部の種では，葉腋のところに気中塊茎が形成

される。

　花は小さく，総状花序か円すい花序，がく片3枚，おしべ3本である。開花期間については，ほとん

どすべての食用栽培種が短かい。

　根茎は一つだけの場合もあれば群を成している場合もある。根茎の基部の芽からは単数または複数の

地上茎が出る。側芽は二次根茎を形成する。

　根茎の重さは50～100gから1kgまで。ただしD面soo物αα6碗αの根茎は20kgになることが
ある。

　分類

　ヤマノイモ属は種類が：豊蜜で，いくつもの節に分かれる。その中で重要なのは，Enan巨ophyllum

ω．α3碗α，D．6α雪θπθ％8ゼs），C・mbHl㎜・ω．θso協θπオα），Os・pht・n（D．δ％ト

う∬θγα），Macrogynod紺m（1）．古7づμ面）などである。

主要な熱帯性食用種

　1賜0800γ8αα匹α亡α（・ダイジョ）

　根茎は1個か2～4個で，円形または円柱形，あるいは長円形か不規則な形をしている。大きさは

40㎝～1m。重さは20～30kgにも達するものがある。気中魂茎がつく。茎は緑色か紫色で，大きく

翼状にふくらんでいる。とげはない。茎のねじれは時計の針の方向と反対である。葉は心臓形の単葉，

対生である。

　原産地は東南アジア。現在では熱帯地：方における主要な栽培種である。

　エ）ゼ0800γθαcαシ8％θ箆s唇s

　根茎は1個で，：重さは1～10kg。一般に太く，分枝している。髄は黄色か白色である。休眠期が短

かいため，保存性は悪い。茎は円柱形でとげがある。ねじれは右巻き。

　葉は心臓形の単葉，全縁，対生または互生である。

　主として西アフリカの栽培種であるが，アメリカ大陸の熱帯地方でも栽培されている。世界ではD．

α臨偽に次ぎ：重要な栽培種である。

　D面8ρoγθα6so嘱8撹α（トゲドコロ）

　根茎は小さく，長さ5～15c皿である。複数の根茎が総状につく。形は卵形体。美味である。

　茎は円柱形でとげがある。ねじれは左巻き。

　葉は心臓形の単葉で，他の食用種よりも小さい。

　東南アジアとアフリカで栽培されている。

　1充OSooデθαδ％」尻∫θ引α（カシウイモ）

　根茎は1個で，白色，球形，やや細長い。時にはにがくて食べられないものもある。気中塊茎は普通

1～2kgになり，食べることができる。

　茎は円柱形で，とげはない。葉は大きな単葉で全縁，互生または対生である。

　栽培地域は東南アジアとアフリカ。また太平洋の島々やアンチル諸島でも少し栽培されている。

　1）②osooγθα　孟γ唇∫嘱α

　根茎は小さく，長さ王5c皿未満の円形または円すい形をしている。髄は白色または黄色か紫色である。
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料瑚としては最高の品質を誇る。茎は四角形輪状にふくらんでいる・とげはない・ねじれは左巻き・

葉は掌状の深裂葉。互生であるが，まれに対生のものもある。

　原産地と栽培地域は熱帯アメりカ。東南アジアでも少し栽培されている。

第5図　ダイジョ（2）乞OSOOゲθα　αδαオα）の栽培風景

　　　支えとして，くいの闇に針金が張ってある。ベネズエラ，マ

第6図　ダイジョ（1）和sooγθαα‘碗α）の根茎（植付け後12

　　　カ月）
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鰻纏

議灘

第7図　1）面sooγθαoα鯛％脇師sの生育状態（栽培10カ月）

第8図　カシウイモ（1）鱒soo7θαδ協碗∫8γα）の気中塊茎
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第9図　D筍SOOγθα砕げ掘α　熱帯アメリカ産の唯一の食用種

　熱帯性食用種の分類表

全縁葉

　翼状茎

　円柱状茎

　　気中塊茎のないもの

　　　左巻き

　　　右巻き

　　気中塊：茎のあるもの

分裂葉

刀．　α‘碗α

D

エ）．

o

θsc％1θπごα

oαシθπεπ8砂s

δ協δ唇∫8アα

オγが掘α

気候，土壌，肥料

　気繧i

　水

　豊冨な雨量を必要とする。

　PramとBurkエn（26）は，　D．α6碗αの必要雨量は年間1500㎜だと招摘している。

　肱エ枕（32）は，雨量と茎の成長，そして収量との間に正の難関関係を晃出し，水分を最も必要と

する時期は最初の5カ月間であると述べている。

蔽
　熱帯性食用種の最適温度は25～30℃てある。20℃の濃度では生育に不十分である。全種，霜には

耐えられない。

　光周性

　Aユ1aτδ（2）の研究によれば，1）．δ碗碗αsとD　αZ碗αの場合，日長時聞が125時間だと茎が

長くなり，12時間未満では気中塊茎の生育が促進する。
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光

ヤムは全種，かなりの光を必要とするため，混作はすすめられない。

螺
　ひどい砂質でない限り，特別な土壌は必要としない。

収穫の高い土壌は，柔らかく有機物に蜜む，深い水はけのよい肥沃土である。また手入れをよくする

ことも必要である。

　肥料

　Gr◎ss（9）はトリニダードの場合，1ヘクタール当たり，硫酸アンモニウム200kg，塩化カリウ

ム125kgの肥料を推奨している。

　リベリアでは（｝：建a．rd◎t（17）が，1ヘクタール当た：り15～25トンのたい肥を施すよう勧めてい

るQ

　Rouaneも（28）はグアダループでマプニイ（1）．ホ幅∫6dα）を使って試験を行い，下表の結果を

得ている。

　　　　　　　第6表　D．ε短∫掘αの収穫量と肥料の関係

　　　　　　　　　　バス・テールBasse－Terre（グアダループ）の火山土壌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：鐙n／ha）

罷　料 堆　　　肥

10ton／ha

堆

な　し

肥 平　　　均

収　穫量

無機肥料

10　：10　：20

500kg／ha
無肥料
平均収穫：量

21．1

17．3

19．2

17．5

14．5

16．0

19．3

15．9

第7表　0．砕ヴ掘αの収穫量と肥料の関係（支柱のくいがな

　　　い場合）

　　　バス・テール（グアダループ）の火山土壌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単｛立二：　ton／ha）

肥　料 堆　　　肥

15重on／ha

堆

な　し

肥 平　　　均

収　穫量

無機肥料

10　：10　：10

700kg／ha
無肥料
平均収穫：量

21．2

16．5

18．8

20．0

15，3

17，6

20．6

15．9

　上記2表を比較し，Rouanet（28）は，無機肥料の有無は収穫量に大きな差をもたらすが，たい

肥の有無は収穫量にあまり大きな影響を与えない報告している。
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　ヤムの主要生産国の一つであるナイジェリアの場合，Irvia9（20）は，一般に土壌中に，有機物が

ほとんどなくなったときには肥料を多量に施しても効＝果：はないと指摘している。このため，また強い雨

が降ることから，植付けの2カ月後に一面に施肥するよう勧めている。

　FergusonとHa臓es（15）は，ヤマノイモに対する窒素，リン，カリ，それに有機肥料の効果に

ついて研究を行った。それによれば，窒素と有機肥料を少量施した場合には効果がみられる。また両者

は他の研究者の調査を引用し，カリを少量施した場合にもわずかであるが収穫量が増加すると指摘して

いる。これに対しリンの効果はないように思える。

　輪作

　一般的に言って，ヤムは貧農がせまい耕地で栽培する作物であり，適切な輪作も行なわれていない。

　ヤムの輪作パターンとしては，ヤム～棉～キャッサバあるいはトウモロコシ～インゲン豆～ヤム～棉

～トウモロコシ～キャッサバが考えられる。

　最も一般的に行われているのは，トウモロコシと一緒に栽培することにより，手入れのコストダウン

を計り，トウモロコシをヤムの支柱代わりにすることである。しかしこれは，ヤムとトウモロコシが光

を奪い合うことになるので避けた方がよい。

　アフリカでは，ヤムの問にメロンやオクラ，トウモロコシなどが栽培されているのをよく見かける。

　栽培

繁殖

植付時期

雨季に入る直前の時期が望ましいが，雨季が短かい場合には予め雨季を計算して植付けるようにする。

　繁殖方法

　ヤムの最も一毅的な繁殖方法は，根茎あるいはその切片を植付けることである。よく植付けに使用さ

れるのは，“ニャメ・セミーリャname－semi　UalI（「たねヤマノイモ」の意）と呼ばれる小さなイ

モである。さし木によって繁殖させることもできるが，この方法だと非常に時間がかかり，商品栽培に

はならない。気中塊茎（珠芽＝むかご）ができる栽培種（D．う協尻／θγα）の場合は，この塊茎を使

って繁殖が行なわれる。

　サンパウロ（5）のカンピーナスCampi践asで4年間にわたって行なわれた，　llタネイモ“の最適の

大きさに関する実験によれば，50～150gの闘タネ1「と350gのllタネ1奪を使った場合，収穫量が多

かったのは後者である。しかし使用した”タネ”の量と収穫：量の比率という点では，小さい1「タネ1［の

方が好成績を収めた。

　植付方法

　うねを作り，深さ15cm以上のところに植付ける。こうすれば水びたしになるのを防げるし，根茎の

生育に適した土壌の形とすることができる。

植付ける間隔は，土壌の種類，植付：方法（機械か入手かの別），栽培するヤムの種類によって異なる。

D。α勧脇の場合，うねの間隔が。．80～1．50m，株の間隔が0．70～1mである。

二二けは普通人手で行なうが，トラクターでうねを作る場合には，1雄タネ1聾をまき，その後を，バレ

イシ・栽培のように，適当な道具で土をかぶせるようにする。

　「殿にヤムの栽培は小農に限定されるため，入手による植付けが普通である。
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　発芽：

　Rou『a蕊et（28）はグアダループで各種の食用ヤムの発芽順序を調べたが，その結果は1）．　oα鯛一

π飢師s，D，θso協θ撹α，D．め短∫記α，D．α口脇の順であった。

　これらの栽培種の1；タネイモ11が発芽するまでの休眠期は，収穫後4カ月にまで達することがある

（エ）．α乙αホα）。この休眠期は，カーバイドや塩化エチレン，あるいはインドール酢酸といった化学

物質を使って短縮することができる。カーバイドを使用する場合は，たねを通気性のある密閉容器に入

れ，カーバイドの入った袋をタネの闘におくようにする。

　Barrios（3）によれば，マラカイで収穫したばかりの．o．α‘α偽の根茎をカーバイドで処理した

ところ，22日後に発芽した。これに対し，日陰の土の上でわらをかけておいた根茎の発芽には90日

以上もの日数を要した。両方の場合とも，大気温慶は24．5℃であった。

農作業

　くい打ち

　葉がよく育つよう，各イモごとに支柱をたてる。支柱のかわりに，トウモロコシをヤムのわきに植え

ることもある。ヤムは光合成を効率的に行うため，葉を伸ばし，巨大な緑の塊となる◎現在，とくにト

リニダード（19）では，針金をはることがさかんに行なわれている。これは，うねの薦端に3mの丈

夫な支柱を立て，ロープで固定し，この2本の支柱を10番か12番の針金2本でつなぐものである。

2本の支柱の間には，針金がたるまないよう，細いくいを打つ。他の地域では，支柱も立てず，ヤムが

土の上をはうような状態になっている。これだと確かにくい打ちや針金を張る費用はかからないが，収

穫：量は少なくなる。

　除草剤

　トリニダードの場合，蕪ay簸es（19）は，ディウロン3．5　kg／haと孚CA5．75kg／haを3001，ット

ルの水に混ぜ，植付け直後に散布している。これにより2カ月半は雑草がはえなかった。このあとはカ

バーを使用してグラモキソンを適絹することができる。

　ROUA蕪解（28）はグアダループで，プロメトリン，ディウロン，ジンといった除草剤を使った場

合と，除草剤もまったく使わない場合の実験を行った。結果は1ヘクタール当たりの収穫量がそれぞれ

18．6トン，18，2トン，16．1トン，13．2トンで，統計学的にみて有意な差は得られなかった。

　K：asasian（21）は，トリニダードとジャマイカで行った。1）．αZ碗αを栽培する際の除草の実験

成果について報告している。トリニダードでは予防旛置として，3．5kg／haのディウロンと5．75kg／

haのTCAを散布し，2カ月後にくわで最初の除葦を行った。その後は除草を毎月，2カ月毎，3カ月

毎と3つのケースに分けて行った。またこの他には，予防は行うがその後の除草を行わない場含，予防

も除草も行わない場合を比較した（第8衷参照）。

　ジャマイカでは予防措置はまったく行わなかった。結果は第9表に示す。

　下記2表によれば，除草をまったく行わなかった場合には約70％も収穫量が滅少していることがわ

かる◎また，雑草がはえるのを予防する除草剤の有効期聞は8週間で，その後2カ月ごとにかまで除草

する場舎の収穫率は81％となっている。これは除草を完全にした場合（100％）に近い数字である。

最後に除草を3カ月毎にした場合の叡穫率は73％であった。これに対し，除草剤を散布しなかったと

ころ（ジャマイカ）では，2カ月毎に除草した場合の紋二三がわずか63％で（毎月除草した場含の収

穫量を100％とする），3カ月毎の除草の場含の収穫率も35％であった◎

　一般に，除草剤による予防はかなり有効でその後の除草の必要はわずかといえる。
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第8表植付け後6カ月半のヤム（1）．αzα孟α）の収穫率（ただ

　　　し予防のための除草剤を散布し，その後くわを使って除草し

　　　た場合の収穫量を100％とする。）

除　　草　　方　　法 収穫　率　（％）

除草剤を散布し，くわによる除草を行った場合

除草剤を散布し，くわによる除草を行わなかった場合

除草翔を散布せず，くわによる除草も行わなかった場合

除草剤を散布し，くわによる除草を毎月行った場合

除草剤を散亦し，くわによる除草を2カ月毎に行った場合

除草剤を散布し，くわによる除草を3カ月毎に行った場合

100、0

　79．7

　37．0

105．6

　81．4

　72．6

D．M．　S．　5％

変　動　・係　数

22．7

23．7

（出 所）Kasas‡an（21）

第9表　植付け後8カ月のダイジョ（1）．副α蝕）の収穫i率（ただ

　　　し毎月くわで除草した場合の収穫量を100％とする。）

除　　草　　方　　法 収穫　率　（％）

毎月くわで除草

2カ月毎にくわで除：草

3カ月毎にくわで除草

6門閥後，12週間後に除草した後は3カ月毎に除草

除草しない場合

100．0

　63．4

　34．6

　97．8

　25．8

D．M．　S．　5％

変　動　係　数

69．0

58．8

（出 所）　Ka　8a8鮎皿（21）

　さぐり掘り

　頂芽の成長が止まり，葉が茶色に変色するときが，ヤムを1「さぐり掘り1！する目安となる（29）。

闘さぐり掘り確とは，イモのわきを注意して掘り，主根茎を取り出すことであるが，掘り出した主根茎

は晶晶に送って販売する。あとはまた土を盛っておき，1～2カ月の山側茎が商品として販売できる大

きさに成長するのを待つ。この作業は植付け後10～12カ月の聞に行う。

叡穫

　D．協碗αの場含，収櫻は普通，植付け後12～14カ月の間に行うが，伝統的に人手で駅穫する。し

かし現在では，ヤムの収穫用として，ジャガイモの取り入れ機と似た設計の機械が開発されてきている。

1）．oα解％θ％師8と．0．砕∬6♂αの場合には収穫は1回限りで，時期は植付け後10～11カ月であ

る。
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第柵図収穫されたヤム4種のイモ

収穫量

　Ro双anet（28）は下記の2種類のヤムを区別する必要があると強調している。その2種類とは，

1　人闘が食べるヤムて，単に収穫量ばかりてなく，栄養総懸に存在する差異や，根茎の外観（形状，

　コルク，幼根の有無），食品としての品質（組織，繊維，にが味の有無），保存性，輸送条件とい

　つた面の敗良を研究する必要のあるヤム。

2，産業用および家畜用のヤム。これらのイモについては，まず第一に乾物生産量の増大，次に栽培，

収穫の簡易化，保蒜性の改善，毒性の除去，味の改良なとを研究しなければならない。

同しくRouanet（28）は，グアダループての各種ヤムの収穫量について次のように報難している。

　Dゼosooγθαα6αεα（パカーラPacala）15～20士。登／ha

　1）多osooγθα加ゼ∫¢己α（ホワイト・カシュカシュWh1£e　Cush－cush）15～2◎ton／ha

　1万osoo7θαθs6％Z6π6α（スイート・カシュカシュSweet　Cush－cush）25～30tQ鐙／ha

　1万osooγθααZ碗α（エン・バス・ボン露n　bas　bon）30～畦0重on／ha

他方，Go据3⑧yとぬ蛭短（8）によれば，ヤムの収穫量は次表のとおりである。

種 名 国 名 収穫　：量

（to職／ha）

1）．

1）．

D
か．

α伽冶α

α匹碗α

α‘αオα

αzαホα

マレーシア

トリニダード

サン・ビンセント

フィージー

　　　　　42．5

　　　　　嘆68

　　　　　582

　　　　　25娃

（de靴■esら，1967年）
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種 名 国 名 収　穫　量

（重on／ha）

D．　θso2↓zθ7拷α

D．　θsc％乙θπ‘α

1）．　θso％z8πオα

1）。　oα2／8％θ？みsゼ8

1）・oα㍗θ％θπsゼs

エ）・oα軍θ％θ％s客8

マレーシア

トリニタ㌦一ド

西イリアン

ガーナ

ナイジェリア

トリニ・ニダード

　　24．6

　　32。2

　　70．0

（A籠on　　　1963年）

　　20．8

　　16．2

　　31．5

二二と品種改良

　染色体

　ヤマノイモ科植物の染色体の基本数は，X扁10である。

　Darh㎎ton（12）が引用したSi皿憩ondsによれば，　D和SooγθααZ碗αの染色体数は40，また

mkaji恥aの説によれば約81であるQ　D面scoγθαoα粥％θ％8客sの染色体数はS離thによると

約140，．翫osoo物αδ出尻！θ7αの染色体数はRakaji皿aが80としている。

　慧aτtinとOτti2（23）は，アメリカ大陸原産の食用栽培種であるエ）面8coγ山砂び掘αについ

て，その染色体の基本数は9であると報告している○

　改：良

　これまでヤムが遺伝学的に改良されたことはない。これはとくに，花が少ししか咲かず，タネもあま

りできないことによるためと思われる。

　現在の：食幣栽培種，とくにD．α1碗α，D．　oα蜘％θπs飴，エ）．‘幅／掘α，1）．8sβ％島撹α，

エ）．δ協尻∫θγαは，入間が栽培するようになってから何百年置の間に栄養系選択によって形成された

ものである。これらの栽培種を野生または半野生の種と比較した場合，交配による改良は行われなかっ

たが，明らかに進歩していることがわかる。

　また現在では，とくに選択した栽培品種に対し，より適切な栽培法や施肥法を適用することにより，

遺伝学的な改良が行われていないという不足を十二分に補っている。

　ベネズエラのマラカイ農学研究所（31）によれば，ヤムを農学的に改良する際の研究テーマは次の

とおりである。

1．より適切な土壌の種類，組織，麗沃度，水分の保持力

2．施肥と有機物質の使用

3．　“タネイモ”の種類と大きさ，根茎全部またはその切片

4．植付けの聞隔

5．農作業：くい打ち，土寄せ，除草，共作，散水

6．収櫻法：機械または人力

　Gourseyと鍼artiR（8）は，ヤムを改幽する可能性はかなり高いと述べている。これは改良が

今までに行われていないためである。なお改良に際しては，現存する最良栽培品種の選定，遣伝学的改

良，研究成果の普及といった活動を基礎にしなければならない。

　同じくCourseyとMartinによれば，タネイモの改良と選定には下記の点に注意しなければなら

ない。

1．機械による双晶を可能にする根茎の大きさと形状
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2．加工に適した特性

3．肥料効果の最大化

4．栄養価の改善（たんぱく質の量ばかりでなく質の面でも）

5．保存性の改善と保存中の代謬活動の減少

6．広範な気候条件への適応性

　病気

　Wa，itt（33）は，とくに0θγoosρoγα，Coπ碗。虚γ面ん％鵬，σZoθs鈴oγ伽隅，　pん雪Z匹os拓＿

面αといった菌により葉の表面にいぼのできる病気がいくつかあると指摘している。

　磁iege（25）は，．80漉γ曲面pZo面α漉θoδγ僻協。が根茎を腐らせると述べている。また艮本

（35）では，F％8αγ伽視。¢雪8ρo短聯と1臨εαγ画伽soZα幅が根茎を腐らせる菌として指摘され

ている。

　アフリカとプエルトリコではそれぞれWaitt（33）とAd8u厳（1）が，モザイク状のウィルスの

存在を認めている。

　害虫

　猛nyi（13）は，遅碗礎。阿g％s鵬θZθs（Coleoptera－Scarabeidae）力童ヤムの根茎；を喰警し，

その商品価値：を下げると指摘している。予防言置としては，輪作と適切な殺虫剤の使用がすすめられる。

　他にアフリカでは8σ幅θ尻。麗㎜67α吻8という線虫がおり，根茎を侵し，腐らせてしまう。この

線虫による被害を防止するためには，輪作を行うか，健康な”タネイモ“を使うようにする。またヤム

の害虫として胚θ‘0認og蜘θspp．もよく指摘されるが，これは根を侵す線虫である。

　猛vans（14）はやムを最も荒らす害虫として，西アフリカでは丑θ砧γo島ρ％S　spp．を，小アンチ

ル諸島では孟sp掘犯Z‘α厄α76面（Homop£era－Coccidae）をあげている。

保存

　ヤムのいくつかの種は保存すると二二に重さが減る。

一部の地域ではやムの根を切り，その根をBにほしてから保存する習慣がある。

　ヤムの伝統的な保存方法としては，倉庫の中のくいの上に常濃（25～30℃）のままで積み重ねてお

く，ピラミッドの形に積み上げ臼かげあるいは日なたに保存するなどがある。

　ヤムを保存する際には，収穫をするときに使う農具で，病気またはいたんだイモをすべて取り除くよ

う注意しなければならない。

次表は，ヤムの8つの栽培品種（D。α臨幅が7種，D．θso嘱θ幅αが1種）についてトリニダー

ド（18）で行った保存実験の結果である。

第鷹0表　ヤムの保存性（常温で8カ月保存）

種および栽培品種 腐った比率（：重さで測定）

1）．αzαオα

　　ハントHunte

　　リスボア・クエリョ・デ・ボテーリャLisboa　cuello

　　　de　botella

　　ジンジャーGinger

　　リスボア・：ココLisboa　cOCO

9．7

　73
　7．5

11．3
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種および栽培品種 腐った比率（重さで測定）

　　リスボア・ブランコ熱sboa　blanco

　　オリエンタルOriental

　　ムーンシャインMoonshlrle

1）．　θεo％乙θ？Lオα

　　チーノCh繍。

平　　均

　77
21，6

23．2

24．6

14．1

（出　　　　　所）　　Gつodi籠9　（18）

　一山ごとの標準誤差±2．795漏19．8％（自由度21）

　なお実験に使用した根茎はすべて良質のものを選び，保存中には菌や寄生生物による被警はなかった

とのことである。

　Co篭rsey（7）は，収穫申にイモを日にさらすと内部の温度が45～50℃にも上り，ジャガイモの

“ブラックハートblack－heart　l1にイ以た病気の原因になると揚摘している。反対に平温だと呼吸が低

下し，5℃でサツマイモのように日低濃害11をうける。

成分

第蓬1表　ヤム（伍OSooγθαspp．）の根茎の成分

　　　　（生体，食用部分100g中）

　　　　（種は明記されていないが，．0．副碗αだと思われる）

成 分 含　有量　（生体）

熱

水

量

分

たんばく質

脂 肪

炭水化物
繊

灰

三

分

カルシウム
リ

鉄

ン

ビタミンA

チアミン
リボフラビン

ニコチン酸

アスコルビン酸

（cal）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（mg）

（mg）

（mg）

（Ac　t．mcg．）

（mg）

（mg）

（lng）

（mg）

非三食部分（表皮）（％）

100
　72．6

　　2．0

　　0．2

　24．3

　　0．6

　　G．9

　14

　43
　　1．3

微　量

　　0．13

　　0．02

　　0．40

　　3．00

　10
　　　（嵐　　所）Wu　Leungと麗◎res（3の

　Rasper（27）は，爾アフリカ，とくにガーナ産の主な食爾のヤムに含まれるでんぷんの特徴につい

て研究し，次のような結論に達した。
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　ヤムは種類によって大きな差がある。たとえば0．oα解靭％画8のでんぷん粒は細長く（長い方の

直径が35～50μで，大部分は嘆0μ前後である），．0．面碗α（でんぷん粒の直径は17～26μ）は

かなり固いゲルを形成している。しかしでんぷんの粘度は前者の方がずっと高い。D．θso協θ幅αと

野生種のD．‘㈱碗oγ㈱のでんぶんは，ともに粒が非常に小さく（直径がそれぞれ1～5μと1～3

μ），ゲルも柔らかい。このため後者の場合など，測定できなかったほどであるQ

　ヤムのでんぷんの粘度特性（viscograma）は，濃度を一定にした場含，すべて同一の性質を示し

た。この点，ヤムのでんぷんは小麦のでんぷんと似ており，キャッサバやバレイショのでんぷんとは異

なるといえる。

　ヤムのでんぷんのもう一つの特徴は，他のでんぷんと比較した二二，アミラーゼ価が非常に高いこと

である。ただし，D．θSo嘱θ幅αとエ）．6％窺謡oγ％鵬のでんぷんは例外である。

　用途

現在までのところ，ヤムの最も一般的な用途は，熱帯地方でゆでて入閣の食糧とすることである。

　アフリカでは，キャッサバやタロイモ，アメリカサトイモよりもこのヤムを好み，バナナと一緒に，

アフリカの伝統的な料理である“フフ飯負…を作る。

　”フフ11とは，ゆでて粉にしたやムを木のうすの上でこねて作った弾力性のあるだんごのことである。

このだんごを使ってパンを作り，主食として食べるのである。

　この習慣は腫ヤム生産地帯1匪（象牙海岸，ガーナ，トーゴ，ダオメー，ナイジェリア）ではごく普通

のことである。ヤムを原料とする加工産業は存在しない。これはやムの生産性が非常に低いことと，他

にもっと生産姓の高い作物があるからである。ただ前述した11ヤム生産地帯11とアメリカ大陸の一部で

は，ヤムの製粉産業が存在する。

　経済性

　ヤムが商品化されるのは地域的なことであり，商品化に関するナ分な統計は存在しない。

　このイモの生産量についても，世界的な統計ではサツマイモと一緒に計算されており，不完全な資料

しか入手できない。

　冠nyi（13）はアフリカ，とくに廼アフリカのヤムについて研究を行っているが，同氏によれば，

象牙海岸，ガーナ，トーゴ，ダオメー一，ナイジェリアの国々の年間生産量は合わせて1，311万5，500

トンである。これらの国々では，人間がとるカロリーの80％をヤムとキャッサバに依存しており，と

くにヤムは5◎％を占める。ナイジェリアの場合，ヤムの作付面積は121万4，000ヘクタールである。

　西アフリカ経済に占めるヤムの：重要性は誰の目にも明らかであるが，これはおそらく，西アフリカの

ような多雨地帯では穀物よりもヤムの方が生産性が高いためだと思われる。

　ヤムの将来性に関しては，猛獄yiはCo覗ごseyと蟹ar℃in（8）の晃解とは異った意見を述べてい

る。すなわち，「ヤムの高い生産コストはその作付量を減少させている。また，人がより良い生活条件

を求めて農村から都市へとますます移動する今鶏，ヤムを栽培するのに必要な膨大な労働力をまかなう

ための農村労働者も必然的に減少の一途をたどっている。」

　同じく，アフリカでキャッサバや米，パン，バレイシ。を消費する人口の増加は，ヤムの消費量の減

少を引き起こしている。しかし将来ヤムの消費量は減少するかもしれないが，このイモをステータスシ

ンボル的な食糧と考えるアフリカ人の大半の食習慣が変わらぬ限り，その高い需要も維持されることで

あろう。
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付 録

薬 用 ヤ ム

　ヤマノイモ属の多くの野生種にはサポジェニンと呼ばれる物質が含まれており，その化学構造はコル

チコステロイド（コーチゾン，性ホルモン，避妊薬）と同一である（4，10，16，22）。

　ヤマノイモ属の多くの種からは，ディオスジェニン，ボトジェニン，クリプトジェニンといった異な

る3種のサポジェニンが分離されており，すべては動物の多くのホルモン化合物と酷似した構造をもっ

ている。しかしこれらの化合物の部分合成に最もよく使われるのはディオジニンである。

　Goursey（6）によると，各種のヤマノイモ属植物に含まれるサポジニン（ディオスジニン）の量

は，乾燥した根茎の重さを100（％）とした場合，下表のとおりである。

種 名 ディオジェニンの含有率・（％）

エ）ゼ0800γ8αうα♂oα⑳ぢ。α

エ）ぢOSOO？・θα　うθ匹ゼ乞θ？LSゼS

DゼOSCOγθα　CO況PO8商α

．Z）ゼ0800γθα　dθZ言。ゼ（オθα

1万0800？・θα∫ZO短δ％⑳4α

1）客OScoγθα∫γゼθd7ゼ。ん8虚勧Z弱

1）ゼosooゲθασ‘α％oα

1）ゼOSOO？’θα　ん07轟（江％？．θπS¢8

0ゼOSco㌍θα？πθ幅θα％α

1万08COγθα　2）γα2θ7ゼ

0ゼOSOOγθα8Pゼ0％房μ0γα

DゼOSoo7θαsμηα琵。α

窺OScOTθα幅記osα

1．5

0

2．3

0．2

0．2

0．3

2．1

0．7

2．0

0．5

2．0

13．0

　3．7

　4．0

2．5

0．8

1．5

3．4

1．2

　これらのヤマノイモ属植物はほとんどが熱帯性か亜熱帯性の種であり，熱帯地方の気候条件で十分に

生産できると思われる。これらを開発すれば，将来，ディオジェスチンなどの物質の大消費地で，気候

上の理由により栽培が不可能な国々（欧米）に原料または半製品として輸出することができよう。

　生産性については，Mart漁と（｝askins（22）がプエルトリコの場合を取りあげ，2年目の1）．

／‘oγ茄％％4αの生産量が4，530kg／haで，ディオジエニンの含有率4％，4年自のD．∫Zo幅6％一

πdαが10，487kg／ha，同79％であったと指摘している。また2年目と4年目の1）．　oo彿pos鷺α

の生産性とディオジェニンの含有率は，それぞれ4，275kg／ha　3．8％，16，315kg／ha　4．7％で

あった。
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◆

第11図　Z）鱒8c◎γ8αμoア飴％％4αの栽培　播種後16カ月

　　　　マラカイ（ベネズエラ）

第蓬2図　P初800γεα刀oγ茄脇♂⑦の雌i殊（結実時）
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第1ろ図　1）zosooγ8α∫面懸伽％4αの雄株（備聡時）

第葉4図　0面sooγ6α∫‘07功％π♂αの懇懇と圭2カ月のイモ

40



第箋5図　1瓦0800鷲αo（｝肌ρos舜αの雌株

第礒6図　D鱒sooγθα∫γ循4物画碗ん副島の雌株と雄株
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キ　　ャ　　ッ サ　　バ

学名　1心添ん磁θso瞬θ幅α一トウダイグサ科

　異名と俗名

　（Mα幅ん・ホ％観客88碗レ，」Vα幅ん・むぬ嬉8潔α短ん0オα瞬，伽％猛・孟θ伽Zθ，Mα％伽ホ

η賀｝幅ん砿」α砂OPんα8厄P2↓呂αホα，　Mα％轟00α％む粥唇8ε伽α，1レfαπ碗00αθぬ砺S，Mα幅ん0孟

Pα伽碗α，」αホ70Pんα伽‘β客s）

　ユカYuca（ベネズエラ，ボリビア，ペルー，エクアドル，コロンビア，中米，アンチル列島），グア

カモーテGuacamote（メキシコ），カスカモーテCaxcamote（グアテマラ），マンヂ。カMandioca

（アルゼンチン，ウルグアイ，パラグアイ，ブラジル），マカゼイラMacaxeira（ブラジル），アイピ

ムAipim，アイピAipi（以上，ブラジル　ただし甘味栽培品種だけに用いる），マニョーコManoco

（プエルトリ：コ），ユクータYucuta（アンチル語），カサビKasabl（アラワク語），ルームRumu

（ペルー），マニオクManloc（フランス語，ドイツ語），カサーバCassava，タピオカTaploca，

マニオクManloc，プラジりアン・アロウルートBrazillan　arfowroot（以上，英語），カサブ

Cassave（オランダ語），カサドCassade（西アフリカ），ベデBede，アグバAgba（以上，象牙

海岸），キュートKute，アグベリAgbeli（以上，トーゴ），マンガハゾMangahazo，パファファ

ナパカBafafanapaka，デラバゾDelahazo（以上，マダガスカル），ケララKe韮ala，ウビ・シン

コンUbl　singkong（以上，インド），オビ・カジョエObl　kaloe，カスペKaspe（以上，インド

ネシア），ク・サン・タウCu　san　tau，カオアイ・ミKaoa1　ml（以上，べ｝・ナム），マヤカMa－

yaca，モウチャンツォMoutsian之so（以上，コンゴ），テントゥTentu，マスコクMasko瓦マム

サMamusa，カモテン・カホイKamoteng－kahoi（以一上，フィリピン），マナンManan，ジャンパ

ランDjambalan，バナンゴウBanan！gou，バナンコウBanankou，ゴウル・マナンコウイGou圭u

manankoul（以上，ギニア），バナンコウBanankou（マリ），ロゴRogo（ナイジェリア），ディオ

ンア・オウキスDion－a　oukls，バンタラ・ケチエBantara　ketie，ニアンビGniambi（以上，

セネガル）

　起原，歴史，地理分布

　0▽iedo（63）によれは，キャッサバはスペインの征服者たちが到来したときにはすでに熱帯アメ

リカ全域にわたって栽培されていたとのことである。

　Jones（37）は，ブラジルに着いたばかりのポルトガルの開拓者たちがキャッサバを常食とし，プ

ランテーシ・ンで栽培，その後海岸地方に運んだ，と述べている。そしてそこからほかの地域，主にア

フリカの海岸に供給されたのである。

　PiSO（68）は，すでに1648年に次のように述べている。「洒インド諸島にはまだ小麦が栽培さ

幻ていない地域がある。しかし豊かな自然は入間と動物にほかの糧を論えた。すなわち，野蛮人たちは

Rマンディオーカma面ihoca”と呼ぶ塊根を粉にし，小麦の代わりとしたのである。現在ではアンゴ

ラやエスパニョル島の住民，そしてほかの西インド諸島でも（廻onardesによれば，これらの

地域ではこの塊根を貿ウイカh副cca”と呼び，これを製粉したときには別に“カサビcassavl”

と名付けていた），ブラジル原産でブラジルで丹精こめて栽培されているこの植物を消費している。」

　同じくPisoは，マニイバManlibaやマンドゥーバ瓢andubaと呼はれるこの灌木には，マンディイ

ブパラティMa貧diibparatl，マンディイバブアラMandllbabuara，マンデ・イブマーナMandli－

bulnana，アイピAipi，タペシーマTapeclma，アルピポーカArpipoca，マンディフペーパMa一
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難dlfupeba，マカセーラMacaxeraといったさまざまな品種があると述べている。

　Be惚une（5）によれば，キャッサバがアメリカ大陸から他の地域に運ばれたことを最初に指摘し

たのはHa舷語Sである。彼は，1593年に大酉洋上でポルトガル船がだ捕され，その積荷の中にポル

トガル人がuファリーニャ・デ・パンFarlnha。de　pao”と呼ぶ電聖キャッサバ粉”が発見されたと述

べている。この粉はアンゴラ向けの商品として，また乗組員や帰りの船に乗せる黒人の食糧として運ん

でいたものである。

　キャッサバの栽培は西アフリカ海岸から内陸部へと急速に拡がった（Jones（37））。16世紀

末，ポルトガル入はキャッサバをゴア（インド）に紹介した。フランス人は1735年，ブラジルを訪

れ，キャッサバをモーリシャスのカーボ・ベルデCabo　Verdeとレウニオン島で栽培するために持ち

帰った。キャッサバがマダガスカル島に渡ったのは比較的新らしく，1800年頃のことである。

　この新しい食用作物が栽培されるようになったことにより，一丁目は，アフリカ人の伝統的な食糧で

あったヤムやその他の塊根の栽培が放棄された。またこのようなことは太平洋の島々や東南アジアでも

おこっているQ

　このほか，キャッサバの伝播ルートとしては，17違0年にモーリシャスからインドネシアとセイロン

に，そして1790年頃にはさらにカルカッタまで渡ったことが判明している。

　De　Ca轟do1ユe（12）は，キャッサバの原産地をブラジル東部としている。　Vavllov（86）は

この仮説を支持している。しかしこれに対しSa鷺eτ（80）は，人種学的および植物学的な理由により・

キャッサバの原産地をベネズエラのサバンナ地帯だと考えている。

　Rogers（73）はキャッサバの栽培を広めた2大中心地として，メキシコ・中米地域とブラジル北

東部（西はマット・グロッソMatto　Grossoまで。またパラグアイの一部を含む）をあげている。

　またRogeごs（72）は，キャッサバの原産地がブラジル東部であるか否かは別として，その栽培を

始めたのは，ほとんどが南アメリカ西部の原佐民であり，それが東に拡がったと揚摂している。これを

証明する考古学上の発見としては，Sauer（80）がペルーを，またWilley（88）が南アメリカ

北部（コロンビア，ベネズエラ）をそれぞれ最も古い証拠が発見された場断であると述べている。

　ペルーで発見された土器のかけらは，4，000年前に同地に住んでいた原住民が作ったものである。コ

ロンビアではReichoレDol鵬加貿（70）がキャッサバをゆでるために使った土器のかけらを発見

したが，これは紀元前1，000年のものと思われる。

　Rogers（72）が引罵したベルム市ゲルディ博物館のGalvaoの言によると，アマゾン河口のマ

ラジ・島に，ある程度の広がりをもった文化が生まれ，紀元600年から1，000年にかけて同島でキャ

ッサバの栽培が行われていたことを示す間擾的な証拠がある。しかしその後その文化は完全に消滅した。

　滋ac聾eish（43）は，メキシコ北東部のタマウ1，一パス山脈の洞窟の中で（曾～ラ・ラグーナ”文化

圏），2，100年近く前のものと思われるキャッサバのたねと葉の残骸を発見した。この発見は，メキシ

コがキャッサバを最初に栽培した重要地域の一つであるとするRogersの仮説を支持するものである。

　現在，キャッサバは主に熱帯の低地で栽培されている。しかし一部の栽培贔種はボリビアの寒い高地

にも存在する。

植物学的特徴

　分　　類

　躍七曲碗θ80協θ飢α0γαπ君2が属するトウダイグサ科には，熱帯地方の住民が食用とする重要

な属がほかにもあるが，その主なものは、肋師48s㎜，　B幅碗瓦α，　Dγ卯θ紹s，珈m脇ocαγ面¢，

」碗γOPんα，協0αγα％9α，観0伽od飢dγ0π，　Tθ砕¢0αγP蛸脚常・伽PαCαなどである。

　キャッサバ属（』血％脇。のには約180もの種があり，中には高さが15m以上にもなる木本がある。

またキャッサバ属の中には産業的価値は少ないが，ゴムを産するものもある。しかしこの属は主に灌木
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によって構成されており，北はアメリカのアリゾナから南はアルゼンチンまでの新大陸に分廊している。

　RogersとAppan（75）の研究によれば，形態学上，癩α幅ん磁εεo協θ幅αによくイ以た種を3

つの群に分けることができる。それぞれの群にはいくつかの代表的な種があり，地域的にはメキシコ・

中米地区，ガイアナ地区，それにブラジル，パラグアイ，アルゼンチンの3国からなる地区に分かれる。

メキシコ・中米地区の代表的な種は1臨％裁碗αθ舗瞬げ0匹脇と臨幅ん0拝紡短0α％厄8である。こ

れにたいしガイアナ地区で代表的なものは1臨幅ん⑰s醐掬。億である。またブラジル，パラグアイ，

アルゼンチン3国地区の代表的な種は，1臨幅ん。孟p謡㎜砲，1臨幅ん碗鈴8面粥記α短8，伽π砒碗

五8μOPO4α，1肱幅ん0孟ん8偏言幅0んα嘱γα，西4α幅ん06〆θγ7％σ伽εα，醒碗曲0め古面％阿ノδ0γα，

」Vα幅ん0力名θん撹％θγ唇濯α％伽ホ＆0θθ面α％α，2Vα幅ん◎オε％πθαPん翅α，五fα幅ん0口0δ碗α

と多様である。！脆幅ん磁θs傭惚幅αとその近縁種はすべて熱帯低地の灌木である。

　いくつかの古い研究にみられるように，キャッサバを誉味種と若味種の2種にわける分類法はあまり

妥当でない。すなわち，両種を区別する基準となる青酸を生み出すリナマリン・グルコシドの含有量は

個体聞差が非常に大きく，栽培の生態的条件に影響される部分もあるからである。

　鍛α％四型θso％房幅αにはいろいろな栽培品種がある。この点に関しR◎ge∫s（74）は，長年無

性生殖によって繁殖し，その栽培品種の多くが不稔性であるこのイモを分類するには，コンビ諏一タを

使って形態学上の特徴だけで分けるよう提案している。このように分類すれば，複雑な種をいくつかの

形態学上のタイプに分けることができ，各地の研究者も自分の地域の品種と他の地域の編種との関連を

明確にすることができよう。

　形　　態

　キャッサバは高さが4～5mにもなる灌木である。しかし中には高さが2～3mにも達しないタイプ

が存在する。茎は分枝するが分枝する高さは品種および生態的条件によって異なる。一般に，3本の2

次分枝，またときには3次分枝がある。葉は浅裂で，色は緑から赤味がかることがあり，とくに葉柄の

色が濃い。

　塊根は複数で，その数は一定していない。また一般に，塊根は斜めの方向に伸びる性質がある。塊根

の大きさは，普通，長さ20～40（灘，直径δ～8c田であるが，中には長さが2m，薩径が20～30

c謡こもなる塊根がある。

　根は繊維質で，さし木の切り口から出る。また舗間の長さは0．50～1mに達する。

　畑で栽培される鹸種の純粋性を維持するため，H◎geτs（74），Leitao磁lho（41），Leoa

猛sもe▽esおよび貧ea（荏2）の著作を利用して下記のように品種の形態に関する規準を作成した。ま

たこの表の作成にあたっては農学的な見地も加味した。

全　　長

1．　1．50m以下

2．　　L50～2．50m

3．　　250m以」二

茎の特長

　分　　枝

　1・分枝なし

　2．分枝　1回

　3・分枝　2回以上

　茎の位置

　L　直立

　2．傾状
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第17図 キャノサバ（3カ月）の栄養系　UCV　2062
この栄養系の成分は第2嵯表に示す。

第噛8図　キャノサバの自然結実（マラカイ）

　　　は稔性種子のてきる確峯か高い。

一般にマラカイて
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第19図　キャノサバの葉

　　　　裂片は7枚と5枚。卵形。違っ葉の裂片はもちろんのこ

　　　と，同じ一議の葉の裂片ても長さと大さか違っ。

　　　　　　　か　　や　　　　　　ザゆハ　ぱ　　　　　　レ　　や

　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス

　　　　劔　　　・細畷
　　　　　　　蜘轡　　　〆＼）／　　　　ズζ翻

　　　タ　　　　　　　　々　　　　　 厘
　　　　ズ　　　　　　　　ピ
　　　　縁勲　鎗

藷愚
　　　裁離礁7目
　　認栂ン　傍　ゾ毎ゆ
　感｝　　　　　＜　　　　／穿＼
　威如　　　　　　／　　へγ
　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポ

　曇野・　　》・
　吾　　　　〆／　　　　罵　　　／ンw
　　　　げ　ビ　　　　　μ　　／　誕
　ど　　　　ルノ　　し　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　ノベ　　　　ズぐ　　　　　ゆ

　丸　販惚輪　　話

　試　罵駐瓦．
　　　　〈轡～い　　　ノ　　　へ　　　　　がめ

　　　◎》4論難

　　　燕～ツ

第20図

　　　　　　　　　　　　　

　　　　．　勉や穿

　　　詮議2際吻
　　　ぎ〉　　　　ノハ　　　　　　　　　〆　　　　，
　　　　　　ゆ　め　　　　　　　　　う
　　　　ぜ　　ノレ　　　　　ズヘマ　　ブ　　　ゆ
　　　　・　　　義　・　　．
　　　4　／㌦攣㌦疑争鰍
　　　　　　　　ぐ　え　　　　　ざ　　　　　　　ズ

驚　∴㌘∵蟻メ
　　　．ド／《　　　・／　　　・
㍉

　　孫　甑　　　　　悩　／　　・
　　　　　　／　　＼　　　　＼　》〃　　　〃
　　委　　　　　　　　　　　　　　ク気　　〆〆
　　薮　　　　　　　　　　・》

　箋　　　　　　　　　　嬉
　　　　　．．　　　　　櫨
　　　　聾　　弐　、　　　　　　／　　　／　イ
　　　　襲　　　　昏　　》　　　　　　　凱♂　　　　ζ軽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　や　　　　　ヘ　　　メ　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　琴ζ　・　　僚詐
　グ　　　ヒ　　　　　が　　　　　　　　　　　　へ　　へ

　　　　　園　　　拶乱。凝
　　　　　　　　　　ヨ　　　ゴ外之　　　　哲　　　　　　　》

　キャノサバの貯蔵根の形に注意。このイモはへπスエラ

生殖質バノクで掘ったものてある。
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3．横臥

茎の色（主茎）

1．暗赤色

2．明赤色

　3．明茶色

4．灰色

　5．緑色

　6．黄色

葉痕の特徴

　1．なめらか

　2．かなり突起している。

　3．少し突起している

　4．非常に突起している

　節問の長さ（基部から1mのところ）

　1．　4～8c田

　2．　9～20c田

　3．　　2　1～2　8c魚

葉の特徴

　裂片の形状

　1．卵形

　2．線形

　一枚の葉の裂片の数

1．

2．

3．

4．

5．

6．

3～4枚

3～5枚

5～6枚

4～6枚

7～8枚

9～10枚
中央の裂片の長さ

1．14㎝未満

2．　14～17cm
3．17c田以上
中央の裂片の幅（最も幡の広い部分）

1．細い（1．5～2・4cm）

2．中位（2．6～4．8㎝）‘

3．広い（5．Oc田以上）

線形葉の裂片の湾曲

1．バイオリン形

2．湾曲あり

3．単純形（湾曲なし）

4．卵形

卵形葉の裂片の湾曲

1．バイオリン形
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　2．湾曲あり

　3．単純形（湾曲なし）

　4。線形

　新葉の色

　1．赤味がかった青色

　2．赤味がかった緑色

　3．緑色

　葉柄の色

　1．赤色

　2．緑赤色

　3．赤緑色

　4．緑色

貯蔵根の特徴

　商品化できる塊根（長さ20c田以上，直径4㎝以上）の数

　1．0～4個
　2．　5～10イ濁

　3．11個以上
　表面

　1．なめらか

　2．ざらざらしている

成長方向

　1．水平方向

　2．斜方向

　3．垂直方向

　形状

　1．円柱形

　2．円すい形

　3．紡錐形

　4．不規則

　タイプ

　1．無柄

　2．垂下状

　塊根の外皮の色

　1．明るい茶クリーム色

　2．茶色，暗茶色，赤茶色

　3．明茶色，赤褐色，明赤褐色

　4．さめた赤茶色，さめた赤褐色

　5．さめた白～ピンク色，さめたピンク色，ピンク色

皮層の色

　1．白色～クリーム色

　2．白色～赤味がかったクリーム色

　3，黄クり一ム色～黄色

　4．黄クリーム色～黄色（ただし赤味がかっている）
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肉の色

1．白色

2．黄色

キャッサバの成長

　生長段階

　キャッサバの生長にはいくつかの段階がある。

　1年目の生長段階は，一つの器窟の形成または生育を指標として，大きく次の4つに分けることがで

きる。すなわち，発芽期，幼根系の形成期，茎と葉の生長期，根の肥大化と貯蔵物質の蓄積期である。

　1年自の終わりにはすべての器官は休眠する（休眠期）。2年穏の活動は，些しい茎と葉の形成から

始まり，でんぷんの蓄積と根の肥大化によって終わる。すなわち2年目の生育段階は2つに分けること

ができ，このあと1年目と同じように休眠に入るわけである。イモを収穫しないならば，3年目，4年

目と，2年目と同じ段階を経て生長を続ける。

　キャッサバの生長段階の例として，Co簾s（17）がマダガスカルで行なった研究の成；果を次に示す。

　研究は，南緯14．4。，海抜770mに位置するアラオトラ（A圭aotra）湖実験場で実施された。なお岡

地の年間降雨：量は1，140mで，長い乾期がある。また年平均気温は20℃である。

1年目

　発芽期

最初の根はさし木の飾からでる。（植付け後5～7日）そのあとすぐに地上茎が生育し，10～12

日で葉が現われる。15β穏には苗木は完全に形成され，発芽期は終了する。

　幼根系の形成期

　定着期である（2カ月半）。発芽期に形成された最初の根はほぼ完全に消滅する。親しい根は深さ50

c鵬にも達する。

　茎と葉の生長期

　茎はその品種の特徴に臨じて分枝する。葉は茎と枝の上に多数繁る（3カ月間）。葉の大きさは10

～12日で最大となり，葉の寿命は早生で60～70日間，晩生で85～95日間である。

　根の肥大期

　貯蔵物質一とくにでんぷん一の移流は畢い段階ですでに始まっている。その後この転流が促進さ

れ，枝は木化する。この段階（5カ月間）ではとくに最初の時期に新しい葉が出現するが，全体的な数

は徐々に滅少するQ

休眠期

大部分の葉が落ち，生長活動は減退する。ただし，でんぷんの根への転流は続く（1カ月間）。

2年目

　新しい茎の形成期

　植付け後12カ月を経ると，2年目の生長活動が開始され，新しい茎と葉が形成される。

　植付け後16ケ月目には葉の大きさがまた最大となる。ただし今回は初年度の大きさのわずか2／3

である。（期間：5カ月間）
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貯蔵物質の蓄積期

5カ月間にわたり根が再び肥大化する。またこの期間中，枝は木化する。

　休眠期

　貯蔵物質の根への転流が停止してから半月後に，キャッサバは休眠期に入る。葉はすべて落ち，完全

な裸木となる。

生長活動の成果

　2年閣にわたるキャッサバの生長活動の主要な成果は，でんぷんの形成とその蓄積である。ほかにも

この期間中，葉，茎，枝，根が形成される。

気候，土壌，肥料

　気候

　気温

　キャッサバの栽培を熱帯地：方以外で実施するために必要な気温はそれほど高くない。

（16）は，平均気温が20℃で，あまり温度較差のないことを条件としている。彼はマダガスカルの

例をとりあげ，月間気温め差が4～5℃位がキャッサバの木および塊根の生長にとって最適であると述

べている。また気温が30℃になってもかまわないが，とくに生長活動期に10℃以下になってはいけ

ないと注意している。

　ベネズエラ（51）のマラカイは北緯10度30分に位置し，年間の平均気温が24．4℃，最高と最

低の平均気温がそれぞれ31℃と18．8℃であるが，そこでは10～15亀。魏／haという満足すべき

生産性が得られており，年によってはこの数字を上回ることもある。

　マラカイの気温はGeregheUiが示した数字よりもやや高い。

　低濫に対する抵抗力は，品種によってある程度差がある。熱帯地方の中でも高緯慶にある地域や，亜

熱帯地方でキャッサバを栽培するため，現在寒さに強い品種の研究がすすめられている。

水

　キャッサバはさまざまな降雨条件によく対応する。アフリカでは年賦降雨量が2，000i㎜のところで

も，またわずか500㎜のところでも生育している（37）。

第玉2表　キャッサバの栽培と降雨条件

　（出所）Jones（　37）

乾季の撫輔 ｿ薩鞘を通・た隔量の変化キ・・槻その他の灘物の蜻瀟

キャッサバ　　その他の栽培植物

有 750㎜未満 大 不良乾季に強い植物は良好，キ

　　　　ャッサバの栽培は困難

有 750皿田一1250田m 大 良　好　乾季に強い植物は良好，キ

　　　　ャッサバも良好

有 1250m以上 小 普　通　　乾季に強い植物は良好，キ

　　　　ャッサバも良好

無 1000㎜以上 小 普　通　乾季に強い植物は良好，キ

　　　　ャッサバも良好
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　光

　キャッサバは日当りの良いところでよく生長する。収穫量を一番大きく左右するのは，光合成のもと

となるこの要素である。

　光周性

　キャッサバは典型的な短日植物である（10～三2時閥）。インドネシアで鏑長時聞別（10時間，

12時聞，、14時間そして16時間）に6種のキャッサバの生長ぶりを比較した801huis（8）の研

究によれば，貯蔵根が最も発達したのは日長時間が12時悶の場合で，10時間がこれに続いた。

　Mogi　lneτ（50）はアルゼンチンのコリエンテスで荏カ月のキャッサバを用い，それぞれ6時間，

10時間，12時間そして14時間，光をあてた。この結果最も貯蔵根が大きくなったのは日長隣間が

10時聞の場合で，6時間がこれに続いた。日長時間が12時間の場合にはまったく塊根が形成されな

かった。

　風

　キャヅサバがすでに大きくなっている場合には，風が強いと木が斜めになったり，倒れたりすること

がよくある。しかし風がそれほど強くなければ，キャッサバやその他の近くにある栽培植物にとって障

害とはならない。すべては風の程度の問題である。

　一般的特徴

　これまで，キャッサバの栽培に関する一般的な気候条件を分析してきたが，その結果，キャッサバに

はかなりの適応力があることがわかった。

　しかし1959年以来，マラカイやベネズエラ国内のその他の地域で実施してきたベネズエラ中央大学

農学部塊根三密による実験で，収穫に大きな差があるという事実（51）は，経済的生産の限界を定め

たために栽培・気候条件を設定する必要があることを示すものである。

　参考文献，とくにCeτegheユ11（16），Hθnai纂とGθゑ。忽（31），　J　oaes（37）の研究に

よれば，キャッサバが生育しうる気温の魑は広く（王5～29℃），降薦量も少なくてよい（500～

20◎0㎜）。また乾季を必要とするということは，これらの条件を兼ね備えている大部分の熱帯や亜熱

帯地方でキャッサバがよく適応しうることを示すものである。しかし上記の文献は，経済的な収穫をう

るための最適気候条件については言及していない。

　これらの事情を考え，マラカイの農園でキャッサバの生産性に関する実験研究（53）を行った。こ

の農園における平均雨量の分布は下表のとおりである。

乾季 雨季 “北風の季節”（＊）

12月～4月

　81㎜

5月～8月

　600㎜

9月～11月

　2291㎜

困　短かい期間であるが強い雨の降る季節。

　　“北風の季節”と呼ばれているのは，北からの風がこの強い雨をもたらすからである。

土壌の硬さは中程度，土壌容水量は22．3％である。年平均降雨量は980翻。ただし研究期間中

（1962～68年）の年間最高降雨量は1964年のU33部門最低が1967年の684㎜であった。平

均と比較した場合，1964年は雨の多かった年，反対に1967年は非常に雨の少なかった年だったと

いえる。すなわち降雨量については，ほとんど両極端に近いケースがあったわけで，当該地域の気候の
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複雑さが想像できる。しかし一定の栽培品種を取扱っていたのであるから，その評価基準や気候との関

係，地域区分を明確にする必要があり，このため他の栽培・気候条件も考慮した。

　考慮した条件は次のとおりである。

1．熱帯地方に適した蒸散量

2．対象地域の土壌の物理的特性にみあった貯水量

3．幼根の深さなど，変化しうる栽培条件

　研究期間中の収穫量と水の過不足についての結果は，第13表に示す。

第壌5表　キャッサバ8品種（12カ月と王8カ月）の収穫量と降

　　　　雨条件

　　　　　（出所）　鍼O就＆1面とe㌶Gia（53）

収穫量（ トン／ヘクタール） 水の不 水の過 水の不足し
栽　培 期 間 騰 2001 2003 2015 20282029 2030 2062 2110足：量㎜ 剰量目 た月 の数
自1962年 3月 17日

12 22．荏 エ7．8 22．1 26，8　28．1 35．3 17．4 16．7　　886 0 7
至1963． 3． 20

自1963， 4． 7
12 16．2 4．9 17．7 12ユ　11．2 7．3 21．2 11．7　　910 0 8

至1964． 4． 29

自1964． 6． 4
12 20．0 63 21．7 17．6　三4。2 115 12．1 12．5　　691 123 7

至1965。 6． 3

自エ963。 4． 7
18 18．6 12．5 28．8 8．4　　9．2 8．8 10．6 15．2　　993 123 10

至196篠． 11． 1

自1965． 6． 18

至1966． 12． 4
18 40．3 46．4 44謹　　　， 一45，7 ｝ 40．0 30．7　　870

0 7

自1967． 1． 23

至1968．． 6， 10
18

｝ 99 163 三5，521．8 16．3 三9．1 5．4　1β28 0 13

（訳注）　見鐵しの200圭～21王0は品種番号。

　第13表には収穫量，降雨量の過不足状況，そして最後の欄に降雨量の不足の頻度を表わす指標とし

て水が不足した月の数を示した。サンプル数は少ないが，12カ月と18カ月いずれの場含にも収穫量

と降雨量との間に相関関係がみられ，収穫量の低下は降雨量の大幅な不足または過剰によって，説明す

ることができる。つまりキャッサバは過菊な降雨量に対する抵抗力が弱いと思われる。降水量が不足し

た月の数については，この数が多いほど収穫が減少していることがわかる。

　研究対象地域で最高の収穫量をあげたのは，水の不足量が比較的少なかったときである。

　予備的な資料として，またあとで地域区分を行う際の指標とするため，降雨条件を下表のように分類

する。

　　　　　　第重4表　キャッサバ（ルfα？拓ん。ホθSo蝿8？諾α）の栽培に関する

　　　　　　　　　　降雨条件の分類表

水の不足量（職） 水の過菊量（懸） 分 類

　　　1，000

700～1，000

400～　　700

100～　　400

　　　　　0

　　　　　0

　0～100
100～200
200～300
　　～300

非常に乾繰

　　乾　燥

少し湿潤

　湿　潤

非常に湿潤
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第14表によれば，過剰量が0㎜でも不足量が1，000㎜以上の地域，あるいは不足量が0圃でも過

剰量が300漉の地域はキャッサバの栽培に適さない。“少し湿潤”な条件が最適と思われる。

　±壌

　キャッサバは洪水でも水びたしにならず，豪雨が降っても水を吸収する十分目透過性のある限り，ど

のような種類の土壌にも適合する。しかし透過性のある土壌でも，あまり湿っていると根が腐ってしま

うのでよくない。深く，軽く，通気性があり，軟らかい土壌が最適である。

　改良品種を肥沃で深く，しかも有機物質と無機物質に富む土壌で栽培すると，最高の収穫が得られる。

　湿った土壌でも，うねを高くし，根が水につからないようにすればキャッサバを栽培することができ

る。

　重くて石こうの多い土壌は，根が生長しにくく，収穫するにも手間がかかり，最悪である。

　キャッサバはやせた土壌でもよく生長する。たとえば，やせた±壌に肥料を施しても，塊根やでんぷ

んの生産量に変化がなかった。というような例もある。しかしこれはおそらく，栽培したキャッサバが

改良晶種でなく，生産性が本質的に低いため，肥料の効果が現われなかったためと思われる。比較的や

せた土壌でもキャッサバが栽培できるということは，この作物に土壌の養分を吸いとる特別な機能があ

るために違いない。

　Co登rs（18）によると，キャッサバの地際やさし木の芽，あるいは貯蔵根の芽から垂直に伸びる

吸収根は深さ50～100c田にも達し，やせた土壌でも深いところがら養分を吸収できるとのことであ

る。また生育期間が長いことも，キャッサバがやせた土壌に適応するのに役立っている。

　ベネズエラで測定した土壌のpHは，5．5～8．5と許容範囲が広がった。　Reaは個人的に，ブラジ

ルのアルブケルケ（AIbuquergue）ではpH3．5の土壌でキャッサバを栽培していると知らせてくれ

た。

　胆料

　キャッサバから抽出される無機物質は，品種と栽培条件によって異なる。第15表では塊根と灌木部

から抽出される物質のみをとりあげた。葉を含めなかったのは，一般に葉は土に帰るからである。

第15表　キャッサバの塊根と茎（茎と枝）に含まれる無機物質

　（畠所）　Geregheni（16）が引用した文献にもとつく

　　　　　　Bonnef◎y（マタ男スカル）
無機物質
　　　　　　　塊　　根　　　　茎

Couτs（マダガスカル） Anglaette（ベトナム）

塊　　根 茎 塊 根

窒　　　素

P205
K20
カルシウム

0．07◎％

0．1◎0

0．280

0．100

◎．595％

0．185

0．285

α275

0，170％

0．124

0。560

0．150

0．500％

O．175

α400

0．375

0．300％

0．10◎

0．250

　結果にはかなりの差があるが，とくに塊根に含まれる窒素の比率は研究老によって0．07～0．30％と

大きな差がある。また塊根と茎に含まれるカリウムの比率の差も大きい。改良品種について分析したGo－

ursの結果と，マダガスカルの在来種を分析したBom◎ず◎y（9）の結果を比較した場合，前者の塊根

と茎に含まれるカリウムの比率は後者の比率よりも高い。また同じことは茎のカルシウムの比率につい

てもいえる。

　収穫量に関する80n論efoyとGoursの資料をもとに，　Gereghelli（16）は次表を作成した。
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第愚6表　1ヘクタールのキャッサバの収穫量から抽出された主な

　　　　無機物質（単位：kg）

Bonne　foy

無機物質
　　　　　　塊根20トン　茎40トン

Gours

合　計　　塊根50トン　茎40トン 合　三

野　　　素

P205
K20
カルシウム

14
20
56
20

238
　74

　98

1玉0

252
　94
154
130

　85

　62
280
　75

200
　70
180
150

285
132
460
225

　肥料の実験から得た結果は次のとおりである。

　ベトナムでは舶91aδette（2）が1ヘクタールに畦0：80：70の肥料を施し，次表のような結

果を得た。

第47表　キャッサバに対する肥料の結果（ベトナム）

肥　　　料

　kg／ha
塊根の奴穫量
　　ton／ha

無雇巴料を100と

した場合の率

無肥料（O：0：0）

　40：80：70

　0：80：70
　40：　0：70

　40：80：　0

10．054

15，236

10，528
12，871

12，329

100
151
105
128
123

（出所）　Angladette（2）

　つまり，20％硫酸アンモニウム200kg，38％二重過壁際200kg，46％硫酸カリウム150
kgを使った完全配合（40：80：70）が最高の収穫量をもたらした。

　その他の結果は非常に不規則である。ただカリかリンを窒素と一諸に配合した場合は，カリと窒素の

方がリンと窒素の場合よりもわずかではあるが効果は大きい。また窒素を配合しなかったときの収穫量

は最：低である。

　CeregheUi（16）によれば，インドネシアではキャッサバの収穫量が10トン／ヘクタールで

あったのが，硝酸ナトリウム，リン酸石灰，硫酸カリを使った肥料（50：150：140）を施したところ，

取穫量は28～30トン／ヘクタールに増加したとのことであるQ

　N◎恥anhaとPe：reira（61）はブラジルのサンパウロでの実験結果を次のようにまとめている。

　最も効果があったのは，植付け時にうねのわきに三要素（窒素，リン，カリ）を施した場合と，植付

け時にリンとカリを施肥し，そのあとで窒素を袋に入れて間接的に施した場合である。

　窒素，リン，カリの三要素を植付け時に直接うねに施すという方法（伝統的にサンパウロ州でとられ

ている方法）は，ほとんど必ずといってよいほど活着や塊根の生産にとって害となっている。

　ただ植付け直後に雨がたくさん降った場合の実験（土壌は赤土）だけは例外であった。このときには

木もしっかりと活着し，収穫量も，植付け時にリンとカりを施肥し，窒素はあとで袋に入れて間接的に

施すという方法とほとんど変わりがなかった。
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　アルゼンチンのコリエンテス（Corrlentes）ではOrio1主ら（62）が毎月施肥する土壌とまったく

肥料をやらない土壌で成長するキャッサバの各部に蓄積される乾物，窒素，りン，カリ，カルシウムの

量について研究を行った。実験は各土壌5株ずつにたいして行わカたが，その結果は，乾物等の蓄積速

慶は最初の2カ月は遅く，次の2カ月で加速化し，その後の2カ月間でまた低下するというものであっ

た。蓄積の変化の様子は各土壌で非常に似かよったものであった。すなわち，蓄積速度と土壌の肥沃度

とは無関係である。ただし墨然のことながら，蓄積される絶対量は，麗料が施された土壌で生長したイ

モの方が多い。

　Kroch艶a1とSa疵篭els（40）はバージン諸島において，窒素，リンそしてカリの量が，水耕液で

栽培されているキャッサバの貯蔵根の生長と発達にたいしてどのような影響を与えるかについて研究を

行い，次の結論に達した。

　木が大きくなったのは，リンをたくさん配合した場合だけであった。重さで計った場合，地上部の生

長は，カリを多くして窒素と配合（窒素は多くても少なくてもよい）したときが良好であった。

　窒素が多く，リンとカリが少なかった場合には，貯蔵根は形成されなかった。

　窒素を増量した場合には，貯蔵根の生長は70％滅少した。

　貯蔵根の生長に最も効果的であったのはリンの増量で93％も収穫を増やした。

　カリを多くした醜合は，貯蔵根の生長を促進しなかった。弓蔵根が最大となったのは，三部と塊根部

の比率が1：1で，リンの配合が多かった場合である。

　輪作

　アフリカのキャッサバ生産地帯では次の輪作が普通である。

　トウモロコシ～落花生～バナナ（2～4年）～キャッサバ

　インドネシアではキャッサバはゴムや油ヤシの木と一二に栽培されている。またカカオを新しく植え

るときの日よけとして使わ顧ることもある。

　ベネズエラでは数年前まで，狭い耕地でインゲンマメと一諸に栽培されていた。そして土地がやせて

くると肥料を施したり，他の土地に移って栽培を続けていた。

　現在では，でんぷんおよびその加工品を生産する産業の発達にともない，キャッサバの作付面積も1

耕地当り50～200ヘクタールと増加している。またこのため，計画的に栽培を行っている農場では，

輪作を実施しなければならなくなっている。輪作の例としては，次のようなものがあげられる。

1．　トウモロコシ～落花生（2～3年）～キャッサバ

2．牧草（ギニア）～キャッサバ～トウモロコシ～牧葦（ギニア）

3．イネ～豆類（インゲンマメ）～イネ～キャッサバ

4．　トウモロコシ～豆類～ワタ～キャッサバ

　アフリカでは，キャッサバをまだ非耕地で栽培している。　Jones（37）によれば，コンゴではZ2

ヘクタールの森林を毎年0．36ヘクタールずつ開墾することにより，20年間の輪作をしているとのこ

とである。

　0．36ヘクタールを1耕地単位とするコンゴの輪作は次のとおりである。

初年度：開墾と焼畑作り。イネとキャッサバの栽培。

2年目：キャッサバの収穫。イネとキャッサバの栽培。

3年目：キャッサバの栽培。そのあとは休耕。

4年目：綿と落花生。

5年目：キャッサバの栽培（森林の回復のため）。

6年目～2◎年目：森林

　最初の耕地が2年目に入ったとき，2番目の耕地（0．36ヘクタール）の輪作を開始する。そして3
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年目に入ったとき，3番目の耕地（同じくα36ヘクタール）の輪作を開始するといった具合に続けて

いく。（0．36×20＝7．20ヘクタール）

　キャッサバは強い日光から土壌を保護する。またその長い根は土壌をほぐし，連作に耐える土壌とす

る。さらに森林の再生を促進する一雑箪のない一微気候をつくる。

　スーダンではキャッサバを牧葦およびその他の葦とともに輪作の最後に栽培している。なおその葦は

新たに輪作を開始するまで，3～4年維持するものを使用する。

　ムrraδθa篭（3）は，フィリピンでの輪作とキャッサバを栽培するときに使用する緑肥作物（Cγo一

偽iα短α，Tθ錘70s毎またはy勾瓢）について，キャッサバを植付ける前にこの緑肥作物を栽培す

るようすすめている。キャッサバと輪作されるのは，落花生とイネである。

栽培

　土壌の準備

　未耕地または休閑地では，灌木を切り，焼く。数日後にさし木をさす小さな穴だけを掘り，さし木を

植える。

　すでに耕地の一部となっている畑や，牧葦で覆われているところは，くわで土を掘りかえしてから植

付けをする。

　妾宅のことながら，最適の土壌とは準備のしゃすい平地で，根の生長に適し，雨水の保存性にもすぐ

れ，通気性のある硝酸微生物のたくさんいる土地である。

さし木

　選訳

　さし木用の木は，成熟したキャッサバの茎の切片一ただし誉すぎないこと一で，健全なものでな

ければならない。

　ブラジル（83）では，切り口から乳液がにじみ出る1年の木を使用している。ジャワでは茎の基部

から得られるさし木をすすめている。これは中畑部や先端部をさし木にするよりも，良い木ができると

考えているためである。

　特殊処理

　発芽をよくするため，ときにはホルモンその他の薬品を使った処理をすることが望ましい。

　また、塊根を大きくするため，さし木の表皮を何か断か切る習慣もある。アリやその他の害虫による

被害が多いところでは，各種殺虫剤の使用をすすめる。虫による被害が起きるのは，雰常に乾燥した土

壌で水分が不足しているため，植付け後，さし木の生長に時闘がかかるためである。

　　　　　　第18表　30c避のキャッサバのさし木のホルモン処理（51）

使用薬品（サンプル数

は各薬品とも40本）
植付け後60日の根の長さ（cm）

1．　インドール酢酸800ppm

2．ナフタリン鮮酸800ppm

3．10％しょ糖
4．無添加（水）

20．6

27．9

28．0

14．3
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第21図　植付けに適した長さ20～30㎝のキャノサバのさし木

、雛

　　　縫

灘難

　　馨態糞

灘灘

羅

講．

第22図　さし木を水平におく植付け浅さし木の脱水を防ぐため，

　　　植付けは乾季に行う。この植付け法を用いると，サトウキ

　　　　ビの植付機またはキャソサバ専用の植付機を使用すること

　　　　ができる。
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表からわかように，根を長くするにはナフタリン酢酸かしょ糖が効果的である。

植付け

　位置

　さし木はうねの谷か山，または平らな土壌に，水平か斜め，あるいは垂直にさす方法がある。

　水平に置く：方法は，さし木の脱水を防ぐことができるので，乾季のはじめに最もよく使われる。また

この方法だと植付機を使用することができる。一般に，この方法では短かいさし木を用い，地下5～6

㎝のところにさし木を置く。さし木の芽（1つか2つ）から地上茎が伸び，節のところにひげ根ができ

る。ひげ根はさし木の切り口や傷口からも現われる。

　垂直か斜めにさし木をする方法では，2～3個の芽を地上に出しておく。

　長さ

　最もよく使われるさし木の長さは20～30㎝，つまり4～6個の芽のあるさし木である。

　長さ1．20～1．50mのさし木を垂直に植える方法がよくすすめられるが，これは次のような理由によ

る。

　まず第一に，手入れが1回ですむこと。短かいさし木の場合には2～3回の手入れが必要である。次

に長いさし木を使用すると，短かいさし木の場合の10～12カ月にたいし，5カ月で収穫できる。また

収穫量も多い。

　さし木を植えるときの最良の位置と最適の長さを決定するため，さまざまな実験が行われている。

　マラカイ（51）では，3種類のさし私法のそれぞれの利点を調べるため，長さ30c月ほのさし木（2110

号品種）を下記の方法で植える実験を行った。

a）うねの底に水平に置く。

b）全部の芽のうち半分を土に埋めるようにして，斜めにさし木をする。

c）全部の芽のうち半分を土に埋めるようにして，垂直にさし木をする。

第19表　キャッサバのさし木隠別生長度の比較

さし木法
　　　　　（＊）　塊　　根
木の生育度
　　　　　　　　tαn／ha

総重量　商品化できる大　　　　　　　　　　　　　　　　茎の数　（kg）　　　大きさのイモの数

水　　平

斜　　め

垂　　直

爆．80

4．90

4．60

20，8

24．9

19．3

2，930

3，506

2，717

6．0

8．0

5．7

1．4

1

1

困注．5段階評価（1　不良，5：優秀）

第20表　キャッサバのさし木法別収穫量（マラカイ）

さ　　　し 木

長　さ　㈲ さし木魂
収穫量（ton／ha）

1．20

O．80

O．40

O．40

斜　　め

ﾎ　　め

ﾎ　　め

?　　平

28．6

Q3．5

R6．6

P5．9
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懸灘
第2ろ図　斜めのさし木法（キャノサバ）

　　　　雨季のはじめにこの方法を使うと，生長が襲い。この方

　　　法は手で植えなければならない。

難欝

欝

欝欝戴
難藻懇

懇24図 垂直なさし：木法（キャソサバ）

雨季に手でさし木をする。
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　さし木を水平に置いた場合，できた塊根はさし木に沿って広がっていた。これに対し，斜めの場合，

塊根はかたまっていた。垂直にさし木をした場合の収穫量は最低であった。

　第20表はほかの実験の結果であるが，これによれば，長さ0．40mのさし木を斜めに植えた場合が，

同じ斜めでも長さが0．80mや1．20磁の場合よりも，また長さが0．401nで水平に植えた場含よりも

収穫量が多かった。

　Rosas（77）はペルーのラ・モリーナ乙a　Molinaで，3種類の長さのさし木を使って3種類のさ

し木法を実験した。結果は，さし木鼠によって収穫量に差はないが，長さについては10傭の一番短か

いさし木が他のさし木（20㎝と30（懇）よりも収穫量が多かった。

　Da　S主1va（82）はブラジルのサンタ・カタリーナSanta　Catari難aでさし木の長さに関する

実験を行い，下表の結果を得た。

さし木の長さ（c臨） 塊根の収穫量（指数）

10
15
20
25
30

100
400
471
471
483

　欝◎maahaとPe∫eira（60）は，一一般にブラジルの場合，20～25㎝のさし木を深さユOc田のう

ねの底に水平に植えるようすすめている。

　HenainとGeno鑑（33）はアルゼンチンのコリエンテスで5年の間，さし木の長さとさし木法がキ

ャッサバの塊根の収穫量に対して与える影響について研究し，次の結論に達した。

L　さし木を斜めに植える方が収穫量が多くなる傾向がある。

2　斜めに植える場合でも水平に植える場合でも，長さが15c鐵以上のさし木の発芽率が高く，収穫ま

　での生存率も高い。

3．さし木の植え方は，60。か45。の斜めにするか，水平に置く場合は長さ15㎝以上のものを使用

　する。

4　斜めに植える場合も，長さ15㎝以上のさし木を水平に植える場合も，収穫量に大きな差はないこ

　とから，植付け機械化の便利さから水平に植えることをすすめる。

　Far工ie（21）はペルーのラ・モリーナで，キャッサバの基部，中問部，そして先端部からとった

長さ10cm，20c鶏，30㎝のさし木を使って，収穫量の研究を行った。その結果，10cmのさし木か

らの収穫量が簸も多く，20㎝と30c匪のさし木からの収穫量とは統計学的に有意な差があった。

　きし木をとった部位については，収穫量に有意な差を認められなかった。

　またさし木の方法については，広大な耕地でとくに椹付機を使用する場合は，うねの底に水平に置く

のがよいことがわかった。ただ小さな畑では斜めにさし木を植えることがすすめられる。

　さし木の長さに関する実験結果にはかなり矛盾があり，各地，各植け時期ごとに実験する必要があろ

う。ただすべてのケースで一致しているのは，40cm以上のさし木を使わない方がよいということであ

る。

さし木の数

習慣としては，1カ所に1本のさし木を行っている。

ベトナム（16）では1カ所に1～3本のさし木をし，あとで弱い木を取り除いている。この場合，2
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本まとめてさし木をしたときが最も収穫量が多かった。

　間隔

　Ror遊a油aとPere∬a（60）は，やせた土蟹あるいは中程度の肥沃な土壌の場合，肥料を施して

も施さなくても，列の聞隔を1m，さし木の悶隔を50～60c田とるようすすめている。また肥沃な土

壌で木が大きくなる場合は，列の間隔を12〔難，さし木の問隔を50～60α皿とするよう指示している。

　He轟aエ聡とGe簸。猛（33）は，アルゼンチンのコリエンテスでの5年にわたる実験の結果として，次

のように結論を下している。最高の収穫量が得られたのは，聞隔を70×50㎝（うねの間隔×同じうね

のさし木の間隔）として1ヘクタール当り28，500本のキャノサハを生育させた場合てあった。この結

果は季飾的な気候条件の差に関係なく，ほぼ一定であった。

　コロンビア（14）では，列の間隔を1～12m，さし木の間隔を080～1mとするよう指示している。

　さし木を植える間隔については，植える品種，土駿の種類機械化の有無によって異なると思われる。

さし木の保存

ときには植付けを実施する前に，キャノサバのさし木を保存する必要がでてくる。

第25図　キャッサバの一般的な保存：方法

さし木の保存方法 発芽率（％）

垂直に立てかける

水平に置く

砂をかける

冷蔵室に入れる

収穫後すぐに植える

　7◎

　50

　80

　20
100
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　ミーナス・ゲィラス（Minas　Gera重s）（82）では，植えたときに発芽率が最高となるようなさし木

の保存方法について実験を行い，前頁の表のような結果を得たQ

　以上の結果，最良なのは100％の発芽率を記録した“収穫後すぐに植える”ことである。しかし効

果的で実際的な保存：方法としては，長いさし木を日陰の木の幹に垂直に立てかけることである。

　農作業

　キャッサバの場合，除草を行うのは木が20～30㎝になったとき，すなわち植えてから4～5週間後

である。また第2回目の除草を2カ月後に行い，その後も畑がキャッサバで完全にかくれるまで定期的

に除草しなければならない。

　キャッサバの間にほかの作物を植える三舎は，除草作業は少なくてすむ。また豆類のような作物を一

面に植える場合は，除草作業はまったく必要ない。

　除華：剤

　ベネズエラではキャッサバの栽培に除草剤を使い，満足な結果を得ている（51）。使用している除草

剤はジャガイモの場含と同じである。すなわちイネ科植物とカヤツリグサ科植物がはえるのを防ぐため，

1ヘクタール当り7リットルのエプタムをさし木の前に散擶する。広葉の雑草を駆除するためには，1

ヘクタール当り15～20リットルのDNBP（Weeδklller　70）。　CMUを1ヘクタール当り1．5

kg，アトラジン1～1．5kg／ha，アメトリン1～2kg／ha，プロメトリン1～2kg／ha，ディミッド

Dymid　5～8kg／ha，以上いずれも広葉の雑草がはえるのを防ぐためである。

　最も一般的な雑草は下記のとおりである。

イネ科植物とカヤツリグサ科植物

五㍑θ％s¢％θ　②πdゼ。α

亙01面π00観0α

C卯8γ％8γoめ脇伽s

ム7泥αγαπ‘ん％S　SPP　・

PO撹％ZαCα　0‘θγα0θα

Sc呂θγocαγP％S　SPP。

Ipo？πoθα　SPP．

オヒシバ（Guarataro）

ヒエ（Arroci員。）

ハマスゲ（Corocillo）

ヒユ類（Pira）

スベリヒユ（Verdolaga）

Flor　amar圭圭王a

ヒルガオ類（Ba£atillas）

　ベネズエラ・カグア（Cagua）のシェル農業生産者サービス（16a）は，コトラン80PMをすすめてい

る。散布量は，トラクターを使う場合は1ヘクタール嶺り200リットルの水に同薬品を2kg，スプリンク

ラーを使う場合は400リットルの水に同量の薬品をまぜる。この除草剤は予防用であり，湿った土壌に

散布する。

　下表のデータは，ブラジルのミーナス・ゲライスで記録されたキャッサバを栽培するときの雑草防除

剤の効果である。

除 草 剤
1ヘクタール畿りの生産量（トン）
　　塊　根　　　　　　枝と葉

Lin臓ro鶏

Metabromuτon
草取りをして喪亡剤を適用しなかった場合

Dluron

ClorOXuro…ユ

Fluomet縫ron
草取りをせず除草剤も適用しなかった場舎

19．71

17．66

15．77

14．96

11．60
　8．54

　6．33

30．21

22．02

23．60

27．12

19．81

16．31
　8．81
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　土寄せ
　機械化されていない栽培法では，さし木を植えてから2～3カ月後に木の根もとに土を盛り上げ，貯

蔵根が十分に生育できるようにするのが普通である。機械で耕作する場合は，一般にうねを作るから，

うねの整形と除草を行う。

　土寄せは，土壌の種類に関係なく，作物の生育にとって有効であると言われている。しかし，作物の

生育や収穫量に対するその効果をもっと正確に知る必要があろう。

　収穫期
　塊根が大きくなる様子は，木の地際のまわりにできる土の繋れ昆から察することができる。一般に塊

根が収穫できるようになるのは，8～10カ月後である。

　でんぷんをとったり，粉やその他の製品をつくるには，木が完全に成熟していなければならない。

　塊根を回り出すのが早すぎると，塊根にはトウダイグサ科植物の特徴である乳液がたくさん含まれて

おり，食べられない。キャノサバは保存性が悪いため，収穫は家庭での消費量や市場の需要にあわせて

徐々に行うようにすすめる。

　塊根は非常に古くなって木化し，直接食べられなくとも，粉にすることはできる。　＿

　キャノサバのでんぷんをつくる工場の場合，収穫は15～24カ月後であるが，市場の需要が備ださ

れている場合には2～3年も収馨しないことがある。

　　　　　　　　第26図　キャッサバの塊根が収穫できるほど大きくなっているこ

　　　　　　　　　　　とを示す土の割れ目に注意。この木の場合，塊根を堀り出

　　　　　　　　　　　すため，地表から50㎝のところで茎を切ってある。

　キャソサバからでんぷんをとることを目的とした場合，その収梗時期を決定するのは木の成熟度であ

る。そして成熟慶は，塊根の大きさ，でんぷんの含櫨・でんぷん粒の直径の大きさ一大きい方が上

澄みをとるのに容易である一によって決定される。

　しかし上記3つの要素が同時に最大となるのはまれなことである。

　また実際には，腐ったり，寄生虫の被害を受けることがあるから，完全に成熟しないうちに収極ずる
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こともある。

　アブりカの最も涼しい地域では，でんぷんの含有率が最高になるのは22カ月後である。しかしでん

ぷんをつくることを目的としているため，収穫するのはでんぶん粒の直径が最大となる2年後である。

　アフリカの熱帯地域では，収穫を行うのはi5～18カ月後で，前述したアフリカで最も涼しい地域

で2年後に収穫する場合とその塊根の生産性は同じである。しかしでんぷん粒が小さいため，でんぷん

の生産性は前者よりも低い。

第2唯表　黄金海岸におけるキャッサバの栽培期間別収穫量

植付けから収穫までの月数 塊根の収穫：量（トン／ヘクタール）

　6

　8

10
12
15
18

11．5

14
17，0

18．8

22．6

19．1

（出所）　　泌aid趣ent（47）

　上表からわかるように，黄金海岸で塊根の収穫：量が最高となったのは，さし木を植えてから15カ月

後に収穫した場合である。

　マレーシアではAnglaδette（2）が8カ月以降の収穫量について調査したが，その結果は第22表

のとおりである。

第22表　マレーシアにおけるキャッサバの栽培．期間別収穫量（8カ月目の収穫
　　　　量を100とする）

収　穫　品　目
月 数

8 13 14

塊根の収穫量
でんぶんの収穫量
塊根のでんぷん含有率

100
100
100

162
167
103

2099
203
　97

（出所）　　A識91adet’乞e（2）

　入手しうるすべての資料から判断して，でんぷんの製造を目的としたキャッサバの収穫は，熱帯地域

および湿度が一定した地域ではさし木を植えてから15カ月後位に実施しなければならない。

　しかしいずれにせよ，キャッサバにはほかの栽培植物にない長所がある。つまり，時聞がたっても収

穫量にあまり変化がないため，人手不足や市場の需給関係といった要園に応じて収穫期をずらすことが

できるのである。

　収穫方法

　塊根が割れぬよう注意しながら，手で堀り起こす方法がよく使われる。この作業はとくに土壌が砂状

で軽い場合，容易である。重い土壌の場合には，てこや農業用フォーク，その他の農具が使用される。

　収穫する際は，山刀で茎を地表から15㎝のところで切り，木の地際の下の土を堀っておく。
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　収穫を機械化する一つの方法は，すきをうねの丙側，深さ約30c照のところに入れ，土を柔らかくす

ることである。ジャガイモ用の収穫機を使用することもできるが，この場合には輻と深さを調節して大

きくする。また，ヨーロノパで非常によく使われているテンサイの収穫機を転用することもてきる。

　三三量

　収穫量は品種の特徴，生育期間，環境，栽培：方法によって異なる。

　3u鵬Ue（38）によれば，ジャマイカでは26品種を1年間栽培したところ，その収穫量は7～33

£on／haであった。

　搬anc◎エS（26）は，レユニオン島（インド洋）で栽培した25材種の収穫量が9～64亀on／haで

あったと報告している。

　マダガスカルでは改良品種を適切な方法で15カ月栽培した結果，収穫量は12ton／haから40ton／

haに上昇し，でんぷんの含有率は28～32％になったとのことである（Geτeghelh（16））。

　C◎urs（18）（マダガスカル）は，近い将来，収穫量が100ton／haに達する可能性が非常に高い

と推定している。

　ブラジルの恥∬eエr＆（23）は，森林を切り開いたばかりの“赤土”での収穫量が150ton／ha

で，条件の悪いところでも50to訊／haはあると指摘している。

賊難麟

鵠残，

磁！
　》ジ〈垂鯵

　　“撫ノを

擁三

野磯i

　　　　　　　第27図　キャッサバの収穫。土壌が柔らかければ，手で引き抜く

　　　　　　　　　　　　ことができる。固い場合には，てこやその他の道具を使わ

　　　　　　　　　　　なければならない。この写真は塊根についた土をはらって

　　　　　　　　　　　いるところである。

　ブラジルの艮or皿a！血＆とPeご侃τa（60）は，1回の塊根の収穫量または2回連続して栽培したと

きの同収穫量が，それぞれ1ヘクタール当り12トン，23トンである場合を，経済的な豊作としている。

また彼らは，前記収穫量を越えることも可能であると考えている。実際，すべての点に注意を払って栽

培した場合には，すでに上記数字を上回ったこともある。

　ベネズエラ（52）では，収穫量，最高124ton／ha，乾物率32％を記録したことがある。
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鑛、

灘鍵 難難雛．

第28図　貿マラカイ”（品種名）の栽培風祭。塊根の収穫量は，

　　　　100to録／haを越える年もある。ベネズエラ，マライカ農場

遣振と品種改良

　染色体

　D◎ughty（19），（｝∫aneτ（29），　Capi轟p主君とBruce（13）は，ルfα％肋。ヵθso％‘θ幅αの

細胞核内に含まれる染色体数を36個と測定している。またGτ鰭eご（30）は，“パウリスタPauli－

s£a” ｨよび“バスリーニャVass。ur圭nha”と呼ばれる躍α幅ん。オθ8卿Zθ％偽の品種の栄養系の

中に四倍体と八倍体を見出している。

　瓢ag◎◎箆ら（婆6）は，分類基準をつくるため，太糸期の核形態について研究を行っているが，これ

はのちに染色体の相互関係を明らかにするため役立つであろう。なお現在は18個のこ価染色体が確認

されている。また仁染色体型1種を含む計6種の染色体型の存在も，重複で発見されている。太糸期の

核に関する以上のデータにもとづき，蟹ag◎◎蕊らはキャッサバ属（醒α幅ん。のの染色体の基本数が上

記よりも少なく，現在の栽培贔種は部分的異質倍数体起源と考えている。

　品種改良

　キャッサバは雑種性が強く，栽培品種によって形態的および生理的な特性に大きな差があるため，ま

た他家受粉をし，属内に約170もの種が存在することから，品種改良の可能性が非常に高い。さらに，

キャッサバは無性生殖を行うから，同型接合をする必要がなく，すぐれた栄養系をすぐにつくることが

できる。

　主な改良方法は次のとおりである。

　遺伝的変異性の強い品種を原産地国から導入すること。

　収穫量に関する実験や，塊根の形状・大きさ，成熟期間，乾物の含有：量といったキ亭。サバの質に関

する実験を通じて最良の栽培品種を選叛すること。同じく，真正種子からキャッサバを育て，優秀な系

統を選択すること。

　組合せ能力にすぐれ，雄性不稔性の問題のない品種との交雑。

　また自家受粉によって純系を育成し，交雑のときに高い雑種強勢を発揮させる。しかし一般に，第一
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代か第二代では稔性やその他の問題がでてくる。最初に自家受粉を行い，そのあと交雑するというこの

方法は，交雑に適した贔種を選択すれば良い結果が得られる。

　現在までのところ，躍，g‘α寓og弱，1肱面語0鉛㎜，1肱Sα面00勧といった種との種聞交雑

が行われているQ

　改良が進められている分野は，主に，貯蔵根の収穫性やモザイク病に対する抵抗力の改善である◎

　蟻artin（壌9）は，今後，熱帯地：方の安価な主要食糧源としてのキャッサバの将来を考え，総舎的

な改良計画を実施しなければならないと考えている。

総合改良計画

　収集計画

　キャッサバ属の種を可能な限り収集し，保存する。形態学的，細胞学的，生化学的類似性による種の

相互関係を研究する。

　病気に対する抵抗力，塊根の形態，塊根の大きさ，かんばつや過粛1な水分および害虫，ねずみ類に対

する抵抗力，でんぷんやアミノ酸の質といった薗ですぐれた特徴をもつタイプを収集した種の中から選

択する。

　キャッサバ（躍απづん0ホ　θSO％‘θ％君α）との交雑能力にすぐれた種を選択する。

　研究用および収集した品種の保存用として病害虫から隔離した農場を設立する。

　収集した品種の形質に関する完全な資料を作成する。

　遺伝研究を行うため，対照的な形質をもつ品種を選択する。

農学的研究計薗

収穫の機械化に適した品種を選択する。

不適嶺といわれる気候条件下で，いろいろな品種の塊根の収穫量に関する実験を継続的に行う。

機械による植付け，収穫方法を開発し，実験する。

肥沃な土蟹と密植に適した栽培方法を開発する。

病気・害虫の予防方法を改善する。

キャッサバの葉をほし草にする技術を開発する。

遺伝学的研究計画

有益な形質の遺伝様式を実験するための研究計画を作成する。

生産性，木の大きさと形状，ならびにその他の農学的形質の遺伝に関する実験を行う。

近交と交雑が生産性に一与える影響について実験する。

花粉媒介と自然交雑渡を明らかにする。

近交による一連の系統を育成し，その特性を明らかにする。

すでに存在する近交系統を改良するため，個体の遺伝子を使用する。

広範な遺伝的背景をもつ放任受粉の集団を開発する。

上記集団を徐々に改良するため，集団罫引技術を使用する。

すべての世代から有望な個体を選択する。

貴重な形質をもつキャッサバ属近縁種とキャッサバを交雑する。

近交系統と放任受粉の集団の中の新しい優良形質を導入する。

農場実験で選択した品種を導入する。
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　ブラジルでの品種改良

　筑or阻anha（58）によると，改良は真正種子をまくことから始まった。次に交雑を行ったが，その

：方法はトウモロコシの一代雑種を得る方法と同様，花粉を提供する栄養系とこれを受ける栄養系を一緒

に栽培し，雑種の種子をつくるため，後者を適宜かつ定期的に除卜したのである。受粉は放任で，とく

にミツバチを媒介とした。

　この結果，生産性が高く，病気にも強い多くの品種（食用，ほし草用，でんぷん原料用）が誕生した。

　Sま↓va（81）はキャッサバの改良計画全般について言及し，計画は次の段階を経なければならない

としている。

1）キャッサバ属の野生種とキャッサバ（ルfα％ぜん0ホ　θ802る‘θ？匹オα）の栽培栄養系を研究し，その遺伝

　的変異性を知る。また，地上部や塊根にみられる形質，化学的特性などを調べる。

2）収量試験によりすぐれた農学的特性を調べる。

3）選抜した栄養年間の交雑

　雄牲不稔性

　泌agoon，」OSおよびNaiτ（45）は，インドでの研究で，雄性不稔度の差が非常に大きい栽培品

種と，完全な雄性不稔の品種を数多く発見した。これらの雄性不稔系統の花粉の不稔問題を調べるため，

マグーン他は，雄性不稔系統と正常系統両方の雄性配偶体の発育や小胞子形成，そして雄花についての

比較研究を行った。その結果，タイミングよく小胞子へ四分染色体が分離しない雄性不稔系統がいくつ

か発見された。

　細胞学的には，すべての雄性不稔系統の染色体の動きは正常であった。

　雄性不稔系統の自家受粉および雄性不稔系統同士の他家受粉では種子は形成されなかったが，一般に

雌性稔性は高い。

　これらの雄性不稔系統の挙上行動と改良を研究するための計画を作成する必要がある。

　交雑技術

　キャッサバの花の生態は複雑で，交雑することはむずかしい。

　雄花の数は多く（最高90丁目，花序の先端部にある。雌花は少なく，花序の基部にある。雄花と雌

花との比率は，品種によって異なる。

　雌花が鶏の裂開と同時に開かないため，受粉の機会が少ない。

　風，ミツバチ，アリは，キャッサバの繁殖にとって非鴬に：重要である。

　組合能力は一定せず，雄または雌をどれにするかによって異なる。

　種子の発芽率は低い◎多くはまったく発芽せず，発芽する場合も遅い。被包を破ったり，種子を湯に

つけた実験によれば，被包を破った場含，発芽速度は早くなった。

　モザイク病に対する抵抗：カ

　キャッサバのモザイク病は，アフリカの場合，かなり深刻な問題となっている。

　症状は葉にできる斑点で，ひどいときには葉が小さくなり，屈曲する。また塊根の生産も少なくなる。

　病気は，Bθη｝飴毎属の白バエと植付けに使用した病毒のさし木によって発生する。　Mα％繭門門α一

れ0面も班¢％薇0‘面0ん0ホ0伽α，鍛απ錦磁　8α説0。‘α，躍α％硫碗糀属αη0ゐαS招はモザイ

ク病に強いことがわかっているが，雑種には望ましくない形質が多くあるため戻交雑を行ってそれらを

取り除く必要がある（Kock（39），　Bolhuエs（8），賢ichols（56），　J　e識nings（35））。
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　たんぱく質の含有量

　キャッサバの塊根に含まれる粗たんぱく質の量は0．7～1，5％以下で，品質も悪く，栄養的価値も米，

ソルガム，キビの方が上である。

　したがって，キャッサバだけでは人間が必要とする1日の生だんばく質の量には不十分で，とくに一

年のうち数カ月間，キャッサバを基礎食糧とする地域（アフリカ）では，住民の健康上の大問題となる

可能性が大きい。

　スリナムには胚α幅ん碗s傭馳尻αと名づけられた塊根の小さいキャッサバがあり，でんぷんの含

有量は少なく（22％），たんぱく質が多い（2．3％）。

　Boユh雛s（6）はルf．880協θ幅α　ムf．　sα面oo臨を交雑し，雑種第一代では，2．06％，1．70

％などというたんばく質の含有率を得たQしかしその後の世代では前者が1．49％，後者が0．50％に

低下した。

　Riosら（71）は，コロンビアにはMα％翫朝口。編θ幅αの栄養系の中に，次表に示すようにたん

ぱく質の含有率が高いものがいくつかあると報告している。

たんぱく質　％
（水分1玉％）

でんぷん　％
（水分55％）

栄養系9号
栄養系11号

栄養系21号

栄養系28号

栄養系36号

栄養系39号

6．40

5，37

2．25

2．47

2．35

2．38

40，85

38，68

40，玉7

42．72

42．68

32．50

　上記の栄養系は，確かにたんぱく質を多く含んでいると思われるが，残念ながら原著書ではたんばく

質の質について何も書及していない。

　研究者の多くは，たんぱく質の聞題はさておき，熱帯地方ではキャッサバを第一級の熱源食品として

考えなければならないと主張している。そしてたんぱく質は，落花生の粉や大豆，魚といったたんぱく

質の豊富な食品で補わなければならないとしている。

　ボリビアでは，B疑roユla（10）がロサーダ5B（Rosada　5B），モラーダ（Morada），ロサー

ダ4B（Rosada　4B），アマリーリャ（Amarina）という高地の品種について実験した結果たん

ばく質の含有率（生体）ではそれぞれ，1．85％，1．70％，1，49％，1，46％であった。

　風に対する抵抗率

　キャヅサバの栽培は，地域によって，風で制限されることがある。

　キャッサバの木が風でよく倒されるサンパウロのピンダモニャンガーバ（P癌damo曲angaba）では，

Si工vaとSch狙idも（84）が，7品種に対する風の影響について研究した。彼らは木の倒伏率をアー

ク・サイン》％で変換したあと，その分散を求めた。

　変動係数は2Z2％で，倒伏率は5％で有意な差を示した。同じく5％でTu鑑eyテストを行ったとζ：

ろ，IAC－7－127の倒伏率はほかの晶種の倒伏率と有意な差のあることが証明された。

　Siユ職とSc11皿iδ宅によれば，木が倒れたのはもっぱら風のためであるから，変動係数が高くても

結論に変わりはないとしている。しかし風にはいろいろな要素（風向，風九持続時間）があり，変動

係数が高くなれば通常の信頼限界を越える場合も当然出てくる。
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第2乙表　キャッサバの平均倒伏率

倒伏率㈱ IAC－7－127に対する比率

王AC－7－158
1AC－5－165
1AC－5－35
1AC－7－166
SRT－59（参考）

IAC－7－163
1AC－7－127

53．7

44．9

42．9

35．8

34．9

27．2

12．3

十41．4

十32，6

十30．6

十23．6

十22．6

十14．9

　　0．0

　深刻な風の問題に対処するため，Silvaとsch皿idtはIAc－7－127の農学的特徴を研究し，

栽培の実用化の可能性を検討するよう勧めている。

　毒性の定性分析

　キャッサバの毒性（52）は青酸（RCN）によるもので，弱有機酸（酒石酸，酢酸など）や熱（人間

や動物の腸内），あるいはグルコサイドの乳濁液（ほし草や植物によくある酵素であるリナマリン）が

あると水の作用によって遊離する。

　　　　　　CH　3　　　　　　　　　　0－C。HnO5　　　　　　　＼／
　　　　　　　／C＼　　　　＋H・0雷HCN＋C・H・・O・＋CH－CO－CH・
　　　　　　CH3　　　CN

リ　ナ　マ　リ　ン 十水二青酸十砂糖十アセトン
　青酸は下記の方法で検出することができる。

　5㎝Xlc田の細長いフィルター紙を用意し，1％ピクリン酸溶液につける。次にこれを取り出し，今

度は10％のNa2CO3溶液につける。

　キャッサバの各品種からサンプル（葉，皮層，塊根の髄）をとる。各サンプルは最低50グラムとす

る。

　皮層はあらかじめ水道の水で洗う。あとは葉，皮層，髄，どれも検査の方法は同じである。サンプル

を細かく切り，200ccの蒸留水を加えて，ミキサーにかける。ミキサーにかける時間は5～10分。

次にあらかじめ10％の灌石酸溶液が10cc入っている250ccのフラスコに移す。酒石酸やキャッ

サバの懸濁液でフラスコの内壁上部をぬらさないように注意する（漏斗を使う）。フラスコをコルク栓

で閉める。なおコルク栓には最初に用意したフィルター紙を画びょうで止めておく。コルク栓を閉める

際，フィルター紙がフラスコの内壁や底の懸濁液につかないよう注意する。

　15分間そのまま放置し，フィルター紙の色の変化を見る。色の変化と青酸の量との関係は下記のと

おりである。

　　　　　　黄　色　　無毒（乾物1kg当りHCN　50㎎未満）

　　　　　　赤色　やや有毒（同HCN　50～100㎎）

　　　　　　暗赤色　　猛毒（同HCN　100㎎以上）

　色が変化するのはシアノピクリン酸ナトリウムが形成されるからでHCNの量が多いほど色は濃くな

る（暗赤色）。10～15分たっても色が変化しないときは，HCNが遊離していないのである。

　キャッサバの毒性のもとである青酸を取り除く方法としては，ほし草をつくる場合，日に干すこと，

またタピオカすなわちキャッサバのでんぷんをつくる場合には，水にさらしたり，ゆでればよい。
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　味による母性の評価

　Pereiraら（67）は，キャッサバの塊根の生の肉の味と毒性との相関関係について研究し，にがい

キャッサバにはRCNの量が必ず多いこと，また反対ににがくないキャッサバには毒性が少ないことを

明らかにした。

　乾物の総量

　乾物の量を計る場合には，まず皮をむいた新鮮な塊根の切片を100グラム用意し，これを65℃のオ

ーブンに48時間入れる。脱水が終わったら，残った切片の重さを計る。この重さが100グラム中の

乾物の総量に相当する。

品種

　ベネズエラの八種

　ベネズエラ（51）には一連の在来種が存在し，これまで選択の対象となったことはない。しかしそ

の特性は同質でなく，むしろ在来の商品作物と呼んだ方がよいかもしれない。主なものは次のとおりで

ある。

　アルゴドーナ磁godo轟a，ブランキータblanquita，カベーサ・デ・モーノcabe3a　de　mono，

カーチョ・デ・ベナードcacho　de　venado，カンティムプローラcantlmplora，カリビータca－

r三bita，カティーラcat童τa，クレーニャcare窟a，セイビータceibita，コルコバーダcorco－

bada∫カデーナcadena，チャボポーチchapopo短，グアタguata，グアリーチャguaricha，

グアカマーヤguacalnaya，ウエシートhuesito，レングア・デ・クレブラle総gua　de　culebra，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノラセンティーリャlancetnla，リャネリータ11anerl£a，マーノ・デ・レオンma織。　de　leo轟，

モンタニェーラmonta言era，マニョーサma？rosa，マタポーリョnaatapollo，ネグ1，一戸negri－

ta，パータ・デ・ピーペpata　de　plpe，パータ・デ・サムーロpaねde　zamuro，ペベーテ

pebete，ピーコ・デ・バローマpico　de　paloma，ピピーラpipira，ピエルナ・ネグラpie一

田anegra，ケレーパquerepa，ライシータ・ブランカra正。呈ta　bla擁ca，ラモネーラramo－

nera，サンファネーラsa幻uanera，サンペドリートsa叩edrlto，トリ．ニタリアtrln汽aria，
　　　　　　　　　　ノトゥアトゥーアtuatua，バレンシアーナvalenciana，ベルデシータveτdecita，ベルドーサ

VerdQSa，ジェーマ・デ・ウエボyeIna　de　hUeVO・

　一般にこれらの名前のあとに，鵯アマルガa磁arga（にがいの意）”とか“ドゥルセdu正ce（にが

いの意）陣がつけられる。

　次馬にベネズエラ中央大学農学研究所塊根塊茎科が現在研究を行っているキャッサバの栄養系のうち，

．そのいくつかの特性を表にまとめる。

　葉の青酸含有量は，収穫したその鶏のうちに分析した結果である。

　塊根は一Bで収穫し，含有量の分析は徐なに行った。なお塊根の保存には，十4℃の冷蔵室を用いた。

最後のサンプルを分析したのは保存開始から10日後で，表の肉の欄からわかるように，青酸の分解が

明らかである。

　乾燥をはじめてから12日後と20日後に青酸含有量の測定を行った。12日後には一部の栄養系に

ごく微量の青酸が検出されたが，20日後の場合にはまったくそのこん跡は見られなかった。

　青酸含有量は栄養系によって異なり，新鮮な葉の場合100g中0～8㎎から81㎎となっている。

　キ亭ッサバの新鮮な葉を家畜の飼料として使用する場合には，上記の点を十分に注意しなければなら

ない。

　塊根に含まれる青酸の量は，皮か肉かによって非常に異なる。皮の青酸含有量は多く（3～81㎎），

ときには肉の10倍以上にも達する。また皮の青酸は，保存してもわずかしかその量が減らない。これ
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第24表　キャッサバの葉と塊根の青酸含有量および肉粉の成分（100g中）

青酸含有量 暫鮮な 肉粉の成分
栄養系

i品種番号）

新鮮な葉　塊根の皮
@（㎎）　　　（［噸

塊根の肉

@（㎎）

肉（粉）の

ﾅ形物鱒
でんぷんたんぱく質　脂　肪
@（％）　　　（％）　　　（％）

繊維
i％）

2001

2002
2003
2004
2005
2006
2007
2009
2Q10
2011
2012
2013
2014
2015
2024
2030
2060
2061

2062

14

17

14

21

27

17

27

16

27

16

25

22

16

16

24

27

48

81

24

61

24

22

35

36

24

24

21

39

27

28

74

10

27

20

81

25

27

3

10

4

3

6

4

4

3

3

3

3

3

6

2

2

2

4

0

0

0

43．0　　　　69．7

37．8　　　73．0

31．9　　 70．0

35，9　　　　77．8

28．5　　　74．0

32．2　　　81，0

25．7　　　53．8

31，3　　　62、0

39，5　　　80．4

27．6　　　83．3

27．6　　　80．7

28，δ　　　　79，0

35，6　　　74．2

43．2　　　64。8

37，8　　　86．3

35．8　　　80．7

27．6　　 68．4

31．0　　 84．7

42．4　　　70．7

5，5

5，8

4．1

5，1

6．王

4．1

11，2

9．6

3．8

5，4

5，6

7．0

1、6

2．1

3．8

2．5

4．4

6．2

1．7

0，9喚

1，25

1．10

1．37

0．88

0，70

1．09

1，04

0．75

0．38

0．55

0．68

0．81

0．59

0．90

0，96

1．39

1．03

0，52

0．7

0，8

0．7

0，8

1．5

1．8

3，4

0，9

1，3

三．3

0．5

0．4

1．3

0．2

0．9

1．5

0，7

3．0

1．5

第25表 キャッサバのほし草の成分（水分14％）

　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

栄　養　系 脂 肪 たんぱく質 繊 維

001

2002
2003
2004
2005
2006
2007
2009
20三〇

2011
2012
2013
2014
2015

7，73

7，40

8，06

10，90

9．45

10．40

9．17

8．75

9。13

9，55

6．88

7，87

17．5

25．9

24．1

24．9

24．5

23．6

25．8

26．2

20，1

23．4

25．4

25，2

22，7

24，9

12．0

14，4

14．2

12、3

12、1

16．6

12，3

12．8

9，0

12．O

l2．2
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に対し肉の青酸含有量は少なく，貯蔵することによって品質は落ちるが，ほぼ完全に青酸を取り除くこ

とができる。

　肉のサンプルを65℃のオーブンに48時間入れて測定する固形物の比率については，2001号と

2015号が非常に高い数字を示している。

　肉粉に含まれるでんぷんの比率は，2024号が一番高い。またたんぱく質の含有率については，

2007号の11．2％と2009号の9．6％がすぐれている。

　脂肪含有率が高いのは，1。37％の2004号と1．39％の2060号である。

　繊維の含有率については，2007号の3．4％が最高である。

　次の栄養系はカッコ内の3つの特性において高い数字を示している。

　　　　2001号　（生産性，固形物質の比率，たんぱく質の含有率）

　　　　2007号　（たんぱく質，脂肪，繊維の含有率）

　　　　2061号　（たんぱく質，脂肪，繊維の含有率）

　120種の国内栽培品種と100種の外来晶種を選択し，実験した結果，qマラカイ”品種（ベネズエ

ラ中央大学2078号）を大規模に採用することになり，大耕地での栽培では商品化できる塊根の収穫

：量が1ヘクタール当り100トンを越えたところもある。

　アルゼンチンの晶種

　質e論a加とCeno羅（3王）は，アルゼンチンのコリエンテスの栽培品種について研究を行ったが，

その主なものは，カンビCamb呈，カラーペCaraρe，ポンベーロ・ネグラPolnbero　Kegra，ポン

ベーロ・ブランコPombero　blanco，カティグア・グアスCatig疑a　G臆azu，ブランカB圭anca

などである。これらの品種の塊根の収穫量に9．06醜／haから1Z86乞。臓／ha，でんぷんの含有率は

1乳2％～25．0％であった。
　また興味深い点として，コリエンテスのカンパ・プンタ（CambぎPunta）の気温は，月闘平均が29．0

℃（1月），最低16．0℃（7月）で，最高気温が40．4℃，最低気温が0，2℃となっている。

　Cenoz，　Henai簸およびPeττuc鼠（15）は，カンビCambl，カラーペCarape，ポンベーロ・

ネグラPombero　Negra，ポンベーロ・ブランコPombero　B三anco，カティグア・グアスCali－

gua　Guazu，プランカBla蕊ca，ナマリーリャAman員a，アスルAzul，カローバCaroba，コ

ロラーダColorada，マンテーカmanteca，パラグアーやParaguayaなど，アルゼンチン北東部の

栽培品種の形態について述べている。それによると，主な栽培品種の形態は次のとおりである。

アマリーリやAmarilla
　高さ0．90～1．20m，塊根の長さ30～45c通。コルク皮層と中心柱は，外側に向かって色（黄色）

が濃くなる。病気や害：虫には弱い。でんぷんの含有率25～28％。美味。

アスルAsu1
　パラグアイではホビJhovlと呼ばれている品種である。高さは1．50～2，20m，塊根の長さは，

35～45c田。鴫は白色。病気，害虫に対する抵抗力は弱い。でんぷんの含有率は26～29％。味も

保存性も良い。

プランカBlanca
　パラグアイからの外来贔種と思われ．る。高さ1、50m以下。塊根の長さは25～30伽で，鴎は白色。

病気害虫に対する抵抗力は弱い。でんぷんの含有率26～29％。美味であるが保存性は悪い。
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　カンビCambl
　カンビとはグアラニ語で嘘牛乳”を意味する。パラグアイから移入された品種であるが，同国でもカ

ンビと呼ばれる。高さ1～1．50c皿。塊根の長さ25～30㎝。肉は白色。病気，害虫に弱い。でんぷん

の含有率27～30％で，味は良い。

　カラーペCarape
　パラグアイからの外来種。高さ0．60～1，00m。塊根の長さ25～35㎝。鴎は白色。病気，害虫に

強い。保存性は良いが，味は普通である。

　勲臣ーバCaroba
　ブラジルからの外来種。高さ0，90～1．10m。あまり栽培されていない。病気，害虫に弱い。でん

ぷん含有率28～32％。保存性も味も良い。

　カティグア・グアスCatigua　Guazu

　高さ1．20～1．60m。塊根の長さ30～40α田。肉は白色。病気，害虫にはある程度の抵抗力がある。

でんぷん24～27％。保存性は良く，味は普通である。

　コロラータColorada
　パラグァイではピータP重taと呼ばれている。高さ1．80m。塊根の長さ45～50cm。肉は白色。病

気，害虫に対する抵抗力はかなりある。でんぷん含有率28～32％。保存性は普通が良好で，味は良

い。

　マンテーカMan柁ca
　ブラジルからの外来種と思われる。塊根の長さは40㎝。肉は白色。病気，害虫には非常に弱い。で

んぷん含有率24～27％。保存性は普通。味が良く，調理時間も短かくてよい。

　パラグアーやParaguaya
　パラグアイのコンセプシオン・グループがつくっている品種の一つと思われる。高さは最高2mに達

する。塊根の長さは40～50㎝。肉は白色。でんぷんの含有率は27～31％。保存性と味は良好。

　ポンベーロ・ブランコPombero　Blanco
　パラグアイから移入され，非常によく栽培されている。塊根の長ざ30～35c腿。肉は白色。病気，

害虫には非常に弱い。でんぷん含有率27～30％。保存性は悪いが，味は最高で，需要が最も多い品

種の一つである。

　ポンベーロ・ネグロPOInbero　Negra

　パラグアイからの外来種。高さ1～1，50m。塊根の長さ35～40c田。肉は白色⊃病気，害虫には

非常に弱い。でんぷんの含有率20～24％。保存性は良好。

ブラジルの品種

第26表のとおり。
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　ペルーの品種

　　Sar匝ento（79）は，ペルーのキャッサバの品種として下記のものをあげている。

　ネグラ・モチェーラNegraMochera

　高ざ1・15m・塊根の長さ30㎝。肉1ま白色。美味。生育期聞10カ月。

　コロラーダColorada

　高さ2．40m，塊根の長さ25㎝。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　ウアチョ2号Huacho艮

　高さ1．30m，塊根の長さ30㎝。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　パータ・デ・バローマ1号Patade　Pa呈omaI

　高さ1m，塊根の長さ33c阻。肉は白色で，味は普通。生育期間10カ月。

　バレンシアValencla
　高さ1．65m，塊根の長さ38c田。鴎は白色。美味。生育期間10カ月。

　ウアチョ1号Huacho　I

　高さ1．15m，塊根の長さ30c磁。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　ブランカ・モチェーラBlanca　Mochera

　高さ130m，塊根の長さ32c燈。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　アマリーリやAl難ar呈11a

　高さL20m，塊根の長さ25c田。肉は黄白色で，味は最高。生育期間10カ月。

　ロサーダ・モチェーラRosada　Mochera

　局さ1．50m，塊根の長さ30cm。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　モロパーナMorropana
　高さ1・25m・塊根の長さ37・・。肉は白色で，味は普通。生育騨10カ月。

　パータ・デ・バローマ2号Patade　Pa正oma渥

　高さ1鵜塊根の長さ34・m。肉は白色で，味は普通。生育期間10カ月。

　ノ’s一ノぐPava

　高さ1．40m，塊根の長さ28c皿。肉は白色で，味は普通。生育期間10カ月。

　フンバイエカーナLambayecana
　高さ1．27m，塊根の長さ30伽。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　サウセSauce

　筒さ1．47m，塊根の長さ32㎝o曖は白色。美味。生育期間10カ月。

　ブランカ・ノルテーニャBlanca　Nonena

　高さ1．45m，塊根の長さ24Cm。肉は白色。美味。生育期間10カ月。

　ネグラ・モチェーラNegra　Moche罫a

　生産性は189ton／haで，上記のすべての品種を大幅に上回る。これに続くのは，コロラーダとウア

チョ2号である。アマリーリャは，味は最高であるが，線虫による被害が多い。病気，害虫に対する抵

抗力が最も弱いのは，バレンシアである。

　ジャマイカの品種

　ホワイト・トップWhite主op：25to鍍／ha，1年。

　ブルー・トップBIue　top：20重on／ha，　1年。

　ロング・リーフ・ブルー・パッドLong　Ieaf　biue　bud：22亡oa／ha，1年。

　スマリングSmallng：王810n／ha，1年。
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剥ビアの品種㈱

ガンチョGa難cho：生育期間5カ月

モッハ・ブランカMoja　blanca；早生

モッハ・ロサーダMoja　rosada：生育期間5カ月

ポホーサPojosa

ラーマ・ネグラRama鍛egra；生育期間5カ月

ロサーダRosa4a

チャパラルChaparral

ネグラNegra

コリやCoHa：早生
ピラキーナP童raqu三na．：早生4～5カ月

モラーダMorada：早生4～5カ月

ブランカ・ロサーダB至anca　rosada

アスビセーナAzublceaa

モッハ・アマリーリャMQIa　amari圭la

アマリーリやAmarilla

イェーマ　デ・ウエボYema　de　huevo

モッハ・コロラーダMola　colorada：耐寒性がある。

パラグアイの品種㈱

ベルデ・オリーボVerde　Ollvo；生育期聞12カ月
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　ノタポヨア・ピタTapoyo－aplta＝生育期間12カ月
　　　　　　　　　　　　ノコンセプシオンCQ簸cepcio轟

ノマロミータPa正m童ta；早生

トケイToqueli＝晩生

ポンベリP。mbe，1

　　　　　　　　ノ　　　　　　ノピタ・グアスPita　g縫azu：生育期間9～10カ月

サイユSaiyu
　　　　　　　　　　　　　ノサン・キンティンS蝕Q磁溢拠：生育期間12カ．月

　　　　　　　　　ハアリベーニャArribena

セーダSeda
，イェルティ・グアスYerutl－9“az査

トレードToledo
プノレトゥェPur礒tu！e

　　　　　　ノボンペBompe
　　　　　　　　セニョリータSenorita：早生
　　　　ノユイYu－i

タシェエTashe，he：晩生
　　　　　　　　　ノイェルティイYeru£童一i

ペルシPerushl：生育期聞10カ月

カノCa難6：晩生

（＊〉米州機構農学研究所（王ICA）アンデス部会（ペルー・リマ帯）資料からの転載。
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セダイSeda－1

クラベルC互avel：生育期問10カ月

カンビ・モロティCa脇bi　moroti生育期間12カ月

サン・ラファエルSa登Rafae1：早生
ジェルティ・ジョビYerut｛Jhovi：早生

イェルティ・ピタYerutl　p童ta

タクアーナTacuana二生育旧聞9カ月
ヤカラティイYacarati－1；生育期間7カ月

　調儀ンビアの品種

　コロンビアでは，国際熱帯農業研究センター（CIAT）（71）が国内に存在するすべての在来最種

を収集中であり，現在までに収集された栄養系は，1β60に上る。なおこの収集作業はコロンビアだけ

でなく，近隣諸国の在来品種もその対象としている。

ジャワの品種（ブラジルから移入された栄養系）

サン・ペドロ・プレートSan　Pedro　Preto

クレオリーニャCreo王inha

トラペクーマTrapeCUIna

タピクールTapicuru

マンテイがManteiga

マンギMang重

バレンシアVa圭encia

54　重on／ha

53　ton／ha

53　£on／ha

52ton／ha
47ton／ha
47　ton／ha

46to籠／ha

2年

2年

2年

2年

2年

2年

2年

　マダガスカルの品種

　Arradeau（3）は，マダガスカル農学研究所（Institut　de　Recherches　Agronomiques　a

Maδagascar）が栽培用に非常に良い品種を所有していると報告している。一部の栄養系は特定の条件

に適したものであるが，残りは広範な条件下で栽培可能である。

　その栄養学とは次のとおりである。

　雑蒙重　34，　35，　〈塾1， 43， 45， 47， 52， 49，　53，　54，　55，　56，　57

　収穫量の比較硯究では下記の結果が得られた。

　　乾燥低地　在来種：7～8ton／ha

　　　　　　　雑種43，53，54：12～35勧n／ha

　　湿潤低地　在来種：9～25ω難／ha

　　　　　　　雑種45，53，54，56，57：28～66主on／ha

　　中間地域（海抜300～900m）

　　　　　　　在来種：4～20to昼／ha

　　　　　　　雑種35，49，54，57；30～80tQn／ha

　　高地（海抜900～L300m）

　　　　　　　在来種：4～12£on／ha

　　　　　　　雑種54，56，57：12～25ton／ha

インドの品種

Magoon（44）は，インドのケララ（Kerala）で最近作り出された贔種として， CTCRI－300，
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CτCR王一1310，　CTCRI－H．50，CTCRI－R．86，　CTCR1－H．97をあげている。これらすべて

は生産性が高く，モザイク病に対する抵抗力がある。

病害

　生理的病害

　とくに塊根が侵されやすく，病気になると腐ってしまう。CeregheUi（16）によれば一般に通

常（自然）の病害と誘函性（人為性）の病害の2種目あるという。

　通常の生理的病害の場合には，塊根の肉に灰色の点々ができるか，基部または端部の組織が破壊され

る。また中央部が液化することもある。一般に，このような症状が出るのは，植付けてから10カ月以

降のことである。これは多分この時期に，植物の生理的バランスがくずれ。腐生生物が侵入するためで

ある。腐生生物が侵入すると，塊根は全部または部分的に腐ってしまう。

　誘因性の生理的病警が発生するのは，洪水などにより，塊根が何日間も通気性のない状態におかれる

場合である。この場合まず第一に，組織の分解による発酵作用が生じる。また発酵時に異様な臭気が発

生することから，発酵には嫌気性微生物が関毒すると思われる。

　収穫に大きな被害を及ぼすこともあるこれらの生理的病害を防除するためには，遣伝学的に生理的病

署に強い品種を使用しなければならない。

　緬菌病

　鵯プドリシオン（PUDRICION）”またはで響バクテロシス（BACTEROSIS）”

病原菌はXα％偽。伽。％αs鵬α幅ん。君飴。Paraδela（64）によれば，葉が枯れ，ゴム液が浸出す

る。枝の内部は導管が見えなくなり，腐敗することもある。

半乾燥地域では，枝の先端にこの一品がつく。病気の伝染は，病気にかかったさし木か，さし木をつ

くるときの切断用具によって媒介される。D一拍獄ond（｝onc誠▽es（20）によると，　グアクスペ

Guaxupも（キャッサバの品種）にこの病気に対する抵抗性があるという。他方No珈anhaとPe一

τeira．（60）は，ブラーバ・デ・イトゥBrξva　de　ltu，ブランカ・デ・サンタ・カタリーナ

Branca　de　Sa飢a　C滋ar拠aといった品種に抵抗性があると指摘している。

　璽璽カンデーラ（CANDELA）”または職黒穂病（QUEMADURA）”

　病原菌はAp勧％06αo‘艀γo腕。盛で，葉にうす茶色の小さな斑点ができ，そこからゴム液が浸出す

る。病気が進行すると，この斑点が大きくなり，落葉する。

糸状菌病

　“さし木子（ENFERMEDAD　DE　LAS　ESTACAS）”また1ボブドllシオン（PU】）RICION）”

　さし木が生長を開始するときに現われ，地面のところに灰色がかったくぼみができる。病原菌はBザ

齢ηo面p面面α偽θ0δゲ0鵬α8である。

　贋アントラクノシス（ANTRACNOSIS）”　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　病原菌はG面80躍0γ伽一物α％弛0師Sで，症状は若木が灰色になり，ついには枯れてしまう。熱帯

地方によくある病気であるが，害はそれほど大きくない。キャッサバにはこの病気に対する遺伝的な抵

抗性がある。

“黒斑病（MANCHA　PARDA＞”と賦白斑病（MANCHA　BLA飛CA）”

葉の病気で，病原菌はそれぞれCθγcospoγαん8η幅ρs弱とC齢co遡。アα¢αγ馳αθαである。

黒斑病（マンチャ・パルダ）の特徴は（55，69），葉の両面に5～10m1の不規則な形をした小さな
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斑点ができることである。色は最初が黄色で，のちに黒くなる。

　多くの場合，斑点は葉脈にそってできる。

　白斑病（マンチャ・ブランカ）の症状は，最初の葉の色（緑色）が薄くなり，その判この病気の特徴

である，中心が白で周りが黒色のほぼ円形の斑点ができる。斑点の直径は1～5㎜で，下部の葉の両面

にできる。

病気の害は大したことはない。防除には適当な殺菌剤を用いるが，広範囲に適用するのは非経済的で

ある。

　“オィディオ（0工DIO）”0ゼ4画？πspp．

　白い粉末でおおわれた斑点が葉と茎にできる。ひどいときには，落葉することがある。化学的防除法

がある。

qローヤ（ROYA）”σγo鵬雪。θ8　ゴα％ゆんαθ（1）

葉が乾繰する。明るい黄色の丸い斑点が葉の両面にでき，黄色い粉がふき出る。防除は殺菌剤で行う。

　鷺エルミントスポリオシス（HELMINTOSPORIOSIS）”∬配犠ゼ％地ospoγゼ％鵬糀α％②ん。琵s

　ときには落葉することがある。葉の中心よりも端の方に黒い点ができる。湿気が多いと病原菌が繁殖

しやすい。

　uプドリシオン・デ・クエリョ（PUDRICION　DE　CUELLO）”

　病原菌はSo島γ砿施勉70げs弱。この菌は高温多湿な地域で繁殖しやすく，とくに新しいキャッ

サバにつく。地際が侵され，地上部が腐敗する。

　“プドリシオン・デ・ラス・ライーセス（PUDRIC10N　DE　LAS　RAICES）”

　病原菌はBo8θ‘厄π毎伽πodθS。塊根の皮層と木部をおかし，黒いみぞをつくる。植付け直後の

さし木につくこともあり，この場合は白い菌糸ができる。菌糸は時間がたつと黒くなる。

“プドリシオン・デ・ラス・ライーセス（PUDRIC10N　DE　LAS　RAICES）”

この病気はPんαθoZ％8糀απ読。琵8によって発生する。

　‘電チャンクロ（CHANCRO）”または奴プドリシオン（PUDRICION）”

　病原菌は丁妬θ伽悔◎ps犯碗んαcθ琵傭3で，唯一の実際的な防除法は，抵抗性のある品種を使用

することである。

ウィルス病

キャッサバにとってウィルス病は最大の問題の一つである。

　。。モザイク病とbrown　streak”

　Jenni蔦gs（36）は，東アフリカではウィルスによる被害が多の地域よりとびぬけて多い，と指摘し

ている。同氏によれば，これはbrown　streakの存在とモザイク病によるためである。一般にモザイ

ク病にかかると，葉がねじれ，葉の面積が三智するので，これにともなって収穫量も減少するQこれに

対しbrown　stre誌は，塊根の食用組織にネクローシスを起こさせ，ときには植物を枯死させること

もある。
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」。熈蹄9。は，アブ効諸圏でのウ・ルスによるキ・・サバの露率について・次のようにまとめ

ている。

コンゴ20％，ナイジ。　ア33～43％，マダガスカル83％・サンジバ・レ76～95％・タンザ

ニア16～65％。
　ウィルス病に対処するため，1937年（36）にキャノサバの品種改良計画がスタートしたが，とくに

躍．、，。。Z、廠と躍．翻。。。δ。・，・を交雑した踊は，　b・・w・…eakに強く・収穫量も高かった・

しかしモ堀ク病に対する抵抗力が強力・つた蜘厩・伽との交雑樹ま淑穫性の点で不粉であっ

た．同緬は・957年1・軽されたが，最横難深いのは・これらの纈を防除できる齢子がキャソ

サバ属の中に存在するということである。

　翼◎manh属（57）は，ブラジルの場合について，サンパウロ州やその他の州でよく見られるモザイ

ク病は，今のところ思ったほどまん延していない，と述べている。

“徒長”（S犠perbrota撮1eロto）

ウィルスによる病気の一種で，ブラジルては深刻な被害を毒えている（27）Q

害虫

　最も一般的な害虫

　qグサーノ・テ・ラ・オノハ（（｝USANO　D冠しA　HOJA）”β7名％％軍68θZZo

　“カチュード・テ・ラ・ユーカ（cachudo　de　la　y賢ca）”，曜｛マンダロバー・デ・ラ・マンテオ

ーカ（mandarovゑde　lama蹟δ10ca）”ともいう。（Lepldop穂ra－Sphy嶽gldae）　この鱗

翅類の幼虫は，キャノサバの葉を食い荒らす。このためひどいときには，塊根の貯蔵物質が減少する。

類別は容易であり，葉だけを食べる。

鶏
繋

雛

籔

薙難

覇

第29図鰍バレナドール・デ・ロス・ブローテス”8邪δαρθ％一

　　　　d嘱α（D韮p穂ra－Lonchaeldae）に襲われたキャノ

　　　　サバの頂端
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第50図　8z隠αp飢醜語が頂端を死滅させたため，生長の止

　　　まったキ・ヤッサバ

灘

畷

窺・犠多二繊・

誰

7調灘‘

　　麟稽
　　　難驚

　璽・又・ζヅダ歩総

総響紘雌

霧

懇ろ唯図　幼虫に喰害されたキャノサバの茎
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　全長80～90㎜の大きな夜行虫であり，羽の色は前羽が灰色後羽がこげ茶色の縁どりの入った赤

（黄色みがかっている）である。さなぎの段階では葉は食べない。

　このチョウは，Tach重唱dae科のハエによって生物学的に防除することができる（87）。また化学

的防除も可能である。

　鵯バレナドール・デ・ロス・コゴーリョス（BARRENADOR　DE　LOS　COGOLLOS）”，監耀バレ

ナドール・デ・ロス・ブ欝欝テス（BARR露NADOR　D£LOS　BROTES）”，“ブローカ・ドス・ブ

・一テス（BROCA　DOS　BROTES）”S獅・糞蝿・（D童pt・・a－L・nchae廟e）

　光沢のある青色のハエである。雌は新芽に産卵するので，生育中の葉は枯死し，生長が止まる。キャ

ッサバはゴム液を分泌し，葉を保護する。防除には殺虫剤を難いる。

　“アガリャス・シリンドリカス（AGALLAS　CILINDR王CAS）”1幅70pん。腕α67αs②砺8％s舘

（D王PTERA　Cecid・mμα・）
　この虫えいは，ハエの幼虫が葉に寄生するとできる葉組織の増殖によるものである。ただしキャッサ

バの通常の機能に支障はない。

　般ランゴスタ・ミグラトリア（LANG〈）STA　M工GRATOR亙A）”8e勧寓oo870αpαゲα％8πs乞s

（ORTHOPTERA－A・・呈d童dae）
葉と芽：を完全に枯死させるので，最も危険で，根絶するのがむずかしい讐虫の一つと考えられる。

　“タラドラドール・デル・タリョ（TALADRADOR　D鴛L　TALLO）℃oθZos紹γπ％s　spp。（Co一

呂e。ptera－Curculi・鷺idae）

第52図∬幅。。蜘6客・6…②Z盛…盛・（Dipt・・a－Ceci－

　　　　do磁yidae）によるキャッサバの葉のアガリヤス・シリ

　　　　ンド・）カス（Ag。Has　ci正1・d・lca・）・大きな害は

　　　　ない。
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　盈osseto（78）によれば，ブラジルにはキャソサバの枝を襲うCoθ‘o訂θγπ％8は5種存在する。

いずれも6～13㎜の小さな甲虫類で，色は暗褐色，体はうろこでおおわれている。成虫は，幹の近く

の一次枝の表皮にできる穴の中に産卵する。この虫はキャソサバにだけ寄生する。収穫後，枝を焼き払

って殺すこともできるが，こうすると経営的には好ましくないことになってしまう。

　“チンチェ・テ・エンカノへ（CHINCHE　DE盈NCA3E）”ゐθp60pんαγsαμ勧dθπs（He！nl－

P重era一τmglt羅ae）

　ベネズエラ（22）に多く生息する。幼虫と成虫は葉の裏面につく。ひどいときには葉が落ち，木が

高くなる。また初期には葉が臼化する。

　璽電バレナドール・デ・タリョス・イ・ラーマス（BARR珍NADOR　DE　TALLOS　Y　RAMAS）”

　R舳os（69）は，キャノサバを食害する穿孔虫（ta三aδrador）にはいくつかの種類があると指

摘している。その一つが．40α幅んodθγθεπ乞gγ36α％8（CQleoptera－Cerambyqdae）で，ほか

にはみep…doptera－Pyrahdaeがいる。これらの虫は，コロンビア西の平野に生醸すると報告され

ている。

　璽電バチャーコス（BACHACOS）”，“オルミーカ・コキ（HORMIGA　COQUI）”，曜電オルミーガス・

アリエラス（HO窯MIGAS　ARR工ERAS）”，“サウバス（SAUVAS）”孟オォα8θのd6％8（｝｛ynほe鶉。一

μθ㌍α一Fo7窺盛。掘αθ）

　Wユ皿e（87）によれば，米国南部からアルゼンチン北部までの広範な地域に生息する。Ra題os（69）

は，ひどいときにはキャソサバの糞が完全に落ち，頂芽が死滅すると述べている。防除はアリスイを放

つか，化学薬品を使用する。

蓑罵

ぞ饗離鋒嘩縷

細紐

第55図　キャノサバの葉の裏側についたチンチェ・デ・エンカノへ

　　　　（Ch王nche　de　e鴛caJe），ゐθP言ん。勉α7sα②π翻θ％s

　　　　（He船pteraイmg糞tldae）
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“アラニータス（ARANITAS）”7碗γαπ雪。ん％s闇闇ασ％‘α古％s（Acarida一雪e電ranychidae）

汎熱帯性。葉の裏側につき，コロニーをつくるので，赤い斑点ができる。防除は化学薬品で行う。

　保存

　キャッサバの塊根は，収穫してしまうとあまり長く保存できない。その原因については，非常にわず

かな資料しかない。さまざまな研究者が，適切な保存方法として，塊根をいくつかに切り，日にほした

後，乾燥した場所に保存するか，冷たい砂の中に埋める，あるいは冷蔵庫に入れ温度を0～2．5℃，湿

度を85～90％に保つよう指摘している。なお保存する際は，水分が10～12％になるようにする。

　Nom鶴haとPereira．（59）は，収穫の際，塊根を日にさらさないよう注意している。

　何人かの研究者が，塊根が変色するのは酵素の作用によるものであると指摘している。

　Aveごre（4）は，キャッサバの塊根の肉の維管束異常（rayado　vascular）の原因，生育条件，

そして防除方法について研究し，次のような結論に達した。

　実験の結果，維管束異常の原因についてはわからなかったが，酵素に関係があるものと思われる。

　実験室の温度（22℃）では，維管束異常の発生に関して矛盾した結果が得られた。なお実験は，贔

種別，成熟慶別，収穫期別，乾燥度別に行われた。最終実験では，塊根の乾燥度が維管束異常を生む主

因ではないかと思わせる結果が出た。

　またこの実験の結果，Jo轟es（37）が指摘しているように，冷蔵すれば収穫後の損傷を防ぐことが

できると判明した。このほか実験によれば，維管束異常を防ぐ方法として，貯蔵する前に湯を通すこと，

常温の水につけて保存すること，高濫または冷凍状態で保存することが効果的であると実証された。ア

ベーレは，これらの方法のいくつかが，将来キャッサバの生の塊根を貯蔵する商業的な方法として採用

されるであろうと結論している。しかし今のところは，塊根を収穫したらただちに湿った状態で保存す

るよう心がける。

　販売用の塊根は，冷やしてから湿った材料で包み，冷蔵しておく。

　現在，キャッサバの生の塊根の年間輸出量は，ドミニカ（34）が2，000～3，000トンで，ベネズエ

ラがこれにつぐ。輸出先は，マイアミ，ニューヨークといった米国の都市である。輸出される塊根は，

厳重な品質検査を通った10カ月以下のものでなければならない。棚包は25kg容量の木箱で，水に濡

らしたおがくずを入れ，粗布で包む。そして冷蔵室に入れれば，米国まで4～6日は十分にもつ。

成分

キャッサバの塊根の断謡は，次の部分に分けられる。

1．周面すなわちコルク皮。皮は簡単にむけ，塊根全体の1～2％を占める。

第27表　塊根全体，皮層，中心柱の平均成分（単位：％）

塊　根　金　体 皮 層 中　心　　柱
成 分

生　体　　　乾　物 生　体 乾　物 生　体　　　乾　物

界　　　　　分

たんばく質
脂　　　　　肪

炭　水　化　物

繊　　　　　維

灰　　　　　分

6LO

　L2

0．4

34，9

　1．2

　13

　3．1

　1．1

89．4

　3．1

　33

72．O

　L5

0．6

21．7

2．5

　L7

5．4

2。1

77，5

8．9

6．1

59．0

　1．0

0．4

37．3

　三．1

　1，2

2．4

　1．0

91．0

2，7

2．9

（出所）　Co篭τs（18）
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2．殼すなわち皮層。塊根の12～20％を占める。

3．中心柱すなわち髄。師部と木部から成る。さら1こ木部は木質，導管とでんぷんのつまった柔細胞か

　ら成る。塊根の78～85％を占める。
　第27表によれば，たんぱく質と無機質の含有率が最も高いのは皮層で，炭水化物が多いのは中心柱

である。

　乾燥した塊根のたんぱく質含有量は，Buss◎燕（11）め分析の方がGouτs（18）よりも低い。ま

た第28表のもう一つの特徴は，乾燥した葉に含まれるたんぱく質の量が多いことで，その含有率は

第28表 キャッサバ（西アブり力産）の塊根と葉の平均成分

（乾物，食用部分100g中）

成 分 塊 根 製 粉 葉

たんぱく質
脂　　　　肪

炭　水　化物

繊　　　　維

蟻酸不溶物
灰　　　　　分

カルシウム
リ　　　　　ン

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（mg）

（mg）

アミノ酸（N富16％）

アルギニン
シ　ス　チ　ン

フェニルアラニン

ヒスチジン
イソロイシン

ロ　イ　シ　ン

リ　　ジ　　ン

メ　チオニン

ス　レオニン
トリプトファン

チ　ロ　シ　ン

バ　　リ　　ン

アスパラギン酸

グルタミン酸

ア　ラ　ニ　ン

グ　リ　シ　ン

プ　ロ　リ　ン

セ　　リ　　ン

ガンマアミノ酪酸

α一日チルセリン

オルニチン

　2．3

　0．5

94．4

　1．2

　6．5

　1．6

90．0

110．0

14，9

2．1

L7

1．8

2．9

3．9

1．0

2．8

　L6
　2．6

　63
17．8

　4，1

　2．3

　1．6

　2。6

　5．3

微：量

微’量

2．1

0．5

94．8

　6．6

　1．9

130．0

100．0

149

2．3

1，9

2．0

3．2

4．0

1．3

“29

　1．9

　2．6

　7．4

　16．5

　4．6

　2．5

　L9
　2．6

　6．1

微量
微　量

26．3

2．0

52．6

　　7．1

1，200，0

δ00．0

5．0

5．1

2．1

5．0

8．7

3．6

2．2

4．6

3．9

5，9

9．2

11．2

6．3

6．3

5．9

4．4

（出所）　B慧sson（11），
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26．3％にも達する。

　栄養学的にみてアンバランスなのは，アルギニン酸，アスパラギン酸，そしてグルタミン酸の含有率

が高いのに対し，その他のアミノ酸の含有率が相対的に低いことである。これらのアミノ酸の含有率は，

塊根，製粉，葉，いずれも低い。

　第29表は，中米の各種栽培品種について研究を行ったWule鷺ngと凱ores（89）の分析結果

を，響eτra（85）の結果と比較しながらまとめたものである。

　Gours（18）によれば，水につけたキャッサバは，水につけないものとは逆に，アミノ酸の大部分

が遊離状態，または拡散性のペプチドとなる。このほか重要なのは，水につけるとアルギニンの大部分

がオルニチンに変化し，塊根のたんぱく質の構成がさらに劣化することである。

　RogersとMiユner（76）は，キャッサバの葉に含まれるアミノ酸の量について研究を行っている。

これはすでに明らかなように，熱帯地方では炭水化物を主成分とする塊根（キャッサバ，ヤム，カン

シ．，タロイモ）を常食としており，これにともなう栄養不足を解決するには，どうしても植物性たん

ぱく質を摂取する必要があるからである。

　一般に栄養価の面で，植物性たんぱく質が動物姓たんぱく質よりも劣ることは確かであるが，アミノ

酸の不足をほかの食事で補えば，植物性たんぱく質を十分に利用することができる。

　ジャマイカとブラジルのキャッサバをそれぞれ10品種ずつ研究した結果（76）によれば，葉に含

まれるたんぱく質には，メチオニンとトリプトファンが明らかに：不足しているQしかしほかの必須アミ

ノ酸については，FAOが定めた最低必要量を上回っている。ジャマイカの品種に含まれるリジンの：量は，

最低必要量のほぼ2倍であった。

　つい最近まで，キャッサバの塊根に含まれるリナマリン・グルコシドの量に気を配る傾向があった。

これは，酵素（llnasa　enzlma）の作用により青酸が遊離するからである。

　しかし現在では，これは単にキャッサバの塊根を野菜として生で食べノる時の問題でしかないと考えら

第29表　キャッサバの成分（生体，100g中）

成 分
甘味種キャッサバ苦味種キャッサバ　キャッサバの

の塊根（89）　の塊根（89）　塊根　　（85）

キャッサバの葉

（89）　　（85）

熱　　　　量（ca圭）

水　　　　　分（％）

たんぱく質（9）

脂

炭　水

繊

灰

　　肪（9）

化物（9）

　　維（9）

　　分（9）

カルシウム（g）
リ　　　　ン（9）

鉄　　　　分営診

ビタミンA（act．mcg）

チ　ア　ミ　ン価9

リボフラビン（血診

ニコチン酸伽9
アスコルビン酸（．mg）

非山国部分（殼X％）

132

65，2

　1．0

　0．4

32．8

　1．0

　0．6

40

　34

　L4
微量

　0．05

　0．04

　0，6

　19

　32．0

148

60．6

　0．8

　0．3

37．4

　1．0

　0．9

36

48

　1，1

　5
　α06

　α04
　0．7

　40

　32．0

131

0．1

0．0

0．02

0．1

　0，6

30

80

77．2

　6．8

　1．4

12．8

　2．4

　1，8

206
86

　2．0

　30

　0．12

　0．27

　1．7

290

53

70

10，000U王

　　0，1荏

　　0．26

　　1．5

300
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れている。この場合，リナマリンの含有量が多い塊根は，にがいし，調理が不十分だと中毒にかかる恐

れがあるので捨てなければならない。同じく生のものを家畜のエサとするのも危険である。

　しかしにがい塊根も，カサーベ（casabe）や粉，またはでんぷんにすれば安心して口にすることが

できる。すなわち，ゆでたり，水につけたり，日に干せば，青酸は分解してなくなってしまうからである。

　用途

　　Nomanha（57）は，ブラジルではキャッサバをゆでたり，フライにしたり，あるいはデザート

として食べると述べている。また，ゆでたキャッサバの肉を粉にし，小麦粉と調昧料を加えてパンを作

ることもできる。

　生の塊根は，家畜，とくに乳牛や豚のエサとして使われる。ときには，塊根や地上部を含むキャッサ

バの株全部を圧搾機でつぶし，家畜のエサとすることもある。Nor憩anhaによれば，キャッサバを原

料とする工業製品としては，国内市場用の食用でんぶん，製紙繊維，合板，接着剤などがある。

　　“ファリーニャ・デ・マンジョーカ（farinha　de　mandioca）”，すなわちキャッサバの粉は，と

くにブラジル北部と北東部で多く消費される。これは，ナイジェリアとトーゴでτ璽ガリ（garl）”と呼

ばれているものとほとんど同じである。食べ方としては，いんげん豆や乾燥応と一緒に食べたり，“フ

ァローラ（faro歪a）”の形で食べる。また，鶏肉につめたり，海産物の料理に使うこともある。変わっ

た用途としては，油井の掘削に使う。これはキャッサバの粉に防水性があり，しかも摩擦を柔らげる役

目を果たすからである。

　電曜ラスパ（raspa）”，すなわちキャッサバの焼粉（whole　qour）は，ヨーロッパに輸出され，牛

のエサとして使用されている。

　　　　　　　　　　ノ　またサゴ澱粉（sagu）やタピオカ（tapioca）のように，粒状の不定形なでんぷんとすることもで

きる。

　キャッサバのデキストリンや糊化でんぶんについては，小さな市場しかない。

　ブラジルの北部には，“ゴーマ（gnma）”と呼ばれるキャッサバの生のでんぷんを使った典型的な料

理がある。たとえば，“ベイジュス（beilus）”（固形食1），　qタカ7タ（tacata）”（流動食：），

、w gゥクピGucpi）”（ソース）などである。

　要約すると，キャッサバの用途は次のようになる。

a．食用

　　生で食べる：塊根，葉。

　　乾燥させて食べる；カサーベ（casabe），ガリ（gari），乾燥キャッサバ，粉，タピオカ，揚げ

　たキャッサバ。

b．エサ；生のキャッサバ（塊根），塩ゆでにしたキャッサバ（塊根），塊根の粉，ほし草。

c．工業用：でんぷん，デキストリン，グルコース，アルコール。

熱量

第ろ0表　7種の塊根とスイートコーンの熱量（単位：ca1／kg）

食　　　品 熱　量 食　　　品 熱　：量

ク　ズウ　コ ン 1，570 タ　ロ　イ　モ 920

キ　ャ　ッサバ 1，480 バレイ　シ　ョ 820

アメリカサトイモ 1，320 スイートコーン 1，078

カ　ン　シ ヨ 1，170 成人の一一当りの必要量 2，500

ヤ ム 1，000
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　第30表からわかるように，熱源として優秀な食品は，クズウコン（鍍αγα祝ααγ脇4励αoθα）と

キャッサバ（34’α％？＝ん0‘　θSC％6θ？L冶α），それにアメリカサトイモ（Xα％抗080伽α8αg鷺琵∫0‘¢％鳴）

である。また第31表に示すように，改良品種を栽培して得られる1ヘクターール当りの収穫量を熱量に

換算すると，キャッサバが4，440万カロリー，アメリカサトイモが2，6畦0万カロリー，クズウコンが

2，350万カロリーである。

　乾燥キャッサバ

　乾燥キャッサバをつくるには，まず，収穫してから24時間以内の新鮮な塊根の皮をむき，不純物を

取り除く。切断機で塊根を小さく切り，コンクリートの．とにひろげ，3～4艮かわかす。

　もっと簡単な方法は，皮をむいた塊根を4（皿の輪切りにし，前述したように日に干すのである。ただ

しβにほす時間はもっと長くする。

　乾燥キャッサバは，次のような特推をそなえていなければならない。水分13～14％以下。青酸

0，015～0．020％未満。でんぷん65～70％以上。

第ろ窪表　7種の塊根とスイートコンの収穫量（to鷺／ha）と

　　　　1ヘクタール当りの熱量（cal／ha）　（生の状態）

食 品 収　穫：量

（ton／ha）

獄　　　　且ハ、、　　　　　思

（100万cal／ha）

ク　ズ　ウ　コ　ン

キ　ャ　ッ　サ　バ

アメリカサトイモ

カ　ン　シ　　ョ

ヤ　　　　　　　ム

タ　ロ　　イ　　モ

バ　レ　イ　シ　ョ

スイートコーン

15

30

20

25

25

20

20

1．2

23，5

44．4

26．4

29。4

25．0

18．4

16．4

1．3

第ろ2表　断絶キャッサバの成分（単位：％）

成　　分

1

マダガスカル産

2

インドシナ産

水　　　　　分

脂　　　　　肪

たんぱく質
繊　　　　浸

炭　水　化　物

灰　　　　　分

1230
0，85

2．59

2．35

79．26

2．70

1430
0。65

238
2．荏5

78．93

　1．29

圭1，08

0．52

3．30

3．08

8王。0婆

0．98

（出所）　Gere幽elli（16）
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　キャッサバ粉

　まず，皮をむいた塊根を2～3日水につける。次に細かく切り，粉にし，ふるいにかけた後，ござの

上にひろげて日にほす。

　キャッサバ粉は，乾燥キャッサバを輸入している国でもつくられている。

　商品化するキャッサバ粉は，水分，青酸，でんぷんが適量あり，寄生虫のついていないものでなけれ

ばならない。

　キャッサバ粉は，ひき方，色（白から灰色）によって種類が分かれる。

　肉粉の製法

　新鮮なキャッサバの肉は，粉にして調理することができる。粉にする方法は次のとおりであるQ

　薪鮮な塊根を洗って，水に数日つけた後，皮をむき，ざらざらした表面の板の上で削る。そして削っ

た砲の水をしぼる。

第55表　キャッサバ粉の成分（単位：％）

成分マルチ伊・島・一ボ・ベルデベ・ナ・議葛ラ騨欝粛謳

水　　　分

脂　　　肪

たんぱく質

繊　　　維

炭水化物
灰　　　分

8．80

0．20

0，30

235

86．85

　L50

12，20

0．15

　1、38

2．30

83．77

0．20

10．00

0．40

1．84

2。46

83．40

　1，90

1330
0．50

　1．80

　1．60

8120
　1，60

　8．40

0．40

　5．40

　王．30

8330
　1．00

困　肉

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　ノ　水をしぼるには，セブカン（cebuca費またはsebucan）と呼ばれる円柱形の細長い特別なカゴを使

用する。このカゴは，camuare（訳考注・和名不明）またはサトウキビでできた筒状または管状で，

必要に応じて伸ばしたり，縮めたりすることができる。大きさは，長さが2～3m，直径が10～14

cmである（伸ばしたり，縮めたりしていないときの大きさ）。

　水をしぼった肉は粉にし，ふるいにかける。このようにしてできた粉は，コウアク（co琶ac）やカサ

ーベ（casabe）をつくるのに使う。

　ブラジルでは，4～5日水につけた塊根の肉（潮つたもの）を使って“ファリーニャ・ダグア（fa一

　　　　ノri駐ha　dagua）”をつくる。

　つくり方は，まず，タクアーラ（taquara，竹の一種）の穴のあいた茎で肉の乳液をしぼる。次に平

鍋に入れ，固まらないようへらでかきまぜながらゆっくり煮る。

　こうしてつくるのがゆで粉であり，乾燥させるのに時間をかければかけるほど，細かい粉となるQこ

の粉を使用するのは，ほとんどがアマゾン流域の地方である。また，同じ製法で“乾燥粉”をつくるが，

こ．の場合には，柔らかくなる前に塊根を水からひき出さなければならない。

　肉をしぼるときに出る乳液は，上澄みをとって乾燥させればでんぷんがとれる。とれたでんぷんはい

ろいろな用途があるが，タピオカをつくるのにも使われる。

　でんぷんをとったあとの液は，一般に毒性がある。毒性をとるには，沸騰させて青酸を分解させる。

沸騰させると，液はシロップ状になるが，これがアンチル列島では“カサリーポ（casaripo）”，そし

てブラジルで㏄トゥクピ（ωcupi）”と呼ばれているものであり，ソースをつくるのに使われる。
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　⊇ウアクとカサーべ

　鯉コウアク（couac）”をつくるには，まず，少し湿った粉（製法は前述したとおり）に塩を加え，目

の荒いふるいにかける。次に金属か土器の皿（“ブダーレ（budare）”）に入れ，急に固まらないよう，

へらか木の小さな熊手でかきまぜながらとろ火で煮る。こうしてだんだんと固めてゆき，歯でかむとパ

リッと割れる状態になれば出来上がりである。小さな目のふるいにかけた粉を使うと，上質の“コウア

ク”がっくれる。“コウアク”には黄色と白色の2種があり，黄色の方が珍重される。

　カサーベ（casabe）をつくるには，肉を粉にし，“マナーレ（ma盤are）”（サトウキビの繊維を織

って作った，キャッサバ粉用のふるい）を使って，“コウアク”よりももっと細かい粉を選り別ける。

ふるいにかけた粉は，“プダーレ”に入れ，とろ火にかける。そしてへらで伸ばしながら，トルティー

リャ（tort員1a）のように両面を焼けば出来上がりである。

第ろ4表　コウアクとカサーベの成分（単位：％）

成 分
ガイアナのコウアク

白　　色 黄　　色 黄　　色

キューバの　ベネズエラの

カサーベ　カサーベ

水　　　　　分

脂　　　　　肪

たんぱく質
繊　　　　　維

炭　水　化　物

灰　　　　　分

9．00

0．20

　1．26

2．25

85．99

　1．30

11．30

0．40

　1，84

　1．90

83．46

　1．10

10．70

0．25

　2．05

　2，60

83．10

　L30

12．50

0．25

3．07

3．10

79．58

　1．50

12，20

　1，00

19．00

66．80

　1．00

　“ガリ”

　“ガリ（gari）”は“コウアク”のように，粉を焼いてつくる西アフリカ（トーゴ，カメルーン，ダ

オメー）の料理である。大きさはさまざまであるが，つくり方はヒ電コウアク”と非常によく似ている

（セレゲーリ（16））。

まず，新鮮な塊根の皮をむき，洗った後，穴のあいた金属板の上で削る。削った肉をセブカンの中に入

れ，重石をおく。

　このようにして水分をしぼった肉は，手洗いをし，くずを捨てたのち，ふるいにかける。最後1く粉を

とろ火にかけ，鍋にくっつかないよう，かきまぜる。

でんぶん

でんぷんの製法は次のとおりである。

1．塊根を洗い，皮をむく。

2．製粉機にかけ，でんぷんと繊維をすりつぶし．選り別ける。

3．選別機で肉のでんぷんを取り除く。

4．翔の製粉機で痢を2慶びきする。

5．別の選別機で粉を洗う。

6．でんぷんのまざった水から水分と不純物を取り除く。

7　洗浄機の中に入れ，硫化ガスで漂白する。

8．さらに脱水する。

9。微粒子についた水分を乾燥機で蒸発させる。

10．乾燥したでんぷんを粉にし，容器につめる。
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　Ghosh（28）によれば，ウガンダでは，キャッサバのでんぷんの必要条件は下記のとおりである。

外観：まだらになっていない，においのよいもの。色は白色。ただし，軽く黄色みを帯びているものも

　　　用途によっては可。

粉の荒さ；99％が100メッシュのふるいを通り，

水分：10～13％以下
灰分：0．35％以下

肉　二〇．85％以下

たんぱく質：0．40％以下

PH：4．5～5．5

亜硫酸ガス：45p．p．　m．未満

95％が140メッミュのふるいを通ること。

　タピオカ

　タピオカは，湿らせたでんぶんを加熱してつくる。

　Ceregheユli（16）によると，タピオカの大生産国の一つであるマダガスカルでは，下記の方法

で生産を行っている。

　湿らせたでんぶんを小さく切り，粉砕機でこなごなにする。次にでんぷんの粉を容器に入れ，150℃

の蒸気で加熱する。この容器の操作は，“タピオケーラ（taploquera）”と呼ばれる，この仕事専門

の女性労働者が担当し，加熱した壁にでんぷんをつけながら，こねる。

　でんぷん粒はかなりの高温（100℃未満）に接し，デキストリンに変わる。そしてでんぷんは徐々に

弾力を帯びてくる。全体の弾力がほどよくなれば（適当かどうかは，“タピオケーラ”が経験で判断す

る），容器を火から離す。そして放冷したあと，圧搾機にかけ，デキストリンを“コーポ（copo）”と

呼ばれる不規則な形の薄片にする。このコーポは，トンネル型ドライヤーで乾かし，固める。これを容

器につめ，ヨーロッパに輸出するのである。ヨーロッパでは，このタピオカを粉にし，粒の大きさによ

って選別した後，市場に回すのであるQ

　タピオカはその粒の大きさによって，次の3種に分けることができる。

。　“コーポ”　16番のふるいを通る粒
　　　　　　　ノ。　“セモラ（semola）”　塩0～50番のふるいを通る粒
　　　　　　　　ノ。　uフェクラ（ξec腿1a）”　120番のふるいを通る粒

さらにこれを色によって，極白色，白色，灰色の3品種に分ける。

　タピオカは，でんぷんが加熱されて溶解性のアミロデキストリンに変わったものである。

　家畜用の飼料としてのキャッサバ

　現在までのところ，キャッサバの主要な用途は，人間の食糧としてである。しかし米国では，栽培さ

れているキャッサバ（フロリダとメキシコ湾沿岸）の95％が，家畜用の飼料として消費されている。

またアフリカでは，でんぷんを生産するときの残りかすを家畜の飼料としている。

第55表　キャッサバの葉とアルファルファのほし草の成分（単位；％）

品 目 脂 肪 たんぱく質 セルローズ 炭水化物

キャ　ッサバ

アルファルファ

8．79

2．90

24．1

16．3

13．0

30，5

5α0

48．0

（出所）　ベネズエラ農学研究所
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　コスタリカやペルーでは，茎と葉を乾燥させて粉にし，食糧として使っている。この方法はベネズエ

ラでも実施されており，ムラサキうマゴヤシのほし草よりも，この粉にはたんぱく質が多く含まれている。

　キャッサバの塊根は，生でも調理したものでも，豚の飼料の一部として使用され，成功を収めているQ

　ただし，日によく干して，青酸を取り除くよう注意しなければならない。

　またキャッサバは消化がよいので，発育中の家畜，とくにヤギや豚の飼料として使用することができ

る。ただ，キャッサバの塊根には，たんぱく質やミネラル，ビタミン類が不足しているので，単独で使

用すべきではない。

　キャッサバは，飼料1kg当りの家畜の体重増加という点ではトウモロコシよりも劣るが，この欠点は

コストの面で補うことができる。

　メンドリの場合，つぶしたトウモロコシとエンバク，それに小麦粉とという普通の飼料の組み合わせ

を，4舗までキャッサバ粉に代えても，食欲が落ちることもなく，その他の変化（便秘）もみられなか

った。また卵の生産量は，普通の飼料のときよりもやや落ちたが，体重や死亡率に変化はなかった。

　ブラジルのサンパウロでは，下表のように，豚の飼料の主食をトウモロコシのかすからキャッサバ粉

にかえて実験を行った。

第ろ6表　豚の飼料の比較　（単位：％）

飼　　　料 1 飼 料 2

トウモロコシのかす 45 キャッサバ粉 45

棉の実のかす 1．5 棉の実のかす 8．5

米　　　粉 32 米　　　粉 25

小麦のかす 10 小麦のかす 10

肉　　　粉 10 肉　　　粉 10

卵　　　粉 1 卵　　　粉 1

塩 α5 塩 0．5

　豚の体：重1kg当りの飼料の消費量という点では，二つの種類の飼料の閤に，統計学的に有意な差はみ

られなかった。

　体重の増加分1kg当りのコストという点では，キャッサバを含む2番目の飼料の方が低廉であった。

　Peixoto（65）は，豚を育てる際の主要な飼料としてキャッサバ粉を使う場合と，トウモロコシ粉

を使う場合の比較実験をペロータス（Pelotas）で行った。実験は豚の平均体重が100k9に達するまで続

けられた。

　キャッサバ粉をベースとした飼料で豚を100kgまで育てるには，トウモロコシ粉の飼料の場合よりも

3割方余計に時問がかかった。また効率の点では，キャッサバ粉の飼料はトウモロコシの場合よりも，

15％ほど低かった。

　生まれた三二については，キャッサバ粉で育てた琢の方が大きな子供を生んだが，脂肪分が多かった。

　闘ane：r，8ui　tmgoおよびJi斑6nez（48）は，キャッサバを使ってボゴダで豚を育て・次のよ

うな結果を得た。

　新鮮なキャッサバをつぶした飼料で豚を育てた場合の飼料の消費量，利潤，効率については，たんぱ

く質を補えば，キャッサバがとくに経済性の面で，最もすぐれた飼料と考えられた。

利用計画

麗aτti蕊（49）は，下記のようなキャッサバの利用計画を提案している。
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1．

2．

3．

4．

5，

とくに箱詰めができ，長持ちし，製造が簡易な新製品の開発

たんばく質のバランスを考えた，キャッサバとその他の食品との混合食糧の生産

でんぶんの抽出技術，ならびに高品質のでんぷんを生産する方法の改良

でんぶんの新しい産業利用の開発

ポール紙や紙など，断しい副産物の開発

経済性
キャッサバ生産の副産物

第57表　国別のキャッサバ生産量　1966年（単位：千トン）

　　　　（注：年間生産量10万トン以上の国だけをとりあげた。）

アメリカ大陸

　アルゼンチン

　ボリビア

　ブラジル

　コロンビア

　キューバ

　エクアドル

　ハイチ

　パラグアイ

　ペノレー

　ドミニカ共和国

　ベネズエラ

　その他

アメリカ大陸計

アフリカ

　アンゴラ

　ブルンジ

　東カメルーン

　西カメルーン

　コンゴ　ブラズ（Cong　3razz）

　象牙海岸

　ダオメー

　ガボン

　ガーナ

　ギニア

　ケニア

　リベリア

　マダガスカル

　マラウィ

　マリ

　ニジェール

　　241

　　170

24，710

　1，625

　200
　250
　112
　1，437

　500
　150
　320
　145
29，860

1，500

　849

　450

　250

　700
1，044

1，200

　125
1，250

450
600
430
870

　140
150
148
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　ナイジェリア

中央アフリカ共和国

　コンゴ共和国

　ルワンダ

　セネガル

　ス一戸ン

　タンザニア・タンガニカ

　トーゴ

　ウガンダ

　ザンビア

　その他

アフリカ計

アジア

　セイロン

　インド

　インドネシア

　マレーシア

　フィリピン

　タイ

　台　湾

　北ベトナム

　その他

アジア計

太平洋・オーストラリア地域計

世界の生産量

世界の耕作面積

世界の平均生産性

7，000

1，000

6，590

　180

　245

　126

　1，050

　1，000

　1，500

　155
　370
29β72

　　　　　　　　　　　280

　　　　　　　　　　3，361

　　　　　　　　　　10，845

　　　　　　　　　　　310

　　　　　　　　　　　580

　　　　　　　　　　1，500

　　　　　　　　　　　264

　　　　　　　　　　　750

　　　　　　　　　　　348

　　　　　　　　　　18，246

　　　　　　　　　　　115

　　　　　　　　　　77，593

9，192（単位：千ヘクタール）

　　　　　　　　8，4　之on／ha

（出所）FAO生産年鑑　　1967年（25）

第37表によれば，ブラジルは世界のキャッサバの生産量の30％を占め，インドネシア，ナイジェ

リア，コンゴ共和国がこれに続いている。また，アフリカ全体ではブラジルー国よりもわずかに多くの

キャッサバを生産しておりジアジアでの主要生産国は，インドネシア，インド，それにタイの3国だけ

である。太平洋地域の生産は全体から見ればごくわずかである。

　30羅S（37）の資料によると，トーゴと旧仏領西アフリカ（モーリタニア，セネガル，仏領ギニア，

仏領スーダン，ニジェール，象牙海岸，オート・ボルタ，ダオメー）は，中央アフリカのアンゴラ，コ

ンゴ，スペイン領ギニア，仏領赤道アフリカ（ガボン，中部コンゴ，オウバンギ，チャド）と同じよう

に，タピオカ，キャッサバでんぶん，キャッサバ粉の重要な生産輸出国であった。

　UNCTAI）／GATTの報告書（54）によれば，米国やヨーロッパ市場での工業用でんぶんやタピオカ

の将来性は，あまり大きなものとは書えない。しかし家畜用飼料としてのキャッサバの可能性について

は，同報告書も紅イツ，オランダ，ベルギーといったヨーロッパ市場での需要を認めている。ヨーロッ

パ経済共同体（EEC）が1966年に輸入したキャッサバは，金額で5，750万USドルに達し，その
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うち上記3か国の輸入実績は5，620万USドルであった。

　ヨーロッパ市場の中でも，フランスとイタリアの占める比率は低い。1962年目ら67年の間に，

ドイツ，ベルギー，オランダはキャッサバの輸入量を2倍に増やし，計80万トンとした。また1970

年には同輸入量は100万トンに達している。

　キャッサバの輸入が急増している理由は，家畜一刀成飼料産業の発達と，キャッサバが大麦やトウモ

ロコシ，ならびにその他の穀物に取って代っているためである。キャッサバの主要生産国は，ブラジル，

インドネシア，ナイジェリア，コンゴであるが，これらの国の輸出はわずかである。

　　　　　　　　第5臓ヨー・・ノ鰹済共離（EEC）のキ。。サ・輪入額

　　　　　　　　　　　　1962年と67年（単位：千USドル）

国　　　名 1962年 1967年
輸入額 ％ 輸入額 ％

西ドイツ 24，151 88．0 32，881 64．9

オランダ 67 0．2 9，181 18．1

ベルギー 1，517 5．5 7，109 14．0

フランス 1，730 6．2 1，452 3．0

イタリア 3
一 49 0．1

EEC合計 27，466 100 50，672 100

　EECが消費しているキャッサバの大部分は，タイから輸入されたものであり，タイでは輸出を目的と

したキャッサバの栽培が行われている。ブラジル，ベネズエラなどの南米諸国と，ナイジェリア，コン

ゴ，アンゴラ，象牙海岸，ダオメー，ガーナといったアフリカ諸圏は，EEC市場でタイと競争するに

は地理上有利な立場にある。現在，アジアからヨーロッパへのキャッサバのClF価格は，運賃の高騰

により40％値上げされている。また運賃ばかりでなく，長期輸送によるキャッサバ製品の劣悪化とい

う問題もある。

　以上のようにキャッサバは家書飼料として高い可能性を持っている。

　他方，キャ。サバは人間の食糧としても，熱帯地方で1ヘクタール当りのコストが非常に安く生産で

きることから，たんぱく質，脂肪，ビタミン類をその他の食糧で補えば，南北アメリカ，アフリカ，ア

ジアの栄養不足の多くの住民を救うことができよう。これはとくに，湿潤な熱帯地方低地の広大な未開

拓地を考慮すればなおさらのことである。また，適切な栽培法と改良品種を導入すれば，現在の耕地で

も生産性を向上させることができよう。

　さらにキャッサバは，でんぷん，タピオカ，デキストリン，グルコース等を生産するための原料とし

ての可能性もある。

最後に噺鮮な塊根や乾燥キ・・サバ・あるいはキ・・サバ粉キ。。サバの葉のほし草は，家翻

飼料として広範に利用され，熱源としても穀物に代わる食糧であることを繰り返しておく。

　キャッサバの問題点

」。nes（37）は・アフリカの場合1こ口いて，社会学者や農学者，それ疎養学者が・キ。。サバの

問題点”と呼んでいることに触れ，次のようにまとめている。

　キャッサバの問題点とは，その栽培にともなう問題すなわち，耕地の地力の低下，侵食，栽培の簡

便さに起因する問題と，キャッサバそのものの性質による問題（膏酸が含有されていることと，たんぱ

く質，ビタミン類，脂肪分が少ないこと）とに分けることができる。
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　このうち，前者については下記の対策により改善することができる。

技や葉を耕地にそのまま残しておくことや，間作または施肥や輪作により，地力の低下を防ぐ。

混作や，等高線に沿った耕作により浸食を緩和または防止する。

青酸については，塊根を水につけたり，日にほす，または力口熱することにより，含有量を低下させる

ことができる。

　娘栽培の葡便さ”は非常に深刻な問題で，キャッサバの生産者を“なまけ者”にしている。

　ビタミン類やたんぱく質，脂肪分の不足に関しては，キャッサバ粉を落花生粉や上記栄養分に富むそ

の他の食糧と組み合わせることにより改善することができる。しかし現在までのところ，経済性の面か

らも嗜好の面からも，このような組み合わせが一般化しているとは書いがたいQ

キ、ヤッサバの長所は，1845年のアイルランド飢謹のときのバレイショや，その他の重要食糎と同

じように，栽培に“失敗がない”ということである。
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イ モ ゼ り

学名　五γ少αoα面α鎧α撹。デγん物α　一セリ科

　異名と俗名

愈？・αoασ¢　8sθ％zθ％εα

　アラカーチヤArracacha，ラカーチャRacacha（以上，コロンビア，ベネズエラ，ペルー，ボリ

ビア，中米），ビラーカVirraca（ペルー），マンジオキーニャ・サルサMandioqu星nha　salsa，

バタータ・バロアBatata　baroa（以上，ブラジル），アピオ・クオーllヨApio　criollo（ベネ

ズエラ）

　起原，歴史，地理分布

　Ovieδo肛紛は，イモゼリが重要な食物であり，原産地はエクアドル講部のアンデス山脈中であると述

べている。恥kasov（2）は，イモゼリがアメリカ大陸で最も古い栽培植物であると主張している。また
　　ノ
ムeon㈹が引用したSaff◎τaの説によれば，インカの遺跡の中に，イモゼリを模したと思われる像が

・いくつかあるとのことである。したがってイモゼリの栽培は，すでに先インカ期から始まっていたもの

と思われる。

　イモゼリは，原産地であるアンデス山脈中部から中米の山岳地帯とブラジルに移入され，繁殖するに

至った（1，15）。またヨーロッパにも移入されたが，de　Gandone（3）と5u獄elle（9）によれば，

移入は何回も行われたが失敗に終わったとのことである。

植物学的特徴

高さ1～1．5mの一年生草本植物で，食用の多肉根を産する。

ベネズエラのコローニア・トバールColonia　Tovarでは，非栽培種が多年草となっている例がみ

られる。

塊根の色は，白から紫まである。1本の株からは，長さ5～15㎝，直径3～8c磁の紡錘形の塊根が

4～10本とれる。葉は羽状全裂。花は黄色の小花で，めったに咲かない。

　気候，　土壌，　翻巴料

　イモゼリを栽培するための気温の上限は22。Cである。最適気温は，湿度が80％の状態で，15～

16。Cと思われる。

　光周性が短かい植物なので，熱帯地方以外への導入は不可熊である。生育期間は長く，8～10カ月

で，少くとも1，000血nの降雨を必要とする。

　ジャガイモやオカ（oca），それにオリェコ（撮1uco）のように，非常な低濫では栽培できない。

深くて柔らかい良質の土壌を必要とする。

　S臓va㈱らは，イモゼリを栽培するときの肥料について，ブラジルのカンピーナスで得た資料を

提示している。土壌については，pH　5．0～5。5の土壌に非常によく適応している。

　耕種法は，コロンビアとペルーでは単独栽培かトウモロコシ，インゲン豆との混作を行ない，中米で

はコーヒー園内のうねで栽培している。

　輸作の場合には，ジャガイモの次に栽培されることもあるQ
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　栽培と品種改良

　栽培にはよく整備された圃場が望ましいが，一般に，灌概施設のない，急勾配の山岳地帯で栽培され

るため，この条件は必ずしも満たされていない。

　“繁殖材料”はcoroIIa。cepa　madreすなわち吸根（hiluelo）から上方に向って出る短かい

分枝（芽）で，Coronaには芽が集まっている。この吸根の長さはさまざまで，6～7c田に達するこ

ともある。また上端には葉がつく。吸根は収穫時により分け，3～4日乾かす。植付けは，吸根王本1

本を60㎝問隔で植え，うねとうねとの間隔は80㎝とする（10，lD。

　除草，土寄せを行ない，必要な場合には灌概する。

　収穫は6カ月以降，段階的に行なうことができる。塊根はCoro舩，すなわち母根茎（cepa　mad－

re）の下部にでき，塊根を切り取っても，地上部には変化は見られない。

　塊根が成熟すると，葉は黄色くなる。塊根は非常に良質で，アンデス諸国（ベネズエラ，コロンビア，

エクアドル，ペルー，ボリビア）にとって，経済的にとても有望な栽培植物である。しかし，上記諸国

には，下記のような一連の栽培上，ならびに品種改良上の問題があり，これらを解決する必要がある。

栽培上の問題

　最適な土壌と施肥

　農作業：植付け密度，土書せ，除草済の適用，灘水，収穫の機械化。

　貯　蔵：冷蔵室での保存，ホルモン処理，放射線照射（コバルト60）

贔種改良

　野性種の性格

　選択基準：収穫量，塊根の形，根のつく深さ，早生の野竹，炭水化物，たんぱく質，カロチン，基礎

　　　　　　油脂の含有：量

　Gonstance（4）は，コロンビア，エクアドル，ペルー，ボリビアの24種の、47γαoαθ6αが，多くの

在来種（A？。γα0α0唇α　郎αコσ孟ん0？・γん②9α）とともに，改良のための貴重な資料となると振摘している。

病　　書

M銭1ユer働は，　S6μθ短ααp面菌がイモゼリの葉を侵すが，大した問題ではないと述べている。

またベネズエラの栽培贔種には，CβγcospOγαspp．がっく。

　害　　虫

　イモゼ1，には深刻な虫害はない。ただベネズエラには1）㈱弱面po勉2θπθs（Lepidoptera－

Paplho溢dae）が栽培の制限要因となっており，　Evans（6＞によれば，この害虫はカナダのセリ科

栽培植物にとって問題となっている。Hig“i℃ia（8）によれば，アンティオキア（A鵬loquia）のう・

セッハLaCelaでの唯一の害虫は，　A％oogπα翻αcαγαbθo掘θεである。

　保　　存

　G2yhrinc贈（5）は，常温ではイモゼリはせいぜい1週闘しか保存できないと指摘している。昏arc血

（7）によれば，イモゼリの呼吸速度は，60．5㎎CO2／kg／haで，ヤム（1）¢osooγ8α磁α施）の36．9

㎎CO2／kg／ha，アメリカサトイモ（Xα幅んoso伽αsασ儲拓∫〇五盛撚）の28．6㎎CO2／kg／むaに

比べて多い。

　Revetti㈲は，イモゼりの保存性を改善するため，ガンマ線を照射し，でんぷん，転化糖．ビタミ

ンC，カタラーゼ活性を測定した。
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第59表　イモゼリのでんぷん，

　　　　活性

ビタミンC，転化糖，カタラーゼ

項 目
　　経過時間（単位：週）

1　　　　　2　　　　　3　　　　　4
処　理

重量の滅少（％）図

でんぶんの含有率（％）図

転化糖（％）（＊）

アスコルビン酸（％）（＊＊）

カタラーゼ活性（％）（＊＊＊）

11．27

7．98

10．16

8．56

12，52

12．03

　L90

　L30

　1。54

2L30
28．27

28．66

　0．1娃

　0．68

　0．29

56。80

10．46

23．33

837

13．97

三3．59

　1．70

　0．82

　α93

19．10

28．55

17．88

　0．30

　0．43

　0，46

96．00

20．60

4L61

14．90

10．28

　0．62

　0．58

13．70

　9．86

　0．27

　0．28

51．41

36．51

8．99

12．06

　1．40

　1．41

　6。51

11．96

　031

　0．27

無処理
10Krad

llKrad

無処理

10K：τad

llKrad

無処理
10Krad

llKrad

無処理
10Krad

llKrad

無処理

101（rad

llKrad

（出所）　Reve宅t1㈲

㈱　新鮮な塊根160g中の比率

（＊＊）新鮮な塊根㎎／100g中

（＊＊＊）　ml（02）／0．lg中（2分間）

表からわかるように，ガンマ線を照射すると，イモゼリの保存性は2倍になる。

　成分と用途

　第4◎表によれば，白色種と紫色種ではビタミンAの含有：量に大きな差（前者が60act　mcg，後

者が0．Oact　mcg）のあることがわかる。たんぱく質の含有量は，両者とも低い。

　イモゼリは，ゆでたり，焼いたり，揚げたりして食べる。食品エ業では，乳児用スープの原料として

この塊根を使用している。しかし現在までのところ，でんぷんの生産やポテトチップのような菓子をつ

くるためには用いられていない。もしこのような形で食品工業に利用されるならば，その需要は非常に

大きなものになると思われる。
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第40表白色種イモゼリ（第1欄）と紫色種イモゼリ（第2欄と

　　　　　　第3欄）の塊根の成分（食馬部分100g中，生体）

成 分
白色種

　　1

紫色種

　　2

紫色種

　　3

熱量（cal）
水　分（％）

たんぱく質（g）

脂　肪（9）

炭水イヒ物（9）

繊　纈9）

カルシウム（㎎）

リ　ン（㎎）

鉄　分（㎎）

ビタミンA（ac£　mc9）

チアミン（㎎）

リボフラビン（㎎）

ニコチン酸（㎎）

アスコルビン酸（㎎）

104

　73

　　0．8

　　0．2

　249

　　0．6

　29

　58

　　1，2

60

　　0．06

　　0。04

　　3．4

28．0

102
　73．4

　　0．8

　　0．2

　24．4

　　1．0

　26

　52

　　0。9

　　0．0

　　0．07

　　0．06

　　2．8

　23，0

104

　71．9

　　1．1

　　0．1

　24．9

　　0．8

（出所） 第1欄と第2欄W篭乙eungとF10τes㈲
第3欄　　Higuitia（8）
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カ ン ショ

学名　IpO倣0θα　うαオα孟α8一ヒルガオ科

　異名と俗名

　（C・％勿・Z棚Z％8δα力碗αS，Bαオα古αθ伽面S，σ・卿・Z槻3％Sθ伽ZゼS，C。捌ザ

Zり％Z％8　θSC％Zθ算彦％S，σ0％”oZη％Z％S　6％b8γOS％8）

　バタータBatata，（＊）チャーコChaco（以上，ベネズエラ），バタータBatata（アルゼンチ

ン，プエルトリコ），カモーテCamote（＊＊，）アピーチュApichu（以上，ペルー），カモーテ

Camote（チリ，メキシコ，ボ1，ビア，パナマ，中米），モニアートMoniato（キューバ，ウルグ

アイ），カモーテK：amote（フィりピン），マビMab至（カリブ海地域），クマールC縫mar（ケチ

ュア語），クマラK：umara（ポリネシア，ニュージーランド），クマラKuma韮a（フィージー），ウ

アラUa董a（ハワイ），ウマラUma　l　a（サモア），ウマラUma　ra（タヒチ），グンビリGumblh

（モルッカ諸島），ボマンがVomanga（マダガスカル），コアイ・ランKhoai　lang（南ベト

ナム），ダム・ロンDam　lQng（カンボジア），コアイ・ダイKhoai　day（北ベトナム），オオ

ビ・ジャラールOobi　dlalar，ケテラ・ランベットKetela　rambet（以上，インドネシア），

カンショ（日本），モウンバラMoumbaia，キコワKlkowa（以上，パコンゴス語），ガピエレ
　　　つ　　　りGaplele（バテケス語）（以上，コンゴ），ベル・ケテングVel－Ketengu（タムール語），バ

タータ・ドセBatat』a　doce（ブラジル），パタータ・ドゥスPatata　douce（フランス語），

パタータ・ドルチェPatata　de霊ce（イタりア語），バターテBatate，シュスカルトッフェル

S喜s詠artoffeI（ドイツ語），ルイジアナ・ヤムLoulsiana－yam（米国南部），スイート・

ポテトSwee士一potato（英語）

　起源，歴史，地理分布

　蟹erriエ1（75）によれば，カンシ。は12世紀から13世紀の間に南アメリカからポリネシアに

渡り，西はニュージーランドから北はマリアナ諸島（グアム）にまで拡がったQ

　カンシ。のことをケチュア語で鷲クマールcumar”と言うが，ポリネシア語でも“クマラkumara”

と呼び，以下，クマラk礁mala（フィージーン，ウアラuala（ハワイ），ウマラumala（サモア），

ウマラumara（タヒチ）と似た表現になっている。

　カンショについての最初の記述は，1526年のOviedo（85）に見られ，エスパニ．一ラ島のこ

の植物について次のように述べている。

　「カンシ。の取扱いを十分に注意し，航海がうまく行けば，カンシ。は無事スペインまで到着したが，

多くの場合は海中に没した。」

　その後，1582年に西インド諸島の場合について記述したAcosta（2）を始めとして，さまざまな

旅行家や植物学者がカンシ。について語っているが，中でもGlusi篭s（20）は，スペインで裁培さ

れていたカンショを，“カモーテcalno重e”，“バタータbatata”，醜Inhames　Lusita－

narum”の3種に分類した。クルシウスによれば，バタータはカモーテよりも大きくて柔らかい。

Inhames　Lusitanarumは，1光oScoγθαの一種と思われる。各地のカンシ。については，

琶aτcgra▽e（65）がブラジルの場合（1648年），Sユoane（101）がジャマイカの場含（1696

（＊）　Ba重ata：タイノ語（ハイチ，サントドミンゴ，アンチル列島）

　　　　　　ノ（＊＊）Kamotli：ナワ語（メキシコおよび中米諸地域の・」・部族）
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年）一霞はジャマイカのカンショの形態，三二方法，用途について詳細に報告している一，Gook

（23）が太平洋諸島の場合（1769年），Th廷・b・・g（103）が躰の場合（1794年）・Gh・isy

（28）が東洋の場合（1833年）について，それぞれ著作を残している。

　Hu肋。ユdt（48）は，　G◎磁araの言として，コロンブスがスペインのイサベル女王に初めて拝謁

したときに獣上した新世界（西インド諸島）の文物の中に，カンショがあったと記述している。

　De　Gandolle（14）によれば，カンショの原産地はアメリカ大陸熱帯地方であり，その証拠と

して，当時知られていた15種のうち，11種がアメリカ大陸だけで裁培されており，残り4種が新大

陸と旧大陸の両方に存在していたことをあげている。そして旧大陸のカンシ。は，親大陸から移入され

たものであると考えている。

　Vavilov（105）は，カンショの原産地を，メキシコ南部からグアテマラ，ホンジュラス，コスタ

リカにかけての地域であると推定している。また彼は，Pαoん鍵聞物％8伽δθγ08％sとM岬四

幅α¢γ魏面％αoθαの原産地も同地域であると主張している。

　R◎ig（94）は，「キ。一・・俗名辞典」の中でボニアートb・・i・室・（カンシ・）について次のよ

うに述べている。

　「この植物は新大陸が発見されたとき，すでにキ訊一バに存在していた。インディオたちは，現在と

ほぼ岡じ：方法でカンシ。を裁湿していた。コロンブスや，征服時代ならびに植民地時代の記録官が鮒ア

ッヘス（ajesまたはages）”と呼んだ植物は，カンショのことであった。すなわち，彼らはアッヘ

スのことを，細長い塊隈で，クリのような味をしており，インディオはさし木やつるを使って簡単に裁

培している，と記述していたのである。」

　同じくR◎igは，キューバには葉や塊根の形状が異なる多数の種類のカンシ。が存在すると述べ，

肉の色出（黄色，白色，赤色，茶色）に30の名前をあげている。

　Yacovユef玄とHerτe∫a（111）は，カンショの塊；根を模した，ペルー・モチーカ文化の陶器

について言及している。

　Rey・rδ・h1（45）は，甑r孤・（1922年）やS・ff。・d（1925年）・R・・d・・ski・1δ

（1931年），そしてHeyerdahl（1952年）自身が，パラーカスParacasの先インカ期の港を

含むペルー海岸地帯の古墳から，乾燥したカンシ。の塊根を発見したことを取り上げているO

　C◎ok（24）とSafford（96）は，ペルーをカンショの原産地としているが，　Sauerを引用し

てYen（113）が言っているように，この仮説は変異研究によって実証されていない。

　Del　Garpio（18）は，カンショの裁下について雷及した中で，リマ圏立博物館にはカンシ。の

塊根を形どったモチーカ文化の土器があると述べている。またナスカ文化の陶器には，同地域において

カンショが広範に用いられていたと思わせる絵文字が彫られている。そしてパラーカスの古墳には，ミ

イラの横に埋葬品がおいてあり（紀元前500年），その中にはインゲン豆や落花生のタネ，それにキ

ャッサバとカンショの塊根が含まれているとのことである。Del　Carpioの言によれば，これらの

カンショの塊根をよく観察すると，完全に穴のあいたものが一つあるそうである。このことはすでに当

時（今から2500年前），害虫のE％soθp88　b碗α脇θ（アリモドキゾウムシ）がパラーカスにい

たことを示すものであろう。

　さらに人類学者の鷺ngeユは，ペルーのチルカ（ChBca）でカンショの化石を発見しており・植物学

者のYenがこれを確認している。なおYenを引用したBusto（12）によれば，カンシ。の化石の中

には1万年前と推定されるものが含まれているとのことである。

　　Ye豆（113）は，ニュージーランドにある世界中のカンショのコレクションについて，次のように述

べている。

　　「コレクシ。ンは，世界各地のカンシ。の多様性を示しているが，ポリネシアやアジアのカンシ。の

原産はすべてアメリカ大陸である。」
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　翼ishiya鵬aとτera趣ura（83）は，メキシコと米国爾部に広く生育するカンシ。の野生種に

ついて研究し，1po？πoθα　δ碗碗αs（6x＝90），1話酉∫記α（6x＝90），1．加況obα

（2x＝30），Lオ覗ゼαoθα（2x＝30），1．g7αc闘68（2x＝60）を同定した。

　その後詳細に分析した結果，これらの野性種のうち，コレクシ。ン番号K：一123（1ρ蹴。θαホ画一

∫記α）が，形態学的，細胞学的，遺伝学的にみて，カンシ。の祖先種と考えられることが判明した。

なおこの野生種は，栽培種（∫ρ臓。θα6α孟α‘αs）との和合性もあり，雑種第一代は稔性を示した。

　蕊ishiya田a（82）はその後の論文で，カンシ。の栽培種の原産地がアメリカ大陸であることを，

自らの研究と，植物学者，人種学者等の広範な文献をもとにして証明している。

　Jones（52）は，　K－123をカンシ。（1冶碗α勧s）の極端な分離型と考え，別個の種として

扱っていない。すなわち，Nishiya磁aが野性種の特徴としてあげた“茎の巻性”は，野性種だけの

ものではない。この特性は栽培種についても，すでに1705年に駈erianが，そして1911年にも

Gτothが指摘していることである。同じくJonesは，彼の育種試験の結果を引用し，　Z．δα‘碗αS

の分離系統において4％までが巻性をもっていると報告している。同じことは茎の比毛についても，ま

た貯蔵根が形成されないことについても当てはまり，このようなことは栽培種にもよく見られる現象で

あると説明している。

　またMshiya犯aは，　K－123は対立遺伝子は異なるが，米国や日本のカンシ。と同一の不和合性

の系列に属していると述べている。これに対しJonesは，前述した論文の中で，このような現象は，

原産地の近くで得られるコレクションによくあることで，米国や配本のカンシ。はおそらく不和合型の

特殊な例にすぎないとしている。

　」◎nesは，細胞学的にみて（6x＝90）K－123と∫．うα‘磁αsの雑種が減数分裂第1中期で

対含するというだけで，K－123を一つの種として考えるのには無理があると述べている。

　最後にま。訟esは，　Nishiya思銑論文の欠陥は，カンシ。は遺伝学的に多様であるにもかかわらず，

限られた数のサンプル（栽培種）とK－123を比較したことにあると指摘し，K－123は∫．δ碗α施s

の祖先ではなく，同時代に発生したものと考えなければならないと主張している。

　カンシ。がアメリカ大陸原産であることを示す証拠は十分に存在する。残った問題は，遺伝学的にみ

てメキシコ・中米地域を原産地とするか，または考古学的な証拠にもとづきペルーを原産地とするかで

ある。

　カンシ。の栽培は，熱帯地方の湿潤な低地では一年中，また温帯地：方（爲本，米国，アルゼンチン）

では霜の降りない夏期にだけ行われている。

　ニューギニア，インドネシア，日本，中国，朝鮮といった地域では，カンシ。は住民の食糧の重要な

一部となっている。

　Robbins（93）によれば，ニューギニアとパプアの高地零綱農民は，海抜2，400～2，500mの畑

で，カンシ。を栽培し，これをほとんど唯一の常食としているとのことである。

　　　　　　　　　　ノ　MiUerとHe：mandez（77）は，カンシ。が中国に移入されてからは，この国に大愚舗がなく

なったと述べている。また中国では塊根だけでなく，葉も煮て食べるとのことである。

特　徴

　分　類

　Linnaeus（62）は，彼の二名法を適用し，カンシ。をσo卿oD％‘％sδα¢αオαsと命名し

でいる。

　これに対しChoisy（28）は，カンショをB塩詰α　θ4％面8（Thunberg）Choisyと名づ
けている。

　L銑蹴arckは，カンショをσ0％”o勧％Z％S属からIpO惚0θα属に移し，最終的にIpO慨0εα
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協‘碗αs（L）Lam。と命名した。　Ipo悌。θαとCoπ”oD偏％8の相違は次のとおりである。

Ipo脚θα：頭状柱類（caplta箆　shgmas），一般に針状突起をもつ花粉粒

σo卿。ω嘱％s：系状柱頭，表面の平滑な花粉粒

　このほか，カンシ。を示すために使用された名称には，CO初oZ糠Z％S　64％面S，σ0π脚一

D％Z％S　θSO％‘θ％古％8，CO％勿oZη％‘％8　‘％δθゲOS％8がある。

　形．態

　ほふく性の多年生草本植物で，無毛または軟毛のあるつる状の頂端（1～4㎜）をもつ。葉の形伏は，

栽培品種によって大きな差がある。貯蔵根は塊根で，肉色と皮色はさまざまである。Abeele　va箆

de簸とVandenput（1）によれば，塊根は，根が一度水平になってから下に伸びようとする地点で

形成される。しかしAldτich（3）は，塊根が形成される位置は品種間に差があると指摘している。

また塊根の形成は，植付けた苗の株元だけにみられる品種と，新たに生長したつるの節からも塊根ので

きる品種がある。

塊根：表皮に傷をつけた真性種子は，24～畦8時論で発芽する（虚実処理をした真正種子は，6時間で

　　　発芽する）。45～60日で直径0．5～L5コ組の根が形成される。この根はすでに将来の塊根の特徴

　　　（肉色や皮色，オキシダーゼの還元作用）を備えており，苗を最初に選択する際の基準となる。

　挿金によって得られたカンシ。の株から不定根が出る場合は，節が節闘から僻ぴ，向地性があるため，

1。20mもの深さに達することがある。株が生長するにつれいくつかの根は太り，長さ30㎝，盧径20

㎝もの，いわゆる“カンショ”となる。

　Wilson（109）は，形態学的，解剖学的，および生化学的にカンシ。の貯蔵綴の形成を研究し，

“塊根化”は次の三つの段階に分けることができるとの結論に達した。

1．塊根となる可能性のある根の生育

2．　“塊根化”の開始

3．塊根が生育し，成熟するまで

　塊根の形態を研究する際には，下記事項に留意しなければならない。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

しょこうの長さ（なり首が短かい（2c照以下）か長いか（2C田を超える）の別）。

生長方向：垂直，斜め，水平，不規則。

形状：球形，短紡錘形体，長紡錘形，不規則形。

表面：なめらか，しわ状，不規則，脈状でコルク化した部分あり。

表皮の色：白色，黄白色，褐色，赤掲色，紅色，紫色。色は均一かまだらかの別。

肉色：白色，黄白色，黄色，紅色，オレンジ色，サーモンピンク色，紫色。色は均一かまだらかの

　　　別。

　表皮には皮目がある。塊根の基部の先からは，不定芽がでる。最も遅く出る芽は，中心部と端部の芽

である○

　形成層の環絞（ring）と駅乳液”（空気に触れると黒ずむ臼滴）は，はっきりと区甥できる。乳液

が多いのは，若木か特定の品種である。

　貯蔵根の大きさは，大部分が生育条件と栽培条件による。

茎：つるは，一般に，guiaまたはbelucoと呼ばれるものである。分類に際しては，下記事項を調

　　聾しなければならない。

1．長さ：爆性品種の15～20c限から，つる性の品種の場合には4mに達することもある。

2．太さ：細い（4闘未満），中位（4～6㎜），太い（6㎜を超えるもの）。

3．巻つる性の有無0

4．表面＝無毛または軟毛。軟毛は新しい茎にだけはえているときがある。
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5

6

7

8

分枝：多いまたは少ない（頂芽優勢が多いか少ないか，葉腋1個につき芽が1つまたは2っ）。

色：緑色，赤褐色，赤色，紫色。均一またはまだら。一般に葉腋は色が濃い。

皮穏：多い。

根原基＝各節に2本の主根と不定根。不定根は節闘にもある。

葉：単葉，分離着生

1　葉柄：長さ4～20cm。腹部はみぞ状。端部に2本目葉腺。葉の大きさは，生育ていど，晶種，土

　　　　　地の肥沃度によって異なる。一般に，最も幅の広い部分で6～15㎝。

2　葉身　一般的な形伏：円形，卵形，角形。

　　　　　基部：直角，鋭角，半心臓形，円形。

　　　　　縁：全縁，歯状，浅裂，全裂（突起した耳葉がよくある）

　　　　　頂端：鈍形，acumu至ado，かぎ付，ねじれの有無。

　　　　　esp1職laと呼ばれる小さな針が必ずある。

　　　　　緑または赤または紫の葉脈が基部だけ，または総体にある。

　　　　　葉の表面の根もとは色が濃く，星の形をしている。

　　　　　葉の形状はさまざまである。

馨韓笈嘗㌶髪叢獄筆拶鑓嘗猿鍵≧凱髄∵気∵を学貿罫脚』
＼ク／淋　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墾

羅無難醗鋸響縫
第54図　カンショの葉の種類

　　Tucuma駿a　Inantecosa：心臓形

　　Catemaco：心臓形

　　UC－700：ほぼ三角形

　　CIユ1tzeo ：軽し、浅裂

　　Tacangua：心臓形（ただし縁は不規則）

　　UC－779：3枚の浅i裂

　　Yaracuy：心臓形

　中には直立の葉や，しわだらけの葉をもった品種がある。ときには若葉がアントシアニンで紫または

赤に染まることがある。株が成熟すると，葉は色がさめ，黄色みを帯びた緑色となる。＝二形葉をもつ品
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種もある。Folguer（＊）はこの例として，蟹クリオーラ・アマリーリャ（Criolaamarilla）”

をあげている。

花：晶晶，集散花序，花軸は長さ5～20㎝。基部には包葉が2枚あり，葉の形をとるものもある。

　　花芽の色は淡い緑色から濃い紫色まである。考慮すべき形質は下記のとおりである。

1．　花柄：2～3鉦鵬から15㎜0

2．がく：外がく片は長だ円形（鋭く長い微突起形）で縁毛があり，突起した葉脈もある。内がく片は，

　　　　　卵形～だ円形（鋭く長い旧記形）で，無毛。

3．花冠：長さ2～4cm，幅2～3．5　c血の漏斗形。花弁の縁は紫紅色または濃紅色，内側は基部に近く

　　　　　なるほど濃い紫～赤色となる。花冠全体が白色の内野もある。

4．雄しべ群：おしべは5本で，二二は部分的に花冠に接着している。縦形。品種により柱頭と弱の高

　　　　　　　さと位置は異なる0

5．雌しべ群：二心皮，二蜜子房上位，2裂柱頭。

さく果：直径3～7脇の円形のさく果で，頂端突起がある。未成熟の状態だと色はさまざまである（淡

　　　　い緑から紫色まで）。品種によって野毛がある。成熟したさく果の下端は，さわると基部の離

　　　　層から分かれる。各さく集には1～4個のたねが入っている。成熟するのは，受精後22～55

　　　　巳で，気象条件次第である。熱帯ではこれより早くなるのが普通である。

種子：長さ2～4㎜，無毛，黒色（ときには茶色），不透明，不規則な形をしている。種皮は非常に硬

　　　く，防水性なので，発芽を促進するには特別な処置が必要である。発芽力は数年間持続する。

　　　結実は，カンシ。の場合，普通のことである。Yen（113）は，ペルーの北海岸に位置するト

　　　ルヒーリ。（Truj圭Bo）とピウラ（P拠ra）の種子のコレクシ。ン，同じくペルーのアンデス山脈

　　　東側のティンゴ・マリーア（Tlngo　Maria）のコレクション，そしてコロンビアのフェリディ

　　　ア（FeHdia）のコレクションについて言及している。またマラカイ（Maracay）でもときどき種

　　　子が収集されている（蟹onもalδo（79））。（短ppy（42）は，フィージーでカンシ。の種子

　　　を発見している。

気候，土壌，肥料

　気　倭

　参照した文献の中には，カンショの栽培のための最適気候に関する明確な規準は見られなかった。一

般に，カンシ。は熱帯地方の生態条件一低地，湿潤，高温一がそろえば，一年申完全な状態で栽培

することが可能である。また，夏期だけに限定されるかもしれないが，日本（北緯40。），米国（ルイ

ジアナからバージニアまで）（北緯30～40。），アルゼンチン（南緯30。）といった（霜の降りない）

亜熱帯地方や温帯地方で栽培できるのは，：重要な点である。

　熱帯地方におけるカンショの栽培は，海抜0憩の地域から高地にまで及ぶ。たとえば，ニューギニア

（北緯0。）での高地栽培は，海抜2，500mの地点で行なわれており，このほか，　Yen（113）が資料

を収集し，これを研究した際に指摘しているように，ペルーではアンカッシュ（A．鍛cash），アレキーパ

（Arequipa），クスコ（Cuzco）といった諸地方，ボリビアではう・パス（La　Paz），　サン・シモン（San

Slm6。），コ・ンビアではクンデ，ナマ・レカ（C・・di…・・ca），アンチ・オキーア（A・・i…1・ノ

等の高地での栽培が行なわれている。アフリカでも同様に，カンショは海抜Omの地域から2，300mの

高地に至るまで栽培されている（11）。

　以上述べた地域は，すべて長い乾期のないところである。

　したがって，カンショの栽培に適した地域とは，栽培中の温度が平均12～15℃から25～28℃で，

（＊）アルゼンチンにおけるカンショ栽培に関する覚書（私信）
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多雨な地帯と言うことができよう。光周性は関係ない。

　Ruinard（95）は，ニューギリアのウイッセル（WisseD湖地方（海抜1，700m）とモノクワ1，

（Mo難okwarD（同50m）で栽培されているカンシ。4品種の塊根の成分に対する生態的要因の影響

について研究し，4品種のうち3品種のでんぷん含有率が低地よりも高地で低かったこと，またたんぱ

く質の舗率は4罐がすべて高地より低地で低か・たこと（それぞれ・…6丁目・・53％・1・36％

と0．96％，0。78％と0．52％，◎．90％と0．66％，いずれも湿潤状態で測定）が判明した。

　カンシ。の栽培に関する生態的側面を扱ったもう一つの：重要な研究として，Sek：i◎kaの論文（98）

がある。彼はC・・鞭。て，カンシ。の炭水化物の轍と蓄積に対する酸（・5～2・℃と25℃）の

影響について研究した。C14の塊根への転流一蓄積が最大となったのは，気濫，地温とも15℃のとき

であった。

　気潟20℃のときは，CI4の転流一蓄積は，塊根と葉でほぼ半分ずつであった。25℃では，まだ大

きくなっていない葉と生長点への転読が増加した。また地温は気温ほど転回に大きな影響を毒えなかっ

た。

　土　壌
　カンシ。にとって最適の土壌は，塩分を含まない砂質で，水はけのよいところである。しかし気候条

件が適切ならば，その他の土壌でも十分に栽培することができる。

　砂質で，肥料をほとんど施していない土壌でも，かなりの収穫量が得られる。非常に地力が豊かなと

ころでは，地上部が大きく生長し，塊根もときには巨大で不規則な形となり，商品価値が減少すること

がある。しかし輝のB。。脚・11（8）は，樋説とは逆に，カンシ・はやせた土壌に適した栽培植物

ではない。肥沃な土壌で多くの収穫量をあげることができる。」と述べている。

　B主ggs（6）も間接的に次のように述べている。

　「ぎゅう肥を施した場合，カンシ。の収穫量は大幅に増加した。また輪作を行なう場合でも，肥料の

よく効いている最初に栽培する方がよい。」

　固い土壌では，カンショは表面がざらざらとした奇形になる傾向がある。

　土壌の水素イオン濃度については，さまざまな研究が，カンシ。にとって最適なPHが5．2～6．8であ

ると指適している。ただベネズエラのタカリグア（Tacarig嚢a）で行なった観察によれば，　PH8，0ま

で許容したとのことである。酸性が非常に強い土壌では，1競物0揺0幅α面0脇0θα1こ侵され

ることがある。

　肥　料
　カンシ。は，中程度の地力の土壌で十分に栽培できる作物である。しかし改良品種は，地力の豊かな

土壌で高収穫をあげるように選抜された品種であることを忘れてはならない。

　ブラジル（9，10）では，窒素をOkg／ha，40kg／ha，80kg／ha，リン酸をOkg／ha・60kg

／h。，・20kg／h。，カ・遊Okg／h・，60kg／h・，・20kg／h・の施用量で試験した・その結果・

窒素の場合，いくつかのケースで収穫量が増加した。リンの効果はわずかで，以前肥料を施していなか

った土壌の場合にのみ，大きな効果が見られた。カリはすべてのケースについて，生産量を大幅に増加

させる働きをした。

　Aldごich（3）は，塩化カリを適用すると，塊根の乾物の含有量が大幅に低下することを見出㌣た。

　Pure脚凝とDaτga聡（91）は，硫酸カリの効果について，カンシ。の1株当りの塊根の数また

は収穫量では効果はみられないが，1ヘクタール当りの収穫量の点では1年で少し増加したと述べてい

る。カリを多く施肥すると，塊根が太くなる場合と，そうでない場合とがある（67）。しかしカリが不

足すると，塊根は短かく，不規則な形となる。
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　有機質肥料すなわち堆肥の効果については，一般に良好であると報告されている。

　801ユe一♂onesと工s醗unadji（7）は，窒素，リン，カリ，硫黄，マグネシウム，カルシウム，

マンガンの不足にともなうカンシ。の欠乏症状について述べている。実験は，湿潤な砂地で茎を使って

行なわれたものである。

　ホウ素の不足は最も一般的であるが，これは1ヘクタール当り5kgのBoraxを使用して修正する。

このほかよく不足するのはマグネシウムであるが，これは酸化マグネシウムで補う。

　一般的な肥料配合については，カリフォルニアの場合，琶acG・illiv：ray（64）は，1，000kg／

haの8－10－12をすすめている。

　フロリダ（33）では，1，000kg／haの4－8－8，または800kg／haの5－10－10を推薦してい

る。

　これに対しプエルトリコの場合，滋◎SCOSO（81）は，670Rg／haの8－6－16の配合を使用し

ている。

　マラカイ（79）では，施肥する場合は10－15一三5の配合（1，000kg／ha）を使用しているが，一

般にカンシ。の裁培には肥料を施さないことが多い。

　B本ではカンシ。の茎葉を肥料として使っている。

　トリニダード（25）では，硫酸アンモニア200kg，重過リン酸石灰200kg，塩化カリウム130kg

をベースとした無機肥料が推薦されている。施肥は，土壌の準備後，うねを作る前に行なわなければな

らない。

　Sa風uels（97）は，プエルトリコで，さまざまなタイプの土壌でカンシ。の肥料の実験を行ない，

次の結論に達した。

　柔らかい砂質のやせた土壌では，N：Kの比率を0：2から1：2に変えると収穫量が増力自した。し

かしN：Kを2＝2にまで増やすと，奴穫量は1：2のときよりも減少した。もっと地力の豊かな綿甲

質の土壌では，N＝Kの比率を0：2から212にすると収穫量は減少した。以上のことから，窒素の

少ない土壌では，1：2の比率が最適収穫量を得るための組合せであることがわかった。窒素分の多い

土壌では，N：Kの比率を大きく離すよう注意しなければならない。　P：Nの比率を変えたときの結果

はさまざまで，一様ではなかった。

　でんぷんの含有：量は，肥料の配合を変えても有意な変化はなかった。しかし，カロチンについては，

柔らかい砂質の土壌の場合，N：Kの比率を接近させると増える傾向にあった。

　リン肥料の増加は，カロチンの含有量に直接的な影響を及ぼす。

　L1（61）は，カンシ。の栽培における肥料の効果について研究した。分散分析の結某，灌概地の場

合も乾燥地の場合も，窒素とカリの効果（塊根の収穫量で測定）は，非常に有意であった。灌跡地では

NKの配合だけが有意であり，　NPKの配合は有意でなかった。すべての実験で，窒素の効果はカリの

効果よりも大であった。灌門地の収穫量は，無肥料の場合が21．アトン／ヘクタール，窒素80kg，K20

200kgの肥料を施した場合が44．6トン／ヘクタールであった。また乾燥地での収穫量は，無肥料のと

ころが19．0トン／ヘクタール，窒素80kg，　Kl　20200kg施したところが383トン／ヘクタールであ

った。

　輪　作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　GhenとLi（27）によれば，台湾では“lnterplantacion　de　relevo”，すなわち水
稲とカンシ。を一時期同時に栽培する耕種方式が採用されている。この採培法は，カンシ。の収穫量を

増やすとともに，米作農民のカンシ。作りに対する関心を高める効果がある。

　カンシ。を使った輪作は，主に病気を防除するために実施されており，カンシ。を同じ耕地で2～3

年続けて連作するのは避けなければならない。
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　カンシ。を栽培するには，土壌をよく整備し，常に除草を行なう必要がある。また肥料を多く必要と

するため，輪作の最初の作物として栽培することが望ましい。

　カンシ。を輪作するのは，その土地の作物であるが，例として，トマト，トウモロコシ，ワタ，ゴマ，

飼料作物などをあげることができる。

裁　培

　土壌の整備

　土壌は，すきやくわを使って整地する。また必要な場合には，地ならしをする。整地後は，高さ30

～35cmのうねを80cm間隔で作る。

　両の降ったあとや灌濃後に水たまりができないよう，耕地は少し傾斜させなければならない。

　繁　殖

　カンシ。を繁殖させるには，下記の方法が用いられる。

　有性繁植

　真正種子による生殖。カンシ。は一般に自家不稔性であり，この：方法は，品種を改良する場合にだけ

用いられる。

　無性繁植

　挿苗による繁殖は最も迅速かつ効率的な繁殖手段であり，気候（温度と湿度）が適した熱帯地：方では

一年中，最も一般的に用いられる。

　使用する茎は，成体の頂端，中央部，そして基部から切り取る。
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第55図　さし苗によるカノノヨの繁殖

　　　　　一年中栽培に適した熱帯地方ては，最も迅速かつ効峯的

　　　　な繁殖：方法てある。写真にあるよっに，桑のついた茎ても

　　　　使用することがてきる。

　BOS聯恥L⑧は，基部や中央部の茎と比較して，項端から取った茎（長さ20c組）か最もよく生育し，

収穫量も最高てあると詣難している。Abeele　va寵e範とV鋤de⑳ut（Dによれは，6カ月の株から取っ

た茎の収穫量は，2年の扶から取（た茎の収穫量の9371％てあった。一般的な習慣として，植骨ける前

に茎を24～48時間日にほすか，この効用を実証した例はない。
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　さし苗の長さはさまざまである。トリニタ㌧ドでは30～50c皿の茎を使っているが，そのうち25

㎝は45。の角度で土中に埋める（56）。少くともさし苗の半分は土中に埋めなければならないと推定

される。

　G緬ozら（38）は，マラカイでヤラクィ（Yaracuy：カンショの品種名）を使って実験したが，

25c測，40c憩，60c田，そして80㎝のさし苗のうち，最：良、のさし苗は40㎝のものであった。

　Rheenen（92）は，さし苗として優秀な願に，項端部の茎，中央部の茎，基部の茎（長さはいずれ

も20～30㎝）をあげている。KτakerとBolhuis（57）は，20c田と30㎝の項端部の茎と基部の

茎を比較し，30c田の茎が20㎝の茎よりも，また項端部の茎が基部の茎よりも優秀であることを認め

た。

　さし苗を植える際には，2～3㎝の厚さに土を盛り，両端は外に出しておく（2㎝）。これは，同化

組織に対する光の作用によるオーキシンの中流を促進すると同時に，土中の多肉組織が腐らないように

するためである。オーキシンは，湿った土壌の中に水平に置かれた茎から塊根が形成されるのを促進す

る。

カンショの小いもを使用する場合：

　カンショの収穫時にくずとして捨てる小さな塊根である。商品価値はないが，繁殖材料として使用で

きる。

通常の塊根を使用する場合：

　四季の区別が明確な国や，最も寒い日の平均気温が10℃以下に下がる地域で適用される。米国，ア

ルゼンチン，チリ，アフリカ諸国など，また乾季があるため，一年以上作物が生育できない地域でも塊

根を使用する。また熱帯地方でも，茎を輸送するのが困難な地域に新しい品種を移入する場合には，こ

の繁殖：法を使用するのが望ましい。

　“タネいも”とする塊根は，市場に売りに出されるカンショと同じ方法で保存する。

　塊根を“タネいも”とする場合には，萌芽が多少困難である。Tak：a加τi（102）は，発芽しやすく

するため，塊根を4つに切るようすすめている。また，塊根を植える前に，6～8週間ほど，気温37

℃の温室に入れ，催芽させておくとよい。

　植付け期が近づくと，あらかじめ消毒した砂か泥炭を上意し，苗床を作る。消毒には，Se…nesan

Be11の2％溶液（×1分間）とBoraxの3％溶液（×10分間）または塩化第二水銀の1％溶液

（×8分間）を使用し，消毒後は陰干しする。

　苗が1．5～20cmに達したとき，第一回目の採苗を行ない，残りは適蚤な閲隔に植えかえる。

　Del　Carpio（17）によれば，ペルーのバリェ・デ・カニェーーテ（ValIe　de　Ca賓ete）では，6

週間で最初の採苗を，それから1カ月後に2番目の採苗を行っている。そして100kgの塊根からは，第

1回目の採苗で1万本の苗を，第2回目の採苗で6，000本の苗を取ったとのことである。

　苗床は除草し，水分と肥料を十分に施さなければならない。

　苗床の地温は25℃に保つよう努めなければならない。保温の方法としては，グワノを敷くこと，電

気や温水を使うことなどがある。

　塊根の芽から生長する苗は，4～6週間で10～12㎝の大きさになる。

　移植する前の数巳間は，水分を減らし，夜間の地温を下げることにより，苗を硬くすることが望まし

い。
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　第56図　塊根から得た苗によるカンショの栽培

　　　　　　この方法は，温帯地方て春に籍の降りる危険のあるとき，

　　　　　あるいは熱帯地方でも新晶種を移入するときに使用される。

塊根の片辺を使用する場合：

　この方法は，バレイシ召の塊根の場合と同様である。塊根（芽が出ていてもいなくともよい）は・2

つか4つに切る。そして直接畑に植える。
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第57図　塊根の切片によるカンショの栽培
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植付時期と植付方法

　熱帯地方ではカンショは一年中栽培できる。カンショは保存が大変むずかしいので，植付を一度では

なく，何回にも分け，自給の必要や市場の需要に合わせて収穫できるようにするとよい。

　しかしカンショを天水にたよる土地や，灌概用水がわずかで，水が高価な耕地で栽培する場合には，

苗がよく活着するよう，雨季の初めに植えるのがよい。

　温帯地：方や，春や秋に霜の降りる危険のある地域では，植付けをできるだけ早くすませ，塊根が完全

に生長するように注意しなければならない。

　カンショはほとんどの場合，うねに植付けられるが，まれに平地で栽培されることもある。脚ooδ

（110）はトリニ・ダードで，平地での栽培に比べ，うねに植付けたカンショの収穫量が大煽に増加する

ことを示した。

　1ヘクタール嶺りに植付けるさし苗の数については，うねに1列に植えるか，うねの両側に1本ずつ

植えるか，あるいはうねの穴に2本以上まとめて植えていくかによって大幅に異なる。アフリカ（3）で行

なった実験では，うねの両側にさし苗をし，植える間隔を変えてみた（うねの間隔は1．35m）。その結

果，面積当り個体数（さし苗の数）が最も少なかった場面を除き，植付け間隔は1ヘクタール当りの収

穫量に大した変化をもたらさないことがわかった。しかし，収穫量の内容についてはかなりの変化があ

った。すなわち，個体数が減少するにしたがい，1株当りの塊根の数，塊根の平均重量，そして1株当

りの収穫量が増加したのである。カンショのこの習性のため，1ヘクタール当りの収穫量については，

比較的わずかな変化しか起きなかったのである。

　具体的には，1ヘクタール当りの個体数が2万5，000本から12万5，000本の間では大した変化がな

く，これが1万2，500本に下がると，収穫量もかなり減少した。しかしこの場合でも，収穫量は，通常

の個体数である5百本／ヘクタールの収穫量の83％であった。

　米国やその他の温帯地：方の諸国では栽培を完全に機械化しているが，熱帯地方での植付けはまだ手で

行なっている。

　うねに植付ける場合には，下記の方法がある。

1．うねの底に植付ける売出。常時追試ができず，土壌の水分を最大限に利用したいときの植付方法。

2．うねの片側または両側に植付ける場合。この植付方法は，灌概施設が完備しているとき，または雨

　季に栽培するときに用いる。これは，水分が過剰となって幼根系が傷つくのを防ぐためである。

3．うねの頭に植付ける場合。耕地があまり傾斜しておらず，雨季の初めに栽培するとき，あるいは浸

　透性の乏しい土壌で栽培するときに用いる。目的は前項と同じである。

　ベネズエラ中部地’方での最良の植付方法は，うねの聞隔を1雛とし，雨季の初めに栽培するときはう

ねの片側に，乾季の初めに栽培するときはうねの底に植えることである。また，カリブ海からの水分を

多く含んだ北風が吹く季節も，うねの片側に植付けるようにしなければならない。

農作業

　灌灘

　カンショの塊根は，最大深さ1．20mにまで達する。

　カンショは一般に，水分の非常に少ない砂質の土壌で栽培される。収穫前の数週間を除き，カンショ

には水を与えすぎないよう注意しなければならない。ある地域では灌概回数が非常に少なく，栽培期間

中1～2回というところもある。水を多くやり過ぎると，巨大な塊根となり，商品としては不適当とな

る。植付時に土壌が飽和に近い状態であるならば，高収穫を得るための水分は45（紐で十分である。

除草剤

植付け後ただちに（ただし雑草が生える前），1ヘクタール当り500リットルの水にAmiben　10
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リットルとTCA　75kgを混ぜ，散布する。植付けた茎に除草剤がかからないよう注意する。

　植付けの2顕後の予防用として，Alanap　3～6杖g／haまたはNeburon　3kg／haを散布する。

Gτ◎zierら（26）は．ハワイでカンショ栽培胴の除草剤について実験した結果，　DCPA，ジフェ嵩

一ルアミド，二トラリン，トリフルラリンを推薦している。Pope（89）は，米国で最もよく使われる

除草剤として，ジフェニールアミド，アミヘン，ベルモレート，そしてDCPAをあげている。

　青刈り

　食用部分を豚の飼料としたり，人間が食べるため，一部の農艮が行なっている習慣である。収穫量に

対するその影響については，非常にさまざまな意見がある。

　マラカイで青刈りの実験をし，茎の長さを35㎝と50c皿に蝿り込んだところ，比鞍として青刈りを

しなかった株が一番花が丸き，50c磁の株が半分35㎝の株はほとんど花が咲かなかった。葉の形成と

株の強さについては，50c皿の株が最高で，青刈りをしなかった株，35㎝に刈り込んだ株がこれに続

いた。しかし収穫量には差がなかった。

　ハワイ（88）では，青刈りをして豚のエサとした場合，塊根の収穫量が減少したと報告されている。

この実験はかなり厳密なもので，毎週音刈りをし，茎の長さを25（窟と30㎝にきちんと保っている。

収穫量は下表のとおりである。

茎の長さ（㎝） 塊根の収穫量（重0鷺／ha）

　　　　25

　　　　30

刈りこみをしなかった場合

7

玉0

21

一部の国ではカンショの葉を野菜として珍重しており，おそらくこのような国では，塊根の収穫量よ

りも葉の味や葉の点差量を基準にしてカンショを選択しているものと思われる。ちなみにDel　Ca一

τpio（18）によれば，ペルーでは30to【ゾhaの新鮮な葉が得られる。

　土寄せと除草

　うねがうまく形成されなかったときなどには，除草とともに土寄せを行なう必要がある。この場合作

業は，茎が地面を完全におおってしまう前（植付け後40B以内）に実施しなければならない。

　害虫防除

　栽培中はチョウ類やテントウ虫（Coleopferos－cr圭som観idos）からカンショの株を守る必要が

あり，適切な殺虫剤を散布しなければならない。

　一般的な防除：方法は，粉末のディルドllンの2％溶液を100kg／haの割合で，うねの両側に帯状に散

布することである。散布は，とくにσ雪厩sFoγ悌面αγ秘8に対し，株にではなく土に直接かけるのが

よい。

　収穫
　犠早掘用のカンショ”の収穫は，塊根が経済的に採算のとれる大きさに達し，市場に十分な需要があ

れば，ただちにこれを行なわなければならない。

　また“成熟したカンショ”は，塊根が十分に生長した段階で収穫する。
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第58図　カンショの試験品種の収穫風景（マラカイ）

　熱帯地方では収穫をあまり遅らせると，生理的原因により塊根が変形することがあるので注意しなけ

ればならい。これは，二次生長により，ひびが入ったり，芯が中空になったりするものである。また，

塊根に糖分やでんぷんが貯えられずに，葉が生長することもある。

　温帯地：方の場合も，霜による害を防ぐため，収穫は遅らせない方がよい。

　収穫するときの最初の作業は，つるを切り，うねとうねとの間に置くことである。これは，切断機や

刈り取り機・あるいは耕うん機につけたローラで行なう。また，・枯ちょう剤〃と呼ばれる除草剤を使

用することもできる。これは，ほかの雑草と一緒に，カンショの葉を完全に取り除く働きをする。

　塊根を土の中から掘り出すには，耕地が小さければくわでよいが，大農園の場合には，カンショ専用

の耕うん機や収穫磯を使うか，バレイショやテンサイ用の収穫機を転周する。

　カンショは三つくとすぐ腐るので，機械で収穫するときには，傷をつけないよう十分に注意する。

　カンショの表皮の強変は，機械で収穫するための：重要な要素てある。P◎pe（89）によれば，　B∬一

nba㎎1は・収穫前の塊根の強度を蕩めるため，化学物質を使熱することを検討している。またこの点は，

改良計画の中でも最優先事項として扱われている。

　収穫作業のコストを押さえ，機械化するため，カンショの新しい改良品種はすべて，根を深くはらず，

塊根が水平または斜めに生長する特性や，塊根が1本だけ臣大とならす，いくつもの中程度の大きさの

塊根ができるような特性をもっている。

　カンショを掘り起こしたら，少しの間aにほし，付着している泥がよくとれるようにする。

　現在，収穫時の損傷を正確に調へるとともに，湿気や寒さに強い栽培品種を作り出すための研究が進

められている◎

　収穫したカンショはうねの上に並べ（：重ねないこと），箱やかごの中に入れる。ばら積みにしたり，

種み：重ねてはいけない。米国の農罠の中には，容量が1トンの箱を使っているものがある。

　収穫したばかりのカンショより，ある程度保存したカンショの方が質い。これはジアスターゼの作用

により，でんぷんに代って糖分やデキストリンが増えるためてある。
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遺伝と品種改良

　染色体

　1po伽。θα　ゐ碗α脇sの染色体数は，6×騙90で，これはΨi慧gとKehr（104）や，Sha鞭a

とDat残（99）などが調べたものである。

開花

　カンショの花は，異型花柱現象を示す（Poole（87））。　Y甜（112）1まこの点に関し・カンショの品

種を次の5つのグループに分けている。

1．異型花柱。すべてのおしべが柱頭の位置よりも2㎜以上低い品種。

2．中間花柱。1本のおしべが柱頭の長きと同じで，残りのおしべがすべて柱頭より2珊低い品種。

3，中間花柱。卑本または3本のおしべが柱頭の長さと同じで，残りが柱頭より2鯉低い品種。

4．中間花柱。4本のおしべが柱頭の長さと同じで，残りのおしべが柱頭より2㎜低い品種。

5。同型花柱。5本のおしべが柱頭の長さと同じで，残りが柱頭より2圃低い品種。

　カンショの開花は熱帯地方ではよくあることだが，亜熱帯地方や温帯地方では珍らしい。また，開花

数より少ないが，種子の形成も，亜熱帯や温帯ほど多くない。

　泌illeごHern義nde2（77）1こよれば，多くの学畜が，つぎ木や化学物質，日照時間の延長，温

度の変化，つると金網にからませる，などの方法により，亜熱帯地方や温帯地方でカンショを開花させ

ようとしているが，その成果はさまざまである。

不和合牲と不稔性

　カンショの大部分の品種は，自家不和合か不稔性（あるいはその両方）である。

　不和合性のほか，種子の形成も環境要因（とくに温度）や不稔花粉率によって影響されやすく・成熟

分裂中の花粉母細胞の染色体も不規則である。

栄養系選抜

　カンショはよく突然変異を起こす。突然変異はとくに表皮（周皮）の色，肉色，そして確率は少ない1

が茎の色，葉の色などに発生する。

　体細胞突然変異の選択は，最初に大規模に使用された改良方法である。成功例の一つとして，ルイジ

アナの騒iner（76）が行なった品種改良がある。彼は品種“プエルトリコ”の1万6，000の栄養系の

中から，15年以上にわたって米国市場を支配した，かの有名な黙ユニット玉　ボルト・リコ（Uni之

1Porto　Rlco）”を選択したのである。
F。・g。。臨・ト，クマ・T。cm・・で罐・ブラシ・一ラ・ブラ・カ（B・asi1・・a　B1・…）”1・

ついて発細した茎と葉の突然変異の中には，浅裂葉のクローンCと緑の茎のクローンDがある。

　有性生殖による改良の先駆者は，フィリピンの泌e駆dio肱（74）であるが，この改良法を飛躍的に進

歩させたのは，温帯地方での開花の種子生産技術を確立した歴iller（76）である。

形質の遺伝

　組合せ能力

　ムi（60）は，カンショ5品種の交雑組合せ能力に関する興味深い研究を発表している。研究対象と

なったのは，3種の形質についてである。

㈱私信
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　表皮の色、

　カンショの表皮の色は，白色，クリーム色，褐色，赤褐色，紅色，紫色である。

　　　　ノ　冠eτnandezら（44）によれば，表皮の色が同じかまたは色が異なるカンショをかけあわせた結果

は次のとおりである。

白×白　　　白

クリーム色×クリーム色

クリーム色×赤褐

赤褐色×赤褐色

赤褐色×紅色

紅色×紅色

紅色×紫色

白

クリーム色

赤褐色が支配的

赤褐色と褐色が支配的

赤褐色が支配的

赤褐色と紅色が支配的

紫色が支配的

色のついた表皮は，白色またはクリーム色に対し，不完全な優性であった。

　肉の色

　He：ピnざ滋dezら（43）は・色素（主にβカロチン）によるカンショの肉の色の遺伝について研究し，

白色はオレンジ色に対して不完全な優性であること，オレンジ色はカロチノイド色素，とくにβ一カロ

チンによること，相加遣伝子（おそらく6個）がカロチノイド色素を調節していることを発見した。ま

たカロチノイドの含有量が中程度が多いカンショをかけあわせると，生体で平均12．8～15．8㎎／100g

の色素含有量をもつ子孫が生まれる。一定の親を交雑すると，超越分離を示す場含もあった。

　ガードナー測定器（medldor　Gar撫er　de　dlfere難cla　de　colores）で計ったL値とaL

値は・塊根のカロチノイドの総含有量と相関関係にあった。すなわち非常に有意な負の相関関係がカロ

チノイドとL値の間に（γ＝0．89），またカロチノイドとaL値との間には正の相関関係（γ竺0，91）

があったのである・したがってaL値と色により，カロチノイドの総含有量を推定することができる。

　WangとLin（107）の研究によれば，白い肉色の品種にはカロチンは含まれていない。また，カロ

チンの含有量が多くなればなるほど，肉色のオレンジ色も濃くなる。カロチンの含有量の多い系をかけ

あわせると，子孫もカロチンの含有量が多くなる。

　乾物の含有量

　ルイジアナ（44）における砥究によれば，乾物の含有量の異なるカンショをかけあわせると，子の乾

物の含有量は親の中間となる。しかし，これに反する場含もいくつかある。このような形質は，多くの

場合，遺云子の相加的効果によるものである。

　P囎α冠襯に対する抵抗カ

　ルイジアナ（44）で行なわれた実験によれば，F％sαγ騙常に対する抵抗力の強い品種と非常に強い

品種をかけあわせた場合，ならびにやや強い品種とやや強い品種をかけあわせた場合が，∬1％8αγ加伽

に対する抵抗力という点で最も良い結果が得られた。

　この抵抗力はおそらく，相加的効果をもつ6個の遺伝子の作用による量的形質と思われる。

品種改良

ルイジアナ（77）の品種改良計爾の対象となっているのは次の形質である。

1．

2．

3．

塊根の収量

β一カロチンの含有量

調理性（パン化，罐詰化，フレークの生産と冷凍化）
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4．塊根の形状

5，保存性

6．表皮の色

7　乾物の含有量

8．』主な病気（刃％sαγ伽鵬，コルク化，土壌中の腐敗）に対する抵抗力

9．線虫に対する抵抗力

　上記形質の大部分は複数の遣伝子によって支配されているので，必要な形質をそなえた組換えを行な

うためには，多数の交雑後代を得るか，多湿交雑を行なう必要がある。

　ルイジアナ計i勘による選抜隠標は，年間3～4万個体から10万個体に変更された。

　いくつかの系統は，多収性を高い確率で子孫に伝える品種センテニアル（Ce郎eniaDのように，すぐ

れた組合せ能力をもっている。

　興味深い品種改良計画を実施しているのは，ジョージア（米国），日本，中国，プエルトリコ，ペル

ー，ブラジル，アルゼンチン，トリニ・ダード，それにアフリカの一部である。

　自家生殖技術

　開花する前日の午後に，花が開かないよう花のつぼみの先をクリップで止める。翌朝つぼみをたたき，

花粉が柱頭の上に確実に落ちるようにする。自家生殖済みの印（“×厚）を日付を書いたラベルをはる。

交雑技術（他家生殖）

　正確な：方法：

　午後，開花する前に花のつぼみの花冠をとり，除雄する。次に笛の先のように切ったストロー（もう

一：方の先は曲げておく）で花を保護する。翌朝，ストローをとり除き，ほかの花粉が柱頭についていな

いのをルーペで確かめた上，ピンセットを用いて受粉する。受粉後はもとのようにストローをかぶせ，

交雑した相手の品種名と日付を書いたラベルをつける。

　大量交雑方法：

　早朝（昆虫が出てくる前），受粉用の花粉を残し，苗床内のすべての花を武雄する。そしてすぐに一

括方式で受粉させ，クりップで花冠を閉じる。最後に交雑した相手の品種名と日付を書いたラベルをは

る。

　8賃問以上花がそのままであれば，それを受粉した証撚である。表皮に膓をつけた種子または切断し

た種子（ただしcor鳩竃aはっけておく）は，範の中にまく。45～60日後に一望目の選抜を行ない。

圃場に移殖する。なおこの際，主根を切り，表皮と肉の色乳液の含有量，そして酸化力を調査する。

　品種改良方法

　例として，」ON猛S（51）が行なった多系改良方法を紹介する。この改良法では，系統選抜よりも循

環選抜を優先し，上下位性が最大限に発揮されるよう，差の大きい品種を使用する。

　この改良法を図式化して，第39図に示す。基本集団の形成には，齎種家が選択した品種を嗣いる。

しかし親の選択に際しては，最大限の変異性が得られるよう注意しなければならない。この租的のため，

また過度な近縁交配を避けるためにも，近縁関係にない品種を採用するのがよい。4品種だけの基本集

団で改良を始めることもできるが，親の種類をもっと増やした：方が，遺伝的潜在能力が高まる。

　近縁交配関係にない品種を20種用意するのが，代表的な変異性を得るために最適と思われる。しか

しこの点については，正確な資料はない。親の数をもっと減らす場合には，交雑を調飾し，雑種第一一代

が親の遺伝的能力を受け継ぐようにしなければならない。
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　多数の親を用いる場合には，反復多年交雑法と昆虫による受粉を利用すれば，十分であろう。遺伝子

構成を適切にコントロールするには，第一世代の各親の種子の数を同数とすればよい。

　最初の交雑に続くすべての世代では，集団は任意交配によって増殖・維持され，あるいは昆虫を媒介

とする受粉を行なう。集団の大きさについての正確な資料はないが，開花が良好であれば，500個体で

十分であろうと思われる。次の世代を得るためには，各回の種子（胃壁同数）を機会的に混ぜなければ

ならない。また，単純な肇国形質についての選抜は，4～5世代あとまで避けなければならない。これ

は，このような選抜が染色体上の配列を保持することになり，有効な組換頻度が減少するからである。

世代がすすめば比較的大きな組換え単位が形成され選抜を行なうことができる。

　任意交配で基本集団を形成してからは，いろいろな手法が可能である（第4世代以降）。改良の目的

や実施すべき選択に応じて，基本集団から副集団を分けて遺伝的改良をすすめることができる。

　基本集団の任意交配を行なっている間でも，有望系統が生じたら，それをさらに確かめる実験をする

ためにそれをとり出すことができる。

　余分の種子は，種子の生産に失敗した場合や，遺伝的浮動により望ましい形質が消滅した場合にそな

えて，保存しておかなければならない。農学的に価値のある余った種子は，すべて通常の方法で栽培し

選抜することができる。

　この方法の長所は次のとおりである。染色体内二二と染色体間組換を同時に利用できる。各世代の新

しい上下位性効果を表現することができる。上下位性効果を固定，伝達するため，不慮の損失を防ぐ。

毎年，確実に改良が前進する。入手による交雑が不要である。詳細な記録をとる必要がない。短所は，

任意交配で集団を確立するのに時間がかかることである。

　」0艮冠Sによれば，遺伝的進歩を最大とするための選択のタイプと：量の問題は，まだ未解決である。

また，新しい集団を使わずに，新しい変異（病気に対する抵抗力）を導入するための技術も確立されて

いない。これらは将来解決できる問題であり，本改良計画の利用をさまたげる障害となってはならない。

両親4～20種
　　（相互交配）

第1，第2，第3世代
　（無選択）

隔離され，昆虫を媒介として

受粉したサツマイモの個体数

：500個体

すべての世代で望ましい

カンショの個体を選抜する

種子（等量を混合する）

第4世代
（選抜を始める）

隔離され，昆虫を媒介として

受粉したサツマイモの個体数

：500個体

余った種子の保存

余った種子を通常の

方法で試験する。

種子（等量を混合する）

育種目標に応じた副集団 500個体は上記と同様に，

選択せずに世代すすめる。

第59図　カンショの品種改良計画図

　　　　　　任意交配で集団を確定するためには，無選択の4世代

　　　　　を必要とする・次の世代からは，選択により，特定の目

　　　　　的に応じた選抜を行なうことができる。
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品　　種

　アルゼンチンの品種

　トゥクマン（34，35）でFolqueごが指奪した計画により，トゥクマーナ・マンテコーサ（Tr

cuma舩搬anもecosa），トゥクマーナ・り一サ（Tucumana　hsa）などの品種が誕生した。

　トゥクマーナ・マンテコーサ（TびCUMANA　MA賛丁猛COSA）：（Unlt　I　Porも。　Rlco×Peli－

can　Proeessor）xBraslle玉ra　BraRc鼠の多系交雑によって育成した。塊根の大きさは中ぐら

いで，鴎色はオレンジ色。保存がきき，病気・害虫に強い。

　トゥクマーナ・り一サ（TUCUMANA　LISA）：塊根の大きさは中ぐらいて，乾季と霜に強い。早生。

保存性にすぐれ，生産性が高い。

第40図　アルゼンチンの品種“トゥクマーナ・マンテコーーサTuザ

　　　　。鵬。。。m。。もec。，。”塊根は球状て，離はオレンジ色・

　　　　ベネズエラでは6～7カ月でできる◎

　ペルーの品種

　カンショの品種改良は，かel　Goτpユ。（18）がカニェーテ実験場（EstacloR　Exper珈entaI

de　Canete）で行なっている。主な改良品種は次のとおりである◎

　シードllング50（SEEDH鐸G　50）：パラモンギーノ（Paramongumo，品種名）の自然交雑

によってできた。

　チリナンゴ（CHIUNAM｝0）：肉色は白色，でんぷんの含有量が多い。塊根｝こっく線虫てある

胚θio掘09騨θspμに強い。
　クローン9（CLON　9）：パラモンギーノから得られた。肉色はオレンジ色，カロチンに富む。高収

性。

　トルヒリャーノ（TRUJ　lLLANO）：オレンジ色の肉色て，料理用としてすぐれている。

　マレーニョ（MALENO）：1匠部。嘱。鮒％θspp，に非常に強く，収穫せずに1年間地中に放置してお

いても品質に変化がない。

　ベネズエラの品種

　カンショの品種改良計画はないが，マラカイのベネズエラ中央大学農学研究所塊根塊茎部が実施して

いる品種試験計画である。

・ノピア（C。。。P、a），列オー　・・モラーダ（C…ll・m・rad・）・サマネーラ（S・m・ner・）・

サン・マテオ（San　Mateo）・タカリグァ（Tacarigua），ヤラクイ（Yaracuy）といった一連の在来
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品種や，UC－700のような外来品種が存在する。

　現在栽培されている中で最良の品種は，メキシコ産のカテマーコ（Cate磁aco）とクイツェーオ

（Cuitzeo），それにカリフォルニア産のUC779である。

　カテマーコ（CATFMA．CO）：表皮は淡いオレンジ色，肉色は濃いオレンジ色である。栽培期間7カ

月。カロチンの含有率が高い（食用部分1g中約40㎎）。高収性。

　クイツェーオ（CUITZ£0）：表皮は赤瞭がかったオレンジ色，肉もオレンジ色。栽培期間5～6カ

月。カロチンの含有量が多い。高収性。

　UC779：表皮も肉もオレンジ色。栽培期間5～7カ月。カロチンの含有量は普通で，20～30

㎎／倉。高収性。

第4径間　“タカリグア（Tacarigua）”（ベネズエラで栽培さ

　　　　れているカンショの晶種名）塊根は不規則な円すい形。肉

　　　　色はオレンジ色がかった黄色。栽培期間5～6カ月。

第42図　“ヤラクイ（Yaracuy）”（ベネズエラで栽培されてい

　　　　るカンショの品種名）塊根は紡鐘形で，肉は黄クリーム色。

　　　　栽培期間6～7カ月。
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　　　　の品難名）塊根は円すい形。肉色は濃いオレノノ色。へ才

　　　　スエうては7カ月て裁培てきる。
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第45図“クイノェーオ（Cultzeo）”（メキノコ産のカノノヨの

　　　　品種名）塊根はた円形て，肉色はオレノノ色。ヘォスエラ

　　　　ての栽培期間は5～6カ月。
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第46図　“UC　779”（カリフメルニア大学で開発されたカンシ

　　　　ョの品種名）塊根は紡鐘形で，肉色はオレンジ色。ベネズ

　　　　エラての栽培期聞は5～7カ月。

第47図 ベネズエラ中央大学農学研究所マラカイ実験場。

カンショの品種を試験しているのが見られる。

第48図　“カテマーコ（Catemaco）”（メキシコ産のカンショ

　　　　の品種名）同化器窟（葉）が多いのに注意。熱帯地方での

　　　　乳牛用の飼料として利用てきる。
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米国の品種

米国で栽培されていたカンショの古い品種は，ナンシー・ホール（Nancy　HaII），サザン・クイー

ン（Southern　Queen），クレオール（Creo至e），トライアンフ（Tri疑磁ph），イエロー・ジャージー

（YeHowJersey）などである。

　しかし1908年1こプエルトリコからマメイータ（Mameyita：カンショの品種名）が移入され（米国

ではボルトリコ（Porも。尉co）と命名），料理用としての品質のすばらしさ，保存性のよさ，長距離

の輸送に耐えることなどがら急速に広まった。

　現在，カンショの作付面積の70％を占める品種はセンテニアル（Ceaもen三al）（77）で，これは表

皮が光沢のある赤褐色で，濃いオレンジ色の肉色をしている。また塊根の形がよく，生産性も高い。

　米国で栽培されているこのほかの重要な品種としては，ユニット1ボルトリコ（U琵it　I　Porto

Rico），ネマゴールド（Ne搬agold）・ジョージア・レッド（Georgia　Red），それに一連のジャー

ジー（Jeysey）品種がある。

　日本の品種

　日本（37）で栽培されている食用の主な品種は，ベニアカ，太白，農林1号などである。また食用

およびでんぷん生産用の品種として，源氏，護国　，農林2号などが，でんぷん生産専用の品種として，

沖縄10◎号，タマユタカ，コナセンガン，コガネセンガン，高系などがある。食用の贔種のでんぷん含

有率は20％前後で，でんぷん生産用の場合は27％に達する。塊根の生産量は亙6～34鉛n／haで

ある。

病　　　署

　糸状菌病と丁丁病

　“プト1，シオン・デル・タリョ（PUDRICION　DEるTALLO）またはマルチテス（MARCRIT－

EZ）”

　F粥α幅脇。コ　粥po働鵬∫：bα語偽εが病原菌で，米国と日本によくみられる。防除法は，遣伝的

にこの病気に強い品種を栽培することである。

　“プドリシオン・ネグラ（PU】）鼠王CION　NEGRA）　”

　病原菌はCθγ碗〇四s拓s∫鶴b面碗αで，カンショを栽培している圏の多くでみられる（4，71）。

菌はカンショの地上部と塊根をおかす。防除法としては，輪作がよい。これは，菌が適轟な宿主がいな

いと，2期以一ヒ生存できないからである。また遣伝的な抵抗力をある程度もつ贔種もある（68）。

　この菌の宿主としては，カンショ以外に，E卿θαbγα師尻επ師s，Coノ∫θααγα尻。α，7肋。酔一

〇㎜cαoαo，P乙αホαπ％s　ooo6dθ幅α瓦s，Pγ％％％SSPP．などがある。

　“プドリシオン・ブランダ（PUDHICION　BLANDA）”

　病原菌は飾舘op粥碗0飴幅∫θγで，主として塊根をおかす。この病気は主に亜熱帯地方で発生す

る。防除法は，菌が入らないようカンショに傷をつけないこと，また傷がついたら，保存前に手当てを

しておくことである。

　カンショの新しい選抜系統の中には，この病気に対する抵抗力をもったものはまだ発見されていない。

　“プドリシオン・ネグラ・デル・アルマセン（PUDRICIO層NEGRA　DEL　ALMA．CEN）”

　病原菌はβ0抗曙od⑫‘od毎施擁γ唇coZαで，保存中の塊根や苗床の苗をおかす。病気の発生地域

は，かなり広範にわたる。（4．71）。またCθγcospoγαう飢α琵odαとC艀cospoγα②po鳴。θαθ

は，カンショの葉を傷つける菌である。葉をおかす菌としては，ほかに，P吻π03師。施b碗碗α8

とA防％gO⑫伽0θαθpα媚鯉α％αθがあるが，これらの菌に対しては，新品種の中にある程度の遣伝

的抵抗力をもつものが発見されている（69，74）。
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　その他の菌病と細菌病

　顛aごtin（71）は，醒。幅知画α碗θs　6％∫％soα％s．cos砕αによる菌病を重要な病気としてあげ

ている。これを防除するのに一番良いのは，病原を取り除くことである。また，塊根から生える芽の代

わりに，さし木（茎）を使用するのも病気の予防に効果をあげている。8砕θμ0倣脚θ8吻0糀0θαは，

とくにpHが5．2以上の土壌で腐敗させる。防除法は，基本的には，：：ヒ壌のpHを5．2以下に保つことで

ある。しかし，pRを下げるときには，輪作の場合など，そのときの栽培作物に適したpH値を常に念頭

に入れておかなければならない。泌aτ℃in（7王）は，この病気に大変弱い品種としてユニット1ボル

トリコ（Unit　I　Porto　Rico）を，またある程度の抵抗力をもつものとして，ハートゴル（｝｛eart－

go1）とアカディアン（Acadian）を，そしていくつかの新品種をこの病気に強いものとしてあげてい

る。80房γo擁㈱γoげε弱は，地上部と塊根の両方に円形のシミをつくる。この病気は，温帯地方

の苗床で，塊根を使用する場合によくおこる。防除の方法としては，苗床の土壌に化学処理を施す。

　このほかの垣下の病原菌としては，OoZθ08pOγ6㈱吻伽0θαθとE厄20p％S訂oio幅∫θγがあ
る。

　ウィルス病

　最も頻繁に起きるウィルス病は，アブラムシが伝染の媒介をするインターナルコルク病で，塊根の組

織が死滅する。地域によってはこの伝染病が深刻な被害をもたらすところがある。最も効果的な防除法

は，病気にかかっていないカンショを病気の株から離して栽培すること。あるいはセンテンアル（Cen－

te瓢aD（77）・ジュリアン（5uIian），ナゲット（Nugget）（90）といった抵抗力のある品種を

使用することである。このほかにもカンショのウィルス病は存在するが，局地的なものばかりである。

害　　　虫

　最も一般的な甲虫

　“ピーチェ（P圭che）”・C郵α8∫o僻冠。α7伽s（ColeoPもera－Curcuhonidae）

　メスが茎と塊根に卵を生みつけ，幼虫が穴をあけるので，カンショの商品価値が失われてしまう。塊

根にこの虫がついたまま倉魔に移すと，大変な被害を引き起こすので，収穫時に十分注意しなければな

らない。防除法は，輪作や殺虫剤を定期的に散布することである。この害虫は，ヨーロッパ，アジア，

アフリカ，太平洋諸島，南北アメリカ（100）といった具合に，世界各地に生回する。

　粘アリモドキゾウムシ（Gorg鱒。）”，刀％sσθpθs　posオ∫αcZα施s（Co圭eoptera－Curculion－

idae）

　アメリカ大三原差の害虫で，南米，アンチル列島，太平洋地域に生息する（100）。

　カンショの塊根をおかすが，Wiユ1e（108）によれば，まれに茎を食べることもあるとのことである。

環境の変化に強く，在来植物にもつく。

　Hoha胃ay（46）がすすめる防除法は次のとおりである。

　連作をしないこと。虫のついたカンショを始末し，ほかの株に移らないようにすること。新しく植付

ける場合には，虫のついていない茎（とくに頂端部の茎が望ましい）を使用すること。

　灌概地で栽培する場合には，うねの上ではなく，水位の下1こ茎を植え，よく灌概をすること。

　割れ目などできぬよう，耕地をよく手入れし，塊根が常に土でおおわれた状態にしておくこと。

　カンショが成熟したらすぐに収穫すること。収穫しないでそのままにしておけばおくほど，虫のつく

危険性は高くなる。

　収穫前に茎は燃やすか，ほし草をすること。

　栽培しているカンショの隣にのらばえが生育しないようにすること。のらばえが生育すると，これに

虫がつき，カンショにもうつる危険があるので，輪作の目的の一つである虫の繁殖の防止を完全に実行

することができなくなる。
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　このほか，栽培中1こ薬剤防除を行なうことも可能である。

　Cockeτha皿とDeen（21）はルイジアナに，　poole（87）はハワイに，そしてDel　Ca，z’Pi◎

（15）はペルーのカニェーテに，このアりモドキゾウムシ1こ強い品種があると指摘している。

　“穿孔虫（Ta呈adrador）”，　Mθgαs傭s　spp．（ゐepidoptera－Pyralidae）

　この昆虫の幼虫がカンショの茎，とくに基部の近くを食い荒らし（86），ときには塊根まで食べるこ

とがある。

　“カチュード（Cachudo）”譜マラドーバ（Maradova）弓“マラドーバ（Maradova）”，“アレ

ビッりや・エスフィンへ（A玉ev1Ba－esfinge）”，丑θγsθ06πg協碗α（Lepidoptera－Sph－

ingidae）

　幼虫（黒色で，横に黄色α）すじが入っている）がカンショの葉と茎を食べる。防除法は，ピーチェ

（Piche）の場合と非常1こよく似ている。

　“クェルードス（Cuerudos）”，　P¢odθ働②α，アθZ厄αsp．（Lepidopもera　Noctuidae）

　これらの昆虫は，何年にもわたりカンショを食い荒らす。Pγo面幅αの幼虫は，とくに雨季のはじめ

に発生する（86）。薬剤防除により駆除できる。

　“コキート・プルガ（Cogui．to　pu王ga）”，σんα碗ooπθ瓢spP・（Coleoptera－Chrysome一

玉idae）

　成虫が葉を食べ，穴をあける。しかしそれ程大きな害はない。

　“アブラムシ（Afidos）”，Ap厄s　go8s忽p駁Homoptera－Aphididae）

　“インターナルコルク病（Corcho　intemo）”（54）の病原媒介昆虫である。

　“白バェ（Mosca　blanca）グ，βθ帆惚②αspp．（Homoptera－Aleurodidae）

　WiUe（108）は，ペルーで最も一般的な害虫はアりモドキゾウムシ（E％soθpθs　posげα04α一

伽s）であると述べている。また，このほかの害虫として，葉の裏にっき，樹液をすうシガリータ（ci－

garrita）飾↓poα80αspp・（Homoprera－CicadeHidae）や，葉に丸い穴をあける習鈴商γ物spp．

（Coleoptera　Chryso顧elidae）などのハムシ類をあげている。

　線虫は一般に，カンショの栽培上深刻な問題となっていない。主な線虫は，躍配。昭og騨θsp．E－

o勾惚％oん嘱鴛s悌幅∫oγ慨盛sなどである。

　駐a田a漁，Mart瓦nおよび恥r餓ndez（40）や，αentiエe，K加bleおよびHa・陥（39）

は，線虫に対する遺伝的抵抗力のある品極についての研究をまとめ，線虫に強い品種として，ネマゴー

ルド（喪emagold）やハートゴールド（Heartgold）をあげている。．

　保　　　存

　カンショを収穫するときには，必然的に傷ができるが，この傷は，微生物による病気の感染や，水分

がなくなってしわのできる原因となる。

　しかし，“キュアリング〃と呼ばれる処理（塊根を10～15貝間，温度30℃，湿度85％の状態

の中で保存する）をすれば，傷の表面にコルク状の保護膜ができ，病原微生物の侵入を防ぎ，水分の滅

少を遅らせることができる。

　その後の保存は，気温13～15℃，湿度85％に保てば，4～6カ月聞は十分にもつ。

　保存に際しては，気温が14℃以下にならないよう注意しなければならない。これは，気温10℃の

状態が2～3週間も続くと，カンショに害となるからである。

　あらかじめ“キュアリング”させたカンショは，“キュアリング”していないカンショに比べ，寒さ

に対する抵抗力がある。

　カンショの選別は，保存中ではなく，出荷の三下に行なわなければならない。また，保存する前に，

カンショを洗ってはならない。
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　カンショを保存する倉庫は，カンショを入れる前によく洗い，消毒しなければならない。また，ネズ

ミに対する予防借置をとらなければならない。

牌こは・ホルムアルデ・ド（フ・・レマ　ン）（灘36％の製品）の3％水溶灘よい．また混

虫防除用には，10％のDDTを散布する。

餌を気温・4℃・湿度85％1・保つ・・は，設備・スト縞くっくため，化学物質を使肌て，常温

下でのカンシ・の保存性忌める懇が行なわれている．実験成績がよかったのは，ナフタ・，ン酢酸の

メチルエステルである・このE酷NA（製品化されている）を1・・kg・・つき4・cc闘するのである。

適用方法は・EMANAを紙などに浸みこませ，カンシ・とまぜるのである。

成 分

第42表　カンショの塊根の平均成分（食用部分100g中，生体）

成 分

水

た

脂

炭

セ

蟻

灰

カ

リ

ん　　ぱ

水

ノレ

酸

　化
ロ　　　一

不　溶

ル　　シ

　　分鱒
く　質19）

　　肪（9）

　　物　（9）

　　ズ　（9）

　　物　（9）

　　分　〔9）

ウ　ム伽g）

　　ン（mg）

70．0～73．0

　1．4～　2．4

　03～　0．8

22．0～28．0

　0．6～　至，0

　1．0～　王．5

　0．7～　1．2

70．0

200．0

アミノ酸（N＝16％）

ア　　ル　　ギ　　ニ

シ　　　ス　　　チ

フェニルアラー
ヒ　　ス　　チ　　ジ

イ　　ソ　　ロ’　イ　．シ

ロ　　　イ　　　シ

リ　　　　ジ

メ　　チ　　オ　　ニ

ス　　レ　　オ　　ニ

ト　り　プ　　ト　フ　　ァ

チ　　　ロ　　　シ

バ　　　　　リ

アスパラ　ギ
グ　ル　タ　ミ　ン

ア　　　ラ　　　ニ

グ　　リ　　シ

プ　　　ロ　　　リ

セ　　　　　り

　ン

　ン

ー　ン

　ン

　ン

　ン

　ン

　ン

　ン

　ン

　ン

　ン

ン酸

　酸

　ン

　ン

　ン

　ン

5．7

1．1

4．9

1．8

40

5．6

4．2

1．7

5，4

3．1

5．2

25．0

9，7

4．2

3．8

3．4

4．7

（出　　所）
B難sson（11）

一136一



（

0

1

黙

ヤ

1卜

卜

1卜

H

’曽

て（
）…i謬

（婬
蚕、
慰岳
9匿bO
　くつ

Φo
掻同
e（§
鴇鴇
瓜旺
汎郵
尺）

鴎

噂

．三

明
・朕

ミ

8

涜・
ヨ含
ぢ8
虚×

暫ム
鼻。
莚×

こ豊

ぽ

ふ豊
ミ

￥⑰
愚）

1

口〔聾
ミ

　9憂

身藝

継

．懸

ロ呂

σう

①
尋

コ

H
N
eq

d

oつ

ゆ
寸

ト
バ
凶

卜

。
Φ
σり

ボ
璽
の

ご

囲

㏄
oり

d

一　　　し◎

偲　　翰
ゆ　　 ぜ

ご　ご
囲　　　　剛

の　　 の

怨　ε

矧　　 OD　　　O
⑳　　e穿　　o
oつ　　①　　

卜二

ご　貿　ご
囲　　　　剛　　　　囲

ず　　 雫ド　　 （♪

肖　　　」o　　　㏄

d　 d　 d

ば）　　 o　　 oO
H　　　ζつ　　　ト
d　　s　　s
ご　71　ご
画　　　 H　　　 囲

§§§

◎Q　　 eq　　 ㊤　　 く◎　　 F唱　　F→　　 O　　 F嘩　　 F擁

＄　謂　辱　等　審　竃　蕊　暮　嵩

卜
卜

N
卜

㏄　　 o
目　　（⊇
φ　　oう
Φ　　　卜

①　　　o　　 卜
。　　碗　　の
s　　 σ》　　o
り　　 o　　　卜

N　　　◎D　　 O
tΩ　　の　　ゆ
　　oつ　　6の

ゆ　　 ト　　 ⑩

o　　 o　　 o　　 o　　 o　　 o　　 o　　 o　　 o
霧　翰　蕊　農　蕊　＝　寒　巴　器

。　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　o　　oαつ　　c織　　㊤　　 《）　　博　　 ◎o　　』r）　　一　　 ば）　　o
　　F「　　　　　　　　　　　　　　　F「　　　　　　　目　　　　　　　 7→

eq

g
H
◎○

の

Q
N
◎○

ぱ）　　　「くド

OD　　Nの　　N
ト　　　oO

ζ＼】　　　co　　　卜

　　oつ　　N璽

Φ　　め　　o
卜・　　 卜　　　◎○

む　　 くめ　　 の

器　專　撃
卜・　　　OD　　　卜

。　　 cり　　一　　 ㏄　　 rド　　O　　 G◎　　の　　
σ｝

器　爲　論　臼　雲　器　9　臼　顕

7一嘔　　　噂

⑱　　寸
。　　d

矧　　　響
く⊇　 ρ

り　　 ㊤

む　　　 バ　　 し　　　 し　　　 　　　 　　　 ト

＄　8　ε　ε　ε　怨　怨

リ　　 ミド　　 の　　　し　　　　バ

等　器　＄　鍔　鋸

H　　 寸　　 し◎　　 σ》　　囲　　 c6　　 ㎝
興　 喚　 ⑳　 α～　嘲　 e窪　 踏

。◎　　cq　 ・cq　　N　　 C◎　　oつ　　eq

N
◎り

b
cq　　 o　　 o　　 o　　 矧
。　 ◎○　 層　 こ～　 q
　　d　　り　　Qq　　o6
　　r「　　　　　　　　F→　　　 囲

　　　　　　　　　、2　　　　　　＜へO　　　　　　　　 Q
よ語　＿　貫蚤
卑窪承　自ギ愈雷
　　　（ゐR硫（・＜
　　　＜＝・麟　 国｝剛
　　　　　　　ト

H
り
d

◎う

N
e蟻

αう

αり

d

c◎　　 噂　　 ゆ
ば）　　oつ　　σ～
　　め　　矧尋

望ト　　 7一弓　　C◎

卜　　h　　η畿　　畿　　N

ト
リ

洲
剖

H
り
め

⑩
噂
d
円

箔三養暖1劃回田言意穫糧
澄薙竃羅三徳箋替着遷逢

　　　＜　　　　（　の　　（　　○
螂餓　 く　 国

一137一



　第42表から，カンショがすぐれた炭水化物源であることがわかる。とくに，前述したように，熱帯

地方での栽培期間がわずか5～7カ月であることを考えれば，それはなおさらのことである。ほかの塊

根と同じよう1こ，カンショのたんぱく質含有率は低く，食用部分100g中1．4～2護gである。　しかし，

このたんぱく質にはりジンが4．2％も含まれており，生物学的に価値の高いものである。

　第43表は，ベネズエラで栽培されているカンショの成分を品種別にまとめたものであるが，これに

よると，無機物質，たんぱく質，セルローズ，それに炭水化物の含有量については，品種閥にほとんど

差のないことがわかる。これとは反対に，品種によって含有量に差のある成分は，脂肪（サン・マテオ

の0．33gからコノピアの0．91gまで），カルシウム（イスレーニャの50mgからモニアータ・ブラ

ンカの130磁gまで），そしてリン（サマネーラの150mgからボルトウゲーサの400mgまで）であ
る。

　カルシウムー，ン比は低い（平均0．30）。しかし，カルシウムーリン比が高い（1．5以一ヒ）ものに改

良するには，非常に役に立つであろう。すなわち，カンショを使えば，カルシウムーりン比を理想的な

1～L5とすることができよう。

第44表　カンショの葉と飼料トウモロコシの成分比較

　　　　　（サンプル100g中，乾物）

成 分 カン．ショの葉 飼高閣トウモロコシ

水

た

脂

炭

セ

灰

栄

ん　ぱ

水

ノレ　　　ロ

養

　　　肥船

　く　質｛9）

　　　肪（9）

化　　物19〕

　一　ズ（9）

　　　分（9）

　　　比

16．76

8．29

334

68．61

8．71

1LO　3

1：9

19．10

6．63

　1．68

59，84

24．69

6、73

1：10

（出　　所）　ラ・モリーナ農業試験場（リマ）

　カンショの葉と飼料用トウモロコシの成分を比較した第44表1こよれば，前者の方がたんぱく質の含

有率が多く，繊維分（セルローズ）は少ない。また，第45表に示されているように，カンショの葉の

可消化栄養分は55であり，飼料用のトウモロコシより栄養価の高いことがわかる。

　ある研究によれば，米国の温帯地方で栽培されているカンショの塊根の水分は，65．35～76．02％で

ある。また，下野の降雨量の少ない地域では，カンショの品質が低下し，雨の少ない年は平年に比べ，

固形物とでんぷんの含有量が少ない。

　カテコール・システムのオキシダーゼ（貝にほすと肉色を黒くさせるフェノール化合物をつくる）含

有量は，色の濃度と逆比例の関係にあることが多い。

　メキシコの一部の地方では，カンショの若芽をサラダとして食べるが，この若芽にはビタミン類とた

んぱく質が豊憲1こ含まれている。

　ペルー（5）では，牛の飼料用のカンショの葉の成分，消化係数（coeficiente　de　digestibili－

dad），消化栄養素，栄養比（relac主on　nutritiv＆）について研究を行なったが，その結果を次表

に示す。
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第45表　カンショの葉の消化係数，消化栄養素，栄養比（5）

葉の成分
水分82．9％

消化係数

（％）

消化栄養素

　（％）

乾　　　　　　　物

た　ん　ぱ　く　質

脂　　　　　　　　肪

繊　　　　　　　維

非窒．素エキス
灰　　　　　　　　分

目　ル　　シ　　ウ　ム

リ　　　　　　　　ン

18．04

1．79

0．66

4．73

7，95

289
0．50

0．10

54．69

51．70

58．59

52．87

67，10

0．92

038
1．70

5．33

栄養比18，58消イヒ栄養分（車乞燥状態）　一　55．08

　カンショのほした葉は繊維分が少なく，綱料とは呼べないが（定義によれば飼料とは，乾燥状態で繊

維分が18％以上の食糧という），濃厚飼料の材料として使用できると思われる。

　用　　　途

　カンショの用途は，丁目と飼料用に分かれる。また，食用のカンショは調理したときの肉質の状態に

よって，“粉質のカンショ”と“粘質のカンショ”に分けることができる。

　カンショの塊根は，生のままでも，罐詰にしても，乾燥させても，また飼料としても使用できる。

　カンショは現在までのところ，でんぷんを商業的に生産するための原料として使われたことはない。

これは，トウモロコシやソルガム，あるいはキャッサバに比べて生産コストが高いためである。

　po◎1e（88）がハワイで行なった実験によれば，日乾して作ったカンショ粉に大豆の粉を少し加える

と，大麦粉の代替品としてりっぱに通用する。

　カンショの葉には，生の状態で139～1．79％のたんぱく質（第44表と第45表参照）が含まれて

いるが，粘質であるため，その抽出は困難であり，現在までのところ医業化には成功していない。しか

し，西アフリカでは野菜として生のまま利用されている（11）。

　昔からカンショを…豪蓄絹の飼料として利用するケースは多く，たとえば豚用（19，58），牛用（72）

鳥用（30，59）・：闇闇（5）などの／飼料となっている。

　カンショの粉は，パンの製造にも使われ（49），ペルーのカニェーテでは，小麦粉7，カンショの粉

3の割合で使用している（17）。

　またカンショは，トマト・ケチップをつくるときの増量剤としても使われる。ガイアナでは，カンシ

ョとキャッサバを混ぜ，発酵飲料を製造している。サントドミンゴでは，カンショにサトウキビの糖蜜

を加えて発酵させ，“マビ（Mabi）”と呼ばれる濯をつくっている。

　米国では，カンショの罐詰をかなり生産している。めe憩areeら（29）は，罐詰用に適した品種とし

て，ゴールドラッシュ（Goldrush），サンサイド（Suansyde），デマブールド（Demagold）・セ

ンテニアル（Ce煎enial），ナジェット（Nugget）をあげている。

　また，De磁areeは，カンショ罐詰産業発展のための必要条件として，下記の点を指摘している。

1．

2，

3．

罐詰用1こ適した品種の確保。

加工用カンショの適切かつ継続的な供給。

農作業および罐詰加工作業の適切な機械化。
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　4．“キュアリング”および収穫前の取扱いに関する規準の設定。

　5．、加エによる高い損失の減少。

　6，標準的な罐詰法の確立。

　適切な品種については，すでにいくつか紹介した。

　原麟であるカンシ・の供給に関しては，植付時期と収穫期を変更すれば，調整可能である。

　栽培の機械化については，運搬から収穫まで，ほぼ完全に機械化されている。

　加工に関しても，カンショが一旦工場に着けば，あとの作業は完全に機械化されている。ただ一ケ所，

人手が必要なのは，病気や害虫，あるいは機械や生理的な原因によるきずものカンショを選り分けると

きである。

　加工前のカンショの“キュアリング”と取扱いは，すでに一般化しており，技術的にも高度なもので

ある。また，罐詰化されるカンショは，ほとんどが収穫直後に加工されている。

　加工中の損失の二三については，まだ来解決の重要問題といわなければならない。

　Huffington（47）が推薦している中ぐらいの大きさのカンショをまるごと罐詰めにする方法は，

次のとおりである。

　洗浄，苛性ソーダが蒸気の中で皮をむく。

　細かいシャワーをかけ，カンショについたソーダをすべてきれいに取り除く。

　両端といたんだ部分を切り取る。

　容器にできるだけ多く入れる（ただし詰めすぎて，品質が悪くならないよう注意する）。

　間にあたたかい砂糖シロップ（Brix　25Q）を入れる。

　中心温度が72～77℃に達するまで，真空にする。

　ふたをし，熱処理（115℃，45分間）をする。

冷却し，倉庫に入れる。

罐詰以外の製品としては，カンショのチップや，ピューレをつくるためのフレークなどがある。

　経　済　性

　Jones（53）は，世界の主：要食用植物に関する研究の必要性を説いた論文（1966年，著者不明）

を引用し，カンショの：重要性を指摘している。すなわち，入間が食用としている植物3，000種のうち，

150種が世界的に商品化されているものであり，さらにそのうちわずか12種が世界の大半の人々の食

糧となっている。そしてこの12種の栽培植物のうちの4種が，キャッサバ，カンショ，バレイショ，

テンサイといった塊根あるいは塊茎なのである。

　カンショ栽培の現状を知るには，各地域ごとに調査しなければならない。栽培法が原始的なところも

あれば，非常に進んでいる地域もある。

　Jones（53）は，カンショの栽培では先進国である日本と米国を比較し，その用途の違いを，下表

のようにまとめている。

収穫したカンショの塊根の用途 日 本％ 米 国e台

でんぶん，アルコール，酒類

家　　畜　　用　　飼　　二

食　　　　　　　　　　　　用

種　　　　　　　　　　　子

54．0

25．0

王5．0

　5，0

　0．0

10．0

84，0

　6．0
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　米国では，罐詰やチップ，フレークなど，食用にするための，中ぐらいの大きさのオレンジ色の肉を

もった高収性の品種が好まれ，でんぷん生産にはカンショを使用していない。

　これに対し日本では，でんぷんや飼料を生産するため，肉が白色で，高収性の品種が重視されている。

同じくJonesによれば，米国でのカンショの作付面積は，最近30年聞（王940～1969年）で，29

万6，000ヘクタールから6万3，000ヘクタールに減少し，1ヘクタール当りの収穫量は5，2トンから

10．2トンに増加したとのことである。また，1人嶺りのカンショの消費：量に関しては，8．8kgから3．4

k9に減少している。

生 産

第46表 カンショとヤムの国別生産量（単位：千トン）

（年産10万トン以上の国のみ）．

南北アメリカ

　アルゼンチン

　ブラジル

　コロンビア

　ペ　　ノレ　　一

　ベネズエラ

　キューバ

　ハ　イ　チ

　ジャマイカ

　メキシコ

　アメリカ合衆国

　そ　の　他

　363
1，913

　110
　130
　107
　300
　100
　220
　120
　621
1，610

　南北アメリカ計

アフリカ

　ブルンジ

　カメルーン

　コンゴ共和国

　象：矛海岸

　ダオメー

　ガーナ

　ケニア

　マダガスカル

　ナイジェリア

　ルワンダ

　タンザニア，タンガニーカ

　ト　一　ゴ

　ウガンダ

　そ　の　他

アフリカ計

4，435

　　743

　　230

　　306
　1，916

　　570
　1，200

　　450

　　265

13，600

　　260

　　248
　1，000

　1，500

　　766

23，054
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ア　ジ　ア

　フィリピン

　インド

　インドネシア

　日　　　本

　韓　　　国

　タ　　　イ

　台　　　湾

　ベトナム

　その他

　アジア計

太平洋諸島：オーストラリア

　太平洋i諸臨

　太平洋諸島・オーストラリア計

ヨーロッパ

　イタりア，ポルトガル

　スペイン

　ヨーロ　ツノぐ言十

世界生産量合計

世界作付面積合計

世界の平均収穫量

　　657
　1，008

　2，306

　4，810

　2，900

　　180
　3，460

　1，046

　　805

17，172

　　160

　　160

　　　　　　　120

　　　　　　　120

　　　　134，94工

　　　　　16，316
（単位：千ヘクタール）

　　　　8．3ton／ha

（出 所）　FAO　生産年鑑 1967年（36）

なお，カンショの生産量がヤムの生産量を上回る圏または地域は，下記のとおりである。

（南北アメリカ）

　アルゼンチン，ペルー，メキジコ，アメリカ合衆国

（アフりカ）

　ルワンダ，タンザニア，ウガンダ

（アジア）

　韓国，貝本，台湾

（ヨーロッパ）

　ヨーロツノ’e全：土

最後にカンショの主要生産国は，次のとおりである。（生産量順）

日　　　本

台　　　湾

韓　　　国

インドネシア

ブラジル

アメり力合衆困
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第II章　特定地域のアメリカ産熱帯性

　　　　塊根と塊茎の栽培



食　　用　　力 ン　　ナ

学名　Cα脇α8面砺s一カンナ科

　カバーチョCapacho（ベネズエラ），アチーラAchira（ペル「ボリビア），バンデーラ・デ・

ウリーベBa難dera　de　Uribe（コロンビア），アチェーラAchera（アルゼンチン），アラルータ・

バスタルダAraruta　bastarda，ビルー・マンソBiru　ma鍛sQ，ペリーBery，インビリlmblrl

（以上，ブラジル），センブーSembu（フィ1，ピン），トゥ・レ・ムワ％us　les　mois（仏領アン

チル諸島），クイーンズランド・アロールートQueensland　arrowroot（英奪頁アンチル諸島，オー

ストうりア），パープル・アロールートPurple　arr◎wroo重（英語），マラーカ（スペイン領アン

チル諸島），イモコナlmocona（アラワク語），サグーSagu（中米），　トロマンToloma勲

　アメリカ大陸原産の多年生：草木。高さ1～2mで，葉は長円形，花の色は赤。大きな根茎を産する。

　根茎は繊維が太いため，直接食用にするには適さない。栽培は，根茎またはその切片，あるいは種子

を使って行う。栽培期間は6～8カ月で，肥沃な土壌を必要とする。単位面積当りのでんぶん生産量が

最も多い栽培植物の一つである（3）。

　　　勲1

　　欝．
霊獣

灘

謹藝．

．薮、．

第49図食用カンナ（σα航α認π菖s）の根茎

　食用カンナのでんぷん粒は，現在知られている中で最も大きいものであり，一見すればすぐわかる。

食用カンナのでんぷんは，“トロマン（％沁man）”あるいは“トゥ・レ・ムワ（Tous正esmois）”

と呼ばれ，離乳食や病人食として用いられている。ペルーでは，糖分（4％）が多いことから・デザー

トとして使用されている。また，地上部と根茎は，家畜用の飼料とすることもできる・

　アメリカ大陸では，σα燃α6伽砿sの連吟菌として，次のものがあげられている。

　F％sα幅灘SPPり珈㎜8砺撚6α催αθ，　P％・・癩α・α侃αβ，翫吻・孟翻αSPP・・

　ウィルス性モザイク病（1，4，7，8）。

　またベネズエラでは，下記の署虫が見うけられる。

　σ吻・♂，S・堀毎・，σ・6・Z％S・膿・・（L・p羅・pt・・a－H・・p・・iid・e）・

　σ。Zゆ漁ぜ聯（乱。p至d・pt。・a－Brass・1量d・e），8・・吻オ・蜘・・pP・（H・miptera）・

　No♂o％o脇spp．（C◎leoptera－Chry＄omehdae）（ベネズエラ中央大学（9））。

　E▽enso訟（5）によると，食用カンナを多く栽培している地域は，クイーンズランドとオーストラ
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リアで・1968～69年の作付面積は66ヘクタール，平均収穫量は25．5ton／haであった。また，

Kundu（6）によれば，インドでも食用カンナを少し栽培しているとのことである。ブラジルでは，

Assis（2）が，食用カンナの根茎を子牛用の飼料として使用する試験を行っている。

第47表 食：用カンナ（Cα脇αθ伽厄s）の根茎の成分
（：食用部分　100g中，湿潤状態）

成 分 根　茎（生　体）

熱　：量

水　分

たんばく質

脂　肪

炭水化物

繊　維

灰　分

カルシウム

リ　ン

鉄

ビタミンA

チアミン

リボフラビン

ニコチン酸

アスコルビン酸

（ca正）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（m・9）

（mg）

（mg）

（ac重．mcg．）

（mg）

（mg）

（mg）

（斑9）

玉30
　66．8

　　0．9

　　0．1

　31、3

　　0．5

　　0．9．

　15．0

　63．0

　　1．4

微　　量

　　0．03

　　0．01

　　0．4

　　ZO

（出所）　W嬰Le疑織gとFユores（10）

引 用 文 献

1。

2，

3．

4。

5，

6．

ABREGO，　L，　PAT王齊0，　B．　y　WEBER，　G．　F．　Plant　diseases　observed

　　　i臓環Salvador　during　sum顯er，1955．　Plant　Disease　Reporter　40：
　　　656－660．　　1956．

AS51S，　F．　de　P．　班ecto　de　la　administraci6n　de　raices　y　tub6rcu1os

　　　como　suplemento　alimenticio　de　invierno　en　la　nutrici6n　de　毛er＿

　　　neros　lacta無tes，　Bo1．　Indus．　Anim．丑．　s，（BrasiD　20：55－61．1962．

BARRETT，0．　W．　Los　cultivos亀ropicales．　La　Habana，　Cultural，1930．
　　　pp．婆75－476．

CHARDON，　C．　E．　y　TORO，　R．　A．　P腿cc漁ia　ca㎜ヒae．　Mycological　ex－

　　　plora毛ion　of　Venezuela．　Puerto　Rico．　University．　Monographs
　　　Univ．，　Ser．　B，2．　1934．　355　p．　　　　　　　　　　　　　’

EV猛黄SON，3．　P．　Root　crop　productioR　hl　Queensland，　Aus亀raiia．　亙n

　　　Interna士ional　Sympos三urn　onτropical　Root　Crops，2nd，　Honolulu，

　　Hawaii，1970．　Proceedi烈gs．　Honolulu，　Hawaii，　University　of　Ha．
　　waii，　College　of　Tropical　Agriculture，1970．　v．1：160－161．

K：UNDU，　B，　C．　Some　edible　rh玉zomatous　and　tuberous　crops　of　I職dia．

　　亙誠Intemational　Symposium　on　Tropical　Root　Crops，　St．　Augustine，

　　7rinidad，　Apri12－8，1967．　Proceedings．　St　Augustine，　Trinidad，

一150一



7．

8。

9．

10．

　　　University　of　the　West　Indies，1969．　v．1（1）：124－130．

MULLER，　A．　S．　P鵬。㎞ia　ca㎜ae．　Eheco難ocimien毛。　de　las　enferme－

　　　dades　de　las　pla狙ねs　cu1もiv3das　e塾Venezuela．　Boletin　de王a　So－

　　　ciedad　Venezolana　de　Ciencia3　Na加rales　7（48）：1G7．　1941。

OCF冠MIA，　G．0。，　M：ACASCAρ，王．　S．　y　YUAN，　H．　F．　Experimental

　　　tra職nissioa　ofもhe　mosaic　of　Cama血磁Ga．　Philippi聡e　Agricu1－
　　　turist　30：357－370。　　1941．

VENEZUELA．　UN王VERSIDAD　C冠NTRAL。　INSTIτUTO　D起AGRO－
　　　NOM：王A．　Plagas　e且cultivos　de　raices　y　tub6rcu1◎s　menci◎nados

　　　e且10s　Archivos　del　Ce蹴ro　de　Investigacioぬes　Agron6micas．　Ma－

　　　racay，1967．　4P．

WU　LEUNG，　WOOT一τSUEN　y　FLORES，　MAR王NA．　Tabla　de　com－
　　　posici6纂de　alimentos　para　uso　ea　Am色rica　Latina．　Guatemala，
　　　1簸sti毛u土。　de　Nutr三ci6n　de　Ce訟tro　A漁6rica　y　Pana鶏αa，196、1．132ひ．

一151一



ク ズ　　ウ ン

学名　躍卿α蛎ααγ脇面％αoθα一クズウコン科

　（ルfαγα短α励碗。α）

　グワーテGuate，グワポGuapo，スルーSulu，ボルドンシーリョBordoncillo，カラマーコ

Caramaco・マランタMaranta・ユキーリャYuquiUa（以上，ベネズエラ），サグーSagu，ブ

リブリBribri（以上，コスタリカ），アラルAraru（フィリピン），アルアルArU－aru，アラル

ータAraruta（以上，ブラジル），アラロエタAraroeta，アラロエットArraroet（以上，キュ

ラソー），アルルスArrurr縫z（アンチル諸島），カウアヨCaUallo（アラワク語），　アロールート

Arrow－root（英領アンチル諸島），アロールート・オブ・バルバードスArrow－roo亡ol　Barba－

dos（バルバードス），バーミューダ・アロールートBermuda　Arrow－root（バーミューダ），

アンペール・プランEnvers　blanC，ディクタムDictame（仏領アンチル諸島），ファイルウルツ

Pfei！wurz（ドイツ語），ホアンティンHoangting（ベトナム）

　Baiユey（1）は，熱帯アメリカには，25種近くのクズウコンが存在すると指摘している。

　Mα鵠脱ααγ％％面％αoθαは，ベネズエラでは自生的に生育し，Schnee（15）によれば，湿潤な

密林，とくに温帯地域低地と熱帯地域高地によく見られるとのことである。

　：草木植物で，茎に葉が多い。葉は長さ20㎝の長卵形で，葉柄は2cm。黄白色または暗柴色の塊根茎

が一つできる。根茎は長さ10～15c醗で，鱗片でおおわれている。また内部は粗い繊維分が多く，直

接食べるには適さない。

　“アロールート（「矢の根」の意）”という名の語源は，アンチル人が使用した毒矢による傷の治療

にその根を用いたことから来たものである（3）。現在，クズウコンのでんぷんと皮をむいた根茎は，

かいようと傷の治療に用いられている。

　栽培地域は，アンチル諸島の中のセント・ビンセント島とバーミューダ島（16，玉9），ブラジル

（7），フィリピン（6，18），インド（10），その他である。

　栽培には，根もとから出る吸根，または根茎の切片を丸いる。うねは1m間隔につくり，0。30mおき

に，0．15mの深さに植付ける。栽培期間は一般に10～12カ月で，葉が黄変を始めたら収穫する。切

り敬った根茎は，よく洗って泥をとる。しかし，この根茎は完全に堀り起こすのがむずかしく，根茎の

かけらや吸根が残って，また芽を出すことがしばしばある。

　でんぷんを袖出するには，注意を要する。すなわち，良質のでんぷんを取るためには，外皮をていね

いにむき，収穫のときに傷つけた部分を切除しなければならない（16）。

　各：地で指摘されているクズウコンの細菌病と伝染病は，次のとおりである（4，5，8，12，13）。

　ムルチャ・バクテリアーナ（murcha　bacteriana）（ブラジル）

　Pθi碗。％‘αγ客α∫6∫α伽θ％608α（インド）

　ROSβ‘瓦幅αspp．（小アンチル諸島）

　モザイク病（小アンチル諸島）

　主な害虫は，アンチル諸島（9）のCαZpo4θ8θ協瓦％ε（LePidoptera－Hesperiidae），

ベネズエラ（17）の、4ε面α鳴。％％s琵oγεθ6s（Lepidoptera－Pierididae），セント・ビン

セント（21）のGγンZZo‘αεpαんθ¢α♂αcホ〃Zαと80αμθγづ8σ％s幅。6％％s（Orthoptera－

Gryllotalpidae）などである。

　Le◎n（11）によれば，アンチル諸島には，鷺クレオーレ（Creoie）”と呼ばれる，下に向かっ

て生育する円すい形の根茎をもった栄養系と，“バナーナ（Banana）”と呼ばれる，根茎が短かく，
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円形の頂端が地面近くにできる栄養系とがある。

　マラカイ外来種農園には，トリニダードの西インド諸島大学から移入された鷲モラード（Morado）・

と貿アマリーリョ（Amar1里10）”が栽培されている。

第5D図　クズウコン（翼αγα⑳孟α　α？・％％♂ゼπαoθα）の成体

　　　　（栽培10カ，月）

簑

熱論

蒸
講

講

羅

鎌

第5三図　クズウコン（ルfα？・α？材α　αγ％％（z6πασεα）の根茎

　　　　（栽培10カ月）
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第52図　マラカイ実験農場でのクズウコンの栽培風景（ベネズエラ）

第48表　クズウコン（Mα？・α％ごα　αγ％％（εゼ％αoβα）の根茎の成分

　　　　　　　　（サンプル　100g中，生体）

成 分 根茎（生体）

熱　量

水　分

たんばく質

脂肪
炭水化物

繊維
灰　分

譲ルシウム

リ　ン

鉄

ビタミンA

チァミン

リボフラビン

ニコチン酸

アスコルビン酸

（ca圭）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（mg）

（mg）

（mg）

（act．mCg）

（mg）

（m9）

（mg）

（mg）

非可食：部分（殼）（％）

157
　57
　2．4
　　0。1

　39。0

　　1．9

　　1．3

　20。0

　24．0

　　3・2

　　0．0

　　0．08

　　0。03

　　0．7

　　9．0

　20．0

（出所）　Wu二eungとFユores（20）
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第49表クズウコンのでんぷんの成分
　　　　　　　　（サンプル　100g中，乾物）

成 分 でんぶん　レユニオン傷産

　　　　　（Bal至and）

乾　物　トンキン産

　　　（Re至and）

水　分

たんばく油

脂　肪

炭水化物

セルローズ

灰　分

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

13．60

　1．08

　0．25

83．77

　0，90

　0。40

　　　一（不明）

　0。45

　0．10

85。85

（出所） Baユ1a獄d（2　）

Reland　（三4）
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オ リ

ユ
コ

学名　σ凹目％s彦励θγos麗一ツルムラサキ科

　ティンボスTimbos，ムクーチMucuch呈，ミグーリMiguri，ティキーニョTiquino，ミチルイ

Michirui，ミチュリMichuri（以上，ベネズエラ），ウユーコUlluco，オリュコOlluco（以

上，ペルー，ボリビア），チグアChigUa（コロンビア），メリョーコMeHoco，オリョーコOHo－

co，ウーバスRubas，チュグアスChuguas，ルーバスRubas（以上，エクアドル，コロンビア），

パーパ・リーサPapa　lisa
　小型の草本植物で，直立またはつる状の多肉茎をもつ。塊茎はくるみ大の球形で，表皮は薄く，肉は

黄色粘質で，でんぷんに富む。葉は厚く，花は黄色の小花である。

　さまざまな生態条件での熱帯アメリカ高地（1，500～4，000田）で生産される。霜に非常に強い。

湿度が高いため，ジャガイモの栽培が困難な高原やアンデス山脈の山間部でジャガイモのかわりに栽培

される（5，6，10，11，12）。生産性はジャガイモを上回る（16）。

　GanδarillasとLuizaga（9）は，ボリビアとペルー産のオリュ；コ11品種の染色体数を調べた

が，その数は全サンプルとも，2X欝24であった。

　しかし，これより以前に研究を行ったGardenasとH鋸kes（7）は，オリュコの染色体数を，2X

際24と3X嵩36としている。
　Sch簸ee（15）は，オリュコが品種によって大きな差（とくに塊茎の大きさと色）のあることを指

摘している。

　Ceba且os（8）によれば，ボリビアで栽培されているオリュコの品種は，次のとおりである。

　ハンコ・ウユーコ（Janco　UHuco）　…　表皮は白で，肉は黄色。

　ケユ・ウユーコ（QuelluUlluco）　…　表皮，肉とも黄色。

　ララム・ウユーコ（Laram　Unuco）　…　表皮は暗柴色で，肉は黄色。

　ウイラ・ウユーコ（Huila　UllUCO）　…　表皮は赤で，肉は黄色。

　チテケ・ウユーコ（ChRequet　UIluco）　…　表皮は赤い斑点の入った黄色で，肉は黄色一色。

　高度3，300mのマンターロMantaro（ペルー）においτ，タルメーユヨ（Tarmeno）という栄養

系を使って行われた塊茎形成に関する実験（14）によれば，塊茎形成が始まるの1ま植付け後110日で，

塊茎の数が最多となるのは140日，その数は一株にっき，平均30佃であった。また，塊茎の重さが最

大となるのは160日後で，収穫量にすると11to窪／haであった。

　植付間隔に関する実験（4）によれば，209の“タネイモ”を植付けるには・うねの間隔を80～

90㎝とり，30cmおきに植えるのが理想的である。

　Bena▽ides（2）は，　Be慕avides，　LeonおよびRea（3）がコロンビア，エクアドル，ペルー

ボリビアで収穫した211種の栄養系のうち，71種を選抜し，分類した。分類は，塊茎の色と形状・草

型，草勢，栽培期聞，塊茎形成の開始時期と期間といった主：要な骨性にもとづいて実施された。

　またBena並desは，塊茎の大きさと葉の繁茂度，それに塊茎の色と茎の着色との間に相関関係を亡

い出している。さらに，貯蔵能力や出芽特性についても，品種問に差のあることが判明した。

　オリュコの病原菌については，Bazan（1）は，ペルーの場合，、4θ面面蹴。α撹膿sdsとκ厄一

20C瓦0蛎αSO勧幅をあげている。
　同じくペルーの場合，オリュコを食い荒らす最も一般的な害虫は，P四㎜o砕卯θs　80伽幅（「ア

ンデスのコクゾウムシ」と呼ばれている害虫）である。

　塊茎は生で食べたり，鯉チューニョ（chunO）”，すなわち乾燥させて食べる。
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　第50表によれば，炭水化物とたんぱく質の含有量は低い。しかし，

食：用部分1009中23mgに達している。
アスコルビン酸の含有量は高く，

第50表 オリュコ（σ記％6％s砲ゐθγ08％8）の塊茎の成分
（食用部分　100g中，生体）

成 分 塊　茎（生　体）

熱　量

水　分

たんばく油

脂　肪

炭水化物

繊　維

灰　分

カルシウム

リ　ン

鉄

ビタミンA

チアミン

リボフラビン

ニコチン酸

アスコルビン酸

（cal）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（mg）

（mg）

（mg）

（act．mcg）

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

5ユ

85．9

　　1．0

　　0．0

12．5

　　0．6

　　0。6

　　3．0

35．0

　0．8

　0．0

　0。04

　0．02

　0．3

23。0

（出所） Wu　LeungとFlores（17）
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ク ズ イ モ

学名P・吻・・ん蜘・、・・十一マメ科

　（R・剛伽・・丑麟・8…D・Z撫8θ・・S。・，0。。αγα，7。Sα，P。Z蜘S
　う％砧OS％S）

　ヌーペN・p・・ヌペーラN・p・・a・ユーカ・デ・ベフー・Y・・。d。　b。」uc。，カラオータ．デ．カ

バーリョCara・t・de　cab・11・（駄ベネズ・ラ）・・リホ・レ・デ・・カモF，・j。l　d，」、cam。

（サルバドル）・・カマ」…m・（メキ・・），シンカマスS・。k。m。、（・，リピ。），ポ。。チョ

ンPoi・一C・ch・n・ポ・’マ財P……i・c，マニわ・チ・ンMan・。c－c。ch。。（以上，．

ユニオン島）・パタ・ト・コチ・ンP・…e一・・ch・・（マルチ，ニー鳩），ドリ。ク．ブルボーD。．

Ii脚b“lb・ux（フランス謝・クダウC・d・・（ぺけム），マグナグナM。g。。g。、，ケチ。ック

Quech・c（以上・二・一力・ドニア）…ン・ア・B・蜘、。9（ジ。ワ），ヤム．ビーンY、m．

bean・ポテト鳴ビーンP…1・一b…織上・嬬），チ・プスわポテトCh。P、。i．，。，。，。（．、
ワイ）

クズイモはメキシコの腱であるが（3）・アジア（6）やその近隣鵡（L8）で広く栽培され

ているため・一部の学者・調えば」・…1・（5）は，フ・リピンの高雛帯を原産地であると主張

している・クズイモは総長5～囎にも達するつる植物で藻柄の長い三葉である。塊根聴径25
C田。

　　　　欝難

　　　　　　　　　　　　惣

　　　　占，　　　　凝議

　　　　門門勲

ヨ憾灘　　ド　～l
i守　饗・麟総〆附田バ恢・鮎∴　　　　　　。i

第5ろ図　ベネズエラのマラカイで栽培されているクズイモ（Pαo酬

　　　　yrrhiZUS　erOSUS）。株の生育と結爽ぶりに注意。

　Aθアos嬬の塊根は一般に生で食べるが，ほかにも，サツマイモと比較できるほどの良質のでんぷ

んがとれる・ブリホー・レ・ト・・マドー・レ（f・l」・h・ep・d・・）剛ており，さや賄毒であるが，

一部の地域では熟さないうちに食べる。葉もさやと同様に有毒である。
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栽培期間は6～7カ月である。　　　　　　　　　　　、

Schroeder（10）は，中米で栽培されているクズイモの害虫として，　TεoZαゴθδ⑳sとP87幅一

s毎面γραオαをあげている。

　K建nδU（6）によれば，Rθ708％sの成分は次のとおりである。

たんぱく小

唄　肪

でんぶん

転化糖

無転化糖

銅

鉄

カルシウム

　1．47％

　0．09％

　9．72％

　2．17％

　3．03％

　0．43％

　1。03％

1　6。Omg／100g

第51表 クズイモ（Pασ吻ゲγ雇働sθγ08％8）の成分
（：食用部分　100g中）

成 分 中米産の　　ハワイ産の　　　　フィリピン産の

塊根（1）　　塊根（2）　　塊根（3）　　さや（4）

熱量
水　分

たんばく質

脂肪
炭水化物

繊維
灰　分

カルシウム

リ　ン

鉄

ビタミンA

チアミン

リボフラビン

ニコチン酸

アスコルビン酸

（ca豆）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（mg）

（lng）

（mg）

（孤9）

（mg）

（m9）

（組9）

45
87．8

　1．2

　0．1

10．6

　0．7

　0。3

18．0

16．0

　0．8

41

　0．8

　0．0

10．2

　　　　　　　　8．0

　　　　　　　18．0

　　　　　　　　0．4

微量（act．　mcg）　0．　O　IU

　O．03　　　　 0．07

　0．03　　　　0．06

　0．3　　　　　　0．3

2　1．0　　　　　　　　1　2．0

39
89．5

　1．1

　0．2

　8。9

　0．5

　0，3

14，0

15．0

　0．4

微量（lu）

　0．05

　0，02

　0．2

14，0

45
86．4

　2．6

　0，3

10．0

　2．9

　0．7

121．0

　9．0

　1．3

575
　0．11

　0．09

　0．8

1056．0

非可食部分

表皮 （％） 10．0

（出所）　（1）　W疑しeungとFl◎τeS（11）

　　　　（2）　磁iユユerとBranthoover（9）

　　　　（3）と（4）　ManUaFood　and　Nutritioロal　Research　Center，

　　　　　　　　　　　　Food　Composition　Tables．1964．

第51表によれば，クズイモの塊根には，炭水化物たんぱく質，脂肪の含有量が少なく・一般に・
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サツマイモやキャノサバ，あるいはタロイモと比べて，すべての成分の含有率が低いといえる。したが

って，クズイモの用途は，何よりもまず，清涼飲料や解熱剤ということになる。

　また，クズイモの種子にはロテノンが含まれており，殺虫剤の原料として使用することができる（4）。

第54図　クズイモ（Pαo掬搾雇働sθγos％s）の種子と塊根

　　　　　（栽培7カ月）

　Pαc初γγ厄働8θγos％8のほかには，俗にヒカマ（ゴ鎚α㎜）と呼ばれているPα協解γ碗働s

施ゐθγ08％8（1）o巨0ん08‘％δεγOS％S，（7α0α7α‘％b870Sα）が，アマゾン地：方熱帯に生育する。

これは蔓性植物で，長くて巨大な塊根を産する（3，7）。

　また，Pασ吻押厄働8α雇pαは，熱帯地方でも比較的寒い，ペルー，ボリビア高原に生育する。

茎が短かく，アイーパahlpaまたはアヒーパaj正pa（ペルーとボリビア），あるいはポロート・バタ

ータpOr◎to－batata（アルゼ’ンチン）と呼ばれている（2，3）。

引 用 文

1．

2．

3．

4．

5．

6

13AUTISIτA，0．　D．　K　y　CADIZ，　T．　G．　Ya鵜bean．㎞Knotち」．　E．

　　yDea憂on，」．　R．　Vegeもable　productio烈in　Southeast　Asia。　Ma－
　　n氾a，Univ．　Phi1玉ippiロes，　Coll．　Agτic．，1967．　pp．293－300．

CARDE蕪AS，　M．　Manual　de　p玉a簸tas　econ6micas　de　Bolivia．　Cocha－

　　bamba，1mp．　Icthus，1969．　pp．74－78．
CLAUS猛L，武．　T．　A　botanical　study　of　the　yam　beans（Paehyπぬ加s）．

　　Ithaca．　Cornell　U露華versity．　Agτicultu聰聖Experime烈t　Station．
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オ 力　（oca）

学名　0コ　α尻8砧6θγ08α一カタバミ科

　　（0のα砺Soγθ％α冶α）

　クイバC・ib・・クイバC・i…キー・・Q・量b・似上，ベネズエラ），オーカOca（・・ンどア，

エクアドル・ペルーボリビア・チリ）・マカチンMaCachi・，ミキーチMiq。三。hi誌上，アルゼ

ンチン）・ウイシサ佃・i・1・ai・イビアスlbi・・（以上，・・ンビア），オ。カOkk。（ケチ。ア

語），アピリャApilla（アイマラ語）

　丑日は，南アメリカ大陸アンデス山脈高地（3，000m以上）の：重要な栽培植物である。

Aエandi・（1）によれば・ボリビアにおける1967年のオカの㈱醐姓産量1ま，それぞれ、万

6，000ヘクタールと6万3，000トンであった。

H。d9・（7）は・ナリー二・N・・i・・（・・ンビア）やプーノPun・（ぺ・レー）とい。た繊では，

オカはジャガイモよりも重要な作物であると指摘している。

　オカは一年生草本で，茎は長さ20～30㎝の直立，葉は多肉である。一般に，白色または黄色か赤

の卵形体の・」＼さな食平野を産する（昼）・0・b・g・s・（11）によれば，引臼の地下茎は，鰍状の

葉のついた櫨（塊状とな・た短か嘆）で，一般膝腋には芽が一つしかついていない．櫨の瀦

と色はさまざまである。

　栽培期間は6～8カ月である。

　栽培方法は，ジャガイモの場合とよく似ている。

　Ala磁ia（2）は，海抜3，876mに位置するボリビアのパタカマーヤ（Patacamaya）で，品種改良

を実施するための手始めとして，オカの種子の生産に関する研究を行い，次の結論を得た。

　1花の開花期間は，60～84時間である。

　オカは自家生殖であるが，異型花柱でもある。

　種子は，壌境にさえ気をつければ，生産できる。種子の寿命は，耕地にそのまま放置しておいた場合，

一年までである。種子を生産するための株を生育するには，苗床での適切な管理を必要とする。

　品種間交雑または自家受精が可能である。

　一方，Alba為ら（3）は，ペルーでオカの出芽について研究を行っている。

　また，GebaUos（5）は，ボリビアで栽培されている品種として，下記のものをあげている。

　Ja駐cko　apiIla：表皮が白色のオカ

　Chiar　apiHa：表皮が黒のオカ

　Huari　chuchu：（ペソン・デ・ビクーニヤpezon　de　vic顕a）表皮が赤で，非常に長いオカ

　KheIla　su郎ti：（レボルカーダ・エン・セニーサrevo艮cade　e総ceniza）白色のオカ

　Uma　huaculla：（カンタロ・デ・アグアca蹴aro　de　aqua）赤色のオカで，芽の色は黒。大

　　　　　　　　　　きくなる。

　Chiar　achacana（プエンテ・ネグロpue凱e肥gro）黒い縞の入った黄色い表皮のオカ

　Lluchu：（ゴーロgorro）薄いピンクのオカで，表皮はゆでて酒袋とする。

　Kheni：（アリノーサharinOSa）表皮が黄色のオカ

以上の品種はすべてゆでて食べるが，下記の3品種は凍らせて（タヤーチャtayacha）生で食べる。

Huila　zapaIlo：（サパーリョ・ロッホzapalIo　rojo）外は赤，中は濃い黄色で，味はかぼ

　　　　　　　　　　　ちゃ（Zapano）に似ている。でんぷんが非常に多い。

　Jancko　isano：（エラーダ・プランカhe豆ada　bIanca）表皮が白色のオカで，大きい。
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IsanO （エラーダhelada）黄色い表皮のオカ

第55図　オカ（0自5α疏s施δθγosα）の諸品種（写真」．　Rea）

第56図ひγo曙s瓦ssp．　菌におかされたオカ（035α阿s

　　　　伽加γosα）の塊茎　　黒色に腐敗している。

　ReaとLeoa（12）は，コロンビア，エクアドル，ペル「ボリビアの数多くの品種を収集してい

る肋生瀕銀行（B。。。。d。　G，，m。P1・・m・d・Oca）が実施し燗究につ・’て雛している・

　オカの病害は下表のとおりである。

病 原 菌 病 名 発 生 地 域

σθγ00S鈴0ゲα卿αZ吻ん況α

CoZ呂θ孟。‘γゼ。ん㈱　　SPP．

ベネズエラ（10）

ベネズエラ（10）
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（続き）

Pん翻・8‘ゼ晦SPP。

P％oθゼ短αoのα露碗8

ひγθ（彦0　0即α厄（薦8

σγoσ劉εオゼ8　SPP，

Pん0㎜0劣α砺〔ZづcoZα

SθPオoγ¢α　SPP．

つどん粉病

うどん粉病

黒色腐敗

黒脚病（…t・neg，。）

葉壊死

ベネズエラ（10）

ベネズエラ，ボリビア，ペルー（6，1，8）

ボリビア（1）

ペルー，ボリビア（1，8）

ボリビア（1）

ボリビア（1）

ペル｝では・最も醜草曙虫として・線虫価・脚伽・・・…副、儲）のほか，穿孔虫が
あげられている（15）。

　ベネズエラでは，このオカはコーヒー園の雑：草となっていた。

第52表　オカ（0劣α砺s孟％δθγosα）の塊茎の成分

　　　　　（食用部分　100g中，生体）

成 分 塊茎（生体）

熱　量

水　分

たんばく質

脂肪
炭水化物

繊　維

灰　分

泌ルシウム

リ　ン

鉄

ビタミンA

チアミン

リボフラビン

ニコチン酸

アスコルビン酸

（ca1）

（％）

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

（mg）

（mg）

（組9）

（actm・g）

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

63
83．8

　1．0

　0．6

13．8

　0．8

　0．8

　4．0

3嘆．0

　0．8

　微量
　0．05

　0．07

　0．4

3710

（出所）　W誓1・eungとFIOτes（16）

Te「・a（13）によれば・生の塊茎のたんぱく質含髄は1．1～1．9％，葉の胎有率は、％で藻

も塊茎と同様に食べられる。

　To甑send（14）は，オカが一部の地域では非常に一般的な食物であり，ジャガイモと同じくらい

重要であると指摘している。

懸には修酸カルシウムの編が含まれており，収灘すぐに食べることはできない。数醐日に干

し，完全に熟してから，生かゆでて食べる。味はあまいものからにがいものまである。にがいオカは，

でんぷんの原料となる。
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1．

2。

3。

荏．

5．

6．

7．

8，

9．

10．

11．

12．

13．

1喚．

15．

16．
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・L逸ON，」．　P｝a簸tas　alimenticias　andi臓as．　1nstituto　lnteramericano　de

　　　　　Cieneias　Agr至colas。　Bo玉eti簸T6c籍ico捻。，6．　1965．　112　p．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
REA，」．　y　LHON，」．　Se玉ecci6n　de　variedades　superiores　de撫b6rc観10s
　　　　　andinos．　Sa泊Jos6，　CosねR主ca．　Institu亀。　lnteramericano　de　CieP－

　　　　　cias　Agric◎las．加forme　T6cnico　1968．　pp，129－130．
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ハ　　ヤ ト　　ウ リ

学名　　8θoん②z↓伽8d勉♂θ一　ウ　リ科

　チ・ヨータOh・y・t・・チ・一チ・一Ch・一〇h・，チ・ウチ・ウGh・w－Gh。w（以上英語），ク　ス

トピンCh・i…phi・・（フランス領アンチル鵡），シーシーCh・u－Ch。。（レユニオン島），

ラボエLaboe（シャム，インドネシア），ラウンクLaunku（インド），チュチュットChouchoute（太

平洋繊）・チ・ヨーテCh・y・…チ・ンチ・Ch・n・h・（以上，メキシ・，グアテマラ），シ。シユ

Xuxu（ブラジル），ペーラ・デ・バルサモPera　de　b塩samo

中米（5・6），メキシ・（9）・アンチ・レ諸島（2，3，4，10）ポリネシア（7，8），フ，リピン（1）で非

常に古くから栽培されている・じ・う溶・な多年生韓で撒を産する。茎はカボチ。の茎に似ており，

長さは数メートル慣する・果実（鞭力移い）篠，芽，そ植チ・チ。・一テ。hi。ch。y。，。）と

呼ばれる塊根を食べる。

輔地方の・とくに肥沃で水鮒のよし・塊で栽培される。栽培は靖獺に富む耕地に，成糺た

果実をまるごと概る・また・植付けに1まさし木を用いることんできる。さし木にするには，花冠に近

第55表　ハヤトウリ（880ん¢％況θ4％Zθ）の成分（食用部分100g

　　　　中，生体）

成 分 タネなし果実果実茎と葉　塊根
　　　（1）　　　　　　（21　　　　　｛3）　　　　　　（4）

熱　量（ca1）

水　分％
たんぱく質（g）

脂　肪　（9）

炭水化物（g）

繊　維　（9）

灰”分　（9）

カルシウム㈱

リ　ン　繍

　鉄　㈱

ビタミンA（act，　mcg）

チアミン囎

リボフラビン㈱

ニコチン酸偲

アスコルビン酸囎

非可食部分

　表　皮　％

93．39

　0．93

　0．05

　4．80

　0．41

　0．43

13．00

27．00

0．21

31

90．80

　0．90

　0．20

　7，70

　α60

　0．40

12．00

30．00

　0．60

　5．00

　0．03

　0．04

　0．40

20．00

23．00

　60
　89．70

　4．00

　α婆0

　4，70

　1．20

　120
5＆00

108．00

　2．50

　6．10

　0．08

　0．18

　1．10

16．00

79
79，00

　2。00

　0．20

17，80

　α40

　エ．00

　7．00

34。00

　0．80

微量

0．05

0．03

0．90

19．00

27．00

（出所）

（1）Millez（8）

（2｝～（4｝　W篭Leuコgと710エe8（11）
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い部分がよい。

　栽培期間は約6カ月である。

　果実は野菜として食べ，需要が多い。塊根の収穫は2年目に行なわれ，メキシコのようなところでは，

地上部をそのまま残して収穫する。

　Le◎n（6）によれば，中米には約25種の栽培品種があり，とくに果実のタイプに差がある。これは今

まで，塊根に対して無関心であったためである。

　ハヤトウリは光沢のある白銀色の繊維を産し，これは暢子の原料になる。

引 用 文 献

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11．

BROWN，　W．　H．　Use鍛plants　of　the　Phi、ipp圭nes．　Manila．　Dept．
　　Agric．　Nat．　Res．㌘echnical　Bulleもin鍛。．10．　1958．　507　p，

BROWNE，　P．　Sechi秘磁e伽隻e．　貰R　　　　　　　　．The　civil　and
　　　natural　histo士y　of　Jamaica．　Loadon，1756．　p．355．

CALV王NO，〕M．　El　chayote　y　el　chinchayote　o　raiz　tuberosa　del　cha－

　　yote．　Heraldo　de　Cuba，　Abril　8，1923．

JA〕MAICA　AGRICULTURAL　SOCIEτY．　The　farmer’s　guide，　Glas－
　　　gow，　The　University　Press，1962．　p．574．

LAGOS，　J．　A．　La　chayotera。　Revista　de　Agricu1もura（Costa　Rica）
　　　25：56－57，　59．　　1953．

LEON，」．恥ndamentos　botanicos　de　los　cu玉もivos　tropicales．　San　Jo－
　　　s6，　Instituも。　I簸teramericano　de　Ciencias　Agrico玉as，1968．　487　p．

　　　（Serie：Textos　y　Maもeriales　de　Ense負anza　no．18）．

MACLET，」．　N．　y　BARRAU，」．　Ca£alogue　des　plantes　ut三1es　aujour
　　　hui　pr6sentes　en　Polyn6s主e　Franca三se，　Joumal　d，Agricu1毛ure　Tro－

　　　picale　et　Botanique　Appliqu6e　4：1－21．　1959．

M王LLER，　C．　D．，ROSS，　W，　y　LOUIS，　L　Hawaiian　grown　vegetables．

　　　Hawaii．　Agricultural　Experiment　StaもioR，　Bulletin　no．5，　1947．

　　　45P．

WHIτAK：ER，丁．　W．　y　CUTL起R，乱C．　Food　plants　in　a　Mexican
　　　marke毛．　Economic　Botany　20：646．　1966．
WILLS鷺Y，　E．　M。　y　RUIZ，　C．　A．　Chayote．　Rio　Piedras，　Puerも。　Ri－

　　　co．　Universidad．　Co1．猛duc．　Bolet至n　no．1．　1931．　28　p．，

WU　LEUNG，　WOOT－TSUEN　y　FLORES，巫ARINA．　Tabia　de　colnpo．
　　　sici6紅de　a1圭me込tos　para　uso　en　Am6r生ca　Lat三na．　Guatemala，　Ins－

　　　tituto　de　Nutr圭ci6n　de　Centroam6r主ca　y　Panama，1961．　132　p．
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第III章　アメリカ産熱帯性塊根と塊茎

　　　　の希少栽培種または自生種



トトーラ（悪oto：ζa，）

学名　8面γp粥γ⑫αγ伽鵬一カヤツリグサ科

　トトーラセ◎to臓（ボリビア，ペルー，イースター島，ポリネシア）

　アメリカ原産の水生植物で，葉は長くて平たい。生育地域はチチカカ湖とペルー・ボリビア高原（1，

3）。茎の基部の柔らかい部分，とくに水から引き抜いたばかりの茎の基部を食用とする。葉はいかだ

やむしろをつくるのに使う。

　G飯denas（11によれば，トトーラの食網部分をアイマラ語で，“カウリ（Ka疑ri）”，『あるいは1’サ

　　　　　　　　　　　れカ（saka）　，　チ晶ル（chullu）　という。

　Heyeldah1（2）によれば，卜卜一うは先コロンブス時代に，ポリネシアのイースター易に移入したと

のことであり，彼はその証拠として，Smithがアブ・テペウ（Ahu㌍cpeu）で発掘した「中世」の古墳

に残っていたトトーラをあげている。

　イースター島ではトトーラは島の経済を支える産物であり，その植付けは，バナナやサトウキビ，あ

るいはサツマイモの栽培と似ている。

　Sk◎雛sbeτg（4｝は，原産地から2，000マイル離れた土地で栽培されているこの植物について，次の

ように語っている。

　「トトーラのタネが人間の手も借りず，太平洋を薩接渡ってきたとは想像しがたいが，そのことにつ

いてあれこれと詮索しても仕方がない。」

引　用　文　献

1．

2，

3．

4．

CARDENAS，　M．　Man観al　de　plantas　econ6m三cas　de　Bolivia，　Cocha－
　　bamba，王瓢p．　Icもhus，1969，　pp．81－82．

H瓦Y猛RDAHL，　T．　Prehistoric　voyages　as　age漁。主es　for　Melanesian　and

　　South　American　plant　and　animal　dispersal　to　Polinesia．　Hono－
　　1ulu，　B．　P．　B圭shop　Museum，1963．　pp．21－35．

PARODI，　L．　R．　Relaciones　de　la　agricultura　prehispapica　con　la　agri－

　　cultura，　argentina　actua1．　Anales　de　la　Academia　Nacional　de
　　Agronomia　y　Veもerinaria（Argenもina）1：115－167．　1935．
SKOTTSBERG，　C．　Deriva毛io簸of　the　flora　and　fauna　Gf　Juan　Feman－
　　dez　and　Easter王sland．　］【n　　　　　　　　　　　　　　ed．　The　natural　his一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　tory　of　Juan　Femandez　and　Easter　Is玉and．　Uppsala，1956．　v．1，
　　pp．　193－438．
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ライレン（　　　　！Lai：ren）

学名　C副α襯θααμo幅α一クズウコン科

　（ム4碗α撹ααμo偏α）

ライレン痴・6・，クク　一トC。c。・i・。，アグア・ベンデ，一タAg。。　b，ndi、。，レレンL，，6。，

トピタンブ耀・pi・・mb義（以上，ベネズエラ），トピタンボT。，ト、。mb。（卜　ニダード），ラ・

一不ス1、arenes，リェンレーネスUenrenes（以上，プエルトリコ），トピナンブール・プラン？

op沁ambur　blanc（仏領アンチル諸島），ギニ・ア・アロールートGuinea　arrowroot（ギニア）

　Bai海y（1）によれば，クズウコン科には100種以上の植物があり，とくに熱帯アメリカとアフリカに

多い。この中で農業的に最：も篁要なのが，アメリカ大陸原産のCα‘α魏θα副飴嘱αで，今でもベネズ

エラやカリブ海地域の湿潤な熱帯地方で栽培されている。ライレンは多年生草本で，高さは1m以上あ

る。葉は皮針形，長さ40～60c田，鶴20cmで，葉柄が長い。

　根はひげ根で，先に塊根をつける。塊根は卵形または球形，表皮は黄色。大きさは5㎝ぐらいまでで，

芽はない。中身はほとんど繊維分がない。貯蔵性は非常に良いが，栽培期間がユ2～15カ月づ，晩生

である○

　塊根にはでんぷんは少ないが，左旋光性のレブロースが含まれている。植付けには吸根しか使用でき

ない。

　害虫としては，今までのところC副po4θsθ抗‘秘s（Lepidoptera－Hesperiidae）しか指摘

されていない。

引　用　文　献

1．

2．

3．

4．

BAILEY，　L．　H．　Manua玉of　cultivated　plants．　New　York，　Macmillan，

　　1949．　1116P．
BARRETT，　O．　W．　Los　cu1もivos£ropicales．　La　Habana，　Cultura1，
　　1930．　　pp．　荏77－478．

PITTIER，　H．　Las　planもas　usuales　de　Venezuela．　Caracas，　Lit，　E董

　　Comercio，1926．
SCHN起E，　L．　Planもas　comunes　de　Ve且ezuela．　Revista　de　la　Facultad

　　de　Agronomia　（Venezuela）Alcanee　No，3．　1960．　663　p．
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マ　ウ　カ　（斑a磁a）

学名　醗γα碗砺8㈱pα閥α一オシロイバナ科

　マウカ蜘uka（ホリビア）

　小型の低木で，ペルーとボリビアの蕎温地帯と寒冷地帯に生育する（1，4）。　高さは1mまで。塊

茎と塊根が食用となる。地申の跡蔵茎はサーモンピンク色で，長さ50c田，幅5㎝に達する。

　栽培には，基部の芽，吸根，種子を用いる（5）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　この栽培植物に関する資料は非常にわずかで，Rui2とPavon（6｝の古典的署作や，最近ではRea
　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　ノ
（2，4），Reaとゑe◎n（5），そしてGardenas｛1｝の研究があるにすぎない。

第57図　マウカ（1臨γα肋島s鶴pα％sα） （写真　J．Rea）

第54表　マウカ（脇γαδ3島εθ調5ραπsα）の成分（食用部分100g中）

成 分
葉　　　（飼料用）

乾　物　　　生　山

地下部　（茎と根）

乾　物　　　　生　体

水　　分　eな

たんばく質　（9）

脂　　肪　（9）

炭水化物　（9）

繊　　維（9）

灰　　分　（9）

カルシウム　鰯

リ　　ン　繍

　1722
　　504

　4333
　20．84

　1357
2760
590

7500

　430
　126
108荏

　521
　339
680

150

685
072

8698
1，25

畦20

6500
238
0。25

3047
043

　147

（出所）　リマ市ラ・モリーナ（La　MQlma）試験場
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　　　　　　　　欝欝

　　　　　　　　　　糊＼

第58図　マウカ（雌アαδ拐②8θηαπsα）の塊根と塊茎（写真　3．Rea）

　Hea｛4｝によれば，海抜3，200mに位置するサン・マテオSan　Mateo（ペルー）で2年間栽培され

たマウカの収穫量（地下茎と塊根）は，40ton／haであった。

　また蕊eaは，海抜2，500m付近で裁培されているほかの塊根や塊茎に比べ，マウカにはたんはく質が

多く含まれていると指摘している。

　このほかReaは，エクアドルのインバブーラ県（Imbabura）コ口紐ーチ（Cotacachi）のアン

デス山中（海抜3．000m）に生育する，俗に鯉ビーン（viso）”と呼ばれる食用植物についても触れ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
ているQこの植物もMirabllls属の仲間で，塊根を食用とする。生育習性（habito　de　creclml－

ento）は，ボリビアのマウカと非常によく似ている。

引 用 文 献

1．

2．

3．

4．

5。

6．

CARDENAS，　M．　〕甑anual　de　plantas　econ6m圭cas　de　Boliv三a．　Cocha－

　　　bamba，　Imp．　Ic毛hus，1969．　p．85．

REA，」。　Una　planねpoco　conocida　en　Bo1玉via．　La　mauka嘩搬bil齢
　　　expa盤sa　R．＆P）．　San　Jos6，　Costa　Rica．　Instiもuも。　Interamericano
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　de　Ciencias　Agricolas．　Infoごme了壱cnico　1966．　pp．190．

　　　　　　　　　　　　．至｝Iviso．（㈱鵜bilis　sp．），　una　plan奄a　ali㎜enticia　de

　　　los　Andes　ecuaもorianos．　San　Jos邑，　Costa　Rica．　Instituto　Inもerame－

　　　r圭cano　de　Ciencias　Agricolas．1nforme　T6cnico　1967．　pp．153．
　　　　　　　　　　　　．　Valor　a1㎞enticio　de　la】領a瓢ka（！漁聡誠旦麺ex夢属簸sa）。

　　　San　Jos6，　Costa　Rica．　Institu毛。　In七eramerica雛。　de　Cie職cias　Agri－

　　　colas．　In玄orme　T6cnico　1968．　PP．　131－132．

　　　　　　　　　　　　　yLEON，3．　La　mauka（】謹製ah鱒s¢x聾蹴城きRuiz　et

　　　Pavon）　un　aPorte　de　la　agricu廷ura　andina　prehispanica　（海　Boli－

　　　via．　Anales　Cienもificos（Per血）3（1）：38－41．　1965．

RUIZ，　H．　y　PAVON，　J．　瓢訟a嫉蒸蓋s　exp組s舞．　Flora　pe澱viana　eもChi－

　　　1ensis．　Madrid，　Imp．　de　Sanchaジ1794．
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マ 力 （擁aca）

学名　　Lθp嘱秘伽伽8解％弱一アブラナ科

　ロゼット状の植物で，ペルーとボリビアのアンデス山脈寒冷地帯高地（海抜4，000m）の岩上に生育

する（4）。

　栽培には真正種子を用いる②。

　多肉の塊根を産し，栽培には8～王0カ月を要する。味は甘く，生か乾燥させて食べる（1）。Reぎ＊）と

恥1qa亘3）によれば，塊根には受精促進作用があり，不妊性の家畜の飼料として使用されているとのこ

とである。

引 用 文　献

1．

2．

3．

硅．

BOIS，　D．　Les　planもes　alimentaires　chez　tous　les　peup至es　et　a　travers

　　les　ages．　Paris，　Encyc．　Bio1．，1927，　v。1，505　p．

LEON，　J．　The瓢aca（Lepidi腿m　meyenii），　a三i撮e　known　food　plant
　　of　Peru．　Econom圭。　Botany　18：122－127．　196蔓．

PULGAR　VIDAL，　J．　La　maca（Lepid童腿m　sp．）poderoso．fecundanもe
　　vegetal．　La　Voz　de　Huancayo，　Abril　24，1960：10．

W覚BERBAUER，　A．　EI　mundo　vegetal　de正os　Andes　peruan◎s；estu－
　　dio　fitogeografico．　Lima，　Esもaci6n　Experime雛tal　Agrico玉a　de　La
　　瓢01ina，　19婆5．　　776　】P．

（＊）Rea，」．ボリビアの採集地での観察，1969年（私信）
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フ7　一　；＝　ユ　　（駈ashua　）

学名　71γopαθo伽羅彦励θγ08㎜，一ノウゼンハレン科

　　　　　アー二・A…匹ニヤ●マーマ蜻a－ma－m・，イサー二…a窓・，イサー。エsaミ。（以上，

ペルー）・クビオC・b…ナーボN・一v・，ナビーオスN・・1・s（以上，・・ンビア），アー二。噺

イサー二・1・a言・・イサ一二・・s揃（ボリビアとアルゼ・チ・），マシ」Mash。a（ペルーと

ボリビア）o

第55表　アーニュ（Z’γOPαθ0’㈱伽δθγ08％？π）の塊茎の成分

　　　（食用部分100g中，生体）

成 分 塊茎（生体）

熱　：量　（cal）

水　　分e台
たんぱく質　（g）

脂　　肪（9）

炭水化物　（g）

繊

灰

カルシウム
リ

鉄

ビタミンA
チアミン

リボフラビン

ニコチン酸㈱
アスコルビン酸㈱

維（9）

分（9）

ン　㈱

　　（act．mcg）

52
86．0

　1．6

　0．6

11．0

　0．8

　0，8

　7，0

42．0

　1．2

15．0

0．06

0．08

0．6

670（非常に多い）

（出所）　Wu　Le登ngとFloτe8（7）

．1411

灘

第59図アーニー（770Pαθo伽二刀δθ物8％鵬）の塊茎（写；真　」．　Rea）。
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　ペルー・ボリビア高原原産の一年生植物で（3，4），茎がたくさんに分かれる（2，6）。高地の丘

の斜面，すなわち12～14℃の涼しい気候の土地（ただし日長時間の短かい地帯）で栽培される。小

さな塊茎を産し，かなり深い芽がつく（1）。これまであまり重要な栽培植物となっていないが，これはお

そらく，塊茎に異臭があり，生で食琴られないためと思われる。しかし，屏臓や腎臓の病気によく’，制

淫剤としても使用される（7）。昔，インカ軍の規律を守るため，このアーニュが兵士たちに配給されたと

いう。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7。

8．

　　　　　　　　　　　　　　　引　　用　　文　　献

ARIAS，　P．，　L猛ON，」．　y　REA，」．　De亀erminaci6n　de　clones　en　mashua

　　　oisa丘。（賢oP箆eol㎜撫be罫os臓狙R．＆P．）San　Jos6，　CosねRica，
　　　Instituも。　Interamerieano　de　Cienc三as　Agricolas．　Inまorme　T6cnico

　　　1966ρ　　pp．　188．

BA肌EY，　L．　H。　Manual　of　cult圭vated　plants．　Hev．　ed．　New　York，
　　　Macn窪i11aエ1，　19擾9．　　1116．　p，

BUK：ASOV，　S．　M，τhe　cultiva毛ed　planもs　of　Mexico，　Guate猟ala　and
　　　Colombia．　B掘1etin　o£App互ied　Boもaay，　Ge嶽e嫉cs　a簸d　Plant　Breed－

　　　ing．　Suppleme批47．　1930．　553　p．

CARD猛NAS，　M．　Manual　de　pla滋as　econ6micas　de　Bolivia．　Cocha．
　　　bamba，三mp．　Icthus，1969．　pp．6⑪一65．

INSTITUTO　INT冠RAM冠RICANO　D鷺CI猛NC王AS　AGRICO乙AS．　Ba簸一
　　　co　de　ger碧aoplasma　de　｛ub6rculos　me捻ores．　Sa獄　Jos6，　C◎s毛a　Rica．

　　　Institu毛。　Intera拠ericano　de　Ciencias　Agrico王as．　Infor㎜e　T6cnico

　　　1967。　pp。　151．

LEON，」．　Plan毛as　a王imen奄icias　andinas．　1簸s搬uto王nもeramericano　de

　　　Ciencias　Agricolas．　Bo玉etinτ6cnico　no．6．　196婆．　112　p．

TOWNS起ND，　J．　Unexp王oited　crops玉n　Bolivia．　W◎rld　Crops　16（3）：
　　　67－68．　　1964．

　　　（Ox綾韮is，　UIluc腿s，　【ぼroP爲eol磁鶏α）

WU　L冠UNG，　WOOTぼSUEN　y　FLORES，　MARINA．　Tabla　de　com－
　　　posid6n　de　alimen毛os　para　uso　e識Am壱rica　Latina．　Guatemala，
　　　1獄s毛ituto　de　Nuもric圭6n　de　Centroam合rica　y　Panama，1961．　．132　p．
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ヒカマ・デ・セー口
（Jica皿a　de　Cerτo）

学名　」磁勧鋤θγ拓αpop嘱ガ。‘毎一トウダイグサ科

　ヒカマ・デ・セrロJicma　de　Cerro，ヒカマ・デ・バリーテJicama　de　Barite（以上，メ

キシコ）

　高さ2～2．5擶の灌木，葉は多型で，熱帯に生育する（2）。

塊根は球形または長だ円形で，生またはゆでて食べる。ゆでたものは，ノドのかわきをいやす働きを

する。

　翫b並a〔3｝によれば，塊根には5％のでんぶんが含まれるとのことである。

引 用 文

1．

2，

3．

BAILLON，　M．　H．亙）alamber糠a　popu董ifo蓬ia．　E撫de　g6n6rale　du　groupe

　　des　Euphorbiac6es。　　Par三s，　M：asson，　1858．　　PP．　545－546．

　　Descr玉pci6n　original　del　g6nero　D簗la】戯hert量a．

BαS，D．　Les　plantes　alimen士aires　chezもous　le　peuples　et合亀ravers
　　les　ages・　Paris，　Encyc。　B三〇1．，1927．　v．1，　PP．446－447．

URBINA．　Las　raices　comestib王es　mtr¢10s　antiguos　mexicanos．　Ana－
　　1es　del　Museo　Nac玉onal　de　M6xico，1906．　p．183．
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シ ポ イ（C工poy＞

学名　」αcαγα拓αんαss紹囑α　脇一パパイヤ科

　シボイCipoy（パラグアイ，ボリビア）

　パラグアイ・ボリビア平原に生育する乾生植物で，長さ60～80㎝，直径15～30c皿の大きな塊

根を産する（2も

　Caτde亘as（3｝によると，原住民はこれをつぶしたり，切ったりして，水の代わりとしているとのこ

とである。

引 用 文 献

1．

2．

3．

CANDOLLE，　D，　de．　Prodomus　15（1）：彊9．　1864．

CARD亘NAS，　M．　Vege毛ales　c組rios◎s　de　Bolivia．　h一　　　　　　，
　　Contribueiones　a　la　f王ora　eco篇6mica　de　Bo王ivia．　Cochabamba，
　　Imp．　Universitaria，1941．

　　　　　　　　　　　．　Manual　de　plantas　econ6micas　de　Bolivia．　Co－

　　chabamba，王mp．　Ichもus，1969．　p．81．
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　　　　　　　　　　　　　　　　アチャカーナ（Achaca豆a）

　　　　　　　　学名N・…翻・撒編側・駕・・痂一サボテン科

　アチャ：カーナAchaca氾a（ボリビア，アルゼンチン，チリ〉

ボリビアのビア呼・（Viach・）からチ1剛ヒ端まで続くアタかマ（A、ac鋤、塙原，それに

繊3・800mのアルゼンチ・北酪餐1・蜻する低木である．G6・d・…（・｝は，ボ　ビアのオ、レー。（。

・…）やビアーチ・・ポトシ（P…s｛），それにケチスラ（Quech・，1、）でも麟したと鮎し

ている。

長さ7～ p5・m・醗5～7㎝のでんぶ讃の塊概産する。調理灘，ジ。ガイモのよう1、ゆでて
食べる・G・・d…sによれば疎1まジ・ガ妊の・レサ…・（品懲）1・似てお・・しいとの。とで

ある。

　　　　　　　　　　　　　引　用　文　献

1・CARDENAS，　M・M・nu・1　d・pl・・t・・ec◎n6mi・・，　d。　B。エi。i。．　C。ch。．

　　　　bamba，　1鵬p．　Ichtus，　1969．　　pp，　80－81．
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アリクーマ（ム：riC脚a）

学名　PoZ欝毎S侃0雇∫o厄α一キク科

　（Poz卿幅αθ伽屍ε）

　ヒキーマJiguima，ヒキミーリャJlg磁mllla（以上，ベネズエラ，アルゼンチン），アルボロー

コArbo墨oco（コロンビア），リャコンLlac6n，ヤコンYac＆（以上，ペルー，ボリビア，アルゼ

ンチン），ア1，クーマAr　i　curna，アリコーマAr圭coma（以上，ペルー，ボリビア）。

　アメリカ大陸原産の植物である（1）。ペルーとボリビアの涼しい高地で栽培されている（2，3）。

地下茎は多年生，地上茎は一年生である。

　100～500gの塊根を産し，生で食べられる。味は甘い。葉は飼料として陣われる。

塊根には0．3～’2．2％のたんぱく質と20％の糖分が含まれる。

引 用 文 献

1．

2．

3．

BUKASOV，　S．　M．　了he　cultivaもed　plant　of　Mexico，　Guatemala　and
　　C◎lombia．　Bulleti益of　Applied　Bo亀any，　Ge葺eむics　and　Plant　Breed－

　　ing．　Supplement　47．　193◎．　553　p。

CARDENAS，　M．　P玉aぬねs　alimenticias　nativas　de　los　Andes　de　Boli－

　　via．　Folia　Universiもaria（Bolivia）2（2）：36－51．　1948．

L…ヨON，」’．　Fundamentos　botanicos　de　los唱cultivos　tropicales．　San　Jo－

　　s6，　Instit滋。　InteramericaHo　de　Cie聡cias　Agricolas，1968．　p．226．

　　　（Serie：Textos　y　Materiales　de　ヨ】nsefianza　職。．18）．
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第W章　特定地域におけるその他の種



オオクログワイ　（PrTlS王）

学名　盈θooんα擁8θso鰯侃鶴s一カヤツリグサ科

　ウォーター・チェスナットWa重er　Ghes照t（フ尾リピン），ピッシPi　lゼst（中国），シャテー

ニゴドーCh。t。i霧。，♂e・・（フランス謝，・へ・へK・h・k曲，，ピビワイPlpl－w。i（以上，

ハワイ）。

　水生植物の多年生草本で，茎は直立，高さα3◎～1．20mに達する（1，2，3）。球形の株（cepa）

ができ，その根もとからいくつかのストロンが伸びて球茎（直径2．5c阻）となる。彫u隙h（4）によると，

花序は頭状花序で，2～5c田の花が50ほど咲く。

　中国，日本，インドシナ，インド，フィリピン，ハワイやその他の太平洋諸島で，イネと同じように

栽培される（4，5，6，8）。小さな品種は，水鑓の雑草として生育する。

　雪鉱臓（7｝によれば，球茎にはたんぱく質が1．4～2．6％含まれている。

引 用 文　献

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7，

8．

BLASDALE　W．　C．　A　description　of　some　Chinese　vegetable　fQod．
　　US．　Departmenもof　Agriculture．　Bulletin　no．68．　1899．　p．15．
BO王S，　D．　Les　plan毛es．．　alimentaires　chez毛ous玉es　peuples　et　a　travers

　　｝es　ages．　Paris，　Rncyc．　Bio1．，1927．　v，1，　pp．535－537．

BRETSCHNE王DER，鷺．　V．　Early逸uropean　researches　into　the　Flora．
　　of　China．　Journal　N．　China　Branch　Royal　Asiatic　Society（n，s，）
　　15：1－192．　　1880、

EZUMAH，　H．　Miscellaneous　tuberous　crops　of　Hawaii．　夏n　Intema－

　　tional　Symposium　on　Tropical　Root　Crops、2nd，　Honoluユu，　Ha－
　　waii，1970，　Proceedings．　Honolulu，　Hawaii，　Universlty　of　Ha－
　　waii，　College　of　Tr◎pical　Agriculture，1970．　v，　i：166－171．

HODGE，　W．　H．　and　BISSEτ，　D．　A．　The　chinese　wa腰chesnミll，　U．S

　　Departmenむof　Agricu王ture．　Circular鷺。．956．　1955．　16　p．

MENDOZA，　A．　M：．　R．　There’s　money　in　water　chestnut．　Coffee　al〕d
　　Cacao　Jo題rna1　（Philippines）　5（三〇）：216．　　1962．　　　　　　　　　　　　　　1

TERRA，」．　A．　でropical　vegetables．　Amsterdam，　Royal　Tropical　In卜一
　　stitute，　1966．　　107　P．　　（Comm．　5荏e）．

YU　KING　KEY，　A重rial　culture圭n　the　Chi鷺ese　wa毛er　chestn“t（電1eo－

　　ch・aris礎賦lcis）at　the　Araneta　U撮versiもy　experimental　ground．
　　Araneta　J◎ur．　Agric．（Ma玉abon）7（2＞：116－128．　1960．
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ク　　ワ　ズ　　イ　モ　　類

学名　溺ocαs毎spp．一サトイモ科

　東南アジアと太平洋諸島には，数種のAZooα蕊αが生育する（1，2，3，4，5，8）。

S・・磁P・α♂ゴ・（10）は・ジ・ワにはA・鵬…触漁，ん唇繭・αA．腕…吻‘Z。，丑．吻

拐。δα，、4．δα幅α伽θπs¢sの5種が存在すると指摘しでいる。このうち，最初の2種の球茎と茎が食用

となるので栽培されている。，

　K：undu（7）によれば，アジアで最も栽．培されているのは．4．㎜cγoγγん物αで，　A．indicaやA．

廊。協勧語，、4げ07幅。α6αも，一部の地域で食用として栽培されでいるとのことである。
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クワズイモ（Ape）

学名　Alooα師α伽。籾γγ編綴一サトイモ科

　（Aγ辮π㎜oγoγγ雇働皿，Cαiα面％鵬cos脇施糀）

　ライ・トランRay　tra鍛g（ベトナム），ビラーBirah（マレーシア），ビがB玉ga（フィリピン）

カペKape，アペApe（以．上，・タヒチ），ボロマンカチュBor◎manca曲u（インド），ビラBira．グイ

Kel，ウィレWlre（以上，インドネシア）。

　高さが5m以上になる臣大な草本植物で，葉は長さ1mの金縁，ふちに葉脈があるが，あまりはっき

りしていない。下の裂片は鈍形である。．弔ocα師αの葉身は，すべでが葉柄の主軸に対しで，一列に薩角

となっている（8）。

　長さ0．5～1mの大きな球茎が地⊥にでき，重さが2Gk9になることもある。しかし食用とするのは

飢謹のときで，修酸カルシウムが含まれているため，長時間調理する必要がある。

　小さな球茎は植付けに使用する。

　τe∬a（11）は，球茎のたんぱく質含有率を0．6％としている。

　また勉i鋤帥漁g（9）によれば，2年ものの生の球茎と乾繰した球茎のでんぷん含有率は，それぞ

れ2．75％と18．80％である。
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コァイ・モン（Kぬoa烹　！non）

学名 駕・・αs毎客翻伽一サトイモ科

　　（AZooαsづαが駕励θα）

　　コアイ．・モンKhoai　mon（ベトナム），マンカンダMankanda（インド），

カラディウムLarged　Ieaved　caladium（英語）

高さ2m以下の草本植物で，クワズイモ非常によく似ている。葉の長さは，

ターン，ビルマ，アッサムに生育する。

球茎はとても渋く，食べるにはよく洗い，長時間調理しなければならない。

ラージド・リーブト・

60～120㎝。ヒンドス

良質な粉の原料となる。

引 用 文 献

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

9，

10．

11，

BARRAU，　J．　Les　arac歪es　a　tubercules　alimenねires　des　Iles　du　Paci－

　　　　f圭que　Sud．　Jbumal　d’Agriculture　TrGp圭cale　et　de　Botanique　Ap－
　　　　pliqu6e　4：34－52．　1957．

BOIS，　D．　Les　planもes　alimenta三res　chez　tous　les　peuples　e毛atravers

　　　　les　ages．　Par三s，瓦ncyc，　Bio玉．，1927．　v，1，　p，527．

BROWN，　W．　H．　Useful　planもs　of　the　Philippines．　Manila，　Dept．
　　　Agric．　Nat．　Res．，1951．　v．1．

GAGNEPAIN，　F．　Arac6es．　Flora　g6n6rale　de　l’lndochina．　Paris，
　　　　1942，　v．6，fasc．9．

HEYNE，　K：，　De　Nu亀もige　P玉anten　van　Nederlandsch　Indie．　Batavia、

　　　　1928．　617p．

K：EL猛NY，　C，　P．　The　origin　and　introduction　of　the　basic　food　crops

　　　of　the　New　Guinea　people．　New　Guinea　Agric．　Journal　15（1－2）：
　　　7－13．　　1962．

KUNDU，　B　C　S◎me　edible　rhizomatous　and　tuberous　crops　of王n－
　　　　dia・　In　International　Symposium　on　7ropical　Rooも　Crops，　St．

　　　　Augustine，　Trinidad，　April　2－8，1967．　Proceedings．　St．　Augustine，

　　　Trinidad，　University　of　the　West　Indies，1969．　v．1（1）：124－130．

P王・UCK：N玉】TT，　D．　L．　Co置㏄as㎏，　Xaぬthosoma，　Aloeas量a，　Cyτtospeτma

　　　and　AmoyPkophaHus・　頁n　International　Symposium　on望ropica正
　　　　Root　Crops，2nd，　Honolulu，　Hawaii，1970．　Proceedings．　Honolulu，

　　　Hawaii，　University　of　Hawaii，　College　of　Trop圭cal　Agriculture，1970．

　　　v．1：127－135，

QU王SUM皐王NG，　F．　A．　The　cultivated　root－prod疑cings　aroids．　Philip－

　　　　pine　Agriculturist　3：85－98．　191硅．

SASTRAPRADJA，　S．1nventory，　evalua£ion　and　maintenance　of　genetic
　　　stocks．　II．　Root　crops，亘n　Internaもional　Symposium　onτropical

　　　Root　CrQps，2nd，　Honolulu，　Hawa三i，1970．　Proceedings，　Ho簸01ulu，

　　　Hawaii，　University　of　Hawai重，　College　of　Tropical　Agriculture，
　　　1970．　　6　p．

TERRA，　J，　A．　Tropical　vegetables．　Amst3rdarn，　Royal　Trop三ea玉1n－

　　　stitute，1966，　107　p．　（Comm．54e）．
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ゾウコンニャク（望eve）

学名伽・励・伽臨s・α卯脇％zα齢一サトイモ科

　（Pγαoo⑳面膿poz卯んz臨窺）

　テベTev6（タヒチ），コエKe，ウェアPwea（以上，ニューカレドニア），ダがDaga（フィジー，

サモア），カンダ・ゴダKa員da　goda，スランS肛an，ザミン・カンドZamln－Kan6（以上，インド），

ソフォロSoforo（マリ），オロイOroy（フィリピン），キダラソKidaran，エレファント・フヅト

E里epha轟t　Foot（英語），スウェッグSuweg（ジャワ），キデランK：ideran（セイロン）。

　茎の長い草本植物で，葉は盾形の全裂葉。インド，インドシナ，ジャワ，西アフリカ，ポリネシアの

湿潤な熱帯地域で栽培されでいる（1，2，3，6，8）。

　現在では飢饒のときにしか食絹として使われず，あまり重要ではない。植付には小さな球茎を稽いる。

栽培期間は1～3年，あるいはそれ以上である（10）。食絹となる球茎は円盤形で，重さ3～20kg。

鰺酸カルシウムが多く含まれているので，長時間アクぬきをする必要がある。アクぬきしたあとは，砂

糖とヤシのジュースで味つけをする（1三）。

　球茎には黄色のでんぷんが含まれでいる。また球茎のほか，葉柄と薪葉の芽が食用となる。

　Te∬a（12）によれば，球茎には1～3％のたんぱく質が含まれている。

第56表　ゾウコンニャク（A悌oγpんoρんαμ％s　oαηじpαπ％Zαオ％s

　　　　の球茎の成分（食用部分100g中，生体）

成　分 W冠S了冠R｛こよる分析 HER摂A競0による分析

熱量　（cal）

水分　（％）

たんぱく質（g）

鮨肪　（9）

炭水化物（9）

繊維　（9）

灰分　（9）

　57．40

　77，83

　　1．40

　　0，13

45　　～　　12．0

1．34

100．00

74．81

　5。10

　0．38

　18．37

　0．61

　0．73

（出所）　　Wester　　（14）

　　　　Her鐵ano　 （7）

　Busson（4）は，西アフリカには球茎を多く産する12種の、4惚oγpんopんα‘‘％sが生育すると捲摘

している。また，このうち：重要なものとして，A呪oγ悌。悌α‘勧s億。ηθπ8商（、4γ％鳴αpん雪μ鴛勉）

とA伽ηんopんα‘砒8　dγαCO％師。掘θSをあげている。
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第57表　A備碑頭。画α‘‘％s飴。％θ％s招の球茎の成分

　　　　　（薦アフリカ産，食用部分100g中，乾物）

成　分 球茎（乾物）

たんぱく質（g）

脂　肪（9）

炭水化物（9）

セルロース　（9）

蟻酸不溶物　（g）

灰　分（9）

カルシウム（9）

リ　ン　（mg）

　　8，4

　　1．4

　79．4

　　婆．9

　18．0

　　5，9

530

380

（繍所）　　Busson　　（4）

　日本とインドシナでは，∠4鳴oγ悌opん副Z％8ゲ加¢θγゼ（コンニャク，コアイ・ナKhoai汽a）が栽

培されでいる。この種は多年生で，常に高温を必要としない。初年度には主球茎と側球茎ができる。新

鮮な球茎には90％の水分と6～7％のでんぶんが含まれる。

　Teτ：raQO）は，　A帆。僧pん。悌αZ伽sγ物犯γ客の球茎に含まれるたんぱく質の量を1％としてい

る。また，蔭酸カルシウムが多く含まれているので，中国では長時間ゆでたあとで食糧として使用して

いる。日本ではこのコンニャクで，鯉コンニャク粉”と呼ばれる粉をつくる。

　S鳥strapτaδja（11）によれば・ジャワでは，栽培種であるA暢oγPん。卿αZ勧s　oα㎜Pα％協偏％s

のほか，砺oγ勉op侃〃麗ひα幅磁乞あ3が自生している。この自生種は，第2次大戦中，蟹本がジャワを

占領したときの重：要な食糧であった。

引 用 文 献

1．

2．

3．

4．

5．

6，

7．

8．

BARRAU，　J．　Les　arac6es　a毛ubercules　alimenねires　des　Iles　du　Paci－

　　fic　Sud．　Jouma王d，Agricu1毛ure　Tropicale　et　de　Botanique　Ap－
　　pliq、u6e喋：34－52．　1957．

BOIS，　D．　Les　plantes　alimentaires　chezもous　les　peuples　eむatravers
　　les　ages．　Paris，　Encyc，　BioL，1927．　v，1，　pp．527－528．

BROWN，　W．　H．　Useful　p圭ants　ofもhe　Phillppines．　Manila，　Depも。
　　Agrie．｝曙at．　Res．，1951．　v．1，　pp．3農4－3農8．

BUSSON，　F．　Planもas　alimentaires　de　1’Oaest　Africain．　Marsei王1e，

　　Leconte，1965．　PP．　516－51『7．

CHEVALIER，　A．　Les　Amorphophallus　e　leur　usages．　Revue　Intema－
　　tionale　d’Botanique　Appliqu6e　et　d’Agriculture　Trop圭cale　11：809－

　　816　1931。

HENRY，　A．　H．　Notes　on　the　economie　boもany　of　China．　Shahgai，

　　1893．　p．35．

HERMANO，　A．　J．　Food　values．　Manila．　Bur．　Sc．　Pop．　Bulletin　no．
　　16．　　193〈隻．　　14　p．

MACLET，」．　N．　y　BARRAU，　J．　Ca£alogue　des　plantes　utiles　au－
　　jourd，　h磁pr6sentes　en　Polyn6sie　Fra簸caise．　Joumal　d，　Agricu王一

　　ture　Tropicale　eもde　Bo亀anique　Appliqu6e　4：1－21．　1959．
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9

9，

10．

11．

12．

13．

14．

PAILLEUX，　A．　y　BOIS，　D．　Le　poねger　d，un　cureiux．　Bu1L　Soc．

　　　d’Accliτnatation．　1884－1885．

PLUCK：NETT，　D．　L．　Colocasia，　x鋤伽s鵬a，　Alocasi馬Cy蛇。聯翌斑a
　　　and蝕or凶opha1隻鵬．互狐Inter耳aもional　Sympos圭um　on　Tr◎pical　Roo℃

　　　Crops，2nd，　Hono王ulu，　Hawaii，1970．　Proceed童ngs，　Ho論ohllu，　Ha－

　　　waii，　URiversiもy　of　Hawai圭，　College　of　Tropical　Agricu1加re，1970。

　　　v．1：127－135，

SAS饗RAPRADJA，　S．　Inventory，　evaluation　and鵜ainもenance　of　ge－
　　　netics　st㏄ks．　II．　Rooも　crops．　亙n　I益tema宅ional　Symposium　on

　　　τropical　Root　Cτops，2nd，　Hono玉磁u，　Hawaii，1970。　Proceedi篇gs．

　　　Honolu圭u，　Hawai圭，　U篇iversi£y　of　Hawa三i，　College　ofτropica圭Agri－

　　　cu1もure，　1970．　6　P．

TERRA，　J．　A．　Tropical　vegetables．　Amsterdam，　Royal　Tτopica至王n－

　　　stitu宅e，1966．　107　p。　（Comm．54e）．

THUIRA，　H．　Tahiti　aux　te瓢ps　anciens．（A漁。叩hopha至lus　eampan秘一
　　　1atus）．　Paris，　Soc．　Oc6an三stes．　Pub．　no．1．　1951．

WESTER，　P．」．　Tbe　food　plan毛（疲the　Philippines．　Manila．　BuL
　　　Agric、　Bulletin訟。．39．　1925．　218　p．
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ジャイアント・スワンプ・夕日（瓢aota）

学名　C鍵如spθ撒αc肱編s80幅s一サトイモ科

　（C塑・sp・γη昭糀・白目・σμ・8P・γ…鮎，胴・α・・痂8　Cん・煽SS。痂、ムP，。、。α

θ8c％zθ？しめα）

　マオタMaota（タヒチ），アペ・ベオApeveo（スールボン島），カカグ1くakake（ソロモン島），

ビア・カナVlaKana（フィジー），イアラジコ・工araj（マーシャル諸島），ババBaba（カロリン

諸島）・プラP・1・（サモア島），タオ・カペ・タア・タアT・・K・p・Taa　Taa（マ・レグサス諸島）

パラウアンPalauan（フィリピン）。

　太平洋地域においで植湿地時代以前から栽培されでいる（1，2，4，5，6，7）。全長婆m以上あり，

サトイモ科の中で最も大きな種の一つである。葉はやじり形の大きな全縁で，下の裂片は鋭形。球茎は

晩生で，成熟するのに2～4年かかる。形は太い円柱形で，地上に1～1．20m，地下にも同じくらい

の長さが埋まっている。収穫は10～14年後でも行なうことができる。熱帯の湿潤な土壌を好む。植付

には，吸根や球茎，あるは側茎（cormelo）を用いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　τerra（8）によれば，球茎のたんぱく質含有率は0．7～1．4％である。

第58表 C解如8pθ7窺α01じα凱飴so％ゼ8の球茎の成分
（食用部分100g中，生体）

成 分 球茎（生体）

熱　：量　（ca1）

水　分　（％）

たんぱく質（％）

脂　肪　（9）

炭水化物　（9）

繊　維　（9）

灰　分　（9）

143

62．61

　0．81

　0．09

33．87

　1．57

　1．05

（出所）Hemano（3）

引　用　文　献

i．

2．

3．

4，

BARRAU，　J．　Les　arac6es　a　tubercules　alimentaires　des　Iles　du　Paci－

　　　fique　Sud．　Joumal　d’Agriculture　Tropicale　et　de　Botanique　Ap－
　　pliqu6e　農：34－52．　　1957．

BROWN，　W．　H．　Useful　plants　of　the　Philippines．　Manila，　Dept．
　　Agric．　Nat．　Res．，1951．　v．1，590　p．

HERMANO，　A．　J．　Food　vaユues．　Manila．　B“r．　Sc．　Pop．　BuHetin
　　no。　16．　　1934，　　1農p．

MACLET，」，　N．　y　BARRAU，　J．　Catalogue　des　plantes　u毛iles　au30urd’
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5．

6，

7．

8．

　　　hui　pr6sentes　en　P◎1ynξsie　Francaise．　Journal　d’Agricu玉撫re　Tro－

　　　picale　et　de　Botanique　App玉iqu6e　4：1－21．　1959．

M｝至RRIL，　E．　D．　A捻enumeration　of　the　plan毛s　of　Guam．　Phihppine

　　　Journal　o£　Science　9；17－155．　1914，

MOORE，」．．W．　New　and　criもical　plants　from：Raatea．　Honolulu，　B．

　　　P．Bishop　Museum．　Bulleもin　no．102。　1933．

NADEAUD，　J．　Planもes　usualles　des　lrahitiens，　Montpellier，186生
　　　PP．　1－52，

丁冠RRA，　J．　A。　Tmpicai　vegetab玉es．　Amsterdam，　Roya玉Tropica玉
　　　王捻stitu毛e，1966．　107　p．　（Comm．54e）．

一191一



センネンボク（τi）

学名　　σ07（如尻％θオθ骸伽αεゼs一ユリ科

　（00γ吻房％θノγ偏初OSα，0074μ伽8　60鵬θ幅08α）

　ティTLアウティAutLカロ・カロKaro　Karo（以上，ポリネシア）。

　高さ1～3mの灌木で，茎は一本か複数。野生で生育するが，ヒマラヤ，中国，東インド，それにポ

リネシアの島では家の近くで栽培し，根茎（でんぷんとフラクトースが含まれる）をとる。また，新葉

は飼料として，成熟した葉は繊維をとるのに用いる（玉，2）。

　栽培はさし木を使っで簡単にできる。

　昔，飢謹のときには，地下部を土中につくったかまどでゆで，サトウキビのようにかんで食べた。ヨ

ーロッパ人が太平洋地域に到来した後，ハワイの原住民は，ゆでてつぶした根茎から酒（“オコレハオ

okoIehao”）を醸造することを学び，この酒は現在でもホノルルで販売されでいる（3，5，6）。

　根茎の重さは，1株につき，130丁目に達することもある。

　駕nu狙ah（4）によれば，ハワイのカウアイ島では，グローブ（Grove）製糖会社がこのセンネンボ

クを栽培し，フラクトースを抽出しでいるとのことである。

引　用　文　献

1，

2．

3．

4，

5，

6．

BARR班，αW，　Los　cult圭vos£ropicales．　La　H：abana，　Cultura1，1930．

　　525P．
BOIS，　D．　Les　plantes　a1圭menねires　chez　tous　les　peup王es　et　a　travers

　　les　ages・　Paris，　Encyc．　BioL，1927．　v，1，　P．494．

BUCK，　P．　H，　Ti．　頁盤Arts　and　cra斐毛s　o窒Hawaii，　Food，　Honolulu，

　　B．P．13三shop　Museum，　Sp。　Pub．荏5．　1964．　p．11，

EZUMAH，　H，　M玉scellaneous　tuberous　crops　of　Hawaii．　導因Intema－

　　ticnal　Symposium　on　Tropical　Root　Crops，2nd，　HonoluIu，　Hawaii，
　　1970。Pr◎ceedings，　Honolulu，　Hawaiま，　Universiもy　of　Hawai圭，　Co墨一

　　1ege　of　Trop三cal　Agricu1乞ure，1970．　v．1：166－171．

MUELLER，　F，　von．　Select　ex毛ra　tropica｝plan£s．　Sydney，1881．
　　P，90．

PETARD，　P．　Cordyl量職e重erm叢n我1is，　ethnobotanique　et　m壱dicine　poly．

　　n6sieRne．　Jour．　Soc，　Oc｛§anistes　2（2＞　1946．
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タシ日イモ（Pi＆）

学名　丁αCOα180幅opθ弼0昭θS一タシロイモ科

　（7α。。αρ禰αむ晒dα∬α・cα襯・z％¢γ碗α）

　ボルゴゴBolgogho，ルレLoure（以上，オート・ボルタ），ディバDiva（インド），ピア・タ

ヒチP呈aTah呈ti，ピアP呈a（以上，タヒチ，ツアモツ）ゲビッツオK：ebltso（マダガスカル），プ

レBoure（スーダン），ペンバ’鴻Q・イバPembarogue　iba（ガボン），ワンがWanga（東アフリ

カ），アロールート・ド・タヒチArrow－ro◎t　de　Tahiti（ポリネシア），バクランHaclan（ニ

ュー
Jレドエア），インディアン・アロールートIndia登Arrow－rgot・ウイリアムズ．アロールート

Williams　Armw－roo亀（以上，英語），ガウ・ガウGarGau（フィリピン）。

　高さ0．60～1．50mの多隼生草本。地上茎はなく葉柄の長い根出葉をもつ。葉縁の切れこみが深く，

葉身は多くの小葉に分かれる。200～700gのほぼ球形の塊茎を産する。

　生育地は湿潤な日かげである。栽培には塊茎を使絹し，雨季の初めにタロイモの耕地の端に植える（7）。

　太平洋諸島（6，10，11）やアフリカ（4），マダガスカル（9）には，野生状態でよく生育する。生育

地域は海岸付近を好む。

　数年前までは，とくにでんぷんを抽出するために栽培され・市場では曜qポリネシア・アロールート”

と呼ばれていた（5）。しかし，現在ではその栽培地域も限られており，緊急時にしか消費されない。

　でんぷんの製法は次のとおりである。熟した塊根を，石のざらざらした表面を使っですりつぶす。これ

を容器に入れ，でんぷんを沈澱させる。上澄みをとり，新たに水を加える。これを数圓繰り返し，でん

ぷんのにが味をとる。

　ハワイ料理の㌧・ウピア（haupia）”は，タシロイモのでんぷんをヤシの乳脂と混ぜて賦シティ”の

葉でつつみ，土に堀つたかまどで蒸したものである。

　塊根はヤムと同じように保存する。

　Terra（12）によれば，タシロイモの塊根に含まれるたんぱく質の比率はL5％である。茎の細い

繊維は，帽子の製造に使われる。

第59表〃・イモ（Tα0σα‘θ0撹OPθ‘αご0掘θS）の成分

　　　　　（食用音匡分100g中，乾物）

成　　分 塊根（乾物）

たんぱく質（g）

脂　脂（9）

炭水化学（g）

蟻酸不溶物　（9）

セノレロース　（9）

灰　分（9）

カルシウム　（繭窪g）

リ　ン（mg）

　5．1

　0．2

89，4

　8．8

　2．1

　3．2

270
200

（出所）B窺ssoa（8）
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第60表タシ朗モ（7αccαzθo⑳君OPθオαz掘θs）の

　　　　　　でんぷんの成分　（単位：％）

成　分
BALLA簾Dによる分析
　　　　　（乾　物）

　　　　ALL亘Nによる分析

（乾物）　　　　（生体）

水　分

でんぶん

脂　二

三索化合物

セルロース

灰　分

13．70

84．18

　0，10

　1．42

　0，30

　0，30

75．01

68，00

24．03

（出所）Balla覧d（3）

　　　　　　Allen　　　（1）

　　　　　　　　　　‘

（2）は，塊根（生体）のでんぶん含有率を22．31％としでいる。

T…αZ・・蜘P・彦・Z・掘θS，亙αγα物αγ％顧駕θα，σ・蝋・ααμ。％伽0燃。、麟3

らは，食用の良質のでんぷんがとれ，まとめて“アロールート”と呼ばれる。

引 用 文 献

1，

2．

3。

4．

5，

6，
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8．

9．
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ALLEN・R・N・Ph◎t・mib・・9・aph・・f　PhilipPine　st・・ch・・，　PhilipPine

　　　Journal　of　Sience　38：241＿256．　1929．

BACON・R・F・Starch　p・・du・t圭・n・f　th・PhilipPi・・1・｝・nd・，　Philip．

　　　pine　Journal　of　Science　3：96．　1908．
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　　　Mossi．　Paris，　Hache撹e，1892，　　v．2，　p，49．

BOIS・D・　Les　planもes　a王三me滋taires　chez　tous　les　peuples　et　a　travers

　　　ies　ages．　Paris，　Encye，　BioL，1927．　v．1，593　p．
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ガジュツ（Kach1ユ：ra）

学科　C卿C㎜α紹伽α幅α一ショウガ科

　カチュラKachura（インド），．アリンプヤスAlimpuya／s（フィリピン），トゥノレメリックTur－

meric（ハワイ），アサファン・デ・ラス・インディアスAzafan　de　las　hdis。

Kundu（5）によれば，ウコン属には70種の根茎植物があり，インド，フィリピン，シャム，マラヤ

オーストラリアに分布する（2，3，5，6，7）。Bailey（1）はこのほか，アフリカにも生育すると

指摘して’いる。

　C％γc％㎜紹♂oα幅αは高さ50㎝，葉は緑色で，茶色の脈系をもつ。根茎は多肉で長く，芳香性で

ある。

　鯉ショティ（shoti）”と呼ばれる，ヒ電アロールート”タイプの良質のでんぷんがとれ，離乳食や老

人用として最適である。また，根茎は黄色く，染料やカレー粉の原料としでも使われる。この黄色は，

天然染料の非飽和オキシセトンであるグルタミンによるものである。

　Watt（7）はσ％γo脚㎜駕doαdaの根茎についで，インド産の香料の中でも最も：重要なものの一

つであると述べている。またGapus（4）によれば，ポリネシアでは身体や髪を染め，かおりをつける

のに用いられていたとのことである。

　脱ck（3）は，飢謹のときに塊茎を食べると報告している。
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BROWN，　W．　H．　Useful　plants◎f　the　Ph玉lippines．　Manila，　Depも．
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ショウガ　（Jen3ib：re）

学名　Z伽σ茄θγoプ男面㎎島一ショウガ科

　ヘンヒーブレJe漁gibre（スペイン語），ジンジャーGlnger（；英語），ジンジョンブノレGingem－

bre（フランス語），ジンジベルZ加giber（サンスクリットからの派生語）。

　アジアとマレーシアのいくつかの島に野生種が生育する。栽培地域は，中米，アンチル諸島の一部

（ジャマイカなど），西アフリカである（1，2，3）。高さは50～100c田。地下茎の先に，旛の形を

した数多くの根茎ができ，これを一般に“ショウガの根”と呼ぶ（6）。

　栽培は，根茎をいくつかに切り，直接耕地に植える。ただし，切るときには，各切片に芽がついてい

るよう注意しなければならない。また栽培には，高温，湿潤で，少し日かげのできる水はけのよい肥沃

な土壌を必要とする。

　猛versonら（5）は，オーストラリアのクイーンズランドQueeslandで，ショウガの根茎の初期

段階での発達に対する温度の影響について実験し，25～30℃が最適であるとの結論に達した。

　植付時期は，雨季の初めが普通である。

　また栽培中には，除草を行なう必要がある。

　根茎が成熱するのは，緑色の茎が黄色に変色するときで，植付け後約8ヵ月のことである。収穫した

根茎は，皮をむき，洗ってから癒傷処理する。癒傷処理とは，雨よけをしで，6～8日間にほすことで

ある。

　癒傷処理のあとは，水分が7～12％となる。

第61表　ショウガの根茎1009中の成分

成 分 根茎（生体）

熱　量　（cal）

水　分　（％）

たんぱく質

脂　肪　（9）

炭水化物

繊維　（9）

灰　分　（9）

カルシウム

リ　ン　（mg）

鉄（mg）

ビタミンA（act．　mcg）

チアミン　（mg）

リボフラビン（mg）

ニコチン酸　（mg）

アスコルビン酸（mg）

雰可食部分　表皮（％）

　47

　87

　1．6

　0．80

　9．0

　0．9

　1．0

　44．0

　6◎0

　1．8

微量

　0．02

　0．06

　0．7

　2．0

　3．0

（出所）　Wu　Le登ng亘10res　（9）
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　ショウガの根茎の精油成分は“ジンジベレン”と呼ばれ，単環セスキテルペンの仲間である。

　Capus　（3）によれば，中国ではショウガをよく食べるとのことである。

　皮をむき，乾燥させたショウガの根茎を，糖蜜を使って調理し，包装した上で販売するのである。ま

たショウガは，聡ジンジャエール”や璽璽ジンジャビール”などの飲物に使われる。とくに後者には多量

のショウガが含まれる（6）。

　ハワイでのショウガの生産は，165トン／年（1968年）に達する。また罵ve獄s◎a（4）によれば，

オーストラリアのクイーンズランドの1968～69年の作付面積は126ヘクタ・一ルで，平均収穫量は，

15ton／haであった：。
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ノ、 ス （Loto）

学名　2鞠伽励0脇0ガ佛α一スイレン科

　（Nθ砒渤ゼ㈱側。唇∫θγ％s，1＞．spθoゼos㈱N。伽面。α，！▽．％θ6％励。）

　ロテユLo土us，ロチェLotier（以上，フランス語），バイノBaino（フィリピン）。

　南アジアおよびアフリカ原産の多年生水生植物である（1，2，3，6）。沼や川床で栽培され，食用と

なる塊根は，長さ0．60～1．20mで，ソーセージ（長さ7～15cm，薩径5～7cm）が数珠つなぎにな

った形をしている。

　根茎のほか，実や新芽，葉，花のつぼみ，さらに熟した種子も，生のままかゆでで食べる。

　栽培期間は6カ月で，収穫は3ヵ月遅らせることができる

　Te∬a（5）によれば，ハスのたんぱく質含有率は次のとおりである。

　　　　　　　根　 茎　 ：　　1．7～3．4

　　　　　　　熟した種子：2．6～170％

猛zumah（4）によれば，ハワイでの1968年のハスの生産量は80トンである。
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　　1970．Proceedings．　Honolulu，　Hawaii，　University　of　Hawaii，　Co1－
　　lege　of　Tropical　Agriculture，1970．　v。1：166－171．
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ユジウス類（Coleos）

学名　Co島％s　spp．一シソ科

　ンソ科の草本植物て，小さな塊茎を産する。栽培地域はアフリカと菓南アジアてある。Ju灘elle（5）

によれば，すてに1658年に班ac◎urt　（3）がマダガスカルてこの植物を発見しτいるが，熱帯性

食用植物としでの真の重要駐が理解されるようになったのは，Paエ11e窺x　とBoユs　（8）がトランスバ

ールて，また，Le　Dantec（6）がスーダンて栽培されているこの植物について記した19世紀末以後

のことてある。

ビグ　　　　　酒／

第60図　Co髭ηs　sppの葉
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イモジソ（Bor：raja　india）

学名　CoZ臨s施6θγo飾s シ　　ソ 科

（CoZθ％s　pαγ面∫Zoγ％s）

高さ30～60cmの草本植物。小さな塊茎を産する。インド，セイロン，ジャワ，インドシナ，アフリ

カの湿潤な熱帯低地で栽培されている（2，8）。

栽培には，さし木か塊茎を用いるが，後老の方が収穫量は多い。

塊茎のたんぱく質含有率は，湿潤状態で，0．1～0．9％である（9）。
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ウッスオ・二・フィン（0篭ss犠。－n主一fing）

学名　　　CoZθ⑳S　γ0オ％？L（1ゼ∫oZ6％8

　（SoZθ％OSオ8ηZOπγ0施π面∫o砺％S、CO‘θ％S　4γ5eπ‘8r‘Cμ5，　PZecごrα昂‘勧5彦μ6erO5昆ε．

P．γo亡脇面∫oπ％s）　　　　　　　『

　ウッスオ・二・フィンOussuo一無i－fing（仏領スーダン），コードカンKoord武an（インド），

クロディンKrodyn（ナイジェリア），カンタンCantang。

　キャッサバ（醒α％乞ん0‘　θSC％Zθπ孟α）やサソマイモ（lp微。θαbα勧オαs），落花生（ムγαo椀s

吻pogαθα）が移入されるまで，西アフリカでは重要な栽培植物であった（2，4）。

第62表 σ0惚％S70施％面∫ol物8の塊茎の成分
（食用部分100g中，生体）

成　　分 塊茎（生体）

水　分　　（％）

たんぱく質　　（9）

脂肪　　（9）

炭水化物　（g）

繊維　　（9）

灰　分　　（9）

73

　1．4

0．3

23．0

　1．0

　1．3

（出所）　　Balland　（1）

　　ノ　Leon（7）は，ウソスオ・二・フィンの塊茎が，味の点でも栄養価の面でも，ジャガイモに匹敵する

と述べでいる。
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ダ

学名

ソ （Dazo）

（70Zθ％S　θ80％‘θ⑳孟％8

　（PごθC孟γα撹ん％S　／‘0γ幽％π〔肱8，00五θ％S　∫ZO短b％％4％8，0θ‘θ％8　dαβ0，0．‘απ90麗αS8ゼθ一

πsづs）

　ダゾDazo（ウバンギ），バヨやBayoya（オート・ボルタ）。

長さ約30c羅，直径3～4cmの円柱形の塊茎を産する。

　Ballanδ（1）によれば，食用部分100g中の成分は，乾燥状態で下表のとおりである。

第6ろ表 σo惚％SθSO幅θπ伽Sの塊茎の成分

（食用部分支00g中，乾物）

成 分 塊茎（乾物）

たんぱく質

脂　肪

炭水化物

繊　維

灰　分

（9）

（9）

（9）

（9）

（9）

　7．6

　2．4

80．6

　5．9

　3．5

（嵐所） Balland（1）

塊茎には，軽い三味がある。
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